
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　のどかだなぁ。

　朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみは、教室の窓まどから見える遠い空を眺ながめながら、今、この時のことを思った。平へい和わな春はるの午前中、三さん限げんと四限の間の休み時間である。

　彼を説せつ明めいするのに、一いつ介かいの男子高校一年生という語ご句く以い外がいに思いつかないほどの平へい凡ぼんさで、つい先日までその平凡さは彼の人生において存ぞん分ぶんに発はつ揮きされていた。多た少しよう、家か庭てい環かん境きようが風ふう変がわりではあったが、彼そのものと彼自じ身しんの生活自体は掃はいて捨すてるほどある数多あまたの高校生のものと何ら変わらなかった。

　そんな彼の目立たず奥おくゆかしい学校および日にち常じよう生活が一いつ気きに破は壊かいされ、過か去こ形けいとして表ひよう現げんせざるを得えなくなったのは、今から一週間ほど前のことである。

　普ふ段だんと変わらぬ下げ校こう途と中ちゆうに、突とつ如じよとして一人の少女に抱だきつかれ、その少女を抱きつかせたまま這はうように自じ宅たくに戻った彼を、別の少女が憤ふん然ぜんと待まちかまえていたあの日──。

　[image: たつみ]の世せ界かい観かんは、あたかも跳とび箱ばこの着ちやく地ちに失しつ敗ぱいしたかのような変へん転てんを見せ始め、そして現げん在ざい進しん行こう形けいとして変転し続けている。

　だが、[image: たつみ]はそれでも何とか常じよう識しき的てきな日常を送るべく、以前と変化しない行動様よう式しきを取っていた。というより、他ほかにすることがなかった。

　なぜなら、彼は誰だれが何と言おうと一介の男子高校一年生として己おのれを認にん識しきしていたからである。

　これはそんな朝凪[image: たつみ]と、彼の周しゆう囲いに参さん集しゆうした奇き妙みような人々の物語だ。
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　ここしばらく、石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうは面おも白しろくない日々を送っていた。

　それまでの日々がめっぽう面白かったわけではないが、それでも最近に比くらべたら大いにマシだと気づいたのは、彼の通う高校の教室に異い物ぶつが混こん入にゆうされてからのことである。

　その異物は一いつ見けんすると見み目め麗うるわしい少女にしか見えず、石丸の主しゆ観かんからしても非ひの打うち所どころのない美び少しよう女じよだったが、あいにく彼は女の外がい見けんなどに興きよう味みはなかった。そもそも女そのものに対する興味が不ふ足そく気ぎ味みであり、同学年の少女など漢おとこと男の間に発はつ生せいする友情を妨さまたげるジャマーでしかない──と本人、思っているフシがある。

　ちなみに教室に侵しん入にゆうしてきた異物は二人ほどいたが、目め障ざわりなのは一人だけだ。もう一人は子供過すぎて話にならないと石丸は思い、無む視ししていても差さし障さわりのない存そん在ざいとして認識することにしていた。問もん題だいなのは、そう、髪かみの長い美少女だ。

　その名は綾あや羽はとか言う。──らしいのだが、今に至いたるも石丸は彼女のフルネームを知らない。一度[image: たつみ]から聞かされたような気がするものの、一秒びよう後ごには忘れてしまった。無理やり難むずかしい漢かん字じを選えらんでつけたような、ややっこしい名前だった。その思いはクラスの全員に共きよう通つうするものだったらしく、誰もが彼女を綾羽と呼よび、それ以外の名前で呼びかけることはなく、その綾羽という呼こ称しようが名みよう字じなのか下の名なのかは今もって誰だれも知らない。綾あや羽は自じ身しんどうでもいいらしく、当とう然ぜんのことながら石いし丸まるにとってもどうでもいい。

「ええい、いまいましいぜ」

　とにかく腹はら立だたしいのだった。むかつくのであった。

　なぜなら、石丸文ふみ一いち郎ろうは、その綾羽なる少女に二度までも敗はい北ぼくを喫きつしていたからである。ぶん殴なぐられて意い識しきを失うしなってしまったなど、石丸の十五年と数ヶ月の人生において初めてのことだ。

　厳げん密みつに言えば、それは勝しよう負ぶといえるものですらなかった。まさに不ふ意い打うち、一いつ方ぽう的てきな攻こう撃げきによってぶっ飛ばされ、気き絶ぜつさせられた。

　[image: たつみ]たつみの目の前で。よりにもよって。

　綾羽の、どちらかと言えばスリムな身体からだのどこにそんな力があるのかは不明だが、その時石丸が受けた打だ撃げきは、ミドル級きゆうボクサーによる渾こん身しんのストレートに匹ひつ敵てきしたのではないか。

　そうでもなければ、石丸が失しつ神しんＫＯするようなことはないはずだ。

「くそ、あの……女め」

　ホントは……のところに適てき当とうな罵ば倒とう語ごを入れたかったのだが、いい文もん句くが思いつかない。石丸の語ご彙いの欠けつ如じよと言うより、綾羽は外がい見けん的てきには非ひのうちどころがなかったからだ。あえて言うならば、非ひ常じよう識しき、あたりが該がい当とうするだろう。

　石丸は顎あごを撫なでた。我われながら精せい悍かんなラインの下顎をしていると思う。中学時じ代だい、ケンカに明けくれていた記き憶おくを蘇よみがえらせると、ここに一いち撃げきを食らった覚おぼえは数回あり、だが意い識しきを飛ばされるほどの衝しよう撃げきを受けたことは皆かい無むである。

[image: ]

　なおのこと、いまいましい。

　石いし丸まる文ふみ一いち郎ろう。彼を見て高校一年生十五才だと看かん破ぱする一いつ般ぱん人じんはあまりいないであろう。長ちよう身しんで筋きん肉にく質しつ。バランスのいい体たい格かくは厳いかついと言わないまでも、向こうから歩いてきたら思わず避よけてしまいそうな、初しよ見けんではやや近ちか寄よりにくい雰ふん囲い気きをまとっていた。

　かつてクラスメイトの森もり村むら千ち夏なつが評ひようしたところによると、

「そうねえ。顔かお自じ体たいは普ふ通つうなんだけど、表情が恐こわいのよね。ちょっと笑ってみてくれる？」

　試ためしにそうしてみたところ、千夏は微び妙みような沈ちん黙もくの後、にっこり微笑ほほえみ、

「やっぱり普通にしてたほうがマシね。笑うともっと恐いわ」

　ストレートな感かん想そうを言われ、石丸は憮ぶ然ぜんとしたものだった。

　しかし。

「そんなもん、どうだっていいのだ」

　一人ごち、石丸は視し線せんを一いつ点てんに固こ定ていした。

　場所は教室、時は休み時間。

　石丸の席せきは教室の窓まど際ぎわ、中ほどにあった。そして、彼が憎にく々にくしげな目を向けた先には、一人の少年と二人の異い物ぶつ的てき少しよう女じよが固かたまって座すわっていた。

　対たい象しようとなる少年は朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみ。石丸の親しん友ゆうにして心の友だった。今の自分があるのは[image: たつみ]のおかげである、と石丸は信じている。その確かく信しんは間ま違ちがっていない。あの日あの時、偶ぐう然ぜんの出会いをしていなければ、石丸はこの高校に入学することはなかったであろうから。

　問もん題だいは──。

　石丸は考える。

「あいつらだ」

　[image: たつみ]のそばで目を光らせている一人の凶きよう悪あくな少女と、ほんわかと笑っている小さな女の子にあった。いや、だから後こう者しやの小少女は無む視ししてかまわない。凶悪な少女のほうは、まさに凶悪であるがゆえをもって、石丸には目め障ざわりなのだった。

　一いつ方ぽうで、中ちゆう心しん人物たる朝凪[image: たつみ]は、少し困こまったような、でも何となく嬉うれしそうな、石丸には気に入らない表情で二人の少女と会話をしている。あろうことか微笑んだりもしている。

　[image: たつみ]が初はじめて綾あや羽はと猫ねこ子こという二人の娘むすめっこと登とう校こうしてきたのは、あれは一週間ほど前のことだったか。石丸が昏こん倒とうさせられたのもその日であり、そしてその二日後、教室の壁かべに大おお穴あなが空あくという事じ件けんが生しようじて以い来らい、[image: たつみ]が綾羽に見せる表情は格かく段だんに軟やわらかくなっているように思えた。

　いったい何が起こったのかは知らない。石丸が知っているのは、その日登校してくると教室中の机つくえが行方ゆくえ不ふ明めいになっていて、壁に直ちよつ径けい三メートルほどの穴が穿うがたれていたことくらいだ。そう言えば床ゆかに血ち溜だまりができていたような気もするし、焦こげ臭くさい臭においが漂ただよっていたような記き憶おくもあるのだが、むしろ石いし丸まるの気に障さわったのは、[image: たつみ]たつみと綾あや羽はがどこかに行って、そのまま教室に戻ってこなかったことであった。

　どこで何をしていた。いや、[image: たつみ]に何をしたのか。

「むううう……」

　石丸は呻うなり、綾羽に何か言っている[image: たつみ]の横よこ顔がおを観かん察さつする。

　この数日で友人は確かく実じつに変化していた。しないほうがおかしいだろう。聞いたところによると、[image: たつみ]は綾羽および猫ねこ子こと同じ部へ屋やで暮くらしているのだという。

　つまり同どう棲せいだ。

「許ゆるし難がたい」

　石丸の目に凶きよう暴ぼうな光が灯ともる。

　女はダメだ。女という生き物は男をダメにする。男同どう士しの固かたい友情の間に割わり込んできて、楔くさびを打ち込み、破は綻たんに追いやろうとする邪じや悪あくな生せい命めい体たいなのだ。歴れき史しを振り返ってみるがいい。いったいいくつの男集団が、たった一人の女によって崩ほう壊かいにいたったか。特にバンドグループなんかそうだ。具ぐ体たい例れいは挙あげにくいが。

「白しろ黒くろつける必ひつ要ようがある」

　石丸は重おも々おもしくうなずいた。もちろん勝かつ手てな思いこみである。[image: たつみ]に尋たずねてみればいいのだ、石丸は。

　そうすれば、

「え？　何の白黒？　そんなの、別につけなくていいよ」

　と、答えるであろうから。しかし、

「それでは俺おれの気が済すまん」

　なのだそうだ。

「正せい々せい堂どう々どうと勝しよう負ぶすれば、この俺に分ぶがあるはずだ」

　どういう根こん拠きよがあるのかは知らないが、石丸はそう思っているらしい。しかし何で勝負をし、白黒つけるつもりなのだろう。

「今日は午後の授じゆ業ぎようを潰つぶして、体力測そく定ていがおこなわれるのだ」

　なるほど。

「目にもの見せてくれるわ」

　だいたい、ありがちな展てん開かいとしては、こういうセリフを述のべた本人のほうが、逆ぎやくに目にものとやらを見せつけられることになるのだが、今は言うまい。言ったところで、石丸は聞く耳を持たないだろうし。

「おう、その通りだ」

　石丸はあくまで独ひとり言ごとを呟つぶやくと、獰どう猛もうな微び笑しようを浮かべた。もし森もり村むら千ち夏なつがその笑えみを見ていたら、肩かたをすくめてこう言いそうだった。

「まるで、主しゆ人じん公こうの引き立て役やくみたいな解わかりやすい悪あく人にん顔がおね」
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　ここまではただの前フリである。なぜなら主人公は石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうではない。彼はあくまで脇わき役やくであり、主人公は別の人間に配はいされた役どころであって、それは石丸が熱ねつ視し線せんを送り続けている朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみという少年だった。

　つい先日まで平へい凡ぼんな高校生として教室に埋まい没ぼつしていた[image: たつみ]であったが、今や誰だれからも一いち目もく置おかれる存そん在ざいになっていた。とは言え、決けつしていい意味ではない。かと言って悪くもない。何か立りつ派ぱな業ぎよう績せきを上げたわけでもなければ、悪あく逆ぎやく非ひ道どうを働はたらいたわけでもなく、[image: たつみ]自じ身しんはそれまでの人生とほぼ変わりなく平凡たる少年の装よそおいで、他た者しやから特に注ちゆう目もくされる人間ではなかった。

　少なくとも本人はそう思いこんでいるし、彼を知る者のほとんどもそう思っている。

　だが、少数ながら彼を特とく別べつ視ししている者もいて、それこそが朝凪[image: たつみ]をしてクラス中の注目を浴あびさせしむる原げん因いんだった。

　その一人の名は綾あや羽はといい、もう一人を猫ねこ子こという。

　この二人の少女は、突とつ然ぜん、[image: たつみ]の前に姿すがたを現あらわしたかと思うと、まったく意い味み不ふ明めいな理り由ゆうで彼にくっついて回るようになり、猫子に至いたっては物ぶつ理り的てきにくっつき虫むし状じよう態たいになっている。

　その猫子は、今も[image: たつみ]にぴったりと小さな身体からだを寄よせて、

「お兄にいちゃーん」

　などと呼よばわり、にこにこと上じよう機き嫌げんな表情を見せる、推すい定てい年ねん齢れい十歳さいくらいの女の子だ。

　なぜそんな小学生のような娘むすめが高校の教室にいて、もちろん学校指し定ていの制せい服ふくではなく、シンプルなワンピース姿で[image: たつみ]に抱だきついているのか？　という疑ぎ問もんの回かい答とうをしようとすると相そう当とう長くなる。ただ一ひと言こと断ことわっておくと、猫子は[image: たつみ]の妹いもうとでも何でもなく、それどころか人間でもなかった。その正しよう体たいはズバリ、人ひと型がたをした兵へい器き、もしくは爆ばく弾だんである。

　であるのだが、クラスメイトたちには秘ひ密みつだ。おかげで猫子は愛あいらしい顔立ちと立ち振る舞まいから、教室に付ふ属ぞくするペット的立ち位い置ちの確かく保ほを可か能のうとしており、今この時も級きゆう友ゆうたちの誰も危き険けん物ぶつを見る目をしていない。

　どちらかと言えば、そのような目はもう一人の少女に向けられ気ぎ味みの、ここ最近。

「猫子、そろそろ休み時間が終しゆう了りようする。いつも通り、わたしたちの背はい後ごに回り、この教室の連中で怪あやしい行動を取る者がいないか監かん視し任にん務むにつけ」

　冴さえた口く調ちようと表情で言った綾羽、こちらは猫子よりはまだ教室に溶とけ込みやすい格かつ好こうをしていた。制服をまとう髪かみの長い姿は、パッと見た限かぎりにおいて、通つう常じようの女子高生と大たい差さない。整ととのいすぎた目め鼻はな立だちが人間離ばなれしているとか、いつもピリピリとした雰ふん囲い気きを放ほう射しやしているとか、ずっと怒おこり気味な顔をしているとか、それくらいなら大たいした瑕か疵しにもならないだろう。

　問もん題だいは、行動にやや難なんがあることくらいだった。

　それは[image: たつみ]たつみと綾あや羽はの席せき位い置ちを見れば解わかろうと言うものだ。

　二人の席は教室のほぼ中ちゆう央おうにあり、それもぴったりとくっつけられた隣となり同どう士しである。それだけならまだ不ふ思し議ぎも少ないが、彼ら二人の席の周しゆう囲いには他ほかのクラスメイトたちの机つくえはない。[image: たつみ]と綾羽の机から、三百六十度、数メートル離はなれたところに至いたってやっと存そん在ざいを許ゆるされている。

　つまり、二つの席の周しゆう囲いにはぽかっとした空くう間かんが開けているのである。

　そうした者こそ、綾羽だった。

　理り由ゆうは明めい快かいである。

「[image: たつみ]、お前を守まもるためだ」

　生き真ま面じ目めな顔で綾羽はそう言ったものだった。

「正しよう体たいの不ふ明めいな連中が至し近きん距きよ離りにいては危き険けんだ。いつどこから狙ねらわれるか解らないからな」

　正体不明というなら、綾羽のほうがよほど不ふ審しん人物として当とう局きよくからマークされてしかるべきだろうが、綾羽の任にん務む遂すい行こう意い識しきは他の追つい随ずいを許ゆるさないほどガッチガチに凝こり固かたまっていた。

「クラスメイトだろうが友人だろうが関かん係けいはない。誰だれもがお前の命いのちを望のぞむ可か能のう性せいがある。たとえごく小さな確かく率りつであろうと、ゼロでないものはすべてあり得えるのだ。わたしはお前の守しゆ護ご者しやとして、そのような危険を座ざ視しできない。いや、[image: たつみ]、お前は何も言わずにわたしに付つき従したがっていればよい。わたし以外の者の言こと葉ばに耳を傾かたむけるでない」

　かなり無む茶ちやなことを言う綾羽の表情は、しかし、いつも真面目なのだった。

　もちろん、[image: たつみ]は常じよう識しき人じんで、いくら何でもと思わなくもない。ただし、ほんの数日前、実じつ際さいに彼は、自分の命を狙うと宣せん言げんし実じつ行こうしようとした二人と一いつ匹ぴきに出くわしており、これも実際に綾羽と猫ねこ子こによって救すくわれたという記き憶おくはまだ新しい。

　よって、[image: たつみ]は、

「ああ、うん。いちおう気をつけるよ。でも、クラスの中には信しん頼らいできる人もいるってことを解って欲ほしいな」

　控ひかえめに希き望ぼうを述のべた。綾羽のツリ気ぎ味みの眉まゆを見つめながら、

「だって綾羽もこのクラスの一いち員いんになったんだろう？　転てん校こう生せいって事でいいんだよね」

「知らん」

　綾羽はぞんざいに、

「転入の手続きを取った覚おぼえはない。その手の書しよ類るいはわたしの関かん知ちするところではないからだ。仮かりにしていなくとも問題はない。わたしはお前のそばを離れない。わたしがここにいるのは、お前がここにいるからだ。お前が別のところにいれば、わたしはそこにいるだろう。わたしの居い場ば所しよはこの教室ではない。お前の存在するところなのだ」

　聞きようによっては赤せき面めんしながら言いそうなセリフだった。繰くり返そう。綾羽はどこまでも真面目にこれを言っているのである。そこに情じよう緒ちよ的てきな感情は──まあ、ほぼないと言ってかまわない。

　[image: たつみ]たつみのほうが赤せき面めんしそうだ。

「それは……うん、そうだね。解わかってるよ。何度も聞いたから。でもさ、いちおう学生ってことにして過すごしたほうが都つ合ごうがいいだろう？　変に目立つのもどうかと思うし。それに、朝ちよう礼れいで出しゆつ席せき取るとき、綾あや羽はの名前も名めい簿ぼに載のってるみたいだし」

　それは事じ実じつだった。このクラスの担たん任にんは決けつして真ま面じ目めな教きよう師しとは言えなかったが、気まぐれに生徒たちの出席を確かく認にんし、読み上げる名に綾羽と猫ねこ子このものもある。

　綾羽はともかく、猫子の出しゆつ欠けつをとることに意味があるかどうか知れたものではなかったが、あいにく[image: たつみ]たちの担任教師にとっても知ったことではないようで、そういえば綾羽のフルネームはもっと長ったらしくややこしいものだったはずだが、単たんに綾羽とだけ呼よばれており、猫子などはフルネームが未いまだ不ふ明めいである。あえて言うなら、朝あさ凪なぎ猫子と称しようすべきだろうか。本人、[image: たつみ]の妹いもうとだと言い張っているから。

　[image: たつみ]は腕うでにまとわりついている猫子の柔やわらかい髪かみに手を置おいた。猫子は心ここ地ちよさそうに目を細め、猫そっくりな声で喉のどを鳴ならす。

　きっとした目つきで見つめている綾羽から目を逸そらし、[image: たつみ]はぼんやりと考えた。

　そういや出席番号とかってどうなっているんだろう？　綾羽のフルネーム……、思い出した。そうだ、確か津つ門と綾羽紬つむぎとかだっけ。それに猫子は生徒扱あつかいになってるのかな？　教室で飼かってるペットみたいなものだと思えって、無む茶ちやなことを言ってたけど。

　そこまで思し考こうを巡めぐらせたところで、授じゆ業ぎようの始まりを告つげるチャイムが鳴り始め、鳴り終えるのを待またずに教室のドアが音を立てて開け放たれ、教師が入ってきた。

　本ほん来らい授業で使うべき教科書など持たず、軽けい快かいな足取りで教きよう卓たくに向かうその女教師こそ、このクラスの担任にして世せ界かい史し教きよう諭ゆ、かつ猫子の名な付づけ親おやでもあり、加くわえて言うなら、[image: たつみ]の実じつの姉あねでもあった。

「さて、生せい徒と諸しよ君くん。楽しい授業の始まりよ。その前に猫子、あんたは教室の後ろで体たい育いく座すわりしていなさい。今日はちょっとした試し験けんをするから、そうして[image: たつみ]の腕にぶら下がっていたら答とう案あんを書くのに邪じや魔まだわ」

　平へい然ぜんと言う[image: たつみ]の姉、朝凪津波の命めいに、

「はぁい。おとなしくしてますからー」

　猫子は[image: たつみ]の腕に額ひたいをぐりりと押しつけてから、跳はねるような足取りで背はい後ごに引っ込み、そこまではまだよかったが、ワンピースの胸むな元もとからアサルトライフルを取り出してうずくまった。

　すでに慣なれ始めていることとはいえ──。

　教室の空気が感かん覚かく的てきに冷ひえた気がする。少しでも怪あやしい振ふる舞まいに及およべば、アレで掃そう射しやされる…………。そんな恐きよう怖ふ感かんによる冷れい気きが教室内を渦うず巻まき、だが津波はいっさいを気にすることなく抱かかえていたプリントの束たばを教卓にどさりと置き、猫子の持つ火か器きなど指ゆび鉄でつ砲ぽう以下だというような表情で、

[image: ]

「試し験けんって言ったけど、別に点てん数すうをつけるワケじゃないから気にしなくていいわ。ちょっとした頭の体たい操そうよ。以前の授じゆ業ぎようの復ふく習しゆうもかねて、みんなの発はつ想そうテストをしようってわけ」

　[image: たつみ]たつみは息いきを漏もらさないように嘆たん息そくした。姉あねであり担たん任にんであり世せ界かい史しの教きよう師しでもある津つ波なみは、昔むかしからどこか変な女として彼の記き憶おくの中にある。幼おさない頃ころはそうは思わなかった。なぜなら、それが普ふ通つうだと思っていたからだ。[image: たつみ]の中で津波が一いつ般ぱんからかけ離はなれた人間と変化したのは、彼が小学校を卒そつ業ぎようするあたりまで待またなければならなかった。

　津波はプリントを手早く最さい前ぜん列れつの生せい徒と達たちに配くばりながら、

「カイロネイアの戦たたかいを覚おぼえているわよね。最初の授業のほうでみっちり教えてあげたから、もう忘れたとは言わせないわよ。そう、フィリッポス二に世せい率ひきいるマケドニア軍ぐんとギリシャ連れん合ごう軍ぐんの決けつ戦せんよ。もちろん、この時フィリッポス二世陛へい下かの採さい用ようした斜しや線せん陣じん形けいについても詳くわしく知っているはずよね。エパミノンダスの昔むかしにまで遡さかのぼって講こう義ぎしたもの」

　プリントが[image: たつみ]のところまで回ってきた。一枚を取り、もう一枚を綾あや羽はに渡わたして、後ろの席せきの生徒に回すには席を立つ必ひつ要ようがあった。

「この戦いはマケドニア側がわの圧あつ勝しように終わったわけだけど、まあプリントをよくご覧らんなさい。そこに書いてあるのは両りよう軍ぐんの初しよ期き配はい置ちなわけよ。さあ、問もん題だいはここからよ」

　教きよう壇だんで腕うで組ぐみをする津波はやや手を反そらし気ぎ味みに、ただし平へい然ぜんとした顔もそのままに、

「マケドニア軍ぐんが歴れき史し通りの戦せん術じゆつを取ってきたという事じ実じつはそのままにして、そこからギリシャ連れん合ごう軍ぐんが勝しよう利りするにはどうすればよかったかを考こう察さつしなさい。図ず解かい付つきでね。自分が連合軍指し揮き官かんになったつもりで考えるのよ。自由な発はつ想そうを求めるわ。点てん数すうをつけたりはしないけど、わたしが心ここ地ちよくなるような戦術を編あみ出した人には今後、優ゆう遇ぐう措そ置ちをとってあげてもいいわよ。そうね、ひいきをしてあげます」

　表情を変えずにそう言い切ると、津つ波なみは教室の隅すみのパイプ椅い子すに座すわってタイトスカートから伸のびた脚あしを組み、腕うで時ど計けいを覗のぞいて、

「では、テスト開かい始し」

　それから腕も組み、目を閉とじて居い眠ねむりを始めた。

　朝あさ凪なぎ津波。まともな授じゆ業ぎようをしない教きよう師しとして一部から反はん感かんを、また一部からは賛さん同どうを受けている型かた破やぶりな高校教きよう諭ゆであり、そして[image: たつみ]たつみの姉あねだった。
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　むろん、石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうが殊しゆ勝しようにペーパーテストを受けることなどない。ハッキリ言って誰だれにもそのつもりはないだろうが、やはり変わり者というのはどこにもいるもので、古こ代だいの戦せん争そう模も様ようを図ず面めん化かしたプリントに喜き々きとしてシャーペンを走らせる者も少なからずいた。

　その中でも、まったく熱心でなく、にもかかわらずせっせと手を動かしている生せい徒との一人が森もり村むら千ち夏なつだった。

　──朝凪先生にも困こまったものね。

　内ない心しん、呆あきれつつアテナイ軍の陣じん形けいを後こう退たいさせるように矢や印じるしを引いて、千夏は文ぶん章しようを書き添そえる。

『マケドニア軍右う翼よくの前進に伴ともない、展てん開かいするギリシャ連合軍左さ翼よくを疑ぎ似じ敗はい走そうさせるとともに、右翼部ぶ隊たいを突とつ出しゆつさせ敵てきマケドニア軍の後こう背はいに回り込ませ、中ちゆう央おう部隊はそのまま待たい機き』

　森村千夏は津波の偏へん向こう授業に興きよう味みなどなかった。彼女が学びたいのは戦せん史しでも戦術でもなく、ただの歴れき史しだ。この場合、『カイロネイアの戦たたかいで勝利したのはマケドニア』という知ち識しきさえ得えられれば、フィリッポス二に世せいがどんな手を使って勝とうがまるで興味はない。ひいきだってされたくはない。

　──だって朝凪先生の言う『ひいき』だもの。何だか理り不ふ尽じんな働はたらきを要よう求きゆうされそうだわ。

　しかし投げやりにでもテストと言われたら、手て抜ぬきせずに解かい答とうを考えてしまうだけの几き帳ちよう面めんさを持ち合わせていた。というより、こんな茶ちや番ばん小テストなどさっさと終わらせて自じ習しゆうに入りたかった。

　千夏はほんの数分でギリシャ軍がマケドニアの斜しや線せん陣形を中央突とつ破ぱし、半はん包ほう囲い殲せん滅めつ状じよう態たいにする戦術を生み出して注ちゆう釈しやくまでつけ、ピリオドをつけた。少し考えてから、

『この戦たたかいでアレキサンダーが死んでいれば、歴れき史し、特に日に本ほんに伝つたわるガンダーラ美び術じゆつ様よう式しきは変わっていたと思います』

　と一ひと言ことコメントをつけ、プリントを裏うら返がえした。

　正せい規きの世せ界かい史し教きよう科か書しよと年表を机つくえに広げ、さていつものように自じ主しゆ学がく習しゆうに入ろうとした千ち夏なつの視し線せんが、ふっと教室中ちゆう央おうに向かった。

　そこにいるのは[image: たつみ]たつみと、綾あや羽はだ。仲なかよく机をくっつけ合って、あたかもカップルであるかのような気け配はいすら感じさせる二人だったが、様さま々ざまな込み入った事じ情じようによってそうしているらしいことは千夏にも解わかっていた。正せい確かくにはよく解らないが、どうやらそうらしいということが解っていると言ったところか。そして千夏の直ちよつ感かんは、あまり関かかわらないほうがいいと告つげており、それは彼女自じ身しんの客きやつ観かん的てき判はん断だんとも一いつ致ちしている。

　[image: たつみ]とは中学校も同じで、その時じ代だいからそれなりに会話する仲なかだったが、常じよう識しき外はずれないざこざに進んで身みを投とうじるつもりはない。

　なにしろ綾羽は自じ己こ紹しよう介かいすらなく、いつのまにやら教室に紛まぎれ込んで、存ぞん分ぶんに奇き人じんぶりを発はつ揮きしており、それは猫ねこ子こも同どう様ようだ。転てん校こう生せいでもなんでもない。ただの不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやだと踏ふんでいる。

　見ていると、長い髪かみを持つ綾羽の頭がぐらぐらし始めた。例れいによって、居い眠ねむりだ。

　[image: たつみ]と登とう校こうしてきた初しよ日にち以来、授じゆ業ぎよう中ちゆうの綾羽は、もう限げん界かいと言わんばかりによく昼ひる寝ねをしていた。夜に寝ていないのか、寝ていないとしたら何をしているのか。

　──朝あさ凪なぎ君くんと同じ家に寝ね泊とまりしているって話だけど……。

　千夏は興きよう味み深ぶかくクラスメイトと新しん種しゆのクラスメイトを観かん察さつする。

　──でもまさか、何かあって寝ね不ぶ足そくなワケじゃないわよねえ。朝凪先生も一いつ緒しよのハズだし、第一、当とうの朝凪君くんは普ふ通つうに起きてるし。だいたい、朝凪君にナニかするような度ど胸きようがあるとは思えないわ。

　森もり村むら千夏はクラス委い員いんだった。だからといって、このクラスの一いつ切さいの出で来き事ごとに口出しするほど仕し事ごと熱ねつ心しんではなかった。せいぜい、教室が荒あれないようささやかに忠ちゆう言こくを発はつする程てい度どであり、忠告ならばとうに[image: たつみ]に告げていた。

　たいして変わらなかったけれど。

　暇ひまつぶしに妄もう想そうしてみる。綾羽は[image: たつみ]にぴったりくっついて、片かた時ときも絶ぜつ対たい離はなれないというようなことを声こえ高たからかに宣せん言げんしていた。

　──ということは、家でもそうなのかしら。

　千夏の想そう像ぞう力りよくが羽はばたき始めた。

　風ふ呂ろで[image: たつみ]の背せ中なかを洗っている綾羽。布ふ団とんの上で[image: たつみ]に添そい寝ねしている綾羽。そんな綾羽に赤くなって悶もん々もんとしている[image: たつみ]。あるいはもっとスゴいことしてたりとか？

　──本当にまさかよね。

[image: ]

　ま、綾あや羽はさんやあの猫ねこみたいな子のことを気にしていてもしょうがないわ。というのが千ち夏なつの意見だった。

　[image: たつみ]たつみは何やら得え体たいの知れない状じよう況きように巻まき込まれているらしいが、自分まで巻き込まれることはない。それに、[image: たつみ]や綾羽や猫子がどうしようもないような状況下に置かれることになったとしても、津つ波なみが何とかしてしまうだろう。

　そう言う意味で、朝あさ凪なぎ津波は信しん頼らいに足たりる教きよう師しだから。

　教育者としては不ふ適てき当とうだけど。




　森もり村むら千夏が用紙に向かっていたその頃ころ、わずかに離はなれた席せきにいた石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうは微び動どうだにせず瞑めい目もくしていた。プリントを白はく紙しで提てい出しゆつしたとしても何も言われないと知っていた彼は、無む駄だな頭ず脳のう労ろう働どうなどさっぱりするつもりはないのである。

　それよりすることがある。重じゆう要ようなのはコンセントレーションを高めることだ。午後の体力測そく定てい。五十メートル走、走り幅はば跳とび、遠えん投とう、持じ久きゆう走そう…………。

　石丸はイメージトレーニングに明けくれていた。すべてにおいて綾羽の記き録ろくを上うわ回まわらなければならない。一つたりとも負けるものか。

　綾羽とかいう女は、[image: たつみ]を守まもるとか抜ぬかしていやがった。ええい、やかましいわ。だったら俺おれが[image: たつみ]を守る役やくをやってやる。しかし、一度は敗はい北ぼくを喫きつした身みだ。しかるべき手て順じゆんを踏ふんで、俺こそが[image: たつみ]たつみの守しゆ護ご者しやにふさわしいということを見せつけてやらねばならない。

　[image: たつみ]をあの……何と言うべきか、ええい、またしても罵ば倒とうすべき言こと葉ばが出てこん！　ともかく、あの女から取り戻し、男と男の友情の絆きずなを取り戻すのだ！　俺おれは[image: たつみ]の親しん友ゆうなのだからだ！

「[image: たつみ]は渡わたさん！」




　もっとも、[image: たつみ]にも言い分はある。彼ならこう言うだろう。

「親友だって言われるのは嬉うれしいよ。僕ぼくだって親したしい友達は欲ほしいからね。でも……石いし丸まる君くん。どうして君きみが僕にそこまで言ってくれるのかは、うーん、なんかよく解わからないなぁ」

　決けつして迷めい惑わくなわけではない。単たんに困こん惑わくの意い識しきが言げん語ご化かされるとそのようになるだけだ。

　だが、石丸には理り由ゆうがあるのだ。他た者しやにとってはどうでもよいような理由。だがしかし、彼にしてみれば、この上なく親しみを感じ、綾あや羽はに敵てき愾がい心しんを燃もやすだけの理由が。

　まあ、一いつ方ぽう的てきかつ自じ己こ本ほん位いでくだらない理由ではあるのだが。
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　昼休みになっても[image: たつみ]と綾羽のべったりモードは変わらなかった。

　それは石丸の目には、女ストーカーに嫌いや々いやながら付きまとわれる哀あわれな友人として映うつっている。事じ情じようはまったく解らないが、きっと[image: たつみ]は頭のイってしまった女に無む理り矢や理り押おしかけられているに違ちがいないのだ。でもなければ、[image: たつみ]のところに身みも知らずの他人が勝かつ手てに住み込むはずはない──。

　石丸はそう思いこんでいて、もう一人の押しかけ人になっている猫ねこ子このことはあまり考えないようにしていた。あれはどうでもいい。親しん戚せきの子供を預あずかっているとかで納なつ得とくだ。だが綾羽だけは許ゆるせない。美び人じんだというのもあるが、なにしろ最さい初しよの印いん象しようが悪すぎる。ものも言わずに不ふ意いを打ってかかってきたかと思うや否いなや、石丸を二度続けて昏こん倒とうさせたのだ。一日に二回もだ。

　そして石丸は腕うでっぷしに自じ信しんのある男だった。そんじょそこらの格かく闘とう家かと戦たたかっても引けは取らないし、実じつ際さいにストリートファイトで打ちのめしたことだってある。最後にガチのケンカで負けたことなど、いつのことだったか思い出せない。

　なのにだ。

　──俺はあの女に負けちまった。くそっ。このまま引き下がっていられるか。断だんじてできん。これで引き下がっているヤツは……えー、言葉が思いつかないが、とにかくすごいアホだ！

　はっきり言えば、石丸はそれまで培つちかったプライドを粉こな々ごなに打ち砕くだかれてしまったのである。

　とにかく何でもいい。あの綾羽とかいう女に勝たなくてはならないのだ。

　石丸は太ふとい鼻はな息いきを吐はいた。

　しかしそれにも条じよう件けんがあるのだ。彼はとある経けい緯いから、自みずから腕わん力りよくを誇こ示じする私し闘とう……解わかりやすく言えばケンカを封ふう印いんしていた。過か去こに[image: たつみ]たつみからそうするように頼たのまれたからである。

　それは中学時じ代だい、石いし丸まるがすっかりヤサグレていた時じ期きにまつわる説せつ話わだった。夕日のきれいなとある夕ゆう暮ぐれ、一いつ匹ぴきの犬いぬと二人の少年によって形けい成せいされる小さな物語……。

　石丸と[image: たつみ]が親しん友ゆうになるきっかけとなった話で、実じつはそう思っているのは石丸だけなのだが。

　まあ、その話は置いておこう。いずれ説せつ明めいすることになると思う。今は、リアルタイムに進しん行こうする物語を次に進めることにしようではないか。でないといつまでも石丸のモノローグを書きつづらねばならないハメになりそうだ。

　ともかく──。

　石丸は密ひそかに牙きばを研とぎながら、午後の体力測そく定ていに向かい虎こ視し眈たん々たんとその機き会かいを狙ねらっていた。
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　さて、そうこうする間に昼休みになった。

　キリのいいところで、ややほったらかし気ぎ味みだった主しゆ人じん公こうとその間ま際ぎわにいる二人について描びよう写しやの一つを入れておきたい。繰くり返しになるかもしれないが、そこはレトリック上の強きよう調ちよう表ひよう現げんとして善ぜん意いにとらえて欲ほしい。

　朝あさ凪なぎ[image: たつみ]。

　どこにでもいそうな一いつ般ぱん的てきな高校一年生である。少なくとも一週間前までは自じ他た共ともに認みとめる普ふ通つう少年だった。なんの間ま違ちがいもなかった。そこに間違いが発はつ生せいしたのは、突とつ然じよ彼の前に登とう場じようした猫ねこ子こと綾あや羽はによるところが大だいだった。まず猫子と出会い、すぐ後で綾羽と出会った。その結けつ果か、朝凪家は物ぶつ理り的てきに崩ほう壊かいし、更さら地ちになっている。以来、[image: たつみ]と姉あねの津つ波なみは賃ちん貸たいアパートで仮かり住ずまいを強しいられるというハメに陥おちいり、あれやこれやで色々あったのだが、その経緯はここでは割かつ愛あいする。

　さらなる問もん題だいとして[image: たつみ]を悩なやましているのは、綾羽と猫子以外にも奇き妙みような人間たちが次々に現あらわれて、それぞれが勝かつ手てな言い分で[image: たつみ]を引き込もうとしたり排はい除じよしようとしたりしたことだった。

　何が何だか──。

　今でも[image: たつみ]には全ぜん然ぜん解わからない。

　綾羽が真しん剣けんに、傲ごう然ぜんと言い放ったセリフ、

「わたしの任にん務むは、お前の身みを守まもることだ」

　そう言われても[image: たつみ]は目をパチクリさせるばかりだったが、どうやら猫子の目的も同じであるらしい。なぜ自分がこの二人の人間離れした少女──実は猫子は人間ですらなかったが──に身しん辺ぺん警けい護ごされないといけないのかは解らなかった。訊きいても、

「知らん」

　と、答えられるばかりであったから。

　だが、しばらくして[image: たつみ]たつみにも解わかったことがある。

　──僕ぼくはどこかの誰だれかに、本気で命いのちを狙ねらわれているみたいだ。

　[image: たつみ]の命を欲ほつする刺し客かくは、三つの姿すがたをもってやって来た。自じ殺さつ願がん望ぼうが具ぐ現げん化かしたような長ちよう身しんの青年と、ビスクドールのような美び童どう女じよ、それからカンガルーのヌイグルミ。

　綾あや羽はが魔ま術じゆつ師しと呼よんだそれら彼らは、まさに魔術的な能のう力りよくで[image: たつみ]を亡なき者ものとしようとし、どちらかと言えば綾羽が亡き者とされかけた。[image: たつみ]が今も生き延のびているのは綾羽と猫ねこ子このおかげである。これも間ま違ちがいなく。

　ついでに紹しよう介かいするなら、他にも二人、役やく割わりのよく解らない人々もやって来ていた。木ぼく刀とう使いの少女と眼鏡めがねをかけた清せい楚そそうなメイドさん。確たしかにワケの解らない取り合わせだが、魔術幼よう女じよの険けん悪あくな攻こう撃げきで瀕ひん死しとなった綾羽を助たすけたのはその二人だった。その意味で、彼女たちは味み方かたと言っていいのかもしれない。

　色々あったとしか言いようのない錯さく綜そうした経けい過いによって《魔術師フアルムテイ》たちは撃げき退たいされ、《剣メ精イ》と紹介された少女美女コンビはどこかに姿を消した。

　そう言えば、と[image: たつみ]は思う。

　あの日以来姿を見ていないけど、今どこにいるんだろう。改あらためてお礼れいを言うヒマもなくて、失礼しちゃったかなぁ……。

　生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわだったせいで、救すくいの手を差さし伸のべてくれたことに対する感かん謝しやが不ふ十じゆう分ぶんではなかったか。

　そんな細かいところを気にするあたりに[image: たつみ]の性せい格かくが表あらわれている。自分のこと以上に他た人にんの感かん情じようを慮おもんばかってしまう少年なのだ。

「[image: たつみ]」

　ぼんやりと物思いにふけっていた[image: たつみ]の意い識しきを、綾羽の声が現げん実じつに戻した。

「ああ。何？」

　答えつつ、[image: たつみ]は真ま横よこにいる少女の顔を見る。

　秀しゆう麗れいすぎる容よう貌ぼうなのに、その顔に浮いているのはほとんど常つねに険けわしく緊きん迫ぱく感かんを覚おぼえずにいられない表情だった。いつも逆さか立だて気ぎ味みの形良い柳りゆう眉びに、引き結ばれた唇くちびる。特に黒く大きな双そう眼がんに見つめられると、なぜか悪いことなどしていないはずなのに睨にらまれているような気分になる。

　もう慣なれたけど。

　綾羽は耳にかかる長い髪かみをさっと後ろに払はらいながら、だがひたすら一いつ直ちよく線せんな目め線せんで[image: たつみ]を見み据すえつつ、

「食堂に移い動どうする時間ではないのか？　本日は携けい行こう食しよく糧りようを持じ参さんしていない日だと認にん識しきしている」

「うん、……そうだったね」

　[image: たつみ]たつみは席せきを立ち、ふと右みぎ隣どなりを見る。

「えへへー」

　教室の再さい奥おうにいた猫ねこ子こが、いつしかそばにいて嬉うれしそうに[image: たつみ]の手に指を絡からめていた。背せが低ひくく幼おさない顔つきの猫子は十歳さい前後にしか見えない。しかし人は見た目によらず、それが人間以外ともなればなおさらである。

　猫子はキラキラした瞳ひとみで[image: たつみ]を見上げ、頭をぐりぐりと[image: たつみ]の腕うでに押おしつけてきた。本当に猫みたいな少女であり、妹いもうとキャラにうってつけと言えなくもない。姉あねしか知らない[image: たつみ]にとって、割わりと理り想そうの妹に近かった。[image: たつみ]から五メートル以上離はなれると自じ爆ばくするという制せい約やくを無む視しすればの話だが。

　[image: たつみ]は空あいた手で猫子のアンテナ髪がみを撫なで、

「じゃ、食しよく堂どうに行こうか」

　高校に入学してから、[image: たつみ]は弁べん当とうを持じ参さんして昼食はそれですましていた。作るのは[image: たつみ]で、自分と姉の津つ波なみのぶんを律りち儀ぎに毎朝弁当箱ばこに詰つめ込んでいたものだったが、そこに二人が加くわわってしまうと事じ情じようは多た少しようの変へん更こうを余よ儀ぎなくされる。一人分を作るなら二人分も同じだ。しかし、倍ばい数すう足たる四人分となると労ろう力りよくも四倍となる。労力と言うより、食しよく材ざいの問題が発はつ生せいする。実じつのところ、自じ宅たくの完かん全ぜん崩ほう壊かい以来、朝あさ凪なぎ家けのエンゲル係けい数すうはのっぴきならないところに来ていた。前日の夕食の残りを何とか工く面めんして弁当に仕し立たて上げるのも毎日となったらけっこうキツい。

　よって、週の三日は弁当でやりくり、二日は学食を利用することになっていたのはいいが、その金を捻ねん出しゆつするのも[image: たつみ]の役やく割わりだった。初しよ対たい面めん時じに綾あや羽はが持じ参さんしていた支し度たく金きんは一万八千六百六十六円のみで、すでに底そこをついており、猫子は元もと々もと手ぶらであった。

　津波が[image: たつみ]に斡あつ旋せんしたバイト先の書店は綾羽と《魔術師フアルムテイ》との戦せん闘とうで消しよう失しつし、一いち応おう教師なんかをやっている津波の次の給きゆう料りよう日びまで、かなりキワキワな食生活を過すごさざるをえない。

　かけそば三つでいいかな……。

　そんなことを思いつつ、[image: たつみ]はＳＰよろしく付きまとう綾羽と、何も考えていなさそうな顔で笑っている猫子を伴ともなって教室を出た。

　学食のことを思うと[image: たつみ]は少々憂ゆう鬱うつになる。四限げん目め終わりの食堂はちょっとした戦せん場じようだ。席せきを確かく保ほするにも相そう応おうの苦く労ろうが伴う。そこに綾羽の非ひ常じよう識しき的てき行動がプラスされるとなると、なおのことヤバい。経けい験けん上じよう、人じん口こう密みつ集しゆう地ち帯たいであろうがなかろうが綾羽が何をどう振る舞まうかは既き知ちのものだった。せめて怪け我が人にんを出さないようにすることが、今の[image: たつみ]に課かせられた使し命めいだ。

　幸さいわい、目にする人間すべてに敵てき視しするような目を向けている綾羽に因いん縁ねんをつけてくる輩やからと、彼女の美び貌ぼうに惹ひかれて言い寄よってくるような愚おろか者はいなかった。綾羽の登とう校こう初しよ日にちにほとんど駆く逐ちくされていたからである。

　安あん堵どの表情を隠かくそうともせず、[image: たつみ]は片かた手てに猫子をぶらさげて何事もなく食堂にたどり着き、しかし、学食に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かんに目を丸まるくすることになった。

「あれ？　あの人……いつの間に？」

　というか。

　この高校の食しよく堂どうはそこそこに広い。しかし、その広いスペースの片かた隅すみ、しかも窓まど際ぎわというベストポジションに昨日きのうまで見たことのない豪ごう奢しやな丸まるテーブルが設そなえられ、学食の一いつ角かくを占せん拠きよしているとなっては話は別だ。

　そして、そのテーブルの上かみ座ざらしき場所に見み覚おぼえのある少女が座すわっているとあっては。

　綾あや羽はの目め尻じりがキュッと上がった。

「あいつは何をしているのだ」

　綾羽の言うあいつとは、Ｓサイズの制せい服ふくをまとった金きん髪ぱつサイドテールの少女のことだ。綾羽より少し年下気ぎ味みに見えるが、[image: たつみ]たつみは実じつ情じようを知らない。

　ただ、周しゆう囲いの奇き異いを見る目をまるっきり無む視しし、あたかもこの学生食堂が自分の部へ屋やであるかのような不ふ遜そんげな表情と、キツそうな目つきは綾羽とどっこいだ。

　その目がゆっくり動いて、[image: たつみ]の視し線せんと交こう差さした。いつ見ても挑ちよう発はつ的てきな瞳ひとみだ。

「媛ひめ……さんだっけ？」

　[image: たつみ]のつぶやきを無視し、綾羽はずんずんと豪ごう華か丸まるテーブルに近づいていく。

「何のつもりだ、媛」

　媛はサイドテールを揺ゆらして、綾羽を攻こう撃げき的てきに見上げた。

「はんっ。なんであたしがあんたの疑ぎ問もんにいちいち答えなくちゃいけないのよ。あたしがどこで何してようが関かん係けいないじゃん！」

　口く調ちようも内容もどこか反はん抗こう期きじみていたが、[image: たつみ]にしてみても疑問だ。そういえば媛は最初に会ったときからこの学校の制服を着ていた。もしかして……、

「君きみも転てん校こう生せい扱あつかいなの？」

　[image: たつみ]は疑問を口にして、媛はますます唇くちびるをへの字にした。

「ふんっだ。だったらどうなのよっ！　悪いっていうわけ？」

「いやぁ……悪くないけど……」

　[image: たつみ]はおずおずと、

「いつから？」

「たった今からよっ！」

　叫さけぶように言った媛の横から、新たな人ひと影かげが現あらわれた。銀ぎん色いろのワゴンを押しながら、

「あらあら、まあ。[image: たつみ]さん、綾羽さん。こんにちは」

　どこからどう見てもメイドの姿をした妙みよう齢れいの美女である。小さな丸まる眼鏡めがねをかけた柔にゆう和わな顔を、[image: たつみ]はよく覚えていた。名前も。

「すみれ台だいさん？」

「はい」

　すみれ台だいはワゴンに満まん載さいされた料りよう理りの皿さらをテーブルに移うつしつつ、

「皆みな様さまのぶんもご用意させていただいておりますの。どうぞ、お席せきに」

　恐おそろしくなるほどの量りようであり、ついでに途と方ほうもなく豪ごう勢せいだ。満まん漢かん全ぜん席せきというか、パーティ用フルコースと言うか。七しち面めん鳥ちようの丸まる焼やきがどでんと巨きよ大だいな皿さらに載のっているが、どこの学食がこんなものをメニューに載せているというのだろう。

「ええと、」と[image: たつみ]たつみ。「どこで作ったの？」

「お台所をお借かりしました」

　すみれ台はにこやかに答え、だだっ広い円えん卓たくに料理を並ならべ始める。台所とは学食の厨ちゆう房ぼうのことらしい。よく貸かしてくれたものだなぁ、と考えながら席に着こうとした[image: たつみ]の肩かたを、がっしりとつかむ者がいた。

　綾あや羽はが鋭するどい視し線せんを媛ひめに注そそぎながら、

「施ほどこしは受けん」

　きっぱりと断だん言げんし、

「[image: たつみ]、お前もこやつらの言いなりになるな。後で莫ばく大だいな請せい求きゆう書しよを送られるやもしれんぞ」

「まあ、そんな。まさか」

　すみれ台は片かた手ての甲こうを頰ほおに当て、ころりと笑った。

「ご安心くださいな。わたし、少々ハリキリすぎましてですね。作りすぎてしまっただけなのです。媛お一人では食べきれないでしょうし、せっかくの料理を捨すててしまうのももったいないでしょう？」

　[image: たつみ]にはその申もうし出では喉のどから手が出るほどのものだった。財さい布ふの中なか身みがこれ以上軽くなると精せい神しん的てきにも健すこやかではいられず、朝あさ凪なぎ家けの家か計けいを預あずかるものとしては昼食代が浮くのはありがたい以外の何ものでもなかった。もっとも、周しゆう辺へんで食事中の他生徒の目め線せんが気になってはいた。

　学生食堂に自じ前まえの巨きよ大だい丸まるテーブルを持ち込み、豪勢なランチタイムを優ゆう雅がに楽しもうとしている媛とすみれ台は非ひ常じよう識しきの現げん在ざい形けいであり、ここに参さん加かしてしまうと[image: たつみ]までが非常識な者として認にん定ていされること疑うたがいを得えない。みんな、迷めい惑わくそうな視線を媛たちに送っていて、ちょっとうらやましそうに見えるのもご愛あい敬きよう。

　[image: たつみ]が悩なやんでいると、

「ダメだ」

　綾羽はかたくなだった。

「わたしはこれ以上《剣メ精イ》に借りを作りたくない。それがどんなくだらないものだとしてもだ。すみれ台、お前は信しん用ように足たりる者だ。お前の言こと葉ばに偽いつわりがないことは認みとめよう。だが、お前の主あるじはどうなのだ。きっと後のち々のちまでこのことを覚おぼえていて、恩おん着きせがましくネチネチと下げ劣れつな言葉をわたしに投げかけるのではないか？」

「うっさい！」

　バン、とテーブルを叩たたき、媛ひめが腰こしを浮かせて綾あや羽はを睨にらんだ。

「あんたのほうがよっぽど粘ねん着ちやく質しつじゃないのっ！　この貧びん乏ぼう妖よう精せいっ。フン！　すみれ台だい！　こんなバカにご飯はんあげることなんかないわっ！　あたし一人で食べちゃうんだからっ」

「でも、媛」

　すみれ台はあくまでやんわりと、

「強ごう情じようを張はって食べすぎで目を回した媛を、介かい抱ほうするのは誰だれになるのでしょう？　わたしとしましては、そのような無ぶ様ざまな出で来き事ごとを回かい避ひする意味でも、綾羽さんたちに食事を振る舞まって何がいけないのかという気分でありますわ」

「あっちのほうがいらないって言ってんじゃん！」

　媛はふんぞり返って。

「だったらあげることなんか全ぜん然ぜんないわっ。だいたい、どうしてあたしたちが綾羽のご飯はんの面めん倒どうまで見ないといけないのよ！」

「料りよう理りを作ったのはわたしですけれど」

　丸まる眼鏡めがねの向こうで、すみれ台の目は優やさしく微笑ほほえんでいた。

「綾羽さんはいらないとおっしゃいましたが、ですがもう作ってしまいましたしね。では、[image: たつみ]たつみさんはいかがです？　何かおっしゃることは？」

　いきなり会話を向けられ、[image: たつみ]はややドギマギとしつつも、

「ええと、僕ぼくは……」

　恐こわい顔の綾羽から目を逸そらし、ずらりと並ならんだ料理を眺ながめる。見ると、すでに猫ねこ子こは席せきについて嬉うれしそうに足をぶらぶらさせていた。

「ねえ、綾羽。せっかく誘さそってくれているんだし、こういう場合は断ことわるほうが失礼だよ。僕が作った立場なら気を悪くするなぁ。たとえば、僕の弁べん当とうを綾羽がいらないって言ったとしたら、僕は落ち込むよ。それと同じものだと思えばいいじゃないかな」

　[image: たつみ]の葛かつ藤とうはわずかで終しゆう了りようした。食しよく費ひが浮く。今の食生活を思えばこれは大きい。加くわえて、すみれ台の手料理は純じゆん粋すいに美お味いしそうだった。うん、食べたい。

「ぬ」

　綾羽はむっつりと考え込み、やがて口を開いた。

「つまりそれは、ここで断だん固ことして拒きよ絶ぜつすれば、かえって逆さか恨うらみされそうだということか」

「……ううんと」

　[image: たつみ]は必ひつ死しで言こと葉ばを探さがす。綾羽の思し考こうは相あい変かわらずネガティブ方向に傾けい斜しやしていたが、過か剰じような危き機き意い識しきに満ちているだけなのは解わかっている。そこにつけこもう。

「そう、そうだよ。誰だって好こう意いをはね除のけられたら逆ぎやくに腹はらを立てるものなんだ。すみれ台さんは僕たちに好意でこれをしてくれているんだ。この人たちは……ええと、一応味方なんだろう？　だったらここは言われたとおりしておいたほうがいいよ。その、逆恨みされて敵てきになっちゃったら綾あや羽はだって困こまるだろ？」

「……うむ」

　いかにも不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで、綾羽は小さくうなずいた。その様よう子すを見ていた媛ひめが、いらいらしたように立ち上がり、

「もうっ！　はっきりしなさいよ、このトンチキ娘むすめっ！」

　どこに隠かくし持っていたのか、いや多た分ぶんテーブルの下だろうが、媛は身みの丈たけほどもありそうな木ぼく刀とうを振ふりかざし、すちゃっ、と切っ先を綾羽に定さだめて椅い子すの上に立った。

「あたしならここでやり合っちゃってもいいんだからねっ！　あんたのことなんか何とも思ってないんだからねっ！」

　勢いきおいのいいセリフだったが、おかげで綾羽は冷れい静せいになったようだ。うるさそうに木刀の先を指で逸そらし、

「媛よ。お前の従じゆう僕ぼくが用意した料りよう理りだ。お前が全部喰くい仰おおせるがよかろう」

　少し挑ちよう発はつ的てきな口く調ちようで、

「さすれば、その貧ひん相そうな身体からだも少しは数すう値ちを増ますだろうからな。特に胸むな元もとの肉にく付づきをよくするために、努力してみればどうだ」

　媛の顔色が瞬しゆん間かん的てきに沸ふつ騰とうした。制せい服ふくの前を押さえ、

「言ったわねえっ！　バカバカっ！　あんただってそんなおっきくないくせにっ！」

　しかし綾羽は媛との口げんかを早そう々そうに放ほう棄きして、[image: たつみ]たつみを話し相あい手てに選えらんだ。

「[image: たつみ]、お前の言こと葉ばにも一いち理りある。各かく世せ界かいの情じよう勢せいは不安定で今はどこが敵てきで味み方かたか未いまだはっきりしないが、今のところ《剣メ精イ》と《科マ学ー者ガ》は敵ではない。《魔術師フアルムテイ》は明めい快かいに敵側がわだが、他の勢せい力りよくが残のこらず敵だと仮か定ていすると、ここで《剣精》を敵対する側に追いやるのは得とく策さくではないかもしれん。それともいっそ、ここでカタをつけてしまうか……」

　綾羽が違ちがうことを考え始める前に、[image: たつみ]は彼女の袖そでを引いてテーブル席せきに誘さそった。[image: たつみ]がすばやく席に着くと、綾羽も案あん外がい素す直なおに隣となりに座る。何だかんだと言いながら、媛とすみれ台だいを信しん頼らいしているからだろう。きっと施ほどこし云うん々ぬんというのは、綾羽が元もと々もと持っているプライドの高さが災わざわいしたもので、かつ虚きよ勢せいであったに違いない。

「こらぁ！　何勝かつ手てに座ってんのよっ。あたしはねえっ！」

「まあまあ、媛」

　すみれ台がおっとりと宥なだめにかかる。やがて──。

　ふん、と媛がそっくり返って鼻はなを鳴ならし、すみれ台は礼れいを告つげるように[image: たつみ]に頭を下げた。お互たがい、気むずかしい相あい方かたを持って苦く労ろうしますわね、とでもいいたげに。

　ただ一人、

「わー。すごいご飯はんですねー。おいしそうですーう」

　猫ねこ子こが無む邪じや気きにナイフとフォークを握にぎってカチカチさせており、[image: たつみ]は思わず微笑ほほえんだ。

[image: ]

　やっぱり殺さつ伐ばつムードより、こういう朗ほがらかなほうがいい。あの不ふ吉きつな魔ま術じゆつたちとは、できれば二度と出会いたくなかった。誰だれも傷きずつかず、無む邪じや気きに笑いあえる世よの中でいられたら──。

　すみれ台だいの給きゆう仕じを受けながら、[image: たつみ]たつみはそう願ねがわずにはいられなかった。

　気が引けると言えば、食しよく堂どうの一部を占せん拠きよして自分たちだけディナーみたいな昼ひる飯めしを食べることに一いち抹まつの後ろめたさがあったが、ここで綾あや羽はと媛ひめが乱らん闘とうを繰くり広げてすべてを台だい無なしにしてしまうよりはマシだろうと納なつ得とくすることにする。

「あ、そうだ」

　すみれ台が皿さらに取り分けてくれたサーモンマリネを食べている間に思い出し、[image: たつみ]は隣となりの綾羽に顔を向けた。綾羽はいっそ開き直ったのだろう、ローストビーフを口いっぱいに詰つめ込んでいる。その耳みみ元もとに、

「あんまり食べすぎないほうがいいよ。午後は体力測そく定ていがあるから」

　綾羽はしばらくモグモグしながら[image: たつみ]の目をまともに見ていたが、咀そ嚼しやく物ぶつをこくりと飲のみ干ほして、

「何だ、それは」

　少しは学校行ぎよう事じにも目を向けていて欲ほしいのだが、教室にいても授じゆ業ぎようなどにまったく目もくれない綾羽に言ってもしかたのないことかもしれない。

「何だ、って……。えーと、運うん動どう能のう力りよくを測はかるやつだよ。握あく力りよくとか、五十メートルを何秒びようで走れるとか」

「ふむ。能のう力りよく検けん査さのようなもののことか」

　綾あや羽ははすみれ台だいの差し出した山やま盛もりパスタを受け取りながら、

「それなら理り解かいできる。わたしの国にもあったからな。エルフストリークの強きよう弱じやくを計けい測そくする検査だ。それで得とく意いなエルフストリークが何かを知る」

「そのことなんだけど」

　[image: たつみ]たつみは周しゆう囲いの耳をはばかるような小声で、

「その変な力は使わないで欲ほしいんだ」

「変な力とはどういうことだ。まさかお前の口からそのような侮ぶ辱じよくを──」

　綾羽の眉まゆが危き険けんな角かく度どを描えがく。[image: たつみ]は慌あわてて、

「そう言う意味じゃないんだ。体力測定ではそれを使わないで欲しいんだよ。だって綾羽、その気になったら、ええと、僕ぼくたちみたいな普ふ通つうの人間より凄すごいことができるだろ？　それはちょっと困こまるんだ」

「どう困るというのか」

　綾羽は不ふ機き嫌げんそうに、

「わたしのような《妖精アプリリス》にとって、エルフストリークは呼こ吸きゆうも同どう然ぜんだ。これを使わずして何を使うのだ」

「あのさ、僕たちの世せ界かいの体力測定はごく普通のものなんだよ。綾羽のそれが素す晴ばらしい能力だとは解わかってるけど、それ使っちゃうとものすごく目立つよ」

「む」

　カルボナーラをナイフで巻まき取っていた綾羽は、ふと気づいたように、

「そうか。ここは《無属ニヴオーズ》の世界だったな。失しつ念ねんしていた。単たん純じゆんな基き礎そ体力がすべてなのだ。それを検けん定ていしようという試こころみか」

「うん、そう」

「わかった」

　意外に素す直なおに綾羽は首しゆ肯こうし、

「お前の提てい案あんを受け入れよう。ここではここのルールに従したがう。もともと体力測定などにかまけるつもりはないのでな。どうでもよいことだ。ただし条じよう件けんがある」

「え、？」

　何を言われるのかと[image: たつみ]がギクリとしていると、綾羽は小声で、

「わたしはこれを食べることが苦にが手てだ。お前が代かわりに処しよ理りしてくれ」

　天てん津しん飯はんに載のせられていたグリーンピースを箸はしでせっせと[image: たつみ]の皿さらに移うつし替かえてくる。どうだ文もん句くがあるのかと言いたげな顔でじっと見つめられ、[image: たつみ]は微び笑しようしそうになるのをこられつつ、

「いいよ」

「ありがたいことだ」

　ともかく旺おう盛せいな食しよく欲よくを再さい開かいさせた綾あや羽はにホッとしながら、[image: たつみ]たつみは自分の食事も再開させた。

　少し安心する。

　綾羽はもうイイワケできないくらいにこの学内で非ひ常じように目立つ人間になっていたが、これ以上は避さけたい気分の[image: たつみ]だった。猫ねこ子こもいるし、そのまま放ほう置ちしていれば[image: たつみ]までが目立ってしようがない。

「ふう」

　すみれ台だいが入れてくれたプーアル茶ちやをすすり、[image: たつみ]は吐と息いきをまぎらせた。




　しかしながら、[image: たつみ]の安あん堵どはついに報むくわれないものとなる。

　なぜなら、体力測そく定ていを心待まちにして、爆ばく発はつしそうな気力を持てあましている同どう級きゆう生せいがいたからだった。

　その者の名を石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうと言い、彼は昼休みの終しゆう了りようを今や遅おそしと待ちわびていた。両りようの拳こぶしを握にぎりしめ、無む意い味みに天てん空くうを仰あおいで猛もう獣じゆうのような気き迫はくをみなぎらせている石丸の姿すがたに死し角かくなし。

　自分本ほん位い的てきな、本当に無意味な自じ信しんなのだが。
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　体力測定は二に時じ限げんぶっ続け、一学年総そう出ででおこなわれる。

　握あく力りよくや反はん復ぷく横よこ跳とび、背はい筋きん力りよくといった比ひ較かく的てき場所を取らない運うん動どうは体たい育いく館かんで。幅はば跳とびや持じ久きゆう走そうなどは当とう然ぜんながら運動場だ。

　[image: たつみ]と綾羽、石丸や森もり村むら千ち夏なつのいるクラスは、まずグラウンドコースから始まっていた。

　当とう然ぜん、全員が体たい操そう着ぎであり、あらゆる授じゆ業ぎようとは無む縁えんであるはずの猫子までが同じ装よそおいで[image: たつみ]のそばにくっついてニコニコしていた。どう見ても小学生だが、「あの子は一体何なんだ」という無ぶ粋すいなツッコミを入れる人間は、すでにこの学校にはいなかった。「あれはそういうものであって、疑ぎ問もんを言うほうがおかしいのだ」としか言いようがない存そん在ざいに、猫子は成なり仰おおせることに成せい功こうしていたからである。本人はほとんど何もせず、ただ[image: たつみ]にまとわりついていただけだが、それもしかたのないことだった。あまり知られていないし、[image: たつみ]も知られたくない裏うら事じ情じようがあるのだ。外がい見けん年ねん齢れい推すい定てい十歳さい、あどけない小少女としか思えない猫子は、[image: たつみ]を中心点にして半はん径けい五メートル以上離はなれると時じ限げん爆ばく弾だんに変へん貌ぼうを遂とげる。そして一分後には、やはり[image: たつみ]を中心にし方位半径三十キロメートルを爆ばく散さんさせるだけの威い力りよくを発はつ揮きするのである。そんなことになれば色々と困こまる。ゆえに猫子は常つねに[image: たつみ]の近くにいて離れようとしない。ありがたいことに、猫子には強きよう固こな空くう間かん把は握あく能のう力りよくがあるらしく、手て錠じようや縄なわで繫つながれていなくとも、まるで見えない糸いとで結むすばれたようにきっちり五メートルの距きよ離り内ないにいてくれた。

　[image: たつみ]たつみの主しゆ観かんでも猫ねこ子こは妹いもうととしか思えないレベルにあったので、それはそれで助かっていた。もし猫子がもっと奇き怪かいな人にん相そう風ふう体ていをしていたら、寄より添そってくれるにしても違ちがう感かん情じようが芽め生ばえたかもしれなかった。そう考えると、猫子──正せい式しき名めい称しようをＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００５という──を送り込んできた《科マ学ー者ガ》は正しい選せん択たくをしたと言うべきだろう。感かん謝しやしたい。

　それはともかく、体力測そく定ていだ。

　だだっ広いグラウンドに集合する一年生たち。当とう然ぜん、全員が体たい操そう着ぎ姿すがたで、その中には綾あや羽はも混まじっていた。彼女が着やせするタイプだというのは、同室で暮くらしている[image: たつみ]には解わかっていたが、改あらためて見てみているとやはり感かん嘆たんの息いきを吐はきたくもなる。

　すらりとしたプロポーションに長ちよう髪はつを背せ負おいつつ、腕うで組ぐみをして直ちよく立りつする綾羽の姿は、埃ほこりっぽい運うん動どう場じようにあってなお神こう々ごうしい。

　[image: たつみ]の隣となりにあって、周まわりを見回していた綾羽は、ふと視し線せんに気づいたように、

「どうかしたか。わたしのこの衣い装しように何か問もん題だい点てんがあるのか？」

　ぐっと顔を近づけて、まともに目を覗のぞき込んでくる。目が悪いのではなく、単たんにそういうクセなのだったが、健すこやかでウブな男子高校生であるところの[image: たつみ]は思わずたじろぎ、

「いやぁ……。似に合あっているなぁと思って」

[image: ]

「この粗そ末まつな更こう衣いがか」

　綾あや羽はは自分の服ふく装そうを見下ろし、すぐに目を上げた。

「理り解かいできんな。何の飾かざり気けもなく、運うん動どう性せいを重じゆう視ししただけの衣い服ふくではないか。これのどこに装そう飾しよく性せいがあるというのだ？」

　体たい操そう着ぎのあちこちを引っ張っている。

「露ろ出しゆつが激はげしいように思える。これでは掠かすり傷きずを容よう易いに作れと言わんばかりではないか。軽いのはよいが、薄うす過すぎる」

　ドキリとする[image: たつみ]たつみ。

「そのぅ……何というかね？　えーと……」

　無む論ろん、[image: たつみ]に解かい説せつできるわけはないのである。が、[image: たつみ]はそれなりに機き転てんを利きかし、

「だって、ほら。猫ねこ子こを見てみなよ。似に合あってるとは言い難がたいだろう？」

「えーっ、ホントですかーっ」

　と、猫子が楽たのしそうに言った。

「お兄にいちゃんのにーずに合ってないんですかぁーっ、あたしはとっても気に入っているですけどー」

　十歳さい近きん辺ぺんをウロウロしているような身しん体たい的てき数すう値ちを持つ猫子に合がつ致ちする体操着は高校の購こう買ばい部ぶには売っていなかった。よって猫子が今まとっている体操着は、ブカブカという表ひよう現げんでもまだ足たりないほどだ。

　だいたい、猫子までが着き替がえる必ひつ要ようはないはずだが、「あたしも体力測そく定ていってやつをやってみたいですーう」という猫なで声にほだされて、よって彼女もここにいて、財さい布ふはますます軽くなった。

　ま、可愛かわいいからいいか。

　[image: たつみ]は終しゆう始し笑え顔がおの猫子と、真ま面じ目めな顔の綾羽を伴ともない、クラスの連中が整せい列れつしている中に分け入った。出しゆつ席せき番ばん号ごうも何も無む関かん係けいに綾羽は当とう然ぜんのような顔で[image: たつみ]についてきて、そもそも出席番号のない猫子も同どう様ようの行動を取っていた。

　体育教きよう師しが笛ふえを吹ふいて始まりの合あい図ずを告つげ、次ついでクラスごとにどの課か目もくから開始するかを説せつ明めいし始めた。[image: たつみ]は一年生たちの頭あたまの群むれを見み渡わたしてから、綾羽に囁ささやいた。

「あの人、いないね」

「誰だれだ」と綾羽。

「媛ひめって人」

「ああ、あやつがこのような茶ちや番ばんに参さん加かするとは思えんからな。どこかでわたしたちの様よう子すを眺ながめながらせせら笑っておるに違ちがいない」

　綾羽は不ふ機き嫌げんそうに、

「わたしとて、お前がここにいなければ場所を同じくする理り由ゆうなどないのだ」

　また、ぐっと顔を近づけて来る。

「いいか、[image: たつみ]たつみ。体力測そく定ていとやらもいいが、お前は自分の身みを第一に考えるべきだ。特にあの教きよう師し、ヤツが手にしているのは小しよう銃じゆうのたぐいと見える。おそらく護ご身しん用ようだろうが、ねらい撃うたれないように気をつけよ。まあ、わたしに任まかせておけ。少しでも怪あやしい素そ振ぶりをしたらわたしが討うち果はたす」

「……あれは銃じゆうじゃないよ。スタートの合あい図ずをする、ただ音が出るだけの……」

「その思いこみが命いのち取とりとなる場合もあるのだぞ」

　綾あや羽ははどこまでも真しん剣けんな目をして、

「武ぶ器きに小こ細ざい工くを施ほどこして無む害がいな物に見せかけるなど、《科マ学ー者ガ》なら子供にでも容よう易いにできる。あの小銃が自じ律りつ機き動どう兵へい器きにすり替かえられている可か能のう性せいもなしとは言えん」

「気をつけるよ」

　そうとでも言わねば綾羽は納なつ得とくしまい。何と言っても、綾羽は何を見ても猜さい疑ぎ心しんを抱いだく性せい質しつをしていて、たいていの場合は杞き憂ゆうに終わるのだが、まれにそうでないこともあったからだ。それは《魔術師フアルムテイ》と名な乗のる二人がよくよく教えてくれた。あの二人は怪しくはあったが、[image: たつみ]にはただの童どう女じよと青年にしか見えなかったから。奇き態たいな衣い服ふくを着てはいたけど……。

　嫌いやな記き憶おくだった。[image: たつみ]は頭を振って、

「まずは五十メートル走だね。行こう、綾羽」

　朝あさ凪なぎという名みよう字じの関かん係けい上じよう、様さま々ざまな局きよく面めんで[image: たつみ]の順じゆん番ばんはほとんど一番手に近い。それは体力測定でも同じだった。

　歩き出した[image: たつみ]の横に綾羽が肩かたを並ならべ、猫ねこ子こがちょこちょことついてくる。

　走るのはいいけど、と[image: たつみ]は猫子のぴょこんと立ったアンテナ髪がみを横に見ながら思う。

　全力疾しつ走そうする自分の後ろを、ぴったりくっついて追ってくる猫子の姿すがたを想そう像ぞうしてみる。妙みようにシュールな映えい像ぞうだよなぁ。五メートル以内かぁ。

　猫子の脚きやく力りよくがおそらく自分以上であることだけが、救すくいと言えば救いだった。
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　燃もえる高校一年生、無ぶ骨こつな精せい神しんと無む駄だに躍やく動どう感かん溢あふれる肉にく体たいを有ゆうする石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうは、砂さ漠ばくに生はえるサボテンのようにグラウンドにて屹きつ立りつしていた。

　いよいよ勝しよう負ぶが始まろうとしているのだった。男の意い地じが毛け穴あなから滲にじみだしてくるような勝負だ。まったく、春だというのに実じつに暑あつ苦くるしい。

「この時を待まっていたぜ」

　石丸は順番待ちをしている級きゆう友ゆうたちの列れつを搔かき分け、自みずから先せん頭とうに躍おどり出た。そして叫さけんだ。

「おい、そこのストーカー女！」

　石いし丸まるの胴どう間ま声ごえに、[image: たつみ]たつみと綾あや羽はと猫ねこ子こが一いつ斉せいに振り向いた。他の連中の目など気にしない。石丸は勇いさんで綾羽に歩あゆみ寄よる。

　綾羽は表情を変えずに、

「[image: たつみ]。ストーカーとはどういう意味を持つ修しゆう飾しよく語ごだ。車の一いつ種しゆか」

　などと人を愚ぐ弄ろうするようなことを言っている。[image: たつみ]が説せつ明めいに困こまったような顔をしているのを尻しり目めに、石丸は綾羽の眼がん前ぜんに立ちはだかった。

「俺おれと勝しよう負ぶしてもらおうか」

　石丸との身しん長ちよう差さから、自し然ぜんと綾羽は見上げる形となる。しかし表情にまったく臆おくするところは欠片かけらもなく、

「勝負だと？　わたしとお前がか」

　やや顔を険けわしくして、

「お前、やはりどこかの世せ界かいの手の者だったか。いいだろう。正せい々せい堂どう々どうと正しよう体たいを現あらわしたところは褒ほめてやってもいい。それでどこだ。お前の所しよ属ぞくする世界は、《不死人アーザール》か、《邪神ズー＝ル》か」

　何を言ってやがる。石丸は立りつ腹ぷくし、

「はぐらかすな！」

　指を伸のばし、グラウンドに引かれた白はく線せんを指差さして、

「この体力測そく定ていで純じゆん粋すいに勝負しようと言ってるんだ！　わけの解わからんことをつべこべぬかさず、俺の挑ちよう戦せん状じようを受け取りやがれ！」

　憤いきどおりまくる石丸に、[image: たつみ]が遠えん慮りよがちに、

「あの、石丸。いきなり何を言い出すんだい？　綾羽と勝負なんて、そんな──」

「お前は黙だまっていろ」

　石丸は言い、不ふ敵てきな笑えみを強ごう引いんに作った。鏡かがみを見ながら何度も練れん習しゆうした、気合いのこもった笑みである。たいていのヤツならこの笑い一発でビビらせる自じ信しんがある。

　綾羽には通用しなかったが。

「だから、石丸──」

　[image: たつみ]が言いかけた言こと葉ばを遮さえぎり、石丸は綾羽に向かって荒あら々あらしく、

「ああそうとも。俺おれは二度、お前に負まけた。だがな、ありゃお前が卑ひ怯きようだっただけだ。いきなり殴なぐりやがって、卑怯じゃなかったとは言わせねえ。おうよ、女だと思って油ゆ断だんしていたこっちも悪い。だからだ！　今度は容よう赦しやしねえぜ！」

「いしま──」

　再さい三さん言葉を挟はさもうとする[image: たつみ]は、三度とも無む視しされた。綾羽は黙って石丸を睨ねめ付けている。目を逸そらした者の負けだ。石丸は勝かつ手てにそう決めつけて、

「本当ならばだ、お礼れい参まいりといきたいところなんだぜ。だが、俺は女に挙あげる拳こぶしを持っていねえ。でだ、こうして平へい和わにコトを収おさめてやろうってわけだ」

「なるほど」

　綾あや羽ははそのままの表情でうなずいて、

「ようやく理り解かいできたように思う。石いし丸まるとやら、お前はただの《無属ニヴオーズ》らしいな。わずかに疑うたがいは残っているが、無む視ししても問もん題だいないところだろう」

　毅き然ぜんとした口く調ちようが、形の良い唇くちびるから紡つむぎ出される。

「確たしかに、先日わたしはお前を打ち倒たおした。それは万まん一いちのことを考えたからだ。[image: たつみ]たつみに接せつ近きんする者は敵てきであると考えておいたほうが安全だからなのだ。しかしお前は無む力りよくらしいな」

「うるせえ」

「謝しや罪ざいせよというならいくらでもしよう。わたしの心は痛いたまない。だが、勝しよう負ぶとなるといささかおもむきが変化するぞ。お前の意い趣しゆがえしに付き合ってやるヒマは、わたしにはない」

「こんにゃろう！」

　石丸は恫どう喝かつの声を張り上げるが、どうしても綾羽の表情を変えることはムリのようだった。

「てめえ、この迷めい惑わく女め。ちったあ[image: たつみ]のことも考えてやれ！　ずっとこお前に付きまとわれていい気分なわけないだろうが！」

「む。聞き捨ずてならん」

　綾羽が眉まゆを寄よせる。石丸は内ない心しんでほくそ笑んだ。ようやくこっちの土ど俵ひように引き込めそうだ。

「いいか、バカ女。てめー、[image: たつみ]を守まもるとかなんとか、勝かつ手てなことを一いつ方ぽう的てきに言ってるそうじゃねえか。笑しよう止し！　何言ってやがるって話だぜ。ああ！　そうだ！　[image: たつみ]を守るなら俺おれがやってやるぜ！　中学時じ代だいから、そいつは俺の役やく目めなんだ！　途と中ちゆうから出てきたお前に[image: たつみ]は渡さん！」

　[image: たつみ]はぐったりとして額ひたいに手を当てた。石丸が真まっ直すぐでいいヤツなのは、この直ちよく情じよう径けい行こうさ加か減げんを見れば解わかることだ。問もん題だいは、修しゆう正せい不ふ能のうな勘かん違ちがいがどこかに紛まぎれ込んでいることだった。どこから訂てい正せいしたものか。

「すると」

　と、綾羽が言った。

「お前はわたしから[image: たつみ]を取り上げようとしているのか。[image: たつみ]の守しゆ護ごはわたしの重じゆう要ような任にん務むだ。それを放ほう棄きしろと言うのか」

「そうだ！」

　もはや考えなしに石丸は答える。

「目め障ざわりなんだよ！　[image: たつみ]から離はなれろ、このスッコト女！　守護がどうした!?　んなもん、俺がやってやるさ！」

　ビシィっと石丸は綾羽に人差し指を突きつけて、

「だから勝負だ！　この体力測そく定ていで、勝ったほうが[image: たつみ]の守護役にでも何にでもなる。それでどうだ？　え？　言っておくが、遠えん慮りよしねーぞ。ケンカじゃなけりゃ、男も女も関かん係けいねえ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに言いのけた石丸に対し、綾羽は冷れい然ぜんと、

「いいであろう」

　あっさり同どう意いし、すべてをあきらめているような顔で佇たたずむ[image: たつみ]たつみに顔を寄よせて言った。

「[image: たつみ]、すまんが先せん刻こくの約やく束そくは撤てつ回かいする。この者はこともあろうにお前の身み柄がらを賭かけの対たい象しようとするつもりのようだ。なれば、わたしはどんな手を使っても勝たねばならん。万まん一いちのことを考こう慮りよして、エルフストリークを使わざるを得えない」

「うーん……」

　[image: たつみ]は弱よわ々よわしくうなった。どうしたものかと考えるように視し線せんをさまよわせ、楽しげな顔で見上げる猫ねこ子ことしばらく見つめ合い、やがてか細い溜ため息いきをついた。

「それじゃ石いし丸まるが勝てっこないよ」

「当たり前だ。わたしは負まけるつもりがない」

「できればさ」[image: たつみ]は一いち縷るの望のぞみを託たくす。「あまり目立たない形で勝ってくれないかな？　ボクとしては、別に負けてくれたってかまわないよ。石丸だって話せば解わかると思うし……」

「甘あまいぞ、[image: たつみ]」

　綾あや羽ははニコリともせず、

「話し合いで解かい決けつするなら戦せん争そうは起きない。そして今は戦時中なのだ。敵てき対たいする者を説とき伏ふせるには、まず叩たたきのめすしかない。話して解り合えるものとそうでないものがある。わたしの見る限かぎり、この石丸なるお前の友人は後こう者しやに分ぶん類るいされるだろう」

　綾羽は傲ごう然ぜんと有ゆう形けい文ぶん化か財ざいに登とう録ろくしたくなるような胸むねを張り、

「全力でいく。わたしは自分の義ぎ務むを果はたすためなら、他の何をも犠ぎ牲せいにして決けつして後こう悔かいすることはないのだ。後悔しないために全力を尽つくすべきなのだ。安心しろ、[image: たつみ]。正面から挑いどまれた戦たたかいにわたしが敗はい北ぼくするわけはない」

　傲ごう岸がんでも不ふ遜そんでもなく、単たんなる事じ実じつを述のべる声で言った。
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　ちゃっちゃと説せつ明めいしよう。すべては綾羽の言こと葉ば通りだった。

　通つう常じよう、体力測そく定ていなるものは男女別におこなってしかるべきものだが、石丸も綾羽もそのようなことに頓とん着ちやくすることまるでなく、計けい測そく係がかりの迷めい惑わくそうな顔も何のその、二人してスタートラインに並ならんで立った。

　まずは五十メートル走だ。

　どちらも本気の顔をしている。賭の対象にされている[image: たつみ]としたらたまったものではなかったが、ここにいたって弁べん解かいする言葉がないのも言うまでもないことだ。

　綾羽のことを石丸はストーカー女とか、バカ女とか呼よんでいたが、[image: たつみ]ならもっとふさわしい形けい容よう詞しを用意できる。それは、

　──非ひ常じよう識しき娘むすめ。

　その一ひと言ことに尽つきるだろう。

　[image: たつみ]たつみは頭を抱かかえてしまう。綾あや羽はは言うに及およばず、実じつの姉あねである津つ波なみ、妹いもうとだと言い張る猫ねこ子こ、木ぼく刀とうを振り回す媛ひめに、メイドなすみれ台だいさん……。

　どうも自分の周しゆう囲いには常識的な女性は皆かい無むなのではあるまいか。強しいて常識的な人物を挙あげるとするなら──

「朝あさ凪なぎ君くん」

　いつしか側そばにいた森もり村むら千ち夏なつが、いかにもクラス委い員いんめいた笑えみをもって話しかけてきた。

「石いし丸まる君くんと綾羽さん、なんだかまた人目を引きそうなことをしそうだけど、それ、どうにかならないかしら」

　千夏はやれやれと首を振りながら、

「あたしは平へい穏おんを愛あいしているの。他ほかのクラスはともかくとして、せめて自分のクラスくらいは和わをもって尊とうとぶべしって心しん境きようなのよね。綾羽さんやそっちの猫子ちゃんが非常識だっていうのはもうしかたのないことよ。でもねぇ、それでもどうにかならないかってのがあたしの本ほん心しん。朝凪君がどんな状じよう況きように置かれているかは知らないし、知りたくもないけど、あまり事じ態たいをこんがらがせることにはして欲ほしくないな」

　もっともな意見だった。[image: たつみ]としてもそうしたい気持ちでいっぱいだ。自分が知らないうちに中ちゆう心しん人物になっているとなればなおさら思いは強く募つのる。だが、解わかっていてもどうしようもないことというのは、非常識な日常に巻まき込まれた[image: たつみ]でなくても一いつ般ぱん的てきにありふれていた。

　そして綾羽は、筋すじ金がね入いりの非常識娘なのであり、よく考えたらこの世せ界かいの人間でもなく、そんな綾羽にこの世よの常識を教え込むことなど最初から可か能のうなのだろうか？　その点てんに関して言えば、まだ《剣メ精イ》や《科マ学ー者ガ》のほうがまともに見えてくるから不ふ思し議ぎだ。

　だが、[image: たつみ]には長なが々ながと不思議がっている時間が残されていなかった。

「よぉーい」

　結けつ局きよく、五十メートル走のスタートを告つげる役やく割わりは手の空すいている生せい徒との仕し事ごとであり、火か薬やく鉄てつ砲ぽうを携たずさえた体育教きよう師しは監かん察さつ役やくだった。それもそうだろう。いちいち空くう砲ほうを鳴ならしていたら喧かまびすしいこと著いちじるしい。

　綾羽と石丸の身体からだが沈しずみ込む。どちらも本気だ。ゴール地点ではストップウォッチを持った、これも手空すきの生徒がスタートラインに目をやっている。

「どん！」

　スタート係が手を振り下ろすと同時に、綾羽と石丸が地を蹴けった。

　勝しよう負ぶは一秒びよう後ごについた。

　その現場にいた目もく撃げき者しやの誰だれもが幻げん覚かくを見たのだと思った──という逸いつ話わが伝つたえられる。

　ある生徒は、「それはとても信じがたい光こう景けいでした。まさか、あんなことが……（絶ぜつ句く）」と証しよう言げんし、またある生せい徒とは、「なんか、ウルトラヤベーって感じがした」と素す直なおな心しん境きようを興こう奮ふん気ぎ味みに語かたり、「常じよう識しきがないのは日常生活だけかと思っていたけど、あらゆる意味でなかったのね」と比ひ較かく的てき冷れい静せいなコメントをしたのは森もり村むら千ち夏なつだった。

[image: ]

　唯ゆい一いつ、[image: たつみ]たつみだけが顔に縦たて線せんを引いて現げん実じつを受け止めていた。

「いくら何でもさ……もうちょっとごまかしようのあることをして欲ほしかったかな……」

　彼の呟つぶやきを聞く者は猫ねこ子こだけだった。綾あや羽はは五十メートル走のゴール地点、その遙はるか先でようやく停てい止しし、土つち煙けむりのたっているコースを振り向き仰あおぐところだった。




　綾羽は、五十メートルを一秒びようフラットで駆かけ抜ぬけた。

　秒びよう速そく五十メートル。つまり時じ速そく百八十キロは、人間ならば決けつして出してはいけない数字であろう。

　綾羽の高こう速そく移い動どうは爆ばく風ふうを生み、物もの見み高だかい野や次じ馬うまたちに砂すな混まじりの突とつ風ぷうを浴あびせ、グラウンドを耕たがやした。

　ゴールでストップウォッチを手にしていた計けい測そく員いんのうち、第二走者のタイムを測はかる役やく割わりにいた生徒は、驚きよう愕がくのあまり石いし丸まるがゴールラインを割わってもボタンを押し忘れており、彼が何秒で走ったのかは曖あい昧まいとなったが、誰だれにもそんなことを気にする余よ裕ゆうはなかった。石丸の名めい誉よのために数すう値ちを発表しておくと、六秒びよう台だい半なかばであるから高校一年生としてはかなり早いほうだ。

　しかし、当とうの石いし丸まるでさえ、そんなことはどうでもよかった。

「そんなアホな！」

　と、彼は叫さけび、呆ぼう然ぜんと立ちつくして大おお口ぐちを開けはなしたままでいる。

　スタートダッシュの段だん階かいで、早くも綾あや羽はの脚きやく力りよくは異い常じよう性せいを見せていた。フォームだって洗せん練れんされていたとは言えない。地面を蹴けりつける足にも特に力が加くわわっているようにも思えなかった。

　それなのに──。

　最初の一蹴りで綾羽は石丸の三十メートル前方にいた。それっきり猛もう加か速そくしていく綾羽の背せ。石丸は全力で疾しつ走そうした。ありえない！　と心で喚わめきながら、それでも懸けん命めいに走った。どこの軍ぐん隊たいの伝でん令れい兵へいよりも真しん剣けんに走った。

　なのに──。

　追いつくどころか、ほぼ瞬しゆん間かん的てきに綾羽の姿すがたは遠く、小さくなった。石丸が中間点に達たつしたとき、綾羽はとっくに五十メートルを走り終え、急きゆう制せい動どうをかけるようにグラウンドを抉えぐりながら足を滑すべらせていた。

　ようするに──。

　石丸の完かん敗ぱいだった。




　まだ啞あ然ぜんとしている石丸のもとに、綾羽が自じ慢まんげでもなさそうに、むしろ面めん倒どうくさそうに近づいて、言った。

「どうだ。これで満まん足ぞくか」

　なかなか言こと葉ばの出ない石丸。息いき一つ乱みださず、綾羽はたたみかけるように、

「勝しよう負ぶはついた。疑ぎ問もんがあるなら、そこらの誰だれにでも尋たずねるがいい。どちらが勝ったか、瞭りよう然ぜんとしているだろうからな。正しよう直じきな答えが返って来るであろう」

　綾羽の言うとおりだった。だが、まさにそれ故ゆえに、石丸は敗はい北ぼく宣せん言げんをアナウンスするつもりにはなれない。忘ぼう我がの極きよく地ちから精せい神しんを肉にく体たいに戻した彼は、即そく座ざにこう叫んだ。

「まだだ！　まだ終わってねえ！」

　運うん動どう場じようの片かた隅すみで最さい大だい級きゆうの注ちゆう目もくを浴あびつつ、石丸は片かた手てを振り回した。

「種しゆ目もくはまだ残っている！　勝しよう敗はいは総そう合ごう力りよくだ！　それで決めようじゃねえか！」

　なんとなく後出しジャンケンぽい言い分であったが、石丸は精神的余よ裕ゆうを失うしなっていた。綾羽が五十メートル走一秒フラットという、これって世せ界かい記き録ろくじゃねーの？　みたいな数字を叩たたき出したことに対する疑ぎ問もんより、純じゆん粋すいに負けたというところで彼の理り性せいは思し考こう停てい止しに陥おちいっていた。彼を喋しやべらせているのは、わずかに残った劇げき的てきな感情という部分によるところのみだ。

「次は、遠えん投とうだ！」

　完かん全ぜんにクラスのスケジュールを無む視ししているが、重かさねて言う。もう誰もそんなことを気にしていなかった。頭を抱かかえてしゃがみ込んでいる[image: たつみ]たつみ以外は。
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　校こう舎しやの屋おく上じようから、下しも々じもの者どもを見下ろす影かげ二つ。

「なにあれ。何してんの？　バッカじゃないの？」

　目め一いつ杯ぱい倒たおしたリクライニングチェアに寝ねそべっている金きん髪ぱつサイドテール少女が、いかにもつまらなそうに言う。

　バカかと思うのなら見なければいいのに、わざわざ寝ね椅い子すを鉄てつ柵さく付ふ近きんに持ってきてまで学生たちを眺ながめているあたりにヒネくれた心しん情じようがかいま見える。

　寝椅子の横よこに、日ひ傘がさを差し掛かけてやっているメイド姿すがたの美女がいて、

「麗うるわしき友情の物語ですわ、媛ひめ」

　すみれ台だいはどこかうっとりと、

「少年と少年の美うつくしくプラトニックな友ゆう愛あいの世せ界かいなのです。媛にはお解わかりになりません？」

「解んないわよ、そんなの」

　口を尖とがらせる主ぬしそっちのけで、すみれ台は頰ほおに手を添そえて何かを夢む想そうしているような声を漏もらした。

「なんとまぁ、本当に。これぞ青せい春しゆんですわねえ。ふふ」

　すべてを見み透すかしているような笑い声を上げ、すみれ台は熱ねつ心しんに石いし丸まると[image: たつみ]の姿を目で追うのだった。倒とう錯さくした趣しゆ味みの持ち主なのかもしれない。
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　ここから石丸と綾あや羽はの体力測そく定てい勝しよう負ぶは第だい二に幕まくへと続き、終しゆう幕まくまで終わることがないのだが、最も早はやいちいち解かい説せつすることもないだろうと思われる。

　よって、結けつ果かのみを記しるす。

　綾羽は遠えん投とうでも輝かがやかしい記き録ろくを打ち立てた。つまり計けい測そく不ふ能のうである。綾羽が投げ飛ばしたハンドボールは放ほう物ぶつ線せんを描えがくことなくどこまでも飛ひ翔しようを続け、とうとう学校構こう外がいへと消えた。[image: たつみ]たちと住んでいるアパートまで飛んだかもしれない。ボールの行方ゆくえはようとして知れず、ただ数日後、一キロほど離はなれたマンションの給きゆう水すい塔とうに不ふ自し然ぜんなへこみが発見されることになるのだが、そんな情じよう報ほうは現げん在ざい未み来らいを通じて石丸や[image: たつみ]、他ほかの生せい徒とたちにもたらされることはなかった。

　持じ久きゆう走そう。

　石丸に付き合って千五百メートルを走った綾羽は、最初から最後まで全力疾しつ走そうの体たい勢せいを崩くずさなかった。[image: たつみ]の目もく算さんでは、だいたい二分くらいで走り終えていた。やはり息いきをまったく切らさずに。

　走り幅はば跳とび。

　助じよ走そうもつけず、何なに気げなく跳ひ躍やくした綾あや羽はの着ちやく地ちポイントは砂すな場ばを大おお幅はばに越こえ、もう少しでフェンスに激げき突とつするところだった。綾羽が空中で何かを蹴けるような動どう作さをして、明らかに物ぶつ理り法ほう則そくから逸いつ脱だつした方向転てん換かんをしなければ、そうなっていただろう。それでも軽く二十メートルは跳とんだのではないだろうか。そこまで来たら跳ぶよりも、もう飛ぶって感じ。

　握あく力りよく。

　綾羽は握力計を握にぎりつぶした。

　背はい筋きん力りよく。

　綾羽は背筋力計の鎖くさりを引きちぎった。

　反はん復ぷく横よこ跳とび。

　これぞ分ぶん身しんの術じゆつだった。残ざん像ぞうしか見えない。

　垂すい直ちよく跳とび。

　体たい育いく館かんの天てん井じように頭をぶつけるところだった。

　後は──、えーもう、何かあったかもしれないが、すべてをひっくるめてこう言うしかない。




　石いし丸まるの惨ざん敗ぱい。




　たまたま似にたようなルートで測そく定ていを受けていた森もり村むら千ち夏なつは、すべてを見み届とどけた後、

「綾羽さん、あなた、ひょっとしてサイボーグか何かなの？」

　ふとした興きよう味みから、千夏は綾羽の身体からだのあちこちに触ふれてみた。

「ふうん？　とても柔やわらかいのね。どこも」

　綾羽のそれは、厚あつい筋きん肉にくに覆おおわれているわけでもなく、普ふ通つうの女の子の肉にく体たいだった。

「よせ。くすぐったかろうが」

　綾羽は身みをよじり、跳んで離はなれる。

「あら」と千夏はちょっと面おも白しろい。「敏びん感かんなのね、綾羽さん」

「失しつ礼れいなことを言うな」

　綾羽は体たい操そう服ふくの乱みだれを直しつつ、

「訂てい正せいしておくべきだろう。わたしはサイボーグではない」

　綾羽は千夏を睨にらむ。

「それは《科マ学ー者ガ》の領りよう分ぶんだ。わたしは《妖精アプリリス》であり、これはわたしの生なま身みの身体だ」

　なんのことかしら。と、思う千夏だったが、それ以上のことを尋たずねようとはしなかった。

　なんのことだろうが、あまり興味を持ってはいけないという直ちよつ感かんが働はたらいたためである。

　──変なことに巻まき込まれるのは、朝あさ凪なぎ君くん一人で充じゆう分ぶんよね♪




　ところで、綾あや羽はと石いし丸まるが勝しよう負ぶになっていない勝負を繰くり広げている間、[image: たつみ]たつみも義ぎ務む的てきにメニューをこなしていた。特に目を引くこともなく、あっと驚おどろく意外な記き録ろくを出すこともなく、ごくごく普ふ通つうの平へい均きん的てきな成せい績せきで終えた。まったく面おも白しろみのない少年がいたものである。

　すべての測そく定てい中、[image: たつみ]の背はい後ごぴったり三メートルの位い置ちに猫ねこ子こが常つねにいたことくらいが多た少しよう注ちゆう目もくされたが、だぶだぶ体たい操そう服ふくで嬉うれしそうに走ったり、ジャンプしたりする猫子の姿すがたは実じつに微笑ほほえましく、せいぜいある種しゆのニーズを発はつ生せいさせるくらいのものだったろう。些さ末まつな問もん題だいに過すぎない。

　猫子は綾羽と違ちがい、[image: たつみ]の言いつけを忠ちゆう実じつに守まもって、持ち合わせているはずの特とく殊しゆな力を使うことはなかった。特殊な力とは、たとえばハンドボールをバズーカで飛ばしたりとか、口から火を噴ふいたりとか、そういうことだが、猫子の不ふ可か思し議ぎパワーが体力測定に不向きであることをしみじみ安あん堵どする[image: たつみ]だった。それだって、五十メートルにせよ千五百メートルにせよ、十歳さいくらいの子が高校生並なみの速そく度どで走って、しかもずっとニコニコしていっぱなしというのは充じゆう分ぶんに奇き異いだったが、その奇異という部分は完かん全ぜんに綾羽が独ひとり占じめにしており猫子はそれほど目立たず、[image: たつみ]は複ふく雑ざつな思いを抱いだきつつも素す直なおにホッとする。

　そうこうしているうちに、すべての項こう目もくは終しゆう了りようした。

　[image: たつみ]は自分の各種成績が記き入にゆうされた用紙をポケットに突つっ込み、

「ところで、綾羽と石丸はどこ？」

「あっちでぇす」

　猫子が一ひと房ふさだけ伸のびた髪かみをぴょこりとさせ、あらぬ方を指ゆび差さす。

「ありがとう。ちょっと心しん配ぱいだ。様よう子すを見に行こう」
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　場所は校こう庭てい、時にそろそろ六限げん終了のベルが鳴なろうと準じゆん備び運うん動どう中ちゆうの頃ころ合あいである。

「…………！」

　石丸は打ちのめされていた。がっくりと膝ひざをつき、地面に手をついてうなだれている。

　楽らくに勝てるはずの試し合あいでボロ負まけしたスポーツ選せん手しゆのようなオーラを漂ただよわせつつ、無む言ごんかつ汗あせまみれで敗はい北ぼく者しやの雰ふん囲い気きを存ぞん分ぶんに見せつけていた。砂すなを嚙かむ思いとはこのことであろう。

　その前に影かげを落としているのは、両手を腰こしに当てて佇ちよ立りつする綾羽である。

「もう文もん句くはあるまい」

　特に勝ち誇ほこった声ではない。当とう然ぜん過すぎてコメントするのも煩わずらわしいらしく、やけに素そっ気けない声で、

「お前の望のぞみ通りにしてやった。結けつ果かがこれだ。以上をもって勝負とやらは終わりにしたい。約やく束そく通り、[image: たつみ]たつみの命いのちはわたしが守まもる。お前はどこなりとでも行くがいい。不用意に[image: たつみ]に近づくでないぞ。少しでも怪あやしい気け配はいを感じたら、わたしは無む意い識しきのうちにそのような者を討うち果はたすであろうからな」

「く……っ！」

　両りよう手て両りよう膝ひざで全体重を支ささえるポーズを崩くずさず、石いし丸まるはただただ呻うめく。

　完かん膚ぷ無なきまでに負けた。この迷めい惑わくストーカーバカ女、得え体たいの知れない[image: たつみ]の同どう居きよ人にんに。

　──許ゆるせねえ。

　石丸の心に残った灯とう火かが、怒いかりという油あぶらを注そそがれて火力を強め始めた。何が許せないと言って、一番は自分だ。純じゆん粋すいな体力勝しよう負ぶなら俺おれのほうが勝まさる。そう安あん易いに考えて自じ信しん満まん々まんに勝負を挑いどみ、面おも白しろいように返り討うちにされた。恥はじだ。このままでは顔を上げて校こう舎しや内ないを歩くことすらできない。今の自分の背せ中なかには、「女に敗はい北ぼくを喫きつした軟なん弱じやく男おとこ」というレッテルがデカデカと貼はられ、道行く者がそれを指ゆび差さして嘲ちよう笑しようする運うん命めいをも背せ負おってしまった。ここでむざむざと負けを認みとめてしまっていいのか？

　石丸は自じ問もん自じ答とうする。

　答えはあっさりと出た。否いや。ダメに決まっている。

「ふっ……」

　石丸の口に凶きよう悪あくっぽい笑みがたゆたった。ゆらーりと立ち上がる。

[image: ]

「ふっふっふっ」

　不ぶ気き味みに笑い出した石いし丸まるを眺ながめ、綾あや羽はの片かた眉まゆが少し上がる。

「はあっはっはっはっ！」

　悪あく役やくみたいな哄こう笑しようを発しつつ、石丸は再ふたたび右手を持ち上げ、頑がん丈じような拳こぶしを綾羽に向けた。

「はっはっはぁ！　自分が呆あきれるぜ。策さく士し策さくにおぼれるたぁ、このこった。こんな回りくどい真ま似ねをする必ひつ要ようなんざなかったんだ。おい、綾羽！」

　綾羽は呼よび捨すてされたことにムッとしたような表情で、

「何だ。まだ用があるのか」

「大ありだ！」

　石丸の叫さけびは血ちを吐はくようなレベルに達たつしていた。

「俺おれはもうお前を女とは思わねえ。何か知らんがそんなもんを超ちよう越えつした野や郎ろうだ。だったら、俺も遠えん慮りよすることなんかねえよなぁ。小こ汚ぎたない奇き襲しゆう攻こう撃げきだったとは言え、二度までも俺を保ほ健けん室しつ送りにしたお前のこった。お前の強さは俺の身体からだが知っているぜ」

「だから何だ」

　苛いら立だたしげな綾羽に、石丸は言った。

「ここらで本当の真しん剣けん勝しよう負ぶといこうじゃねえか！　手て加か減げん無む用ようの、ケンカでな！」

　石丸は思っていた。人は見かけによらない。なるほど、綾羽は見ているだけなら華きや奢しやであるがそれなりにグラマーな美び少しよう女じよだ。花の茎くきを手た折おるのも躊躇とまどいそうな、そんな娘むすめに見える。しかし誤あやまりだ。どこの世せ界かいに握あく力りよく計けいの針はりを飛ばしてしまう少女がいるというのか。

　こいつは強い。そしてまた、俺も強い。だったら、実じつ戦せんで勝負して何が悪いことがあるだろう。

「時間の無む駄だだ」

　綾羽はつれない返事。

「お前には充じゆう分ぶん付き合った。わたしはそろそろ[image: たつみ]たつみの身しん辺ぺん警けい護ごに戻らねばならない。わずかな時間なら猫ねこ子こに任まかせてもよかろうが、もう限げん界かいだ。わたしは[image: たつみ]が視し界かいの範はん囲いにいないと不安になる。あやつはいつどこで誰だれから襲おそわれるか解わかったものではない」

　それだけを言い切り、綾羽はさっと身みを翻ひるがえした。長い髪かみがたなびく。

「待まちやがれ！」

　石丸は素す早ばやく手を伸のばす。実じつにこの時、石丸に害がい意いはなかった。単たん純じゆんに引き留とめようとしただけである。彼の思い描えがいた計けい画かくでは次のように事が運はこぶ予定だった。

　まず綾羽の戦せん線せん離り脱だつを阻そ止しする。その上で適てき当とうな距きよ離りをもって相そう対たいし、完かん全ぜんに対たい等とうなポジションからストリートファイトを開始する。綾羽は打だ撃げき系けいでくるだろうから、その先せん制せいパンチをとりあえずかわす。かわしつつ綾羽に接近して襟えりか袖そでを取り、足を飛ばして地面に倒たおし、腕うでを後ろ手にねじり上げて相手のタップを誘さそうのだ。

　その思おも惑わくは、すっきりさわやかに裏うら切ぎられた。

　石いし丸まるの手が肩かたに触ふれるかどうかのところで、綾あや羽ははすっと振り返った。

　と、思った瞬しゆん間かん、綾羽の姿すがたが石丸の前から消えた。

「な──」

　にぃっ！　と叫さけぶ間もなかったし、できもしなかった。

　そのコンマ五秒びよう後ご、石丸は右みぎ側そく頭とう部ぶに強きよう烈れつな打だ撃げきを受けた。脳のうが揺ゆれたのが解わかった。いったい何がどうなって、どうしてこんなことになったのか──。

　まるで理り解かいできないまま、石丸の意い識しきは一いつ瞬しゆんにしてブラックアウト。




　ちなみに[image: たつみ]たつみはその様よう子すを目に収おさめていた。猫ねこ子この指し示じに従したがって校庭にやって来たところだったからである。綾羽と石丸の尋じん常じようでない雰ふん囲い気きを感じ取り、彼なりに止めなくてはと思ったばかりのことだった。

　遅おそきに失しつした。

　石丸が綾羽の背はい後ごから襲おそいかかろうとした（[image: たつみ]にはそう見えた）瞬間、綾羽の足もとに光こう輝きが発はつ生せいした。校庭の地を蹴けった綾羽は[image: たつみ]の動どう体たい視し力りよくにかろうじて引っかかる速そく度どで、石丸の腕をかいくぐると、真ま横よこに移い動どう、握にぎった右拳の甲こう（それにも淡あわく白い光が宿やどっていた）で、腕を伸のばした体たい勢せいを崩くずされた石丸の頭をコツンと軽く叩たたいた。

[image: ]

　石いし丸まるはくたくたと崩くずれ落ち、[image: たつみ]たつみと猫ねこ子こが駆かけつけた時には白しろ目めを剝むいて気き絶ぜつしていた。二度あることは三度あるという格かく言げんの実じつ践せんかと思うくらい、見み事ごとな失しつ神しん姿すがただった。

「石丸君くん！」

　大だいの字になってひっくり返る級きゆう友ゆうに声をかける[image: たつみ]に、綾あや羽はの冷たい声が降ふってきた。

「心しん配ぱいしてやるほどのものではない。相そう当とうに手て加か減げんしておいた。目を回しているだけだ。傷きず一つついておらん」

「……感かん謝しやするよ」

　[image: たつみ]は溜ため息いきとともにそう言った。手加減してくれたのは本当だろう。綾羽がその気になれば、石丸の首はイヤな角かく度どに曲まがっていただろうから。気を失うしなうくらいならダメージの程てい度どとしては低い。かつて[image: たつみ]の自じ宅たくを崩ほう壊かいに追いやった綾羽の攻こう撃げき能のう力りよくを考えれば、気き絶ぜつですんで石丸はラッキーすぎるくらいだ。

「[image: たつみ]」

　綾羽はどうとも思っていないような顔で、

「体力測そく定ていとやらはすんだのか？」

「ああ……？　うん。もう終わりだよ」

「そうか。ならば外には用はないな。教室に戻ろう。その前に着き替がえねばならんか」

「まあ……着替える前にやって欲ほしいことがあるけど」

「何だ」

「石丸を放ほうっておけないよ。保ほ健けん室しつに運はこばないと」

「わたしは断ことわる。その者とは充じゆう分ぶんに相あい手てした。これ以上関かかわるのは不ふ愉ゆ快かいだ」

　本当に不愉快そうだった。期き待たいできないと見て、[image: たつみ]は猫子に声をかける。

「猫子、頼たのむよ。手を貸かしてくれないか」

「はぁい。特とく売ばいごようでぇす」

　[image: たつみ]は二人で石丸を抱かかえ上げるつもりだったのだが、猫子はやすやすと石丸の巨きよ体たいを持ち上げ、両手で頭上にさらし上げた。だらんとした四し肢しが気き絶ぜつの度ど合あいを感じさせる。

　ちっこい身体からだに無む双そうの怪かい力りきを秘ひめた猫子は、ヘタなスキップのような足取りで、並ならんで歩く[image: たつみ]と、綾羽の前をハンミョウのように歩ほを進め、かくして石丸は保健室のベッドに転ころがされることになった。石丸にとって綾羽を原げん因いんとする昏こん倒とうは、これで三度目だ。
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　放ほう課か後ご。

　石丸不ふ在ざいの教室で、担たん任にん教きよう師し朝あさ凪なぎ津つ波なみは、いつものように投げやりなホームルームを終えると、さっさと帰っていった。生せい徒とが一人欠かけているなど気づきもしなかったか、気づいていても無む視ししているとしか思えない素す早ばやい撤てつ収しゆうである。きっと、[image: たつみ]たつみがアパートに帰ると平気な顔をして待まち受けており、夕食の献こん立だてに注ちゆう文もんをつけてくるだろう。

「帰るぞ、[image: たつみ]」と綾あや羽はが席せきを立つ。

「ちょっと待まって」

　学がく習しゆう意い欲よくゼロの綾羽と違ちがい、[image: たつみ]は普ふ遍へん的てきな学生だった。最さい小しよう限げんの予よ習しゆう復ふく習しゆうのために鞄かばんに教きよう材ざいを詰つめ込んで、制せい服ふくに着き替がえ終えている綾羽の横よこに並ならぶ。教室の後ろから、ちょこまかと猫ねこ子こが駆かけよって、いつのように[image: たつみ]の腰こしに抱だきついてから、腕うでを絡からめてきた。

　ハタ目には幸しあわせそうに見えなくもない。表情はいつも硬こう質しつだが美び少しよう女じよと言ってどこからもクレームのこない綾羽がいつも脇わきに従したがえ、最もつとも合がつ致ちする表現が「可愛かわいい妹いもうと」という猫子に常じよう時じまとわりつかれているのだから。

　[image: たつみ]の意見を聞くなら、これはけっこう命いのちがけな問もん題だいとしてこうなっているのであって、自分の自由意い思しとはまったくかけ離はなれているのだが、現げん在ざいの状じよう況きようをすべからく忌き避ひしているとは言い難がたいので何とも言えない。せいぜいがこれ以上奇き妙みような関係者が増ふえないように祈いのるのみだ。

　ここしばらくの慣かん習しゆうとして、[image: たつみ]たち三人は異い常じように仲なかの良い三さん兄妹きようだいのように一いつ緒しよに教室を出た。

　そして三人揃そろって目を見開いた。

　まるで彼らを待っていたように廊ろう下かに黒くろ山やまの人だかりが発はつ生せいしており、いっせいになだれ込んできたと思うと半はん包ほう囲い状じよう態たいになったからだった。

「むうっ！」

　綾羽が即そく座ざに臨りん戦せん態たい勢せいになる。

　最もつとも近くに来た男子生徒を殴なぐり飛ばそうとした綾羽の手を、[image: たつみ]がとっさにつかんで止めた。彼にしては上じよう出で来きな反はん応のう速そく度どだ。

「待ってよ、綾羽。この人たちは僕ぼくを狙ねらっているんじゃないと思うよ」

「なぜ解わかる？　人混ごみに紛まぎれて刃はを研といでいるヤツがいるかもしれん。全員叩たたきのめしておくのが最さい善ぜんだ」

　綾羽はキッとした目を群ぐん衆しゆうに向け、

「こいつらはわたしたちの進しん路ろと退たい路ろを塞ふさいでいる。これは《魔術師フアルムテイ》か《不死人アーザール》による精せい神しん操そう作さ系けい人じん海かい戦せん術じゆつに違いない」

「いや、違うよ」

　珍めずらしく確かく信しんをもって[image: たつみ]は言った。

「この人たちは僕に用があるんじゃない。綾羽にだよ」

「わたしを倒たおそうとして集合したのか」

「それも違うって」

　[image: たつみ]はのんびりと制せいして、有う象ぞう無む象ぞうの学生の一人を指ゆび差さした。

「あの人が持っているの、何だと思う？　あれは入にゆう部ぶ届とどけだよ」

　廊ろう下かを埋うめる人混ごみの中から、上じよう級きゆう生せいらしき男子生せい徒とが一人、歩あゆみ出た。綾あや羽はに向かって、

「君きみ、すごい活かつ躍やくだったそうじゃないか。ぜひ、我わが陸りく上じよう部ぶに入ってくれないか。君なら即そくレギュラーだ！」

「いや待まて」

　陸上部員を押しのけて、次の男子生徒が、

「君の才さい能のうはレスリング部にこそふさわしい。次のオリンピック目め指ざしてがんばろう！」

「どけ」

　と、第三の男子生徒、

「それよりウェイトリフティング部に！　ぜひぜひ！」

「男は引っ込んでなさいよ」

　今度は女子生徒が、

「女子ハンドボール部に入って！　お願ねがい！　あなた一人で国こく体たいに行けるわ」

「いいえ、彼女はソフトボール部が一番よ。ね、あなたもそう思うでしょ？」

　誰だれも彼かれもが綾羽めがけて殺さつ到とうしてくる。綾羽は目を見開き、理り解かい不ふ能のうといった顔でいた。

　委い細さいかまわず、人の波なみは次々に押おし寄よせる。

「野や球きゆう部ぶに入って甲こう子し園えんに行こう！」

「行けるかっつうの、女の子が」

「なら、マネージャーでもいい」

「馬ば鹿かもん、選せん手しゆとしてスカウトするのが筋すじだろう。ということでどうだろう。日に本ほん拳けん法ぽう部ぶに入部をお勧すすめする」

「水すい泳えい部ぶに入ってくれよう、お願いだよう」

「このスケベ野や郎ろう！　そんなところより、柔じゆう道どう部ぶに！」

「ひっこめ。我わが総そう合ごう格かく闘とう技ぎ同どう好こう会かいに来てくれ！　頼たのむ！」

「そんなサークルこそどこかに消えてよね。硬こう式しきテニス部、あなたならユニフォームもバッチリ似に合あうから」

「待って、軟なん式しきテニスをなめないで。テニスウェアなら負けてないわよ」

「あの、バレー部に……」

「卓たつ球きゆう部ぶ」

「だめ、この子はバスケ部がもらいます」

　腰こしを落とした迎げい撃げき体たい勢せいで構かまえを取っていた綾羽は、無む言ごんのうちに姿し勢せいを正した。騒さわがしい面めん々めんをぐるりと見回し、むっつりと[image: たつみ]たつみを見上げて、

「わたしに何の用だというのだ。この者どもは」

「聞いたとおりだよ」と[image: たつみ]。「綾羽に入部して欲ほしいのさ。体力測そく定ていの活かつ躍やくを見るか聞くかしたんだろうね」

　猫ねこ子こまでが嬉うれしげに、

「わー、綾あや羽はお姉ねえちゃん、人にん気き者ものですねーっ」

「そのような人気など、わたしは欲ほつしていない」

　構かまえを解といたものの、綾羽はまだピリピリと、

「[image: たつみ]たつみ。ところで部とは何だ。そこに入るとはいかなる意い味みを持つ」

「ええと、簡かん単たんに言うとね、学校にあるクラブ──は解わかる？　色いろ々いろな活動をする集しゆう団だんのことだけど。そこに所しよ属ぞくすることだよ。ここにいる人たちは運うん動どう部ぶだね」

「ふむ？」

　綾羽は指で顎あごを撫なで、決けつ然ぜんとしたうなずきを一つ、

「[image: たつみ]。お前はその部とやらのどこかに参さん画かくしておるのか」

「ああ、ええと、僕ぼくは帰き宅たく部ぶだよ。津つ波なみ姉ねえさんの世せ話わをしないといけないから、中学時じ代だいからそうだね。なかなか放ほう課か後ごに時間が──」

　[image: たつみ]に皆みなまで言わせず、綾羽が言こと葉ばを差さし挟はさんだ。

「お前が帰宅部とやらにいるのなら、当とう然ぜんわたしもそこに入るべきだろう。お前の居い場ば所しよが、すなわちわたしの居場所であるからだ」

「いや、あのね？　綾羽、」

「それで、その帰宅部とはいったいなにをする部なのだ？」

「……強しいて言えば、授じゆ業ぎようが終わったら素す早ばやく家に帰ることかなぁ」

「わかった。よし、入にゆう部ぶ届とどけを書こうではないか」

　綾羽はすいっと腕うでを伸のばして、一人の持っていた紙切れを奪うばい取り、

「猫子、書くものをよこせ」

「はぁい」

　服ふくの内うち側がわから鉛えん筆ぴつを出してきた猫子の手から受け取ると、用紙にささっと記き入にゆう事じ項こうを書き込んで、

「これでよかろう」

　満まん足ぞくそうにうなずくと、綾羽は取り囲かこんだ全員の鼓こ膜まくに響ひびき渡わたる声で宣せん言げんした。

「わたしのこの身みは今や帰宅部のものだ！　お前たちのいかなる部とやらにも入ることはできない。さっさと散ちるがよかろう！」

　いっせいに沸わき起こる抗こう議ぎや翻ほん意いを促うながす声などモノともせず、綾羽は[image: たつみ]の手をがっしとつかむと、人だかりを物ぶつ理り的てきに排はい除じよしながら中ちゆう央おう突とつ破ぱ、あっという間に大人数を置おき去ざりにすると昇しよう降こう口ぐちに向かって走った。

「これでよし」

　と言う綾羽に、いいのかなぁと思わないでもない[image: たつみ]だった。のどかにスポーツをしている綾羽を想そう像ぞうすると、とても似に合あっているように感じたから。

[image: ]

　だが、綾あや羽はが[image: たつみ]たつみから離はなれ、一人別行動を取ることを考えると、途と端たんにあの狭せまいはずのアパートの部へ屋やが広く思えるのも確たしかだった。ちゃぶ台だいの周まわりに綾羽があぐらをかいて座すわり、猫ねこ子こがちょこんと正せい座ざしている。その映えい像ぞうはこの一週間で代かえがたいものになっていた。世せ界かいがどうかとか、[image: たつみ]の命いのちを守まもるとか、そんなことより何より、みんなが平へい和わに暮くらしている質しつ素そな生活が大たい切せつなのだ。

　誰だれも不ふ幸こうになって欲ほしくない。運うん動どう部ぶの勧かん誘ゆうを蹴けったところで、大たいしたドラマは生まれないだろう。今日、ちょっとだけ不幸と言えるのは石いし丸まるだったけど、彼ならだいじょうぶだ。打たれ強いのが石丸の特とく質しつだから。

　下げ駄た箱ばこの並ならぶ玄げん関かんを抜け、三人揃そろって夕日に向かって歩き出す頃ころには、[image: たつみ]の念ねん頭とうから石丸のことも消えていた。それは石丸に対する信しん頼らい感かんのなせる技わざでもあったのだったが──。




　　　　＊＊＊




　しかし翌よく日じつ以い降こう、石丸文ふみ一いち郎ろうの姿すがたが学校から消えた。

　なぜか[image: たつみ]の机つくえに書き置おきを残して。

『修しゆ行ぎようの旅に出る。俺おれにたりないものは何なのか。それを見つけるまで帰らないつもりだ』

　そんなことを書き残されても困こまる。事じ実じつ、[image: たつみ]たつみは困こん惑わくした。

　無む論ろん、石いし丸まるはそう時を経へずして帰ってくることになる。

　綾あや羽はに勝つ。

　ただそれだけの執しゆう念ねんを身体からだと心に刻きざんだ、復ふく讐しゆう鬼きとして──。

　だが、それはとりあえず後の話である。そう言えば石丸が[image: たつみ]を親しん友ゆう視しする話もまだだが、それもまた次の機き会かいに譲ゆずろう。
















　綾あや羽はとの間に勃ぼつ発ぱつしたあらゆる肉にく体たい的てき勝しよう負ぶのことごとくに敗はい北ぼくした男。

　いまやそのようなキャッチコピーで紹しよう介かいすべき有あり様さまになった石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうだったが、彼のクラスメイト達にとって幸さち多からんことに、ここしばらく学校に姿すがたを見せていなかった。

　文一郎という名が示しめす通り、おそらく彼の両りよう親しんとしては文ぶん武ぶの文のほうを重じゆう視しした人間に育そだって欲ほしかったと思われるが、名なが体たいを表あらわすとは限かぎらないもので、石丸家の長男は完かん全ぜんに名前負けした少年期を送ることになり、すっかり無ぶ頼らい派はとしてご近所さんに名をはせていた。

　物もの心ごころつくと同時に喧けん嘩かっ早ぱやいガキ大だい将しよう的てきなポジションを獲かく得とくし、中学に入る頃ころにはストリートファイトで石丸に適かなう同どう世せ代だいは存そん在ざいしなくなったことに加くわえて、その鋼はがねの拳こぶしがふるわれる先さき々ざきで街まちの不ふ良りようたちが地べたに這はいつくばることになった。一ひと昔むかし前まえなら番ばん長ちようとでも呼よばれて学内でも猛もう威いをふるったことだろうが、幸か不幸か石丸には徒と党とうを組む性せい質しつが欠かけていた。「つるむのは好すかん」と言い放ち、一人街がい頭とうをふらついては因いん縁ねんをふっかけてくる命いのち知らずどもを返り討うちにする毎日をつつがなく送っていた孤こ高こうの石丸文一郎。

　そんな彼の人生を一いつ変ぺんさせる出で来き事ごとが発はつ生せいしたのは、中学三年の終わり頃のことであった。早い話、とある少年との出会いが彼を変化させたのである。それは一いつ匹ぴきの犬いぬと石丸、そしてその少年との間で生まれた心温あたたまる友ゆう情じようの物語なのだった。だったが、そう思っているのは石丸ただ一人で、一方の少年にとってはとりたてて大げさな感かん情じようを持つようなことでもなく、ちなみにそのとある少年の名は朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみという。

　石丸が[image: たつみ]に寄よせる友情レベルとは大おおいに開きがあるものの、だが[image: たつみ]にとっても石丸は比ひ較かく的てき親したしい友人であり、さすがに三日も続けて学校を休むとなるとなまじ心しん身しんともに頑がん丈じような友人を知っているだけにかえって心しん配ぱいになる。

　おまけに石丸の自じ主しゆ休きゆう校こう──に違ちがいないと[image: たつみ]は思っていた──の原げん因いんは、遡さかのぼってたどれば自分のごく身み近ぢかに行き着くのである。むしろ[image: たつみ]そのものが原因だったと言っていい。

　──修しゆ行ぎようの旅たびに出る。

　石丸の書き残したメッセージである。

　いったい何の修行なのか、修行してどうしようというのか、どこで修行するのか、[image: たつみ]にはまったく見けん当とうもつかなかったが、はっきりしていることが一つある。

「石丸が帰ってきたら、また一ひと騒そう動どうあるんだろうなあ」

　[image: たつみ]は小さくつぶやいて、隣となりを見た。

　高校の教室である。机つくえの並ならべ方がいささか無む秩ちつ序じよな、授じゆ業ぎよう中ちゆうの教室。

　[image: たつみ]の席せきはほぼ中ちゆう央おうに位い置ちしている。彼ともう一人分の机を残して他の生徒の席は距きよ離りを保たもたれているという特とく殊しゆな配はい列れつは、隣にいる少女の立りつ案あん実じつ行こうによるものだ。

　その少女こそが石丸の旅立ちを促うながした張ちよう本ほん人にんであり、いまや授業中の眠ねむり姫ひめというキャッチコピーで紹しよう介かいすべき[image: たつみ]の同どう居きよ人にんだった。

　今も寝ねている。

[image: ]

「…………すう」

　綾あや羽ねは、突つっ伏ぷした顔を[image: たつみ]たつみのほうに向けて静しずかな寝ね息いきを立てていた。長い髪かみが机つくえの上に広がり、あたかも美うつくしい鳥とりの翼つばさのようだ。あどけなく怜れい悧りな寝ね顔がおからは想そう像ぞうできないが、その気になれば彼女は石いし丸まるを昏こん倒とうどころか瞬しゆん殺さつできる力の持ち主ぬしなのである。そのくらいの特とく殊しゆな能のう力りよくを持っていなければ彼女が[image: たつみ]の隣となりにいる理り由ゆうもないが、なぜ綾羽が[image: たつみ]の身しん辺ぺん警けい護ご目もく的てきでいつもそばにいるようなことになったのかは[image: たつみ]と綾羽の両りよう当とう事じ者しやにも解わかっていないというこの不ふ思し議ぎ。

　綾羽にとっては[image: たつみ]の身辺警護そのものこそが目的であり、そのような目的のとばっちりを受けたのが石丸文ふみ一いち郎ろうだった。なかなかにグラマラスな身体からだとはいえ、どちらかと言えば華きや奢しやな部ぶ類るいに入る少女に一いち撃げき★[image: やじるし]気き絶ぜつ＠コースへ送られた石丸の精せい神しん的てきショックは計はかり知れず、[image: たつみ]もあえて計ってまで知ろうとは思わない。

　石丸は行動によって己おのれの感情を明めい示じしていたからだ。

　すなわち、修しゆ行ぎようの旅たびに出るという……。

　わざわざ[image: たつみ]に書き置きを残したということは、戻ってきた時にその修行とやらの成せい果かを見せるのも[image: たつみ]の前になるだろう。

　[image: たつみ]としては、あの無ぶ骨こつな友人にはおとなしく引っ込んでいて欲ほしかったが、そうもいくまい。

　誰だれが止めたとしても石丸は耳を貸かさず、そして綾羽もまた耳を貸してくれる可か能のう性せいは低かった。[image: たつみ]の身みに関かんすることに限かぎり、綾羽はまるで意い固こ地じになったように誰の言こと葉ばにも耳を貸さなくなるのである。[image: たつみ]たつみの言こと葉ばを素す直なおにすべて聞いてくれるのは、いまや教室付きのペット兼けん必ひつ殺さつスナイパーと紹しよう介かいすべき状じよう態たいにある猫ねこ子このみであって、ちんまりした幼よう女じよのごとき姿すがたをした人ひと型がた兵へい器きは、今日も今日とて教室の最さい後こう尾びにちょこんと座すわり、不ぶ気き味みに黒光りするマスカット銃じゆうを抱かかえてニコニコしている。

　──石いし丸まるには無ぶ事じに帰ってきて欲ほしいけど……。

　[image: たつみ]の心しん中ちゆうのセリフである。

　──帰ってきたら帰ってきたで、また無事にとはいかないんだろうな……。

「…………すう」

　安やすらかな寝ね息いきを聞きつつ、髪かみの間から突つき出た綾あや羽はの形のいい耳を横よこ目めで見ながら、[image: たつみ]は細く溜ため息いきをついた。




　　　　＊＊＊




　[image: たつみ]からやや離はなれた席せきにいる森もり村むら千ち夏なつは、何やら悩なやんでいる様よう子すのクラスメイトを眺ながめていた。

　ことさら[image: たつみ]に執しゆう着ちやくする感かん情じようを持っていたからではない。千夏が興きよう味み深く感じているのは、[image: たつみ]本体よりも彼とその周しゆう囲いにいる人間たちの関かん係けい性せいのみだった。

　特とくに、[image: たつみ]を中ちゆう心しんとした綾羽と石丸のいがみ合いに。しいて言えば三さん角かく関係に。

　もちろんその三さん者しや間かんに痴ち情じようのもつれ的な粘ねん性せいの恋れん愛あい感情があるとは思っていない。これは三角にもなっていない関係だ。頂ちよう点てんにいるのは[image: たつみ]で、そこへと向かう矢や印じるしが二本、これが綾羽と石丸。でも底てい辺へんがないし、第一、石丸君は男だし……

　といったあたりから千夏の想そう像ぞうは羽はばたきを開始する。

　──といっても、男同どう士しでナニかあったって別にいいわよね。

　千夏は[image: たつみ]の斜ななめ横後ろ顔を観かん察さつする。

　──朝あさ凪なぎ君くんは割わりに可愛かわいらしい顔してるものね。そのぶん頼たよりがいが全ぜん然ぜんないから同年代の女の子にはモテそうにないけど。男の子から見ればどうかしら？

　千夏は目を閉じて、暗くら闇やみの中にその手のシーンを思い描えがき始めた。

　──石丸君と朝凪君。朝凪君はどう考えたってそっちの気はないわよね。石丸君が一いつ方ぽう的てきに付きまとっているだけで……って、石丸君にはその気があるってこと？　うわぁ、ムサ苦くるしいわぁ、これ。

　石丸の逞たくましい体つきと、野の武ぶ士しみたいな顔を思い出して千夏は眉まゆの間に指を当てた。彼女の想像の中で、なぜか石丸は上じよう半はん身しんハダカである。

　──とはいえ、朝凪君は完かん全ぜんにノーマル。それは綾羽さんとの対たい応おうを見てれば解わかること。やっぱり美び人じんが好すきなのよね、男って。でも綾羽さんが朝凪君を好きな様子もないし……。石丸君にもチャンスありかもしれないわ。彼に押さえ込まれちゃったら、体たい格かく差さからいって朝凪君にはどうしようもないわね。そのまま無む理り矢や理り……。

　ここまでいったら、もう想そう像ぞうというより妄もう想そうの部ぶ類るいであるが、誰だれに対しても言えることだが妄想というのはやっててけっこう楽しいものなのである。よって千ち夏なつは楽しんでいた。

　──石いし丸まる君くんに組み敷しかれる朝あさ凪なぎ君かぁ。そこに割わってはいる綾あや羽はさん。んー、ちょっとそれは面おも白しろくないわ。彼女にはじっとしててもらうことにして……でもねぇ、朝凪君は最後までその気になりそうにないわね。

　森もり村むら千夏、クラス委い員いんにしてそこそこ才さい媛えん。たとえ授じゆ業ぎよう中ちゆうに目を閉じていたとしても、居い眠ねむりではなく沈ちん思し黙もつ考こうの最さい中ちゆうだと善ぜん意いに受け取ってもらえそうな少女である。

　まさか、クラスメイトの男子二人を脳のう内ないで好すき勝かつ手てに遊あそばせているとは誰も思うまい。その脳内で、石丸と[image: たつみ]たつみの姿はいよいよリアルなシーンへと進んでいた。

　とりあえず配はい役やくを現げん実じつと変えてみる。石丸と[image: たつみ]を兄弟きようだいに設せつ定ていし、何事も強ごう引いんに運はこぼうとする兄あにとどこか影かげのある弟おとうとという感じに当てはめた。これで背はい徳とく感かんと禁きん断だん性せいがダブルになる。試ためしに[image: たつみ]に眼鏡めがねをかけさせて知ち的てきなイメージをアピールさせて、と。

　──うん、なかなか順じゆん調ちような滑すべり出し。不ふ意いに兄の部へ屋やに足を踏ふみ入れた弟がそこで見た兄の真まことの姿とは……。

　しかし具ぐ体たい的てきな映えい像ぞうを思い浮かべようとすると、自し然ぜんに千夏の顔は曇くもるのだった。

　──うーん、朝凪君はいいとして、やっぱり石丸君には花がなさすぎるわ。マッチョなのはいいとして、なんというか、もうちょっと顔つきに潤うるおいが欲ほしいところね。うーん、やっぱり綾羽さんも交まじってもらおうかしら。この際さいだから朝凪君は最初ノーマルなんだけど徐じよ々じよに覚かく醒せいするという設定でもいいわね。真しん実じつをカミングアウトして石丸君のところへ走る朝凪君を身体からだを張って止めようとする綾羽さん……ちょっと無む理りめかしら？

　かように妄想とは得え手て勝かつ手てなものなのである。

　もし彼女の頭の中なか身みを覗のぞけたなら、[image: たつみ]は顔を赤らめたりして、かえって妄想の炎ほのおに油あぶらを注そそいだかもしれないが、運うんのいいことに[image: たつみ]にテレパス能のう力りよくはなかった。そして、これは石丸のために言うことだが、彼だって決けつして喜よろこんだりはしないだろう。石丸が[image: たつみ]に向けているのは純じゆん然ぜんたる友ゆう情じようであり、超ちよう友情ではない。ないはずだ。たぶん。

　──どっちにしろ石丸君には努ど力りよくして欲しいところね。いろんな意味で綾羽さんは強きよう敵てきだけど。美び人じんだし。

　千夏は小こ声ごえで呟つぶやいた。

「がんばれ、石丸君」

　その妄想通りに石丸ががんばったりしたら、それはハッキリ言って[image: たつみ]の身みに危き険けんが迫せまることになるが、そんな現げん実じつ的てきな事こと柄がらを一いつ切さいに渡わたって放ほう棄きしているからこそ、すなわち妄想なのである。

　しかし、千夏の想そう像ぞう力りよくはまだしも現実に即そくしたおとなしいものだった。千夏は知らないが、[image: たつみ]たつみならとっくに彼女の妄もう想そう以上に非ひ現げん実じつ的てきな出で来き事ごとに巻まき込まれて、身みの危き険けんどころか命の危き機きを迎むかえたことすらあるからだ。おそらくトチ狂くるった石いし丸まるに迫せまられるよりももっとロクでもなかったことであり、それを思えば屈くつ強きような石丸が奇き妙みような劣れつ情じようを伴ともなって襲おそってくることなど大したことでもない……だろう。ないはずだ。たぶん。
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　──にしても、あの日、朝あさ凪なぎ君くんが綾あや羽はさんと猫ねこ子こちゃんをつれて学校に来てから、変な人を学校でやたら見るようになったわね。

　ふと冷れい静せいになって千ち夏なつは石丸の暑あつ苦くるしい姿すがたを脳のう裏りから消した。代わりに浮かんできたのは、金きん髪ぱつをサイドテールにした少女と丸まる眼鏡めがねのメイドという二人組である。

　どういうわけかいつ見ても食しよく堂どうに陣じん取どっているように思われるその二人も、綾羽と猫子とほぼ時を同じくして学校で姿を見かけるようになっていた。

　木ぼく刀とうを携たずさえる金髪少女は、いちおう制せい服ふくを着ているものの千夏の目には中学生以下にしか見えず、逆ぎやくにメイドのほうはどっからどう見てもメイドだ。しかもグラマラス。いったいこの二人は何者なのかという気はしていたが、綾羽と猫子がすっかり教室の一いち員いんとしていつのまにか馴な染じんでしまったように、いまさら面めんと向かって質しつ問もんする気は千夏にはない。

　なにより、ここまで来たらツッコむほうが負けか、という気分である。津つ波なみを初めとして教きよう師し連中も何も言っていないようだし。だから千夏は気にしないことにして、媛ひめとかいう金髪木刀娘むすめとすみれ台だいなる眼鏡メイドについてはあえて考えないようにしていた。

　実じつ際さい、食しよく堂どうをあまり使用しない千ち夏なつとあの二人組とは接せつ点てんがない。

　だが、実じつは彼女は綾あや羽はとも猫ねこ子ことも媛ひめともすみれ台だいとも違ちがう、別の風ふう変がわりな人物とすでに接せつ触しよくを果はたしてしまっていた。

　主しゆ人じん公こうである[image: たつみ]たつみと、[image: たつみ]といつも共ともにいる綾羽と猫子が知らないところで、新しん種しゆの登とう場じよう人物が校内に存そん在ざいしていたのである。
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　あれは、千夏の教室の机つくえと椅い子すが消え去さり、壁かべに大おお穴あなが空あいていた日から三日ほどのちのことだった。

　その日、放ほう課か後ご。

　森もり村むら千夏は美び術じゆつ室しつへと足を向けていた。なぜなら彼女は美術部部ぶ員いんでもあったからである。

　どうやら一番乗のりのようだ。美術室には誰だれもいない。千夏はいつものように美術準じゆん備び室に通ずる扉とびらに手をかけ、そこで初めて奇き妙みような感かん覚かくに襲おそわれて振り向いた。

　無む人じんだと思っていた部へ室やに、先せん客きやくがいた。

　美術室の片かた隅すみ、窓まど際ぎわの一番後ろ。

　立てたイーゼルにカンバスを設せつ置ちし、片かた手てを動かしている女子生せい徒とが存在感かんなく座すわっていた。

　見たことのない顔だった。というより気け配はいだったと言うべきか。

　千夏の位い置ちからはその女子生徒の顔がよく見て取れなかった。ただし──と千夏は今でも不ふ思し議ぎに思う──奇妙と言うしかない見えないオーラがその少女から漂ただよっているようだった。

　千夏はきびすを返すと、その少女へと歩あゆみ寄よった。このあたり、クラス委い員いんを務つとめているだけのことはある。社しや交こう性せいが人ひと並なみ以上にあるのが千夏の特とく性せいだ。

　だが、近づくにつれて千夏の歩みはほどなく緩ゆるやかになる。常じよう人じんである身みでは不ふ可か視しの力りき場ばを感じることなどできようはずもなかったが、それでも圧あつ力りよくめいたものを毛けの先ほどは体たい感かん可か能のうなものなのだ。

　加くわえて──。

　その見み慣なれぬ少女は、恐おそるべき美び少しよう女じよだった。またか、と思いたい気分でもあったが、綾羽とも媛ともすみれ台とも違う、それは異い次じ元げんの美うつくしさだった。

　なんせ、そのイーゼルの前に座っている少女の周しゆう囲いにソフトフォーカスがかかっているように見えさえするのである。綺き麗れいに背せ中なかに流された髪かみとその周囲に細こまやかな光が輝かがやき、まるでイルミネーションのようにデコレートしている気もする。

　何度か目を擦こすってみたが、千夏の視し界かいからソフトフォーカスとガラスの粒つぶが反はん射しやしているような輝かがやきが消えることはなかった。錯さつ覚かくでないとしたら、その少女があまりに美しいゆえに物ぶつ理り現げん象しようをも歪ゆがめてしまったとしか説せつ明めいの付けようもない。

　そして実じつ際さい、千ち夏なつがまじまじと見つめた先にいるその娘むすめは、女である千夏でも一いつ見けんして立ちくらみを起こしそうなくらい綺き麗れいな顔をしていた。

　絶ぜつ妙みような長さの髪かみも、美びの女め神がみが造ぞう形けいしたとしか思えない目め鼻はな立だち、睫まつ毛げから耳たぶから、すべてが完かん璧ぺきな造形で、千夏はある種しゆの感かん動どうを覚おぼえて立ちつくした。ただの美人や美び少しよう女じよなら千夏も何人か知っているし、綾あや羽はだって相そう当とうなものだったが、この娘は違ちがう。人じん外がいの美がそこにあった。感動的なまでの。

　それでも千夏は千夏だった。本ほん分ぶんを忘れることはない。彼女は彼女の役やく割わり通り、少女に向かって話しかけた。目ざとく上うわ履ばきの色を一いち瞥べつし、そこに同どう級きゆう生せいである証あかしを得えると、

「ねえ」

　ざっくばらんに、

「あなた、名前はなんていうの？　今まで見たことなかったけど、転てん校こう生せい？」

　そう尋たずねられた少女はゆっくりと顔を上げ、人じん工こう的てきなまでに美び麗れいな唇くちびるを緩ゆるやかに微笑ほほえませた。わずかに細められた両りよう眼がんが千夏をまともに射い抜ぬく。腰こしが抜ぬけそうになる。

「わたしは《天使テイシユリー》です」

　と、少女は言い、視し線せんをカンバスに戻して千夏を呪じゆ縛ばくから解かい放ほうした。

「へ？　え？」

　その返へん答とうにひるみつつ、千夏はなおも会話を試こころみた。木もく炭たんでデッサンされているカンバスの絵をチラリと見る。
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「いつからこの学校にいるの？　その描かいている絵は何？　羽はね？」

「これは私の賢けん人じんの守しゆ護ご天てん使しです。悪い士し気きの精せい神しんは石の矢やで捜さがされます、そして、それは捜されます。崩ほう壊かい賢人、それ、それになる私たちの敵てきの支し持じ者しやのように」

　日に本ほん語ごを喋しやべっているとは思えない。天使と名な乗のった少女は続けて、

「私はここに神かみの思おぼし召めしで存そん在ざいします。私は、それの目もく的てきが世せ界かいの危き機きを救すくうことであると認みとめています。すべてがバランスです。私と私の賢人の守護天使は、ものがバランスを崩くずすのを決して許きよ可かしないでしょう」

　この不ふ思し議ぎ系な言げん語ご遣づかい、千ち夏なつに誰だれかを彷ほう彿ふつとさせる。思い当たるのはただ一人、

「ひょっとして、あなた、綾あや羽はさんと何か関かん係けいがあるの？　ってことは朝あさ凪なぎ君くんとも？」

　少女は微笑ほほえみ分を増ました。

「それは必かならず関係ないというわけではありません。しかしながら、即そく座ざの攻こう撃げきは私に制せい限げんされます。存在。まだ現げん在ざい、その時ではありません。私は、そばにいて、その時が来るのを待まっています」

　言っていることは解わからないが、微び妙みようなニュアンスは伝つたわった。森もり村むら千夏、これでけっこう鋭するどいところのある女子高生であった。

　──ああ、やっぱり。

　千夏は思わず頷うなずいていた。この美うつくしくもどこか風ふう変がわりな娘むすめは、とことん風変わりな綾羽や猫ねこ子こたちと同どう類るいなのだ。でもあの二人ほど危き険けんな香かおりはしない。なにしろ綾羽といったら、石いし丸まる他ほかの男子生せい徒と達たちを一いつ瞬しゆんで殴なぐり倒たおしたりしてるし、猫子は物ぶつ騒そうな武ぶ器きを持ってウロウロしてるしで、美び術じゆつ室しつの片かた隅すみでカンバスに向かっている天使みたいな少女に比くらべたらトップクラスにデンジャラスであり、目の前にいるこの少女から危き険けんな匂においはしない。

　さっと見ただけだった絵に視し線せんを落とす。改あらためてじっくり見る。その途と端たん、千夏の顔が紅こう潮ちようしかけた。

　巧たくみな絵である。というよりも巧みすぎる。木もく炭たんによる下書きとは到とう底てい思えないほどの細さい密みつ画がだった。

　それだけなら千夏が頰ほおを赤らめる理り由ゆうにならない。問もん題だいだったのは、描えがかれている対たい象しようが男性の裸はだか像ぞう、それも正しよう面めんからの全ぜん身しん像であり、どこもかしこも詳しよう細さいに描びよう写しやされているからだった。髪かみの毛一本、筋きん肉にくの一ひと筋すじまでもがリアルに線せんに乗のっている。

　裸の男性像。ということは、つまり下か腹ふく部ぶ、いわゆる局きよく部ぶまでもが。

　当とう然ぜん、モデルはどこにもいない。石せつ膏こつ像ぞうもない。この少女は頭にある映えい像ぞうをそのまま絵にしているらしい。いったいどこでここまで詳くわしく観かん察さつし、記き憶おくするまでになったのだろうか。

　ダビデのようなポーズをつけたその男性の絵には、見事な翼つばさが付け加くわえられていた。千夏が一いつ見けんして天使像と言ったのはそのことに起き因いんする。

「ねえ、まだ名前を聞いていないんだけど。あ、あたしは森もり村むら千ち夏なつ。美び術じゆつ部ぶ」

「それは名前ですか？　それは自みずからに無意味な呼よぶことです。私には、自じ己こ紹しよう介かいされるべきである言こと葉ばがありません」

「……あなた、留りゆう学がく生せいなの？　違ちがったらごめんなさいだけど」

　薄うすもやのような光をまとう少女は、

「私はあなたに干かん渉しようしないつもりです。私は、ここで目もく標ひようとの接せつ触しよくができるだけ避さけられるので居い場ば所しよであると思います。現げん在ざいのところ、指し示じが愚おろかである限かぎり、私は決けつして自じ発はつ的てきに動きません。まだ。それは遅おそかれ早かれ、その時、来そうです。しかしながら、現在、それはあるノーです。それ」

　何が、それ、なのかさっぱり解わからなかったが、千夏は直ちよつ感かん的てきに悟さとっていた。

　──悪い子じゃなさそうね。言葉遣づかいは変だけど、むしろ素す直なおにものを言っているような。

「ふうん？」

　少女の顔を直ちよく視ししていると倒たおれそうになる。かといって目を絵に向けると恥はずかしくなる。千夏は白すぎるほど白い少女の指先を見つめながら、

「ねえ、でも名前がないと呼ぶときに不ふ便べんだわ。あなたのこと、何て呼べばいいの？」

「それが好すきであるように求めてください。それは私を心しん配ぱいしないでしょう」

　千夏は天てん使しの絵と少女の美び貌ぼうを等ひとしく眺ながめ、素す早ばやくあだ名を考えた。

「じゃあ天使さんって呼んでいい？」

　天使ちゃんはどうかと思ったのである。天使さんでもちょっとイタいかな？──と思わないでもなかったものの。

　少女──天使さん──はモーフィングのような表情移い動どうで微笑ほほえみ、答えた。

「そして、それは気にかけられません。それは私を心配しません」

　また『それ』かと思ったものの、その程てい度どで動じる精せい神しんを千夏は持っていなかった。

　そういうわけで。

　千夏は天使さんを友人名めい簿ぼの一つに加くわえた。

　いい度ど胸きようだ。
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　天使さんは今日も美術室の隅すみっこにいた。

　そこ以外にいるところを見たことがない。廊ろう下かですれ違うことも、どこかの教室から出てくるところも千夏には目もく撃げき経けい験けんがなかった。

　まるで放ほう課か後ごにのみ現あらわれる美術室の精せい霊れいのようだ。デジタル加か工こう処しよ理りされたソフトフォーカスと、常つねに金きん粉ぷんが降ふっているような印いん象しようは初しよ見けん以来変わっていない。

　几き帳ちよう面めんな人なつっこさを発はつ揮きして、千ち夏なつは天てん使しさんの横に腰こし掛かける。

「授じゆ業ぎようは？　出てないの？」

　中には不ふ登とう校こうの対たい症しよう療りよう法ほうとして保ほ健けん室しつで学習する生せい徒ともいると聞く。その一いつ種しゆなのかと思ったのだが。

　天使さんは木もく炭たんをつまんだ手を止めず、

「通つう常じよう、位い置ちは私に関かんして制せい限げんされます。言うのが可か能のうであり、それは自分でそれを制限します。これはあらかじめ役に立たない戦たたかいを防ふせぐ行こう為いです。私が既すでに《剣メ精イ》を交こう換かんした、そして、刀かたな。それら、《妖精アプリリス》を行動させる、八はち世せ界かい会かい議ぎが公こう式しきに休きゆう戦せんを発表しても、衝しよう動どう的てきであることでしばしば行動してください。それはそれらの欠けつ点てんです。したがって、私は、私の領りよう域いきを保ほ証しようして、できるだけ移うつりません。私の動きは神かみの電でん波ぱ指し示じを受けるだけです」

　天使さんより電波さんのほうがよかったかしら、と千夏は思いつつ、それでも言わんとしていることはなんとなく解わかった。だてに綾羽と同じクラスにはいないのだ。登校初しよ日にち、綾羽は無用の争あらそいをそこかしこで実じつ践せんし、何人もの男子生徒を保健室へ送った。きっと天使さんは綾羽と出くわして、余よ人じんにはうかがい知れない理り由ゆうで襲おそいかかられることを憂ゆう慮りよしているのだろう。

　ついでに言えば、食堂を巣すにしているゴージャスな二人組と綾羽も仲なかよさそうではなかったし。

　まともそうな人物が、外がい見けん的てきには一番まともでない猫ねこ子こだけというから世よも末すえだ。もっとも世せい紀き末まつはまだまだ先だけど。

「へーえ」

　適てき当とうなあいづちを打っておいて、千夏は天使さんの手て元もとを覗のぞき込む。

　モデルの主ぬしは同じだが、ポーズが違ちがっている。これまでの観かん察さつ行動により、毎日違う絵を描かいていることを発見していた。ただしすべてモノトーンで、まるで木炭以外の筆ひつ記き用よう具ぐを知らないようでもあった。そしてすべての絵において、局きよく部ぶがリアルすぎ。

「色は？　塗ぬらないの？　それ、油あぶら絵え用ようのカンバスだけど」

　問とう千夏に、天使さんは即そく答とうした。

「色は必ひつ要ようではありません。私の賢けん人じんの守しゆ護ご天使には、ただ一つのシステムにおける日ひ陰かげがあります。それは白と黒で言い表あらわされるべきであるものです。白い。描いてください。離はなれてください。描いてください。影かげでおおいます。離れてください。なってください」

　全ぜん然ぜん解らない。下へ手たな翻ほん訳やく文ぶん章しようを棒ぼう読よみされている気分だった。

　さすがに千夏が困こん惑わくしていると、その気け配はいを感じたか、

「ふふ」

　天使さんは初めて声を出して笑った。そこだけは普ふ通つうの少女の声こわ色いろだった。

「それに関かんして、着ちやく色しよくするのをためらっていませんが、対たい象しようは別の一つに制限されます。提てい案あんがあります。対象のように、あなたは許きよ容ようできますか？」

「ごめん、何を提てい案あんで、許きよ容よう？」

「ふふ」

　天てん使しのような天使さんは、ゆっくりと木もく炭たんを置くと、さらにゆっくりと立ち上がった。イーゼルから描かきかけのカンバスを取り上げ、美び術じゆつ室しつの壁かべに立てかけるという動どう作さを物もの凄すごく緩かん慢まんにおこない、次に真ま新しいカンバスを持って戻ってくる。その動きの優ゆう美びさに見とれているうちに、天使さんはすでに木炭を持ってイーゼル前に座すわっていた。

　ふと気づく。天使さんは千ち夏なつを真ま正しよう面めんに見る位い置ちに移い動どうしていた。

　人間のものとは思えない、湧わき水みたいに透とう明めい感かんのある瞳ひとみが千夏を見つめている。全ぜん身しんを舐なめ回されるような視し線せんに千夏は身み震ぶるいした。寒さむ気けから来るものではなく、なぜか全ぜん裸らでそこに立っているような気分になったからである。

「ええと」

　先さき程ほどの言こと葉ばの内容は全ぜん然ぜんだったが、その視線で理り解かいを得えた。

「あたしにモデルになれって？」

「それは通りです」

　その通り、と言いたいのかなと思いながら、千夏はうなずいていた。

「そして、立ちん坊ぼうなその時ままでいるのであってください。それは長い時間がかかりません」

　そう言うなり、天使さんはさっそくデッサンを開かい始しした。千夏が立ち上がるのを待まちもしない。慌あわてて千夏は椅い子すの足を蹴けって、言われるままに棒ぼう立だちになる。

　サッサッと布ぬの地じと木炭がこすれる音が途と切ぎれなく続く。天使さんは線せんを修しゆう正せいすることが皆かい無むだった。あらかじめ見えない線がそこにあって、それをなぞっているだけのような正せい確かくさだ。

　千夏がポーズもつけずに立つこと数分、手を止めないまま天使さんが桃もも色いろの唇くちびるを開いた。

「それは既すでに素す晴ばらしいです。私の記き憶おくに従したがって、それは今、描かれます。自由に行動してください」

　それっきり彼女は千夏のほうをチラリとも見なくなった。ぬるま湯ゆのような笑えみを浮かべて、ただ絵のみに集中している。

　千夏は頭をコリコリと搔かいて、その場を離はなれた。

　──綾あや羽はさんも風ふう変がわりだけど、この娘こも相そう当とうなものね。二人が出会ったときの会話をハタで聞いてみたいもんだわ。どれだけ嚙かみ合わないことになるかミモノだもの。

　さて自分も描きかけの絵に向かおう。千夏が準じゆん備び室しつに行こうとしたとき、部ぶ室しつに誰だれかが入ってきた。

「あ、部長」

「ん」

　美術部部長、三年の女子生徒は鞄かばんを肩かたにかけたまま、

「どうしたの？　森もり村むらさん」

「あの娘このことなんですけど」

　千ち夏なつが指ゆび差さした方向に目をやって、天てん使しさんの姿すがたを認みとめた部長は、

「ああ。アレね」

「部長はあの娘が誰だれだか知ってるんですか？　いつから部室にいるんです？」

「いつのまにかよ」

　部長は机つくえに鞄かばんを置き、中からキシリトールガムを出して口に放ほうり込んだ。椅い子すを引っ張り出して逆ぎやく向むきに座すわりつつ、

「まあ、いいんじゃないの？　いても害がいにならないわ。ずっとああして絵を描かいているだけだもの」

「それはそうですけど……」

「気にしてもしかたのないことは気にしないほうがいいわよ、森もり村むらさん。アレはそういうもんであって、特とくに考えても答えがでないような子なのよね。あたしはそう思うわけよ」

　部長はガムを嚙かみながら平へい然ぜんたる面おも持もち。

　千夏は[image: たつみ]たつみの気分が解わかるような気がした。なるほど、確たしかに溜ため息いきもつきたくなる。

「部長、その言い方、まるで朝あさ凪なぎ先生みたいですよ」

「そうかもね。あたし、あの先生好すきだしさ。ああやって生きて行ければ人生何するものぞってなるでしょうしね。そう言えばあなたは朝凪先生のクラスだっけ。うらやましいわぁ」

　そんなことをうらやましいと言う部長のほうがうらやましくなる千夏だった。

　ガムを嚙み続ける部長は、

「でもあの弟おとうと君くんのほうはさっぱりね。せっかくあんな素す晴ばらしいお姉ねえさんがいるにさぁ、ちっとも薫くん陶とうを受けていないように見えるわ。最近は特にそうね。髪かみの長い綺き麗れいな子とちっちゃい子、あれこそ何なわけ？　春はる先さきでもないのに最近変なのが多いわね。食しよく堂どうにも場ばをわきまえないのが二人もいるしねえ」

　千夏には答えようもない。あまり知りたいことでもなかった。現げん在ざいの千夏の興きよう味みが向いている先は、クラス委い員いんとして石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうの行方ゆくえと綾あや羽はの全ぜん方ぽう位い攻こう撃げき行こう為い、美び術じゆつ部員として天使さんだったから。もう充じゆう分ぶんだろうという気がしている。

　ようするに、と千夏は思う。部長や自分たちの意見は、ほぼ全校生徒の思おも惑わくでもあるわけだ。

　なんだか解らないけど、そこにいるのだからしょうがない。少なくとも実じつ害がいが及およんでくるとは思えないから、多た少しようは目め障ざわりでも放ほう置ちしておいて構かまわない。だいたい、関かかわり合いになると、それこそ害が及んできそうな気け配はいだ。

　──首まですっかり関わっている朝凪君には気の毒どくだけど。

　それでも真しん剣けんに彼のみを案あんじるまでには至いたらない。なにしろ彼は朝凪津つ波なみの弟だ。あの、まるで似にていない姉弟きようだいのうち、姉あねのほうさえいれば綾羽や猫ねこ子こが何をしてもへっちゃらだろう。聞けば朝凪姉弟と綾羽・猫子は同どう居きよまでしているらしいし、いざとなれば津波がなんとでもしてしまう。

　そう言う意い味みで信しん頼らいに足たりるのが朝あさ凪なぎ津つ波なみという教きよう師しだった。千ち夏なつには単たんなる担たん任にん教師でよかったが、[image: たつみ]たつみにしてみればそれプラス姉あねである。

　──ごくろうさま、朝凪君くん。

　部長が嚙かみ終えたガムを紙にくるんで部室端はしのゴミ箱ばこにナイスシュートを決めるのを眺ながめながら、千夏は肩かたをすくめた。

　──ただ、朝凪君にがんばれって言う気にはならないわ。

　綾あや羽はと猫ねこ子こに四し六ろく時じ中ちゆうくっつかれているのは、健けん全ぜんな男子にとって必かならずしも不ふ幸こうなことではないに違ちがいなく、それに千夏ががんばって欲ほしいのは割わりと特とく殊しゆな意味で石いし丸まるだったから。

　部長が鞄かばんを手にして立ち上がり、付き合うように千夏も油あぶら絵えの具ぐの匂においが立ちこめる準じゆん備び室しつに足を向けた。そこに置いている自分の画が材ざいを持ってきて天てん使しさんの隣となりに行こうかな。

　振り向くと、天使さんは優ゆう雅がに微笑ほほえんだまま画が板ばんに向かいっぱなしだった。絵の中の千夏以外は用なしだと言わんばかりに。
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　石丸が姿すがたを消して、[image: たつみ]だって心しん配ぱいではないわけはない。

　しかし幾いく分ぶんかホッとしている気分も捨すてがたく、教室に友人がいないことを見いだして、しかし安あん堵どしてしまう一いつ瞬しゆんに自じ己こ嫌けん悪おを感じてしまうのも、朝凪[image: たつみ]という少年の心こころ意い気きを表あらわしている。

　石丸の行方ゆくえ不ふ明めいの原げん因いんは綾羽にあり、綾羽と石丸が出会ったのは[image: たつみ]のせいなのであるから、責せき任にんの一いつ端たんは自分にある……そんなことを考えてしまう[image: たつみ]だった。

　むろん、あの石丸のことだからどこでどんな目に遭そう遇ぐうしたとしても生き延のびそうだとは思っている。ちょっとやそっとでは死にそうにない。綾羽にあれだけボコボコにされても、何度も立ち向かってくる根こん性じようがあれば何とでもなるだろう。本ほん格かく的てきに生せい命めいの心配があるとしたら、かつて[image: たつみ]と綾羽たちの前に立ちはだかった《魔術師フアルムテイ》みたいな連中が石丸の行く道を遮さえぎった場合であるが、

「それはなかろう」

　綾羽が言った。

「奴やつ等らの標ひよう的てきはお前だ、[image: たつみ]。《無属ニヴオーズ》の無む関かん係けいな一いつ般ぱん人じんなどに用はない。わたしとて、石丸とやらが好すきこのんでわたしに立ち向かって来なければ無む視しを貫つらぬいていたであろう」

　その割わりには初しよ対たい面めんでいきなり奇き襲しゆうをしかけていたが。

「あれは事じ故こだ。うむ、やむを得えない事じ態たいであった」

　いろんな人間を一いち撃げきで昏こん倒とうさせておいて、やむを得ないで済すまされたらやられたほうはたまったものではない。たとえそれが[image: たつみ]たつみの生せい命めい維い持じを第一に考えているからとはいえ……。

　[image: たつみ]は両りよう手ての重みを感じながら夕ゆう暮ぐれ間ま近ぢかの道を歩いていた。

　片かた方ほうの腕うでには食しよく材ざいを満まん載さいしたスーパーの袋ふくろがぶら下がり、もう片方には学生鞄かばんと猫ねこ子こがぶら下がっている。

　学校の帰り、アパートへと戻る道である。こうして夕食の食材を買い込んで帰き宅たくするのが日につ課かになって久ひさしい。小学校高学年時には姉あねの世せ話わ係がかりは[image: たつみ]の肩かた書がきになっていた。そのいつもと代かわりのない日にち常じように、綾あや羽はと猫子が加くわわっただけである。前向きに考えるとそうなる。後ろ向きなことと言えば、帰宅する部へ屋やが誕たん生じよう時じから過すごした一いつ軒けん家やから安やすアパートの一いつ室しつになり、今になっても理り解かい不ふ能のうな理り由ゆうによって謎なぞのような人々から命いのちを狙ねらわれているらしいということである。実じつ際さいに登とう場じようした刺し客かく、生せい気きのない青年と殺さつ意い満まん々まんの幼よう女じよにヌイグルミというやはり謎のような連中から非ひ現げん実じつ的てきな攻こう撃げきを受けて、さしもの[image: たつみ]も恐きよう怖ふを覚おぼえたが、現げん実じつ感かんがあまりになさすぎて妙みように夢ゆめ心ごこ地ちだった。

　そんな[image: たつみ]を現実に引き戻してくれるのは、きっとした表情で睨にらみつけてくる綾羽の冴さえ冴ざえとした美び貌ぼうと、猫子の脳のう天てん気きな歌うた声ごえだ。

「おっ買い物～、ご飯はんの用意は楽しいでーすっ、るんるんるりるり、お皿さらをちゃぷちゃぷ～♪」

　猫を擬ぎ人じん化かしたような猫子は、[image: たつみ]の腕に抱だきつきながら跳はねるような足取りでスキップを踏ふんでいた。ひょこひょこと揺ゆれるアンテナのような髪かみ一ひと房ふさが愛あいらしい。

　つられて[image: たつみ]が微び笑しようすると、顔を上げた猫子が「えへへへぇ」と笑って頰ほおを袖そでに押しつけてきた。本物の猫が主しゆ人じんに匂におい付けをする習しゆう性せいとそっくりだ。

　綾羽は[image: たつみ]と猫子から数すう歩ほ背はい後ごを歩き、ひたすら険けわしい目を四し方ほうに向けている。別に猫子のべたつきが気に障さわっているからではなく、危き険けん人物の襲しゆう来らいを警けい戒かいしているのだ。

　そうそう怪あやしいのが来ることはないよ、と[image: たつみ]はもう言えない。《魔術師フアルムテイ》はいつでも唐とう突とつにやってきて、[image: たつみ]──ではなくむしろ綾羽──を窮きゆう地ちに叩たたき込んでいたからだ。

　しかし感かん覚かくとして[image: たつみ]はあんなことはしょっちゅう起きないのではと思っていた。教室で戦たたかった魔ま術じゆつ師しトリオは猫子の自じ爆ばくによって撃げき退たいされ、あれっきり姿すがたを見せない。死んだはずはないというのが綾羽と媛ひめの意見だったが、そのまま出てきて欲ほしくないというのが[image: たつみ]の切せつなる願ねがいである。

　誰だれも死んで欲しくない。それが明めい確かくな敵てき対たい者しやであっても。

　──だってどうして僕ぼくが狙ねらわれるのかまったく解わからないんだものなぁ。

　脳のう天てん気きに困こまっているあたりも[image: たつみ]であるが、実じつ際さいにどっからどう見ても普ふ通つう人じんとしか認にん識しきできない少年であり、しかし真しん実じつとして普通なのだとしたら、どっからどう見ても普通でない人々が周しゆう囲いにわらわら登とう場じようするわけはなく、ひょっとしたら綾羽達たちは全員揃そろって大いなる勘かん違ちがいをしていて、[image: たつみ]は人違いされているのかもしれず、そうだとしたら真しんの主しゆ人じん公こうが今いま頃ごろどこかで来ない綾羽達を待まちわびながら呆ぼう然ぜんとしている可か能のう性せいもある。

　とはいえ、とにもかくにも今回までの主しゆ人じん公こうは[image: たつみ]たつみだ。

　底そこ抜ぬけに頼たよりない上に仮かりマークが付くかもしれないとはいえ、やはりそこは主人公、いずれすべての謎なぞを解とき明あかし、八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくをしてくれるに違ちがいない。しないかもしれない。物語が必かならず都つ合ごうの良い方に進むとは限かぎらないからであり、予よ定てい調ちよう和わほど安心できるものはなく、また物語的進しん化かを停てい滞たいさせるものもない。古こ典てんは偉い大だいであるが、古典であるがゆえに現げん在ざいでは下した敷じき以上のものには成なり得えないのである。人じん類るいの進化は袋ふくろ小こう路じに入っているかもしれないが、人類の精せい神しんと精神が生うみ出す文化にはまだ進化の余よ地ちが残されているのだが、そんなことはどうでもよく、ただの戯ざれ言ごとである。

　ともかく、[image: たつみ]は行くべき道を進んでいた。

　とりあえずの目もく的てき地ちは生せい家かが再さい建けんされるまでの仮かり住ずまい、家や賃ちん一千五百円という破は格かくのアパートであり、目的は四人分の夕食をつつがなく作り上げることだった。

　姉あねの津つ波なみとの二人暮ぐらしが始まった頃ころから、家か事じ一いつ切さいを顧かえりみない津波のぶんまで朝あさ凪なぎ家けの家か庭てい環かん境きよう保ほ全ぜんの任にんは[image: たつみ]が一いつ身しんに受けている。津波ときたら、弟おとうとのことを便べん利りな使用人くらいにしか思っていないきらいがあり、それは朝凪姉弟きようだいの生活に綾あや羽はと猫ねこ子こが加くわわってからも変化していない。

　誰だれも言ってやりそうにないので、ここらで言っておいてやろう。

　がんばれ、主人公。
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　そして[image: たつみ]はがんばった。

　夕食の調ちよう理りを。

　アパートに帰き宅たくすると、姉の津波は綾羽と共きよう有ゆうしている自じ室しつですでに布ふ団とんを被かぶっていた。ちゃぶ台だいに置かれたメモには、「晩ばん飯めしができたら起こすこと」と書いてあり、[image: たつみ]は忠ちゆう実じつに伝でん言ごんを守まもった。

　ちなみに今夜のディナーは、これも朝のホームルームで津波から直じき々じきに希き望ぼうされていた。あたかも重じゆう要ような伝でん達たつ事じ項こうを伝つたえるように、そんなことをクラスメイトの前で宣せん言げんしないで欲ほしかったが、己おのれの欲よつ求きゆうのままに空気を読まない宣言をするのが津波の行動様よう式しきである。

　天てん津しん飯はんと大だい根こんのみそ汁しる、ポテトサラダ、というのが要よう求きゆうされたメニューだった。

　作るのはもっぱら[image: たつみ]、助じよ手しゆが猫子。綾羽はちゃぶ台の前にあぐらと腕うでを組んでぶすっとしている。

　実じつは綾羽も手て伝つだおうとしてくれたのだ。毎回料りよう理りを食べているだけでは落ち着かない気分になるというか、世せ話わをされているような気がしたらしく、猫子とおそろいの三さん角かく巾きんとエプロンを装そう着ちやくの上、重おも々おもしくこう言った。

「少しはわたしにもさせるがいい。お前はわたしの被ひ保ほ護ご者しやなのであるから、食事時間の度たびにお前が保護者のような顔になるのか気に入らない」

「いやぁ、別にいいんだけど」

　じっとしてくれていたほうが助たすかる、という本ほん音ねを言えず、[image: たつみ]たつみは卵たまごのパックとボウルを綾あや羽はに渡わたさざるを得えなかった。

「卵を割わって、といててくれる？」

「よかろう」

　綾羽は決けつ然べつとして実じつ行こうし、その結けつ果か、卵を殻からごとぐしゃぐしゃにして、うち半分の卵の中なか身みを床ゆかに落とした。

　憮ぶ然ぜんと足あし元もとを見る綾羽の手て元もとからそっとボウルを取り上げ、[image: たつみ]はなるべく優やさしく聞こえるように気を遣つかいながら、

「ええと、ね。卵はちょっと難むずかしかったかな？　じゃあ、ちょっとこの蟹かに缶かんの蓋ふたを缶切りで開けてくれるかな？」

「拭ふき拭きしまーすぅ、きれいきれい～♪」

「…………」

　猫子が布ふ巾きんで床をぬぐうのを見下ろしつつ、不ふ穏おんな沈ちん黙もくを保たもちつつ綾羽は缶詰を受け取った。

　間まに合わなかった。[image: たつみ]がキッチンの引き出しから缶切りを探さがし当てるより早く、

[image: ]

　ぐしゃ。

　振り返った[image: たつみ]たつみは、蟹かに缶かんを片かた手てで握にぎり潰つぶしてやや呆ぼう然ぜんとしている綾あや羽はの姿すがたを見た。

　どうやら缶の開け方や缶切りの存そん在ざいを知らなかったらしい。破は壊かいされた缶かん詰づめから中なか身みと汁しるを盛せい大だいに漏もらしつつ、綾羽はさらなる沈ちん黙もくに包つつまれていた。

「カニカニさ～ん、わー、べたべたですーう♪」

　ただ床ゆか拭ふきに努つとめる猫ねこ子この唱うたう即そつ興きよう歌かだけが室内にこだまする。

　[image: たつみ]は小さく空から咳せきを放ち、

「ええとね、綾羽」

　いいから何もしないでじっとしてて、と言いかけたが、どこかムッとした顔の綾羽に[image: たつみ]は素す早ばやく代だい替たい案あんを提てい示じした。

　スーパーの袋ふくろからツナ缶をダッシュで取り出し、

「この蓋ふたを開けてくれるかな？　ほら、これはプルタブの付いているタイプだから、ここに指をかけて引っ張るだけでいいんだ。お願ねがいできる？」

　素す直なおにツナ缶を手にした綾羽は、パコンと缶を開け、無む言ごんで[image: たつみ]に手て渡わたした。

「ありがとう」

　[image: たつみ]はやや大げさな口く調ちようで感かん謝しやの意いを告つげ、

「もう充じゆう分ぶんだよ。後は僕ぼくがやるから、お茶ちやを淹いれて座すわって待まっててくれるかな？　うん、そうしてくれると非ひ常じようにありがたいんだけど……」

　綾羽は無言を続行したまま、急きゆう須すを持って給きゆう湯とうポットから湯ゆを注そそぎ、ちゃぶ台だいに置いて黙もく然ぜんと座った。

　眉まゆの辺あたりがピクピクしているのは、さて何に腹はらを立てているからであろうか。猫子以下の働はたらきぶりしかできない自分に対するものか、それともやんわりと厨ちゆう房ぼうから追い払はらった[image: たつみ]に対してのものか。

　[image: たつみ]は綾羽のジトリとした視し線せんを背せに受けつつ、内ない心しんで小さく両手を上げながら料りよう理りを続けた。

　さすが機き械かいだけあって、猫子の手先は器き用ようだった。指し示じ通りに動いてくれる。弱じやく点てんは背せが低すぎるため、キッチンに立つには足あし場ばが必ひつ要ようなことくらいだった。猫子専せん用ようの小さな木き箱ばこの上に立ち、《科マ学ー者ガ》の人ひと型がた兵へい器きは珍ちん妙みような鼻はな歌うたに即興詩をつけながら、タケノコやネギを正確にみじん切りにしてくれる。

　[image: たつみ]は中ちゆう華かスープを入れた鍋なべを熱し、同時にフライパンを火にかけながら具ぐを揃そろえつつ……とまあこのように着ちやく々ちやくと天てん津しん飯はんを作るのだった。ちなみにソラで作っていることを付け加くわえておく。長年のおさんどん生活が身みに染しみているため、大量のレシピが[image: たつみ]の頭に叩たたき込まれていた。なんとなく情なさけなくもあったが、便べん利りと言えば便利だ。物語を進しん捗ちよくさせる上ではあまり役に立たないが。

　食事を作り続ける[image: たつみ]を眺ながめる綾羽の胸きよう中ちゆうがいかばかりかは推すい測そくするしかない。よく考えてみれば、綾あや羽はは来らい訪ほう当とう初しよから生活能のう力りよくゼロだった。長ちよう期き滞たい在ざいには少しよう額がく過すぎる貨か幣へいしか持たず、着きの身み着きのまま、衣い食しよく住じゆうのすべてにおいて何も考えていなかったとしか思えない。もっともこれは彼女をここに送り込んできた《妖精アプリリス》サイドに問もん題だいがあるように思える。つまり、途と方ほうもなく常じよう識しき知らずであったか、あえて考えなかったかのどちらかだ。後こう者しやだとしたら行き当たりばったりにもほどがあり、綾羽に責せき任にんを押しつけるのは間ま違ちがっている。媛ひめとすみれ台だいがどうやら住じゆう居きよを確かく保ほしているらしいことから見て、これは綾羽単たん体たいの問題ではなく彼女の属ぞくする種しゆ属ぞく全体が抱かかえるべき懸けん案あん事じ項こうであるが、それを懸案だと考えてるのは[image: たつみ]たつみただ一人なので、しょせんは多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいなのかもしれない。

　──まあ、いいか。

　[image: たつみ]はみそ汁しる用の鍋なべに大量の煮に干ぼしを投とう入にゆうしながら、

　──守まもられてるだけじゃ気が引けるし、これくらいなら津つ波なみ姉ねえさんが二人増ふえたのと同じことだし。

　横よこ目めで見ると、綾羽は顎あごを引いてちゃぶ台だいの中ちゆう央おうを恐こわい目で凝ぎよう視ししていた。恐い目ではあったが、魅み力りよく的てきな少女であることは変わりない。思いこみが激はげしかったり、この世よの常じよう識しきに著いちじるしく欠かけているところがあったりとか、性せい格かく的てきにちょっと困こまったところもあるものの。

　そのような少女と狭せまくも一つ屋や根ねの下で暮くらすことを顧かえりみると、何を贅ぜい沢たく言えるのかお前は、という感じである。

　とは言え、終しゆう始しピリピリした空気を放ほう射しやし、寝ねずの番までして昼ひる間まに学校で眠ねむるような、緊きん張ちよう感かんがあるのかないのかよく解わからない綾羽とアパートにいることは心からの安あん寧ねいを味あじわえはせず、どちらかというと学校にいるときのほうが安やすらいだが、それはともかく料りよう理りをすることと作った料理を残さず食べてくれる様よう子すを眺ながめているのは楽しいことであり、今、楽しいのだから、明日あしたもきっと楽しいに違ちがいなく、朝あさ凪なぎ[image: たつみ]、なんて前向きな少年だろう。

　当とう然ぜんながら彼には知らないことがまだたくさんある。知りたくもなかったことをいずれ知ることにもなるだろう。だが今は。せめて今だけは。




　その時が来るまで、彼には前だけ向いて今しかない貴き重ちような時を送って欲しいものだ。
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　閑かん話わ休きゆう題だい。

「いつになったら」

　夜のとばりが落ちた闇やみの一いつ角かくで、小さな黄おう金ごんの鐘かねを振ったような声が言う。

「わたしは朝あさ凪なぎ[image: たつみ]様さまを殺せるのでしょう。時が満みちるのはいつのことなのでしょう」

　三つの影かげがあり、それぞれに大小をつけるなら飛び抜けて長い、えらく小さい、さらに小さい、というべき異い形ぎようのものどもだった。

　その声は巻まき毛げの童どう女じよの影かげの上から響ひびいている。

「よりにもよって《科マ学ー者ガ》に後れを取ったのは屈くつ辱じよくですわ。《妖精アプリリス》とのあのような複ふく合ごう攻こう撃げき……あと一いつ歩ぽでしたのに。わたし、もっともっとあの妖よう精せいさんと朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみ様さまに精せい神しん的てきにも肉にく体たい的てきにも甚じん大だいな苦く痛つうを強しいたかったですのに。このままでは欲よつ求きゆう不ふ満まんになりそうです」

「くえっ！」

　呼こ応おうするような泣き声は、童女が手に提さげているヌイグルミから轟とどろいた。影から察さつするに、それはデフォルメされたコアラらしい。小さき少女とのカップリングとしてはふさわしいが、持ち方が尋じん常じようでない。童女はコアラの片かた足あしにロープを結むすび、逆さかさづりにして持っている。コアラの頭は地上について、長く引きずられていたことを示しめすように汚よごれていた。

「……ああ……」

　一ひと際きわ長ちよう身しんの影が口をきいた。

「香こう炉ろ……。待まつことはとても大たい切せつなことだよ……。考えてもごらん。熟じゆくす前の果か実じつをもいで食べても美お味いしくはないんだ……。狩かり時を見み誤あやまると目も当てられない……」

　鬱うつ病びようの幽ゆう霊れいが喋しやべっているような声だった。

「まあ、先生」

　幼おさない声に驚おどろきはなく、嘲ちよう弄ろうするような色だけがあった。

[image: ]

「まさか先生からそのような一いつ般ぱん論ろんを聞かされようとは思いもしませんでしたわ。確たしかに先生、わたし、殺しがいのある方々をいたぶって殺すのが大だい好すきでありますけれど、待まち続けたあげく果か実じつが勝かつ手てに落ちてしまっては腹はら立だたしさを覚おぼえます。わたしが狩かりとる前に誰だれかに奪うばわれたら、ことのほか落らく胆たんを覚おぼえるでしょう」

「くええっ！」とヌイグルミの影かげ。

「……そうだね、香こう炉ろ」

　声は諭さとすでもなく、ただひたすらどうでもよさそうに、

「獲え物ものを奪われるのは後あと味あじのよいものではないね……。ならばいっそ僕ぼくたちの手で……」

「そうです。そうですわ、先生」

「ただね、香炉……。横取りする者たちがいたら、その時はその者たちに苦く痛つうを与あたえてやればいいんじゃないのかい……？　新しい獲物だよ……。《剣メ精イ》に《不死者アーザール》……《邪神ズー＝ル》もかな……。協きよう約やくによって《天使テイシユリー》とは戦たたかえないが……」

「まあ」

　童どう女じよは手の甲こうを唇くちびるに当てたようだった。

「先生、それではまるで、わたしたちが朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみ様さまの守しゆ護ご者しやのようではないですか。本ほん来らいの目的とは外はずれるのではありませんか？」

「……問もん題だいかい？　香炉……」

「いいえ、まったく」

　躊ちゆう躇ちよなく答える愛あいくるしい声。

「そちらのほうが楽しそうですわ。どれもこれもいたぶりがいがあります。血ちと炎ほのおによる供く儀ぎによって、地じ獄ごくの底そこへ落として差さし上げましょう。[image: たつみ]様は大トリで。楽しみです」

「……楽しむのはいいことだよ、香炉……。だから、せいぜいその時を待とうじゃないか……。時を経へたぶん、よりいっそうの快かい楽らくが待っているに違ちがいないよ……」

「ヘリコバクター、あなたはどう思うかしら？」

「くええっ！」

「……そう。あなたがそう言うなら、それは正しいことなのでしょう。では待ちましょう、いずれ来るその時を」

「ああ……待とう……きっと来るその時を……」

　そして三つの影かげは闇やみへと吸すい込まれるように消え、後には無むが残される。




　──と、いうようなサイドストーリーもどこかにあるのだが、とりあえず今回、彼らは無む関かん係けいである。
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　時は進んで、翌よく日じつの放ほう課か後ご。

　森もり村むら千ち夏なつは美び術じゆつ室しつでいたたまれない気持ちに包つつまれていた。

　その気分の発はつ生せい源げんが彼女の手の内にあり、それはカンバスに描かかれた絵によるところ大であった。

「あなたは満まん足ぞくを得えましたか？」

　天てん使しさんの言こと葉ばが遠くから聞こえた。が、彼女はすぐ側そばにいる。イーゼルの前に座すわり、すでに新しい絵を描いているところだ。

　千夏は両手に持った三十号ほどの油ゆ彩さい画がをチラチラ見つつ、

「うーん……」

　困こまった質しつ問もんだった。天使さんの腕うで前まえは超ちよう高校生級きゆうで、モデルにと乞こわれたことは嬉うれしいことでもあったし気き恥はずかしくもあったが、完かん成せいした絵を目まの当あたりにして、これほど恥ずかしくなるとは昨日きのうの時じ点てんでは思ってもいなかった。

　正しよう直じき言って感かん嘆たんするしかない。わずか一日でここまで完かん璧ぺきな人じん物ぶつ像ぞうの油あぶら絵えを描えがききるとは、天てん才さいの領りよう域いきに足を踏ふみ込んでいると言わざるを得えない。平へい面めんであるはずの絵の中心にいるのは間ま違ちがいなく千夏その人で、実物以上に美うつくしく描いてくれているのは天使さんのサービス精せい神しんのたまものと言えるだろうが、いったいこれはどういう意味でのサービスだろうか不明な点が一つあった。

「あの、これ。あなたの想そう像ぞうで描いたのよね？」

　恐おそる恐る絵を見ては目を逸そらしながら、千夏は指し摘てきした。まずもって静せい止しできない。

　天使さんは優やさしく芳かぐわしくすらある微笑ほほえみとともに、

「非ひ常じように、再ふたたびすること……。あなたは絵にいますか？　何があなたであるのにおけるどんな問もん題だいが怯おびえていますか？」

「だって、ねえ？」

　どんな問題も何も、たいていの人間がこの絵を見たら誤ご解かいをしてくれそうだ。

　豊ゆたかな色しき彩さいと筆ひつ致ちで描かれ、カンバスの中から今にも浮かび上がって来そうなその絵にある千夏。

　全ぜん裸らだった。

　服ふくを脱ぬいで彼女の前に立った覚おぼえなどなかったが、何も知らない人間が見れば千夏がヌードモデルを務つとめたと勘かん違ちがいしてもおかしくない出で来き映ばえである。

　それほどの細こまやかさで、一いつ糸しまとわぬ千夏が描かれていた。

「これはちょっと……人には見せられないな……」

[image: ]

　ボッティチェリのビーナス誕たん生じようでももう少し慎つつしみがあるのではないだろうか。その絵の中で、千ち夏なつは何もかもをさらけ出して蠱こ惑わく的てきな笑えみすら浮かべていた。もしかしたら天てん使しさんは千夏自じ身しんすら知らなかった内ない面めんにあるエロティシズムを読みとって、忠ちゆう実じつに再さい現げんしたのかと思うほどリアルに艶なまめかしい自分がそこにいた。

　舌したを巻まくことに、天使さんはイイ読みをしている。スリーサイズはほとんど実じつ物ぶつそのままだ。ちょっと胸むねのカップサイズが大きめのようだが、これはサービスのつもりだろうか？

「天使さん、これ、あたしにくれる？」

「それは当とう然ぜんのようなことです。私は描かれ終えた絵の目もく的てき地ちに興きよう味みを持っていません。それは受けることがあるようにあなたを選えらんだ気まぐれの結けつ果かです」

　──よかった。

　千夏は胸をなで下ろす。これを次の文化発表会で展てん示じすると言い出されたらどうしようかと思っていた。誰だれにも見られないうちに準じゆん備び室しつの暗あん室しつに入れておいて、絵の具ぐが乾かわいてから家に持ち帰ろう。

　天使のような少女は天使じみた笑みを唇くちびるに刻きざみつつ、また新しい絵に挑いどんでいる。全ぜん身しんを彩いろどる発はつ生せい源げん不明のキラキラは今日も健けん在ざいで、同どう様ようの光に包つつまれた指が木もく炭たんを停てい滞たいなく動かしている。またあの男天使像だ。よほどお気に入りのモチーフらしい。またもや裸はだかであるのは言うまでもない。

　ひょっとしたら裸ら体たいしか描かく気がない……のか、描けないのだろうか。

　千ち夏なつはふと思いついた。

「ねえ、男子をモデルにして描くこともできるわよね」

　天てん使しさんは千夏の意い図とを得えたように瞬まばたきし、

「私は、あなたが言うのが意味を取ると思います。私は絵の物を区く別べつしません」

「やっぱり着ちやく衣いでも裸はだかにして描いちゃうの？」

「はい、私はそうする際さいにためらいを感じません」

「ふうん。じゃあさ」千夏は目をキランと輝かがやかせ、「今度あたしがモデルを連れてくるから、それで描いてみない？　一人じゃなくて二人が絡からんでいるところなんかがいいなぁ、なんて」

　口くち元もとを危き険けんな形に笑わせつつ、

「ウチのクラスにいる二人でね、一人は今どっか行ってるけど、石いし丸まる君くんと朝あさ凪なぎ君っていう──」
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　さて──。

　地ち球きゆうが自じ転てんを続ける以上、カレンダー通りに日は流れ、夜が明けて太陽が顔を出すたびに学生達は学校へ集つどう。

　中には集う必ひつ要ようもないのに存そん在ざいの場を学校に見つける連中もいて、中でも最もつとも目立ち、異い彩さいを放っているのがこの二人組だった。

「媛ひめ、そのように足を卓たく上じように投げ出されますと、行ぎよう儀ぎの良よし悪あし以前に、スカートの中を垣かい間ま見られますわよ」

「ふん」

　鼻はなを鳴ならす媛に改かい善ぜんの姿し勢せいは絶ぜつ無むだった。

「見たきゃ見ればいいのよ。今日はどうってことないわ。だってこれ、見せパンだしねっ！」

「あらあら。そんな言わなければ解わからないようなことをわざわざおっしゃるのも無ぶ粋すいですわね。しかも大声で。殿との方がた達たちががっかりしますわよ」

「って、すみれ台だい。誰だれもいないじゃん」

　その通り、食しよく堂どうには他に生徒の姿すがたはなく、それは今が授じゆ業ぎよう中ちゆうだからである。いるのは豪ごう華かな円えん卓たくに細ほそ身みの足を乗のせて椅い子すに寝ねそべっている媛と、傍かたわらに控ひかえるすみれ台だけだった。

「ヒマですわねえ」

　青せい磁じのティーセットで紅こう茶ちやを入れながら、すみれ台は物もの静しずかに呟つぶやいた。

「平へい和わなのはよろしいことですけれど、せめて話し相あい手てが欲ほしいところです。[image: たつみ]たつみさんか綾あや羽はさんに頼たのんでみましょうか。どうか媛のお相手をよろしく、と」

「はんっ」

　サイドテールの先せん端たんを指で弄もてあそび、媛ひめは顔をしかめる。

「バカの相あい手てなんかしたくないわ。それにね、すみれ台だい。綾あや羽はみたいな唐とう変へん木ぼくになんか頼たのみ事ごとするなんて、あたしが許ゆるさないからね！　あたしんとこの上じよう層そう部ぶは何考えてんのよっ、あたしが綾羽の護ご衛えいしなきゃなんないなんて！　くっだらない。ホントならあっちがペコペコしなきゃいけなんだからねっ。」

「そうはおっしゃいましても、[image: たつみ]たつみさんの側そばにいるのは綾羽さんです。我われ々われではなく」

　媛が尖とがらせた口を開く前に、すみれ台がパンと両手を合わせた。思いついたように、

「そうですわ、媛。今からでも遅おそくありません。この世よの授じゆ業ぎようなるものに出しゆつ席せきしてはいかがでしょう。[image: たつみ]さんのクラスがよろしいでしょうね。綾羽さんもおられますし」

「やだ」

　すねた子供のように言う媛だった。

「ただでさえ顔を見るのもイヤなのに、これ以上そんな時間が増ふえたらムカムカするわよ。あんなのと仲よくするくらいなら、あの朝あさ凪なぎ[image: たつみ]っていうアホみたいなのを誘ゆう拐かいして立てこもったほうがマシ」

「それはそれは」

　ニッコリとすみれ台。

「いろんなところから総そう攻こう撃げきを受けそうですわね。素す晴ばらしく協きよう定てい違い反はんです。特に綾羽さんたちが黙だまっていないでしょう」

「だから、そっちのほうがいいって言ってんの！　あたしなら綾羽とやっても絶ぜつ対たい絶対負けたりしないんだからっ！」

　どうも媛の内ない面めんには綾羽に対する一種のコンプレックスがあるようだった。特に現げん時じ点てんで完かん全ぜんに負けている部分、胸むねの大きさとか胸の厚あつみとか胸からの下のプロポーションとか。

「その前に本国から懲ちよう罰ばつ部ぶ隊たいがやって来て、わたしたちを拘こう束そくしそうですけれど。もし、そのようなことになったら、わたし、すみれ台は止めたと証しよう言げんくださいましね」

「なによう、自分だけ助たすかる気？」

「いえいえ。わたしは媛に仕つかえる者。どこまでも共とも々どもにご一いつ緒しよしますわ。たとえ地じ獄ごくの果はてにでも」

　媛は黙だまり込み、すみれ台が入れたばかりのティーカップを勢いきおいよくあおった。抜ばつ群ぐんの温度加か減げんが長年の付き合いを示しめすように喉のどの奥おくに滑すべり落ちていく。

　すみれ台はにこやかに微笑ほほえんで控え続ける。媛が次に何を言うか解っているような顔つきだった。

　しばしの沈ちん黙もくののち、

「んもう！」

　乱らん暴ぼうにカップを置いた媛は、金きん髪ぱつを無む造ぞう作さにかき上げながら、

「解わかったわよ！　命めい令れいには従したがうわよ！　禁きん制せいに触ふれるようなことはしないったら！」

　睨にらみつけてもすみれ台だいの笑えみは変わらず、

「まあまあ。もちろんそうですわよね。わたしは存ぞんじ上げております。わたし以上に媛ひめを知る者などおりませんから」

　すみれ台は着ちやく席せきし、自分のカップに紅こう茶ちやを注そそいだ。

「少々退たい屈くつしておられるのですね、媛。こちらに来て以来、活かつ躍やくらしい活躍もできておりませんから」

「あたしも《魔術師フアルムテイ》と戦たたかいたかったわ。あんな変へん態たい天てん使しなんかとじゃなく」

　媛はテーブルから足をどけると、突つっ伏ぷすように頰ほおをつけた。顔の前に流れ落ちる金きん髪ぱつを指でいじりながら、

「あー、マジで退たい屈くつ。本国の前線で《邪神ズー＝ル》の軍ぐん団だんを切り刻きざんでいるほうがまだ楽しいわ」

「同意はしかねますが、そうですわね。少しばかりこの世せ界かいは脳のう天てん気きすぎると言えます。何かちょっとした波は乱らんでも起きてくれると退屈しのぎにでもなるのですけれど」

　上じよう品ひんにカップを手にしたすみれ台は、食しよく堂どうの窓まどから校こう舎しやを見上げ、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。




　　　　＊＊＊




　すみれ台の言う波乱とは、教室の一つが吹ふき飛ぶような爆ばく発はつが起きたりとか、グラウンドが真まっ二ぷたつに割われて異い界かいの怪かい魔まが出しゆつ現げんするとかいうような非ひ常じよう識しきなものではない。あくまでこの現げん実じつに即そくした意味での波乱である。

　どんな意味での波乱も起こって欲ほしくないと思っているのは[image: たつみ]たつみだが、残ざん念ねんながら[image: たつみ]の希き望ぼうは生まれ落ちてからしばしば叶かなえられること少なく、彼より先に姉あねが誕たん生じようしており、その姉がよりにもよって津つ波なみであったことが生まれる前から始まっていた不ふ幸こうでもあったのだが、坂の上でボールを転ころがせば下へと加か速そく度どをつけて走り出すのと同じように、幸こう不幸のいずれも連れん鎖さしがちな性せい質しつを持つことで知られている。

　ちょっとした段だん差さによって転がるボールは容よう易いに弾はずみ、段の大小によってもたらされる上下運うん動どうにも左右されるのだ。

　たとえば先の《魔術師フアルムテイ》との一いつ件けんはかなり大きなバウンドと言えよう。あんなのばかりでは困こまるが、かといって小さな段だん差さも、決けつして無む視しできない状じよう態たいを保たもちつつ、ボールの到とう来らいをそこで待まち受けているのである。

　来きたるべきその段差には、石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうという名めい称しようを刻んだプレートがかかっていた。




　　　　＊＊＊




　昼休みのことだった。

　綾あや羽はが目を覚さますのは放ほう課か後ごを除のぞけばこの時間帯たいだけである。あとは大たい概がい睡すい眠みん時間に当てられており、そのことに対するクレームを発する者は今や完かん全ぜんにゼロだ。

　綾羽自じ身しんに眠ねむるつもりはないようだったが、もうとっくに習しゆう慣かん化かされたようで学校内における日中の護ご衛えい任にん務むは、もっぱら猫ねこ子こに任まかせっきり。

　[image: たつみ]たつみも望のぞむところである。さすがに学内で「怪あやしげな」と勝かつ手てに認にん識しきされた生せい徒とが殴なぐり飛ばされるような事じ態たいはなくなっていたが、綾羽にはできる限かぎりおとなしくしておいていただきたく、猫子は言えばちゃんとおとなしくしてくれる。

　それに綾羽の寝ね顔がおは、普ふ段だんの恐こわい顔よりよほど可か憐れんだった。寝ているところだけ見ると、猫子よりよほど猫っぽい。

　だが、昼休みには起こしてやらなければならない。一日三食しっかりとした食事を取ることが[image: たつみ]のたしなみであり、[image: たつみ]の付近にいる以上、綾羽もそれに従したがわなければならない。起こさないと怒おこるし。

　同どう居きよ家族が増ふえたおかげで毎日弁べん当とうを人数分作ることは不ふ可か能のうになったものの、食しよく堂どうに行けばすみれ台だいが勝かつ手てに過か剰じような料りよう理りを提てい供きようしてくれるので困こまらない。しかし毎まい度ど毎度世話になるのも[image: たつみ]の謙けん虚きよな心情が災わざわいして潔いさぎよしとしないため、今日は弁当の日である。それに同どう席せきするたびに媛と綾羽がささいなことで口げんかを始めることもあり、ああ、今日は平和な日だ。

「綾羽」

　[image: たつみ]はくうくう寝ね息いきを立てる綾羽の肩かたにそっと手を置いた。下へ手たに叩たたいたりすると反はん射しや的てきにバックブローが飛んでくる。

「んむ……？　むう」

　すっと頭を上げ、綾羽はしばらく寝ぼけた顔をしていたが、ものの二秒で頭を切り換かえた。

「ああ」

　さり気なく口くち元もとを拭ぬぐいつつ、

「昼の小しよう休きゆう止しか。何事もなかったようだな」

　何事かが起こったのは《魔術師フアルムテイ》の一いつ件けん以来ない。幸さいわいだ。

「お兄にいちゃーん」

　教室の背はい後ごで手にしていた対たい戦せん車しやライフルをどこかに仕し舞まった猫子が、ちょこちょこと寄よってきた。

「ごはん、ごはんですーぅ、よぉー」

　[image: たつみ]は鞄かばんから三人分の弁当箱ばこを取り出し、机つくえの上に載のっけた──あたりで、平和かつ幸いな時間は崩ほう壊かいの時を迎むかえた。

　ガラリ。

　いつもより重い音を立て、教室の扉とびらが開かれた。

　のそり。

　そんな擬ぎ音おんとともに、一人の人間が姿すがたを現あらわす。ゆっくりと歩いてくる。目指すは[image: たつみ]たつみ達たち三人が囲かこんでいる机つくえである。

　その姿を目にしたクラスメイトたちは一いつ斉せいに口を閉ざして注ちゆう目もくし、たちまち教室が静しずまりかえった。

　異い装そうであった。制せい服ふくではない。ところどころがほつれた真っ黒の衣い装しようは、どこか異い国こく風ふうな柔じゆう道どう着ぎのように見える。胸むな元もとに小さく星せい座ざのような刺し繡しゆうが施ほどこされているが、それは流りゆう派はを意味するのだろうか。

　ついでに言えば裸足はだしだ。この姿でどこから、ここまで来たのだろう。ともかく、その黒くろ道どう着ぎをまとったゴツい身体からだの主ぬしは、静かに、ゆっくりと歩ほを進め、[image: たつみ]の前で止まった。

　さすがにこの時じ点てんで[image: たつみ]も綾あや羽はもその者の姿に気づいていた。声を出さなかったのは、[image: たつみ]の場合は驚おどろき、綾羽の場合は単たんに無む関かん心しんだったからである。ちなみに猫ねこ子こはただ単たんに弁べん当とうをパクついている。無関心以下だ。

「[image: たつみ]」

　と、彼は言った。彼、そう、昼休みに登とう校こうし、しかも制服も着ず、なんのこっちゃ解わからない格かつ好こうでやって来た彼こそ、誰だれあろう、

「石いし丸まる？」

　と、[image: たつみ]はようやく声を出した。

「や、やあ久ひさしぶり。やっと学校に来るように……って、その格好は何なの？」

　石丸文ふみ一いち郎ろう、自じ称しよう[image: たつみ]の無む二にの親しん友ゆうは、不ぶ気き味みなほど落ち着き払はらった低てい音おんの声で、

「待またせたな、[image: たつみ]」

　待ったような、別に待っていなかったような。

「約やく束そく通り、俺おれは帰ってきた」

　そんな約束をしていた覚おぼえはないが。

　[image: たつみ]は面めん食くらいながらも、

「帰ってきたのは……うん、僕ぼくも嬉うれしいよ。ちょっと気がかりだったから。ええと、今日までどこで何をしてたんだい？」

「言うな。もう何も言う必ひつ要ようはないのだ」

「は？」

　答えになっていない回かい答とうをくらい、[image: たつみ]は石丸の顔をまじまじと見つめる。

　友人は明らかに変化していた。具ぐ体たい的てきには、頰ほおの肉にくがいくらかそぎ落とされ、そのせいか精せい悍かんさをさらにアップさせていた。よく見ると道着で隠かくれていない部分に細こまかな傷きず痕あとが覗のぞいている。もともとがっしりしていた体たい型けいだったが、以前のマッスルぶりと比くらべると、むしろ細くなっている印いん象しようがあり、にもかかわらずその身体から受ける圧あつ迫ぱく感かんは軽く二、三倍ばい。

　特とく筆ひつすべきは、深い森の中にある静せい謐ひつな沼ぬまのごとき目にあった。確かつ固ことした自じ信しんに裏うら打うちされた、強きよう固こなる巨きよ石せきのような静しずけさであった。

「修しゆ行ぎようを終え、俺おれは戻ってきた」

　泰たい然ぜんとした視し線せんが鋭するどい刃はとなって一点に向けられる。

　弁べん当とう箱ばこの蓋ふたに手をかけていた綾あや羽はが、石いし丸まるの視線を目ではじき返した。綾羽の静けさは石丸以上だ。石丸を本当に石の塊かたまりとしか思っていない目である。

「…………」

「…………」

「…………」

　石丸、綾羽、[image: たつみ]たつみのぶんの沈ちん黙もくである。

「ぱくぱく」

　これは猫ねこ子こである。

「説せつ明めいしてやろう」

　沈黙を破やぶり、石丸は綾羽を見下ろして、乾かわいた唇くちびるを開いた。

　ここから石丸の苦く労ろう話ばなしが延えん々えんと続くことになった。

　あの日、綾羽に敗はい北ぼくした石丸があてどもなく放ほう浪ろうの旅に出て、たまたま行き当たった先に山さん門もんとも古こ刹さつともつかぬ古びた寺じ社しやにたどり着き、そこの住じゆう職しよくだか神かん主ぬしだかよく解わからないが仙せん人にんのような老ろう師しのような人間と出会った後、尋たずねられるままに事じ情じようを話したところ何な故ぜか見み所どころのあるヤツだと見み抜ぬかれたらしく、そこで無む間げん星せい辰しん流りゆうとかいう古こ流りゆう武ぶ術じゆつの伝でん授じゆを許ゆるされたあげく苦く行ぎようのような修行に励はげみ、もともとの素そ養ようかケンカに明けくれていた中学時じ代だいの経けい験けんが活いきたのか、砂さ漠ばくの砂すなが雨あま水みずを吸すうように技わざを習しゆう得とくし、師し事じする老師から一いち応おうのお墨すみ付つきをもらって俗ぞく世せに舞まい戻ったというところへと至いたる物語であり、おそらくすべてを語かたり尽つくせばそれだけで一つの長い書物にもなろう。

　が、正しよう直じきまったくどうでもいい話なので詳しよう細さいは割かつ愛あいする。

「──と、いうわけだ」

　というわけだったのである。

「俺は帰ってきたのだ。綾羽、お前と戦たたかうために」

　石丸は相あい変かわらずに静かに述のべた。その姿すがたに以前の石丸と重なる部分はなかった。修行の成せい果かは精せい神しんにも成長を促うながす効こう果かを生んだらしい。いったい何してたんだろう。

　冷れい静せいに挑いどむ目つきを向けてくる石丸に何を思ったのかは理り解かいの範はん疇ちゆう外がいだが、

「一度ならず二度、三度もわたしの前に立つというのか」

　綾羽もゆっくりと立ち上がった。弁当箱から手を離はなし、全ぜん身しんから見えざる闘とう気きを放はなちながら。

「[image: たつみ]、お前はゆくゆく奇き妙みような男に好すかれると見える。この者、」と、石丸を指ゆび差さし、「こやつほどしつこい人間に相あいまみえたのは初めてかもしれぬ。いったいお前は過か去こに何をしたのだ？　よほどのことがないとここまではせんぞ」

「いやぁ」

　[image: たつみ]たつみは困こまり果はてる。

「それほどのことは何もしてないよ。話してもあまり面おも白しろくない……というか……」

　歯は切ぎれの悪い[image: たつみ]のセリフは本ほん心しんからのものであったが、せっかく絞しぼり出した言こと葉ばを綾あや羽はも石いし丸まるも聞いていないようだった。ゴングが鳴なる直前の格かく闘とう家かのように至し近きんで視し殺さつ戦せんを繰くり広げているのみだ。

「再さい戦せんを申もうし込む」

　石丸が言った。綾羽の睨にらみを真まっ向こうから受けて立ちつつ、

「昔むかしの俺おれはどこかお前をなめてかかっていた。いくら強くとも所しよ詮せんは女だと。だが、俺は自分の不ふ覚かくを大いに恥はじている。頭を下げてもいい。お前は強い。性せい別べつなど関かん係けいなしに強きよう敵てきだ。今の俺の目にはお前の姿すがた形かたちなど無む用ように映うつっている。つまり、お前はただただ強い力を持つ一人の人間だ。それ以上でも以下でもない」

「そうか」

　と、綾羽は素そっ気けなく答えた。

「わたしはお前が何を思おうが興きよう味みなどない。だが、その意見の一部に関かんしては賛さん同どうしてもいいだろう。それはわたしが強い力を持つという部分だ。それから一つ訂てい正せいしておこう。再戦ではない。再さい々さい戦せんと言うべきだ」

[image: ]

「構かまわん」

　石いし丸まるは目に何やら深い色を宿やどしつつ、ただ重じゆう厚こうに、

「何度目でも俺おれは気にせん。次は勝つ。それだけだ」

　過か剰じような自じ信しんに溢あふれているわけではない。挑ちよう発はつしている表情でもなかった。石丸の全ぜん身しんを覆おおっているのは、世せ俗ぞくから離はなれ、この世よの些さ事じから一いつ切さいを解とき放たった修しゆ行ぎよう僧そうのような雰ふん囲い気きだった。失しつ踪そう前まえに彼が持っていた猛もう禽きん類るいのような獣じゆう性せいは影かげをひそめ、見るかぎりではまさに達たつ人じんの領りよう域いきというべきたたずまい。何かを達たつ成せいした人間にしか出せない、確たしかな空気が石丸の周しゆう囲いに立ち上っていた。何を達成したのかは定かではないが、感情メーターが急きゆう降こう下かしたのは間ま違ちがいなさそうだ。

　しかしそんなものに間違いがあろうとなかろうと、[image: たつみ]たつみにはあまり嬉うれしくなかった。

　いや、石丸の攻こう撃げき性せいが低下したように見えるのは歓かん迎げいすべきことだが、雰囲気と話している内容に乖かく離りがあるとくれば、事じ情じようはほとんど変わっていない。むしろ石丸がなにやら会え得とくしてきた感じを漂ただよわせているぶん、単たんなる殴なぐり合いでは終わらないような気け配はいがして、

「あの、石丸？　なんとかならないのかな？　僕ぼくにはキミと綾羽が何度も闘たたかう理り由ゆうなんてないように思うんだけど」

　ふっ、と石丸は狼おおかみが微び笑しようしたような表情を作り、ひたすらトーンを抑よく制せいした声で、

「[image: たつみ]。理由などもはや必ひつ要ようではないのだ。俺はかつてこの女に敗はい北ぼくした。認みとめる。俺は負けたのだ。だが、それは俺が未み熟じゆくであったからだ。だから俺は成長しなければならなかった。旅たびに出たのはそのためだ。そして俺は過か去この未熟な自分を否ひ定ていし、徹てつ底てい的てきに修行をした。今ここに立っている俺は過去の俺ではない。以前の俺が目も開かない赤あか子ごだったとするなら、今の俺はとうに成せい人じん式しきを迎むかえている。それくらいの違いがあるのだ」

　一いつ方ぽう的てきな主しゆ張ちようを繰くり広げ、石丸は綾羽へ目を戻した。

「俺はお前に挑ちよう戦せんする。受けて立ってもらおう。王おう者じやには挑戦を受ける義ぎ務むがあるはずだ」

　[image: たつみ]が止めるヒマもなく、

「よかろう」

　綾羽は胸むねを反そらした。長い髪かみを[image: たつみ]の顔の前で揺ゆらしながら、

「わたしを王者と呼ぶか。その意い気きは評ひよう価かできる部分だ。わたしはわたしと[image: たつみ]の前に立ちはだかる者を残らず排はい除じよする義務を背せ負おっている。お前が立ちはだかろうと言うならば、何度でも相手をしてやろうではないか。そのようなことを金こん輪りん際ざい考えなくなるまでな」

「礼れいを言う」

　驚おどろくべきことに石丸は小さく頭を下げた。だがすぐに上げた顔には、まるで国こく土どの防ぼう衛えいに赴おもむく戦せん士しのごとき猛たけ々だけしい表情が張り付いていた。

　綾羽と石丸は、すぐにそれぞれの構かまえをとった。制せい服ふく姿すがたの綾羽と、奇き妙みような黒くろ道どう着ぎ着ちやく用ようの石丸の対たい峙じはどことなくシュールだが、ともかく[image: たつみ]たつみは最後まで抵てい抗こうを試こころみる。

「なにも、いますぐここでやらなくても……。あのね、二人ともそんなマジな顔で……」

　どちらも[image: たつみ]のセリフなど聞いていないらしい。向かい合う綾あや羽はと石いし丸まるの目には互たがいの顔しか映うつっていない。

　もとを正せば、これは[image: たつみ]を巡めぐる戦たたかいのはずであり、もとである[image: たつみ]が戦いをやめさせようとしているのに耳を貸かされないとは、これも不ふ幸こうの一いつ種しゆだろう。単たんなる一いつ般ぱん観かん客きやくが言うならいざ知らず、[image: たつみ]は完かん全ぜんに当とう事じ者しやなのだから。

　不ふ思し議ぎな力を使う少女と不思議な修しゆ行ぎようを終えてきた石丸との決けつ戦せんが今まさに火ぶたをきられようとした、その時──。

　教室の扉とびらが音高く開かれて、

「話はすべて聞かせてもらったわ」

　おもむろに朝あさ凪なぎ津つ波なみ登とう場じよう。

　このクラスの担たん任にんにして、[image: たつみ]的に最もつとも話を聞いて欲ほしくなかった人間である。

「そんな面おも白しろそうなことをするなら、もっとそれなりの舞ぶ台たいでやりなさい。休み時間にしていいことではないわ」

　生せい徒と同士の決けつ闘とうなど、教きよう師しとしてはどんな時間帯たいでも諫いさめて欲しいところだったが、津波に言っても詮せん無なきことだ。

　津波は特に面白そうとも思っていないような顔で、

「放ほう課か後ごまで待まつことね。石丸君、綾羽。時間も場所もたっぷりと余あまっているわ。それにね、見物人がこのクラスの生徒たちだけなんてもったいないでしょう。情じよう報ほうと娯ご楽らくは広く開かい示じされるべきよ」

　[image: たつみ]は頭が痛いたい。

　津波がどんな舞台を用意する気なのかは知らないが、今ここで闘たたかってくれたほうがまだよかったようなことになるに違ちがいない。関かん心しんのないことには徹てつ底ていして無む視しを決め込む代わりに、興きよう味みを持ったことに対しては異い常じようなまでのプロデュース精せい神しんを発はつ揮きするという性せい質しつを持つ姉あね、津波の性せい質しつを[image: たつみ]は幼よう心しんから叩たたき込まれていた。

「いいわね」

　津波のその言こと葉ばは問といかけではなく、ただの確かく認にんだった。

　[image: たつみ]があきらめかけていると、綾羽が不ふ意いに反はん応のうした。

「放課後だと？」

「どうかした？」

「いや」

　綾羽は小さく首を振り、

「よいだろう。どうせすぐに終わることだ。気にすることでもあるまい」

「じゃ、そういうことで」

　津つ波なみがその場を収おさめるように締しめて、またさっさと教室から出て行った。

　山が動くような迫はく力りよくで自分の席せきに移い動どうする石いし丸まるを眺ながめつつ、[image: たつみ]たつみは眉み間けんを押さえた。
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　かわって森もり村むら千ち夏なつ、彼女も頭が痛いたい。これまで普ふ通つうの人間だったはずの石丸がどこか普通でなくなって戻ってきた。これで妙みようなと分ぶん類るいされるべきクラスメイトが綾あや羽はと猫ねこ子こに加か算さんされ、計三名になってしまった。

　──ある意味、最初から変だった綾羽さんたちのほうがまだ良かったかも。まさか、綾羽さんたちは常じよう人じんをオカシクしてしまう波は動どうを放ほう射しやしているんじゃないでしょうね。

　当とう然ぜんながら、いくら正しよう体たい不ふ明めいの謎なぞ人じん種しゆ二人組でもそこまでの伝でん染せん性せい影えい響きよう力りよくはない。石丸はあくまで自じ発はつ的てきに勝かつ手てに変化したのである。もっとも、その根ねっこにあったのは綾羽との対立だが。

　──ま、教室で暴あばれられるよりはいいかな。

　せめてそうとでも思っていないと、逃とう避ひする現実の行き先に思い当たるフシもなかった。
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　そこから放ほう課か後ごまでの時間、教室中に薄はく氷ひようをしきつめたような空気が満みちることになった。冷れい気きの発はつ生せい源げんは二つ、石丸と綾羽である。

　石丸は自分の席に着くと、腕うでを組んで瞑めい目もくを始め、授じゆ業ぎよう中ちゆうだろうが何だろうが、外がい界かいの雑ざつ音おんをシャットアウトしたかのように微び動どうだにしなかった。むろん、例れいの道どう着ぎのままで。

　対して綾羽も今日ばかりは居い眠ねむりをせず、曇くもりガラスのような表情を保たもちつつ、[image: たつみ]の横でじっとしていた。

　運うん悪く午後の授業を担たん当とうすることになった教きよう師しの二人は、実じつにやりにくそうに責せき務むを果はたし、チャイムが鳴なると同時にそそくさと教室を出て行った。石丸と綾羽に何か言えるような教師は、津波以外に存そん在ざいしない。

　その津波は終しゆう業ぎよう前まえのホームルームに颯さつ爽そうと現あらわれると、

「舞ぶ台たいの準じゆん備びが整ととのったわ」

　そう宣せん言げんし、

「石丸君、綾羽。グラウンドまで出てちょうだい。当とう然ぜん、[image: たつみ]もね。そこで一いち大だい決けつ戦せんといきましょう。面めん倒どうだからそこで白しろ黒くろはっきりつけることね。細こまかいルールは必ひつ要ようないでしょ。ガチでどうぞ」
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　津つ波なみに引いん率そつされ、しかたなくグラウンドまで出た[image: たつみ]たつみは、そこで啞あ然ぜんと口を開いた。

「わ、何なの、これ？」

「見ての通りよ」

　津波が感情のこもっていない声で答える。

「リングよ。格かく闘とう技ぎで雌し雄ゆうを決けつすると言えば、リング上でやり合うものと決まっているじゃないの」

　グラウンド中ちゆう央おうに広がっているのは、いったいどこの誰だれがどうやって設せつ営えいしたのか、今にもプロレスが始まりそうな特とく設せつリングだった。そして、これまたどこで聞きつけたのか、生せい徒と達たちの大たい軍ぐんが男女問とわずグラウンドに集まっている。

　何もここまで大げさなことをしなくてもいいのに。

「津波姉ねえさん、この有あり様さまはいったい……？」

「食しよく堂どうに陣じんを張ってる二人組がいるでしょ？」

　媛ひめとすみれ台だい。

「彼女たちにわけを話したら、ノリノリで準じゆん備びに取りかかってくれたわ。リングをどこから持ってきたのかはわたしは知らない。知らなくても不ふ便べんではないから、あえて知りたいとも思わないわ。重じゆう要ようなのはすべての準備が整ととのっているということよ」

　津波はすいすいと歩いて、リングサイドへ。

　折おりたたみテーブルを持ち出して、放ほう送そう機き具ぐを組み立てている集団はどう見ても放送委い員いんたちだ。

　バトンを受け取るランナーのようにマイクをもぎ取った津波は、

「あーあー。感かん度ど良りよう好こう。一日千せん秋しゆう」

　スピーカーから増ぞう幅ふくされた声が流れ出したのを確かく認にんし、

「これより石いし丸まる君くん対たい綾あや羽はの[image: たつみ]争そう奪だつ杯はいタイトルマッチ一本勝しよう負ぶを開かい催さいするわ」

　埋うめ尽つくした群ぐん衆しゆうが一いつ瞬しゆん静しずまりかえる。

「でもそれだけだと面おも白しろくないから、ついでに賭と博ばくをします。どっちが勝つか、一ひと口くち百円で賭かけてちょうだい。受付はそこのテーブルにいる生徒会実行委員の連中よ。安心なさい。テラ銭せんは良りよう心しん的てきな比ひ率りつに抑おさえているから。少なくとも馬ば券けん買うよりはお得とくなのよね。じゃんじゃん張りなさい。これはあたし公こう認にんのバクチなので、だいじょうぶよ」

　なにがだいじょうぶなのだろうか。[image: たつみ]が立ちつくしていると、後ろから背せをつつかれた。

　綾羽がいつもの少し怒おこったような顔で、

「不安か」

「何が？」

「もしやわたしが敗はい北ぼくするのではと考えているのではあるまいな。あやつにだ」

　指ゆび差さされ方ほう角がくを見ると、石いし丸まるがすでにリングへと上がり、青コーナーに背せをもたせかけて目を閉じていた。早くもやる気全開だ。

「いやぁ、あのね……」

　[image: たつみ]たつみは言こと葉ばを探さがし、ついに何も思いつかずに黙だまり込む。綾あや羽はが眉まゆをひそめ、口を開きかけた時に、

「これはこれは、綾羽さんに[image: たつみ]さん」

　優やさしげに声をかけてきたのはすみれ台だいだった。

「ずいぶん愉ゆ快かいな催もよおしをなさるようで、わたしも楽しみです」

　[image: たつみ]としては一ひと言こと文もん句くを言いたかった。なにも津つ波なみの提てい案あんにここまでの舞ぶ台たい演えん出しゆつをしなくてもいいだろうと指し摘てきしたかったのだが、[image: たつみ]は再ふたたび啞あ然ぜんとした。

「……すみれ台さん？　その格かつ好こうは……」

「はい？」

　にっこりと微笑ほほえむすみれ台。

「これですか？　勝しよう負ぶ事ごとにはこのような衣い装しようがいるとのことでしたので、あつらえたのですが何かご不満でも？」

　どう見ても水着だった。ワンピースの。背せ中なかと胸むな元もとが大きく開いているタイプの。

「ラウンドガールというやつだそうです。媛ひめにやってもらってもよかったのですがねぇ、うふふ」

　スーパーグラマーなすみれ台は、水着としか思えないコスチュームのあちこちから豊ほう満まんな肉にく体たいを溢あふれさせ、綾羽に視し線せんを向けた。

「うふふ」

　どこか意い味み深しんな含ふくみ笑いだった。

　綾羽を不ふ機き嫌げんにさせるには充じゆう分ぶんだったらしく、

「すみれ台、お前が身体からだに貼はり付けているその衣い服ふくを、あの者に着せようなどとどの口が言う。木の棒ぼうと大して変わらぬ凹おう凸とつしか持たないあの者には引っかかる部分などないぞ」

「ですから、わたしがこのように」

　その場で一回転するすみれ台。[image: たつみ]は貧ひん血けつを起こしそうになる。

「そして媛は、あちらです」

　すみれ台が指さし示しめすところは、放ほう送そう委い員いん達たちがうろうろしているテーブルの一いつ角かく、そこに小こ柄がらな金きん髪ぱつ姿すがたが木ぼく刀とうを肩かたにかけ、パイプ椅い子すに仏ぶつ頂ちよう面づらで座すわっていた。

　その前のテーブルに『解かい説せつ』と書かれた紙が貼はり付けられている。

[image: ]

「酔すい狂きようなことをする」と綾あや羽は。「そこまでヒマなのか、お前達たちは」

「現げん在ざいのところ」とすみれ台だい。「ある意味でヒマですわ、わたしどもは」

　こうして戦たたかいの舞ぶ台たいは文字通りの意味で整ととのった。

　当とう然ぜん、綾羽も石いし丸まるも最初から決けつ戦せんの場所がどこになろうと頓とん着ちやくしていない。しかしそれでは面おも白しろくないと考えたのが津つ波なみであり、その意見に媛ひめとすみれ台も賛さん同どうした模も様ようだ。もしかしたら綾羽への嫌いやがらせ目もく的てきかもしれなかったが、困こまり果はてているのは争そう奪だつ杯はいの商しよう品ひんにされているらしい[image: たつみ]たつみのみで、他の生せい徒と達たちもどうやら面白がっているようだった。

「待まっていろ、[image: たつみ]。お前が不安がることは何一つとして存そん在ざいしないのだ」

「え、でも……」

　それでも[image: たつみ]は心しん配ぱいである。このような場で公開決けつ闘とうをするなど尋じん常じような事じ態たいではない。しかも対たい戦せんするのが両者とも[image: たつみ]の身み近ぢかにいる知ち人じん達で、おまけに[image: たつみ]がその理り由ゆうなのだから。

　しかし身みを案あんじるのならば、むしろ石丸にこそ言うべきかもしれない。

　果はたして綾羽は張り巡めぐらされたロープをつかみ、リングに足をかけつつ、

「短時間で片かたを付ける。殺しはせんからゆっくり見物しておけ」

　地を蹴けった綾羽は、ひらりとコーナーポストの前に着ちやく地ちした。制せい服ふく姿すがたのままで。

　思い切りまくれ上がったスカートから目を逸そらし、逸らした先にあった金きん銭せんのやりとりでにぎわうテーブルを眺ながめながら、[image: たつみ]は一ひと筋すじの汗あせを垂たらした。
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「というわけでやってまいりました、石いし丸まる文ふみ一いち郎ろう君くん対たい津つ門と綾あや羽は紬つむぎさんによるシングルマッチは、ここ、グラウンドでの特とく設せつリングにて開かい始しの時じ刻こくを今や遅おそしと待まっております。実じつ況きようは私、放ほう送そう委い員いんを務つとめております永なが野ので、解かい説せつはこの方、えーと、お名前は？」

「媛ひめ」

「媛さんでお送りします。で、どうですか媛さん。勝しよう敗はいの行方ゆくえは」

「どうでもいいわ」

「何かコメントをしていただかないことには解説になりませんが」

「うっさい」

「頼たまんでもいないのにその席せきにいるのですから、せめて一ひと言ことでも」

「どうせ綾羽が勝つわよ」

「ほほう、それはまたどうしてですか？」

「だって次じ元げんが違ちがうじゃん。ここの人間が綾羽に勝てるわけないでしょ」

「その理り由ゆうを知りたいのですが」

「見てりゃ解わかるわよ」

「見てりゃ解るそうです。何が解るんでしょうか、非ひ常じように楽しみですね」

「バカにしてんの？　あんた」

「滅めつ相そうもない。おっと、言い忘れていましたがこの勝しよう負ぶは一ラウンド五分間、勝負がつくまで無む限げんにラウンドを続行することになっています」

「あっそ」

「そうこうしているうちに、ラウンドガールのすごい美び女じよがリングを一いつ周しゆう、観かん衆しゆう達たちがいっせいに写しやメ……もとい携けい帯たいカメラを撮とりまくっております！」

「ふんっ」

「石丸・綾羽陣じん営えいともセコンドはいないようですね。まさに一対一の勝負です。おーっと、まもなくゴングのようです！　なんて早い展てん開かいだ！」

　ゴングを抱かかえているのは猫ねこ子こだった。[image: たつみ]は特とく別べつ席せきと称しようされた椅い子すに座すわらされ、『賞しよう品ひん』と書かれたタスキを掛かけさせられている。その横で猫子は無む邪じや気きにゴングを片かた手てに掲かかげると、どこからともなくカナヅチを出して、気軽な動どう作さで鐘かねを打ち鳴ならした。

　ごいーん。
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　審しん判ぱんなどいないので、試し合あい前まえに拳こぶしを合わせることもなく、いきなり綾あや羽はが仕し掛かけた。

　本当にすぐ終わらせるつもりだ。五十メートルを一秒で走る脚きやく力りよくを存ぞん分ぶんに発はつ揮きし、ゴングが鳴なり終わらないうちに綾羽は石いし丸まるの眼がん前ぜんに瞬しゆん間かん的てき移い動どう、その速そく度どを拳に乗のせての高こう速そく右ストレート。

　一いち撃げきで決まった──、

　と、思えたのもコンマ数すう秒びよう、石丸は微び風ふうにそよいだ短たん冊ざくのような動きで攻こう撃げきをかわした。綾羽の正せい拳けんが石丸の側そく頭とう部ぶ数ミリ横を通り過すぎる。

　石丸の逆ぎやく襲しゆう。

　誰だれの目にも止まらなかったであろう綾羽の右、石丸はその手首を左手一本でつかむ。

「！」

　刹せつ那な、綾羽の身体からだが宙ちゆうを舞まった。

　相あい手ての速度を殺すことなく、つかんだ手首を外そと側がわにひねる。典てん型けい的てきな小こ手て返がえし。力を加くわえられた方向に自分から飛ぶしかない。回転しながら綾羽の顔に軽い驚おどろきが走った。

　しかし綾羽もただ飛ばされるままにはならない。とっさに左足を引くと、バネの要よう領りようでショートレンジからのハイキックを石丸の顔がん面めんに放つ。

　石丸は綾羽の手を離はなし、奇き蹟せき的てきな見切りでダッキング。綾羽の刃はのような回し蹴げりは石丸の髪かみだけをかすめた。

　綾羽は空中で身体をひねり、もう片かた方ほうの足でキックを繰くり出した。今度はミドルキック。だが、それも石丸はかわ──さない。両手で綾羽の右みぎ脚あしを受け止めると、石丸の体たい軀くもまた宙を舞った。

　綾羽の足首をがっちり固こ定ていしたまま、自分の両りよう脚あしを綾羽の左足に絡からめる。

「ち、」

　綾羽の唇くちびるがわずかに歪ゆがんだ。長い髪で大たい気きを切り裂さきながら、さらに身体を半回転、右脚の踵かかとで石丸の手首を蹴けった。

　石丸の片かた目めが細められ、絡み合うようにしていた二つの影かげは弾はじかれたように分ぶん離り、綾羽は後方に半回転しながら着ちやく地ちした。同時に石丸もマットに片かた膝ひざをつくようにして落ちる。

　この間、わずか三秒。

　再ふたたび距きよ離りを置いた相そう対たいする綾羽と石丸。素す早ばやすぎて何が起こったのか理り解かいできないのは[image: たつみ]と列れつ席せきする生せい徒と達たちである。

「えー」と実じつ況きよう担たん当とう放ほう送そう委い員いんの永なが野の。「今のはどういう攻こう防ぼうだったのでしょう。まるで目に止まりませんでしたが……。解かい説せつの媛ひめさん？」

「あれね。綾羽は関かん節せつを極きわめられて投げ飛ばされそうになったところに二に段だん蹴げりを出して、で、その二段目の蹴り足を石丸ってのがつかんで、それから自分も飛んで空中でヒールホールドをかけにいったのよ。綾羽はそれを悟さとって石丸の手を蹴りつけて強ごう引いんに外はずしたってわけ」

「なるほど。すごい視し力りよくをお持ちですね、媛ひめさん」

「あたしから見たら、止まってるのも同どう然ぜんよ」

「それはすごい。すごいですが、やってる二人はもっとすごい。これは実じつ力りよく伯はく仲ちゆうと見ていいのでしょうか」

「綾あや羽はしだいね」

　綾羽と石いし丸まるは、互たがいに相あい手ての出で方かたをうかがっているように動きを止めていた。両者の間で見えざる電でん撃げきが放たれているかのようだ。

　それにしても石丸文ふみ一いち郎ろうおそるべし。かくも短たん期き間かんの修しゆ行ぎようとやらで、なんという技ぎ術じゆつ的てき向こう上じようであろう。一人だけ少年マンガから抜け出てきたようなこの変へん貌ぼうぶり、はっきり言って場ば違ちがいだ。出てくる話を間ま違ちがえたとしか思えない。

　石丸の表情は変わっていない。深ふか々ぶかと澄すみ切った目で綾羽を射い抜ぬいている。ほんのわずかの動きをも見み逃のがさないと、その視し線せんが雄ゆう弁べんに語かたっていた。

「来い、綾羽」

　淡たん々たんと言う口く調ちようにも焦あせりの色はない。

「お前はこんなものではないはずだ。手て加か減げんはするな」

「少しはやるようになったようだな」

　綾羽も淡々と言った。

「では、わたしもお前への配はい慮りよを少し剝はぎ取るとしよう」

　ちら、と[image: たつみ]を見て、綾羽はすっと腰こしを落とした。足の先が白い光に包つつまれ──そして、綾羽の姿すがたがリングの中から消えた。

　超ちよう高こう速そく移い動どう──！

　残ざん像ぞうも目に残らないほどのスピードは通つう常じよう人類の動どう体たい視し力りよくが追いつけるものではない。しかし石丸は慌あわてず、むしろ緩おだやかに上体を倒たおした。

　途と端たん、人間には決けつして出せない速そく度どで、綾羽の爪つま先さきが石丸の後こう頭とう部ぶがあった場所を薙ないだ。後方からの上じよう段だん回し蹴げり、しかし不発に終わる。次が来る。空中で放たれたのは、右回し蹴りから左踵かかと落おとしのコンボ。

　死し角かくから落ちてくるその攻こう撃げきを、石丸は目に頼たよらずかわした。上体を上げていくと同時に頭をひねる。綾羽の連続攻撃は石丸の耳たぶをわずかに削けずったのみで終わり、着ちやく地ちに移い行こうする途と中ちゆう、無む防ぼう備びな体たい勢せいが石丸の狙ねらいだ。獲え物ものに飛びかかる蛇へびの動きで石丸の右みぎ腕うでが伸のびた。

「！！！」と[image: たつみ]。

　綾羽の制せい服ふくの肩かたを握にぎり、次に片かた足あしを飛ばす。上じよう半はん身しんを引くと同時に足を狩かり、マットの上に薙ぎ倒す一いち連れんの動どう作さ。宙ちゆうにいた綾羽には受け身みをとる余よ裕ゆうがない。

「────！」

　だが、綾羽は投げを打たれながら三つ目の攻撃を放った。自分の肩かた口ぐちをつかむ石丸の腕に手しゆ刀とうを打ち込む。その手が薄うすい光で覆おおわれていたことを何人が確かく認にんできただろう。

「くっ」

　石いし丸まるが歯はの間から低い息いきを漏もらした。手しゆ刀とうによって痺しびれた手が握あく力りよくを失うしない、綾あや羽はの身体からだを自由にする。横に飛ばされながら、綾羽はマットに手をつき、その腕うで一本で後こう方ほうに跳とんだ。

　あっけにとられる観かん衆しゆうを置き去ざりにしつつ、二人は三度、距きよ離りを置いて対たい峙じした。

「おお……！　なんだかすごいことになってきました」と実じつ況きよう役やく永なが野の。「あまりにすごすぎて何をやってるのかさっぱり解わかりません！　これはどういう戦たたかいなのでしょうか！　解かい説せつの媛ひめさん？」

「いいんじゃないの。あたしはもうめんどくなってきたわよ。ふわわ（あくび）」

　綾羽と石丸、視し線せんを合わせあう二人ともに呼こ吸きゆうの乱みだれはない。まだどちらも本気ではないのか、それとも戦せん闘とう時間があまりに短すぎるのか。

　綾羽はきりりとした目を石丸に据すえ付け、石丸は巌いわおのように動かない目で受け止めている。そこには、かつてどちらにも共きよう通つうしていた短たん気きの要よう素そはなかった。

　じっくりとした視線が両者の間を行き交かい、観かん客きやくたちが固かた唾ずをのんで見守る中、動かない二人の時はまるで止まったようでもあった。

　綾羽と石丸は石にでもなったかのように凝ぎよう固こし、ただ闘とう気きだけがリングを渦うず巻まく。




　ごいーん。




　[image: たつみ]の横で正せい座ざしていた猫ねこ子こが正せい確かくに時間を数え、五分ぴったりでゴングを鳴ならした、その音である。

　一ラウンド終了。

　動きを止めていた綾羽と石丸がそれぞれのコーナーに戻っていく。二人とも妙みようなところで律りち儀ぎだ。

　じっとしていられず、[image: たつみ]は綾羽のもとへと走った。コーナーポストの脇わきから見下ろしつつ、綾羽が普ふ段だん通りの声で告つげる。

「なんだ。わたしに対する心しん配ぱいなら無む用ようと言ったはずだ」

「うん、そうだろうけど……」

「ならば、あやつが心配か」

「うん、それもあるなぁ」

　綾羽が猫子や《魔術師フアルムテイ》を相あい手てしたときのような力を振るえば、石丸はひとたまりもないだろう。一ラウンドもったのが不ふ思し議ぎなくらいだ。

「ふむ」

　綾羽は乱みだれた髪かみを払はらいながら、強い目め線せんを石丸に送っていた。

「あやつ、何を学まなんだのか知らんがなかなかの動きを見せる。格かく闘とう技ぎというやつか。エルフストリークを持つ我われら《妖精アプリリス》には無む縁えんのものであるゆえ、少々面めん食らった」

「へぇ……？」

　[image: たつみ]たつみは目を見開く。感心するように言った綾あや羽はの言こと葉ばが意外だった。

　綾羽の対たい角かく線せん上に立つ石いし丸まるは、仏ぶつ像ぞうのような穏おだやかな表情で目をつむっていた。

「じゃあ、石丸は本当に強くなって戻ってきたんだね」

「らしいな。だが無む駄だな努ど力りよくだ」

　すみれ台だいが『ＲＯＵＮＤ　２』と書かれたボードを持ってリングに上る。芸げいが細こまかいことに、一ラウンド目と衣い装しようチェンジを果はたしていた。今度はモノキニハイレグワンピタイプで、今にも片かた乳ちちがこぼれ落ちそうである。もしかしたらいつものメイド姿すがたにも意味はなく、単たんなるレイヤー趣しゆ味みの持ち主ぬしなのかもしれない。

　シャッター音が降ふり注そそぐ中、すみれ台は心から楽しんでいるような満まん面めんの笑えみでウインクを四し方ほうにサービスして、一いつ周しゆうを終えてからリングを下りた。

　それを見送っていた綾羽が真しん剣けんさを増ました声で、

「次で決める。かようなる時殺しを長引かせるわけにはいかない」

「え」

「[image: たつみ]。わたしたちは急がねばならない理り由ゆうがあるではないか。忘れたのか」

[image: ]

　何だっけと、[image: たつみ]たつみが言う前に、猫ねこ子こがゴングを鳴ならした。

　第二ラウンド、そして最後のラウンドが始まった。




　　　　＊＊＊




　今度も先に仕し掛かけたのは綾あや羽はだった。

　怒ど濤とうのラッシュで石いし丸まるに殴とう打だ攻こう撃げきを浴あびせかける。その一つ一つを体たいさばきと両りよう腕うでで受け流してく石丸。虎こ視し眈たん々たんとカウンターを狙ねらっている。腕を取り、投げる──それが石丸の作さく戦せんだった。

　石丸は綾羽のパンチ力を知っている。まともにくらえば一いち撃げきで沈しずむ。かつての自分がそうだったように。

　──ならば、まともに受けなければいい。

　かわし続け、ガードし続ければ、石丸にチャンスが巡めぐってくる。ラウンド制せいとはいえ実じつ質しつ無む制せい限げん。判はん定ていなど存そん在ざいしない。綾羽は直ちよく情じよう的てきに攻撃し続けてくる。いずれバテるはずだ。その機きを逃さず、反はん撃げきに転てんずるのだ。

　撃うち抜いてくるような拳こぶしがわずかでもスピードを衰おとろえさせたら、石丸は即そく座ざに腕絡からみからアームロックでタップを誘さそうつもりだった。

　しかし十数すう撃げき目めの拳を放った後、綾羽はすっと身みをひいて口を開いた。

「すまぬな」

　──何を詫わびているんだ？　こいつは。

　綾羽はあまりに悠ゆう然ぜんとしていた。

「わたしはお前を甘あまく見ていた。早そう々そうと決けつ着ちやくをつけると思いながらも、どこか迷まよいがあったのだ。適てき当とうにやっていても、すぐに終わるだろうとな」

　石丸は得え体たいの知れない感かん覚かくが腹ふく腔こうから上ってくるのを感じた。

　──何を言っている。

　目の前にいる少女が、まるで違ちがう人間になったような感覚……。

「だが、お前はわたしの想そう像ぞう以上であった。《無属ニヴオーズ》の人間にしてはという意味でだが。ゆえに、わたしもお前の力に見合うだけの力を出そう」

「貴き様さま……。まさか今まで……」

「そうだ。わたしは遊あそんでいた。浅せん慮りよであったことを謝しや罪ざいする。力を持って正しよう面めんから来る者は、相そう応おうの礼れい儀ぎと力をもって相あい手てせねばならないのだ。それが我われ々われの流りゆう儀ぎである」

　石丸は目を疑うたがった。綾羽が微笑ほほえんだように見えたからだ。錯さつ覚かくかどうかを確たしかめる前に、

「では、行くぞ」

　綾羽はマットを蹴けった。

　直ちよく線せん的てきな動きから放たれる、右ストレート。

　先せん刻こくまでのスピードはない。

　──かわすか、受けるか？

　石いし丸まるは後こう者しやを選せん択たくした。彼の闘とう争そう本ほん能のうは、これを好こう機きだと伝つたえていた。綾あや羽はの腕うでを取れ、次こそ決まりだ。

　道どう着ぎから伸のびた両腕がしなった。綾羽の細い腕に絡からみつく。

「なにっ!?」

　両手で綾羽の手首と肘ひじの関かん節せつを極きわめ、投げると同時に折おる──つもりで込めた力が押し返された。

　技わざは完かん璧ぺきに決まっているはずだ。関節をとった者ととられた者。前者が圧あつ倒とう的てきに有ゆう利りなはずだ。たとえどんな人間でも関節の痛いたみには耐たえようがない。

　通つう常じようの人間ならば。

　綾羽の顔に苦く痛つうの色はない。それどころか、力ちから勝しよう負ぶで石丸に勝っている。

　規き格かく外がいの人間がいる。そのことを石丸は恐きよう懼くとともに実じつ感かんした。

　腕を極められたまま、綾羽は体重を移い動どうさせた。石丸には動きが読めた。左のハイキックが来る！

　腕を固こ定ていした密みつ着ちやく状態では避よけもブロックもできない。石丸は素す早ばやく綾羽の腕を放し、後方に跳とんだ。一秒未満の差さで鼻先を爪つま先さきが駆かけ抜ぬける。安心するのはまだ早い。直後に二の足がやって来た。後ろ回し蹴げり。なんとかクロスガードで受けた。

「がっ！」

　ガードした腕ごと吹ふき飛ばされた。ロープ際ぎわに追い込まれた石丸に、さらに追い打ちがかかる。突つっ込んでくる綾羽の正しよう拳けん突つき。閃せん光こうのようなパンチを、もはや受け止める余よ裕ゆうはない。

　見切って、かわす。

　と、同時に綾羽の姿すがたが視し界かいから消えた。高こう速そく移動。石丸は気け配はいのみを感じる。その殺さつ気きに全ぜん身しんの毛けが逆さか立だつ。

　──横！

　ミサイルのように膝ひざが飛んでくる。腕による防ぼう御ぎよは間に合わない。石丸は辛かろうじて肩かたで受けた。

「ぐう！」

　自動車に追つい突とつされたような衝しよう撃げき。骨ほねが軋きしむ。だが目はまだ綾羽を捕ほ捉そくしていた。相あい手てが着ちやく地ちする前に反はん撃げきすれば勝しよう機きはある。空中ではいかなる人間でも姿し勢せいを制せい御ぎよできない。

　普ふ通つうの人間ならば。

「!!」

　宙ちゆうに透とう明めいな足あし場ばがあったかのように、綾羽は再ふたたび石丸を突とつ貫かんしてきた。まさかと思うヒマもない。肩かたの衝しよう撃げきがまだ残っている。腕うでが上がらない。ガード不ふ能のう。

　だん！

　綾あや羽はの片かた足あしがマットを踏ふみしめ、沈しずみ込んだ体たい勢せいから極ごく至し近きん距きよ離りでの掌しよう打だが放たれた。

　まともに鳩みず尾おちにヒット、石いし丸まるの巨きよ体たいが吹っ飛び、ロープを極きよく限げんまで伸のばしておいて、反動で戻ってきた厳いかつい顎あごに容よう赦しやなく左フックが叩たたきこまれた。

　何度横おう転てんしたか解わからない。痛つう烈れつな打だ撃げきを喰くらい、リング上をバウンドした石丸の身体からだが止まったとき、倒たおれ伏ふす黒くろ道どう着ぎ姿の全身からはいかなる力も霧む消しようしていた。
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　青ざめたのは[image: たつみ]たつみである。

　ひょっとしたら死んでいるんじゃないか、石丸は。

　転ころがった石丸の傍かたわらで、綾羽は特に喜よろこんだ様よう子すもなく敗はい者しやを見下ろしていた。[image: たつみ]は急いでリングへ駆かけ上がり、猫ねこ子こもゴングを放り出してついてくる。

「石丸っ！」

　走り寄よった[image: たつみ]の肩かたを、綾羽ががっしりとつかんだ。

「案あんずるな。こやつは生きておる」

　[image: たつみ]は顔を上げ、綾羽を見つめた。彼女の口く調ちようになぜか賞しよう賛さんの響ひびきを感じ取ったのだ。

「であろうが、石丸とやら」

　そう呼よびかける綾羽に、石丸が反はん応のうした。

「く……。くく……」

　くぐもった声を漏もらしながら、石丸はごろりと仰あお向むけに寝ねころんだ。

　大だいの字となり、空を見上げる級きゆう友ゆうの姿に[image: たつみ]は安あん堵どする。石丸が頑がん丈じようなヤツでよかった。自分なら間ま違ちがいなく死んでる。

「フ……」

　本日再さい登とう場じようして初めて、石丸は笑った。胸むねと顎の痛いたみをこらえているせいで引きつってはいたが、憑つき物が落ちたような、どこか朗ほがらかな微び笑しようだった。

「……負けた。負けたよ……。無む茶ちや苦く茶ちやつえーなぁ、お前……」

　何というか、番長同どう士しが河原かわらで戦たたかって最終的に友情に目め覚ざめたみたいな、そんな感じの笑みを浮かべる石丸だった。

　綾羽は賛さん辞じを述のべるように、

「尋たずねおきたいことがある、石丸とやら。お前はわたしに一度も拳こぶしを打たなかったな。もう一つ、この長い髪かみをつかめば、容よう易いにわたしの動きを止められただろうに、それもしなかった。何の故ゆえをもってのことだ」

　不ふ敵てきな笑え顔がおで天てん空くうを見み据すえる石いし丸まるは黙だまったまま答えない。

　[image: たつみ]たつみが説せつ明めいしてやった。

「石丸はね、女の子を叩たたいたりなんか絶ぜつ対たいしないんだよ。本当なら闘たたかうことさえなかったはずさ」

　[image: たつみ]にとって友人の性せい格かくは既き知ちのものだ。

「それに、たとえ男が相あい手てだって卑ひ怯きような手は使わないんだ。石丸は真ま正しよう直じきなやつだから」

　綾あや羽はは涼りよう風ふうのような視し線せんを石丸に落とした。

「それは真しん実じつか」

「はん」

　痛いたみをおして鼻はなを鳴ならす石丸は、ごつい唇くちびるを開き、

「……女をぶん殴なぐる拳こぶしなんか持ってねえ」

　綾羽は感心したように、

「潔いさぎよいことだ。しかし甘あまい。それではいつか死ぬぞ」

「かもな……。だが、そんなことするくらいなら死んだ方がマシだぜ」

「よくわかる。わたしもかつてそう思うことがあったのでな」

　[image: たつみ]をチラリとみて、綾羽は深くうなずいた。

「石丸。お前を誇ほこり高きものと認みとめよう。だが、[image: たつみ]の守しゆ護ご者しや役やくは譲ゆずれない。お前は、弱い」

　石丸はむっくりと起きあがり、精せい悍かんな顔に獣けものじみた笑みを復ふつ活かつさせた。

「ああ、そうらしいな。精しよう進じんが足たりなかった。俺おれはもっと強くなれる。そうしたら、綾羽。もう一度勝しよう負ぶだ」

「いいだろう」

　なにやら戦たたかい終えた漢おとこ同どう士しにのみ通じるような、妙みような意い思しの疎そ通つうが石丸と綾羽の間で交かわされたようだった。綾羽は女だが。

　よろよろと立ち上がった石丸は、大きく息いきを吸すって吐はき、

「約やく束そくだぞ。いずれまた俺はお前に挑ちよう戦せんする。その時は最初から全力で戦え」

「約束はできかねる」

　綾羽は淡たん々たんと、

「わたしは未いまだ全力を出していない。出せばお前は死んでいたであろうからだ」

「ちっ」

　忌いま々いましげな舌した打うちも、なんとなく楽しそうな石丸だった。

「では次は全力だ。必かならずお前を打ち破やぶってみせる。負けたときのイイワケで全力じゃなかったってのは聞きたくないぜ」

　石丸の目には綾羽しか映うつっていないらしい。すぐそばの[image: たつみ]に声をかけることもなく、牙きばを折おられた一人の獣は、新たな牙を研とぎ上げるべく歩き出した。修しゆ行ぎようあるのみだった。

　ロープをまたぎ、夕日を背せにして去さっていく石いし丸まるを、[image: たつみ]たつみは何とも言えない表情で見送った。その横で「？」という顔でにこにこしている猫ねこ子こ。

　そんな二人に、綾あや羽はが言った。

「いかん。もうこんな時間だ。急がねば遅おくれるぞ」

　[image: たつみ]は我われに返り、

「え？　遅れるって、何に？」

「部ぶ活かつだ。わたしたちは帰き宅たく部ぶなのだろうが。急いで帰らねば部活動に支し障しようをきたす」

「え……うん、まあ、それはそうだけど……あ。まさか、急がないといけない理り由ゆうって、それだったの？」

「他にないであろうが」

「……いや、でも」

「たとえそれが些さ事じなことなのだとしても」

　綾羽は本日一番の真しん剣けんな表情を見せ、

「入部したからにはわたしは活動を全まつとうするつもりだ。急げ、[image: たつみ]。猫子。帰るぞ」

　どうやって綾羽の勘かん違ちがいを正そうかと考えながら、猫子の手を引いた[image: たつみ]は綾羽に引かれて帰き宅たくの途とに着くことにした。帰宅部でなくてもこの場から一いつ刻こくも早く立ち去さりたい。そんな気分だったから。石丸も生きてたことだし。よかったよかった。

　校内賭と博ばくの換かん金きんのために残った観かん客きやくをかき分け、綾羽は[image: たつみ]を伴ともなって勢いきおいよく歩いていく。
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　そんな三人の様よう子すを、媛ひめとすみれ台だいが見送っていた。

「なんかもう、みんな、バカじゃない？」

　毒どくづく媛に、ボードを抱かかえたラウンドガールがうっとりと応こたえた。

「ほんとうに、これぞまさに正しい青せい春しゆんですわねえ」

「すみれ台、あんたもバカなの？」

「いえいえ。媛、この世せ界かいの学がく園えん生活では割わりと見ることのできるものらしいのです。資し料りよう映えい像ぞうで学びましたから」

「その資料に間ま違ちがいがあるような気がするわ」

「とても面おも白しろい資料でした。物語的で、カラフルで」

「……やっぱり問もん題だいがあるような気がするわ。その資料」
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　美び術じゆつ室しつの窓まどに人の影かげが揺ゆらめくように映うつった。

　窓の外に広がるグラウンドに目を向けるその少女は、天てん使しの微笑ほほえみを浮かべながら見つめている。

　いずれ戦たたかうことになる綾あや羽はと、殺すことになっている[image: たつみ]たつみを。
















　いつから梅つ雨ゆが始まったのか、そもそも今梅雨なのか、ひょっとしてもう明けてしまったのか、今ひとつはっきりしない天てん候こうなのも例年通りで、そして学校の体たい育いくの授じゆ業ぎように水すい泳えいという一文が挿そう入にゆうされるのも毎年のことであり、つまり今がその時じ期きである。

　もちろん[image: たつみ]たつみの通う高校にもちゃんとした屋外プールが校こう舎しやに隣りん接せつされており、塩えん素そにまみれた水をたたえて生せい徒とたちを迎むかえ入れる準じゆん備びに余よ念ねんがなかった。

　朝の爽さわやかな陽よう光こうを受け、きらめく人じん工こうの水面は水みず着ぎ姿すがたの男女高校生を今や遅おそしと待まちわびているかのようだった。

　という前振り。
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「プール開き？」

　綾あや羽ははみそ汁しるの椀わんから口を離はなし、怪け訝げんな面おも持もちで言った。

「何だそれは。この世せ界かいでおこなわれる拷ごう問もん方法の一いつ種しゆか」

「今日の体育は水泳なんだ」

　と、[image: たつみ]は説せつ明めいする。

「学校のプール、あ、プールというのは泳およぐところで、泳げることになった、その最初のことをプール開きというんだよ」

　拷問だなんて、どういう発はつ想そうなんだろうと思いつつ。

　朝、朝あさ凪なぎ家けの食しよく卓たく風ふう景けいの一シーンである。

　丸まるいちゃぶ台だいを囲かこんで合計四人が座すわっていた。

　箸はしを不ぶ器き用ように握にぎってご飯はんをパクパク食べている猫ねこ子こ、相あい変かわらず表情の読めない顔で食事を取りつつ、津つ波なみはあぐらをかいている。

　その横に[image: たつみ]と綾羽が並んで座っているのも通つう常じようの朝の一コマだが、違ちがう点をあえてあげるとすると、[image: たつみ]と綾羽の制せい服ふくが夏なつ仕し様ようになっているところである。衣ころも替がえの日を過ぎて二週間ばかりが経たっていた。

「ふむ」

　綾羽は椀を置き、

「つまり、人工的な水溜たまりの中で肉にく体たい的てきな泳えい法ほうを磨みがこうという趣しゆ向こうか」

「難むずかしく言うとそうなるのかなぁ」

　綾羽のわざとのような難なん解かいな言い回しのするセリフにも慣なれていた。[image: たつみ]は茶碗にみそ汁をぶっかけてガシャガシャと食べている猫子を眺ながめつつ、

「ただ今日は最初の水泳授業だから、プールで自由に泳がせてくれると思うよ。いきなり練習なんて面おも白しろくないしさ。まずは水に慣れておこうという感じに」

「うむ」

　綾あや羽はは素す直なおにうなずいた。あまりの珍めずらしさに[image: たつみ]たつみがマイルドに驚おどろいていると、

「水は危き険けんだ。特とくに大量の水はな。怪あやしい奴やつが深みに潜ひそんでいるやもしれぬ。それでプール開きというのだな。まずプールとやらを開いて調べ、闇やみなる者どもが身みを隠かくしていないかを走そう査さしようというのだろう」

　みそ汁しるの残りをぐい飲のみのように飲み干ほした綾羽は、

「この世せ界かいの人間にしては慎しん重ちような行こう為いだ。少しだけだが見直したぞ」

　どうしてプールの授じゆ業ぎようの話から人じん類るいの話に飛ぶのか。

　[image: たつみ]はメザシの頭をカリカリと齧かじっている猫ねこ子こを眺ながめながら、

「そんな大げさなものじゃないよ。それにね、綾羽。高校のプールには不ふ思し議ぎなものなんか沈しずんでいないよ。言うほど深くもないし」

「深しん度どの問もん題だいではない。不定形の奴やつ等らが紛まぎれるのに最さい適てきだと言っておるのだ。[image: たつみ]、お前はもう忘れたのか」

「ああ……うん……」

　水、というより黒い液えき体たいについて、[image: たつみ]の脳のう裏りにまざまざとこびり付いている情じよう報ほうが画が像ぞうとなって蘇よみがえってきた。そのシーンには綾羽も登とう場じようしていたが、

「いや待まて。思い出さずともよい」

　綾羽が慌あわてたように言った。これも珍しい。[image: たつみ]がライトな驚きを感じていると、

「忘れろ[image: たつみ]。その記き憶おくをなくせ。かまわん。わたしが注ちゆう意いを払はらっていればいいことだからな。よいか[image: たつみ]、忘れるのだ」

　綾羽が心持ち睨にらみをきかせながら早口で言い、[image: たつみ]は曖あい昧まいに微び笑しようして箸はしを置いた。

　彼のクラスメイトであり自じ称しよう親友たる石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうが綾羽に挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけ、あっけなく返り討うちにあってから半月ほどが経けい過かしている。この間、[image: たつみ]と綾羽はとある怪かい奇きな攻こう撃げきにさらされるという事じ件けんに遭そう遇ぐうしていたのだが、ここでは省しよう略りやくさせていただくしかない。それはまた、別の話だからである。

　とりあえず何かあったのだと思っておいていただきたいが、別に何も思わなくともこの本ほん筋すじとはほぼ無む関かん係けいなので問題もないかとも思われる。

「ごちそうさまでしたぁー」

　器うつわの中なか身みを綺き麗れいに平たいらげ、ただし口周まわりはベタベタにしている猫子が挙きよ手しゆして、

「お兄にいちゃーん、今日もおいしかったのですー」

「ありがとう」

　猫子の口元もとをナプキンで拭ふいてやりながら、[image: たつみ]が朝食の片かたづけをそろそろ始めようかと考えていると、その[image: たつみ]の頭に別の想そう念ねんが湧わいて出た。

「あ、そういや」

　目を閉じてされるがままになっている猫ねこ子こから目を離はなし、

「綾あや羽は、水みず着ぎ持っている？　……って、そんなわけないよね」

「水着とは何か」

　綾羽は空からの皿さらや茶ちや碗わんを重ねる手を止め、怪け訝げんな面おも持もち。

「水着知らないの？　ほら、泳およぐときは普ふ通つう、着き替がえるだろう？　それとも綾羽のとこじゃ服ふくのまま泳ぐの？」

　それぐらいしかねないと[image: たつみ]たつみは思ったのだが、返ってきた答えは予よ想そう以上だった。

　綾羽は不ふ思し議ぎそうに、

「わたしの故郷ふるさとでは通つう常じよう、泳ぐといえば海か湖こ水すいであるが、いくら我われ々われでも衣い服ふくを着たまま水に浸つかろうとは思わない」

　では、どうするのか。

「何も着ずに泳ぐに決まっているだろう」

「え……」

　[image: たつみ]は思わず手を止めた。

「まさか、ハダカ……？」

「そうだ」

　綾羽は当たり前のことを言うような顔で、

「身みに何かつける必ひつ要ようなどないではないか。泳ぎの妨さまたげになるだろう。水流の調ちよう整せいならエルフストリークで容よう易いに操そう作さできるからな」

「でも……」

　そのような格かつ好こうで綾羽が浜はま辺べにいる姿すがたを想そう像ぞうしたくなる欲よつ求きゆうをはね除のけ、[image: たつみ]は恐おそる恐る、

「あのう、それって、えーと……あ、泳ぐところは男女別になってるんだよね？」

「いいや」

　綾羽は[image: たつみ]にとってノーマークな返答をよこし、

「場合にもよるが、大たい抵ていの自し然ぜん遊ゆう泳えい場じようは男女共きよう用ようだ。中には異い性せいに対し過か剰じような虚きよ栄えい心しんを抱いだく者もいる。その手の少しよう数すう派ははどこかでひっそりと泳いでいるようだが、わたしは違うぞ」

　まるでその少数派がおかしいと言わんばかりの口く調ちようであった。

　[image: たつみ]は赤せき面めんをこらえつつ、綾羽の真まっ直すぐな視し線せんに向かって、

「……綾羽、この世界では、そのね……割わりと特別な人たちとか、ええと特別な場所じゃないと素すっ裸ぱだかで泳いだりしないんだよ。お願ねがいだから水泳の授じゆ業ぎようは──」

　言いかけて気づいた。

「そうだ、水着がないんだったよね。じゃあ見学ということで……」

　まるで[image: たつみ]がそう言うのを待まちかまえていたように、

「用意はしてあるわ」

　津つ波なみが冷れい徹てつなまでに醒さめた表情で、今朝最さい初しよの言こと葉ばを放った。

「ちゃんと学校指し定ていの既き製せい品ひんをね。このわたしが何も考えていないとでも思ったのかしら」

　そう言って傍かたわらから出したるは、まごうことなくスクール水みず着ぎである。よく考えたら[image: たつみ]たつみも見るのは初めてだ。飾かざり気けのないシンプルなワンピースタイプ、紺こん色いろ一色で余よ計けいなラインもない。

　津波はさらにもう片かた方ほうの手を掲かかげ、

「猫ねこ子このぶんもあるわ。近くの小学校のものだけど、充じゆう分ぶんだわよね」

　と、能のう面めんのような表情で言った。

　たまに不ふ思し議ぎに思うんだけど──とは[image: たつみ]の思し考こう。

　いったいこの姉あねはいつもどこからこれらの品々を調ちよう達たつしてくるのだろう。どういう伝つ手てを持っているのだろうか。さらに言えば、どうして誰だれも姉に逆さからえないのか。まあ、一番逆らえない自分が疑ぎ問もんに思ってもしかたのないことだけど……。

「わぁい。ありがとうなのでぇす」

　ゼッケン付きのスクール水着を受け取り、猫子は無む邪じや気きに大喜よろこびしている。もう一方の綾羽はニコリともせず紺水着を見やりつつ、

「水に入るのにいちいち専せん用よう衣い装しように着き替がえねばならぬとは、やはり不ふ便べんな世せ界かいだな」

　津波が「ふうん」と呟つぶやくように合いの手をうち、

「綾羽、あんたはマッパでうろついても平気なのかしら」

「そうではない」

　綾羽は水着をしげしげと眺ながめる傍かたわら答える。

「時と場所と場合による。たとえば食事の席せきで衣い服ふくを身みにつけないのは非ひ常じように不ぶ作さ法ほうとされている。そんなものは常じよう識しきだ。海で泳ぐのにこのような衣装の必ひつ要よう性せいを感じないだけなのだ。むしろそのほうが常識外であろうが。気にするほうがおかしい」

　そういや、と[image: たつみ]は回かい想そう。いつだったか、風ふ呂ろに入っている最さい中ちゆうにバスタオル一枚で飛び出てきた綾羽は、直後に恥はじらいじみたものを見せていたような気がする。一いち応おう、ＴＰＯをわきまえてはいるらしい。

　それに、だいたい国が違ちがえば色々と風ふう習しゆうの違いも出てくる。その際さい、わざわざ口に出して「それちょっと違うんじゃない？」というのも無ぶ遠えん慮りよなことだ。目玉焼きには醬しよう油ゆをかけて食べるのが最さい適てきだと信じるが、別にソースやケチャップを使用しようとそれは個こ人じんの自由である。

　ましてや世界が違うとあっては、[image: たつみ]に綾羽の母ぼ国こくが持つ習しゆう慣かんに口出しする筋すじ合あいはまったくないと言っていい。

　しかし、それだけに綾羽にはここの習慣に馴な染じんでもらわなくてはならない。

「できれば体育は欠けつ席せきして欲ほしかったんだけど……。水着を着てくれるんだったら、まあいいかな……」

　それに[image: たつみ]だって綾羽の水着姿を決して見たくないわけではないのである。いや、どちらかと言えば見たい部ぶ類るいに入る。と言うより、プールの授じゆ業ぎようで女子の水みず着ぎ姿すがたを目に入れなければ、他に入れるものなどないに等ひとしい。当とう然ぜん、穴あなが空あくほど凝ぎよう視しするような蛮ばん勇ゆうは持ち合わせていないが。

　[image: たつみ]たつみは、手にした水着をためつすがめつしている綾あや羽はと、物をもらったことに対する単たん純じゆんな喜よろこびを全ぜん身しんで表明している猫ねこ子こを見やり、

「……着き替がえはちゃんと女子更こう衣い室しつでしてよね」

　ただ力無く言うばかりのセリフは食しよく卓たくの上を虚むなしく漂ただよう。
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　そうやっているうちに、今日も元気に登とう校こうである。

　津つ波なみは一足先にアパートを発たち、[image: たつみ]と綾羽そして猫子が一ひと塊かたまりになって高校への道のりを歩く姿は、最も早はやこの界かい隈わいの日にち常じよう風ふう景けいとなっている。

　まるでプールの授じゆ業ぎように合わせたように太陽も大ハリキリで、湿しつ気けを伴ともなった熱気が成せい層そう圏けんからさんさんと降る中を、[image: たつみ]はのんびりと、綾羽はややピリピリと、猫子は笑え顔がおで歩くのだった。

　鞄かばんと水着の入った体たい操そう着ぎ袋ぶくろ（綾羽のぶんと二つ）を持っている[image: たつみ]、手ぶらな綾羽、何かのキャラがプリントされた子供用のビニール製せい袋ふくろを抱だきしめる猫子という三人組は、他の多くの生徒たちと同じように通学路を辿たどり、校門を越えて、やがて教室へと至いたった。

　この教室特とく有ゆうの机つくえ配はい置ちは、綾羽が最初にそうしてから未いまだにそのままになっている。[image: たつみ]と綾羽の机を中心に円を描えがくような特とく殊しゆ配はい列れつだが、クラスメイトたちはすでに慣なれたか、あるいはツッコミを入れたほうが負けだと思っているのか、この状じよう況きように対してもう何も言わない。ただ一人突つっかかってきた男子生徒、石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうの姿が学校に現あらわれなくなってかなりの時間が経けい過かしていた。現在、修しゆ行ぎようと称しようする二度目の旅に出たまま、音おと沙さ汰たがなく、おかげさまでクラスは実に平へい穏おんだ。

　その平穏を満まん足ぞくをもって受け入れている一人が、クラス委い員いんの森もり村むら千ち夏なつだった。

　──石丸君には悪いけど、変な騒さわぎを起こしてくれるよりは旅に行っててくれたほうがいいわね。

　クラスの協きよう調ちようと調ちよう和わを重んずる千夏である。少しばかり薄はく情じような気がしないでもないが、裏うらを返せば石丸のことを信しん頼らいしていると言えるだろう。高校に入ってからの石丸は特に問もん題だい児じとも言えず、問題と言えば過か剰じように[image: たつみ]の親友だと言い張っているところのみ、はっきり言うと無む害がいな存在だった。クラスメイトが自じ発はつ的てきといえど行方ゆくえ不明になったなら、千夏の立場と性せい格かく上、心配するのが普ふ通つうだったが、それをしないのは石丸ならどこで何をしていようがまるっきり不安材ざい料りようなどないと確かく信しんしているからである。

　ゆえに千夏は何一つ心配などせず、教室に入り込んだ異い物ぶつたる二人のうち片かた方ほうに配はい慮りよを傾かたむけていた。

　その二人は[image: たつみ]たつみとともに教室に入ってくると、机つくえと教室の最さい後こう尾びに分かれる。ニコニコ顔のお子様に関かんしては、千ち夏なつもとうに言うべき言こと葉ばを放ほう棄きしていた。かつて担たん任にんである朝あさ凪なぎ津つ波なみが言ったように「教室で飼かっているペット」みたいなものと認にん識しきすることにしている。手間のかからないペットなので千夏としても大助かりだ。本物なのかどうなのか無ぶ骨こつな銃じゆうみたいなものを抱かかえているのが物ぶつ騒そうだったが、未いまだ発はつ砲ぽうの機き会かいに立ち会ったことがないのでまあいいとする。

　──問もん題だいは綾あや羽はさんのほうね。

　千夏は[image: たつみ]の隣となりに座すわってピンと背せ筋すじを伸のばしている長ちよう髪はつ少女に視し線せんを返した。

　この謎なぞの少女が教室に登とう場じようしてから約一ヶ月、やることなすこと人間離ばなれしているエピソードには事こと欠かかないが、そろそろ自分の居い場ば所しよがどういうところなのか理り解かいしてもよいのではないだろうか。今も周しゆう囲いの何一つも信じるまいという雰ふん囲い気きだ。心を開けとまでは言わない。しかし、馴な染じむことは必ひつ要ようだろう。

　もっと面めん倒どうなのは、綾羽自じ身しんではなく[image: たつみ]に近づく者にまんべんなく警けい戒かい心しんを抱いだくその習しゆう性せいで、千夏が比ひ較かく的てきに綾羽の危き機き探たん知ち能のう力りよくから逃れつつあるのは、千夏の恒こう常じよう的てきな話しかけが要よう因いんになっていた。さしもの綾羽も、千夏が何らかの脅きよう威いを孕はらんでいるとは考えなくなっているようであるのが幸さいわいなことであった。どうやら石いし丸まるも二度の対たい決けつを挟はさんで綾羽から一種の信しん頼らいを勝ち得たようだが、いたらいたで面倒なのが石丸という男の特とく性せいでもあった。

　ま、いない人間のことを気にしていても時間の無む駄だだ。

　予よ鈴れいのチャイムが鳴り響ひびき、津波が颯さつ爽そうと現れてご託たくを並ならべているとしか思えないホームルームを開始しても、千夏は何となく綾羽の斜ななめ後ろ顔を眺ながめていた。

　しかしまあ、見れば見るほど綺き麗れいな顔立ちの少女であることよ。と、千夏は吐と息いき。

　──朝凪君にいつもくっついていなければ、少し……いえかなりの勢いきおいでモテそうなのにね。

　別に彼女が残念に思うこともないのだが。
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　当然なのかもしれない。

　学年には特別に麗うるわしい女子生徒が必かならず数名はいるもので、いるからにはまともな男子生徒としては超ちよう完かん全ぜんに無関心とはいかず、規き模ぼの大小はピンキリとはいえ、少なからず気にとめがちなものである。

　むしろあまり関心のない[image: たつみ]のほうが希き少しよう種しゆであって、しかしそんな彼はしばらくのちに気づくことになる。

　つまり、綾羽はその奇き怪かいな行動や険あやしさのみといっていい表情にもかかわらず、一部から密ひそかな人気を博はくする人間だったのである。
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　ところで、今まで単たんにクラスメイトという一文で一ひと括くくりにしていたが、この教室には森もり村むら千ち夏なつや石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうといった名を持つ人物以外にも数十人の生せい徒とたちが在ざい籍せきしている。一つ一つ名を挙あげ容よう姿しから何から記しるすことは到とう底ていできないというかあまり意味がないため、今まで放ほう置ちも同どう然ぜんの扱あつかいであったが、[image: たつみ]たつみといえども級きゆう友ゆうたちと意識して隔かく絶ぜつしているわけではなく、その原げん因いんはもっぱら綾あや羽はにあったわけだが、ここに一人の男子生徒が登とう場じようする。

　言うまでもなくこのクラスの一いち員いんにして[image: たつみ]の同どう級きゆう生せいであり、それほど社しや交こう的てきと言えないまでも特に内うちにこもる性せい質しつのない[image: たつみ]にとっては「それなりに知った顔」と言うべき人物だった。

「朝あさ凪なぎ、朝凪」

　一限げん目めと二限目の間の休み時間だった。ただ、ぼうっとしていた[image: たつみ]の肩かた口くちに囁ささやく影かげが現あらわれて次のように言った。

「ちょっといいか？　いや、ほんのちょっとでいいんだ。今しかない感じがしてよ」

　振り返った[image: たつみ]は、声の主ぬしの名を二秒ほどかかって思い出した。

「藤ふじ崎さき君くん」

　今こん期き初はつ登とう場じよう、記き念ねんすべき第三の名有りクラスメイトが若じやつ干かんおちょけた笑みを浮かべて立っていた。

　その藤崎はちらちらと綾羽へ視し線せんを送っているが、送られているほうは無む反はん応のうである。なぜなら机つくえに突つっ伏ぷして居い眠ねむりをしているからだ。授業の開始と同時に舟ふねをこぎ始め、十分と持たずに睡すい魔まに屈くつし、そのまま昼休みまで眠り続けるのは綾羽の日中的行動として広く知られている。いちおう、この間の[image: たつみ]守しゆ備び役やくは猫ねこ子こに引き継つがれることになっていたが、猫子は猫子で授業のあまりの退たい屈くつさにか、これもうたた寝ねをしていることが多いので役に立っているとは言いがたい。だが、これは綾羽に教えないほうがいいだろうと[image: たつみ]は判はん断だんしていた。夜眠らないことを決意している綾羽だ、せめて教室にいる間は安心して寝てて欲ほしい。でないと[image: たつみ]の気が休まらない。

「なんだい、藤崎君」

　[image: たつみ]はどことなくにやけた表情でおいでおいでをするように手を動かしている藤崎につられ、音を立てないように立ち上がった。

「……すう」

　と、綾羽は軽やかな寝ね息いきと寝顔を維い持じしている。

　それを確かく認にんしてから、[image: たつみ]は藤崎の手て招まねきに応おうじて教室の片かた隅すみまで連行されるをよしとした。

「なあ、朝凪。正しよう直じきさ、俺とお前は特に友人ってわけじゃないが、それでも同じクラスメイトには変わりないよな」

　藤ふじ崎さきのひそひそ声に耳を傾かたむけつつ、

「どうしたんだい、いきなり」

　[image: たつみ]たつみは目を瞬またたかせる。千ち夏なつと石いし丸まる以外の級きゆう友ゆうから、このように積せつ極きよく的てきなアプローチを受けることは久ひさしぶりだった。綾あや羽はが来て以来とんとなかったと言っていい。誰だれもわざわざ殴なぐられたくはないだろうから。

「いきなりなのは解わかっているんだ。しかしそれはちいと横に置いといて、ちと頼たのみがあるんだ」

　藤崎は妙みように愛あい想そよく、[image: たつみ]に顔を近づける。

「まず、これを見てくれ」

　制せい服ふくの胸むねポケットから出してきたのは、数葉の写しや真しんだった。

　周しゆう囲いをはばかるように、藤崎は[image: たつみ]の肩かたを抱だき込んで手て元もとを見せる。

　そこに写うつっているのは──。

「あれ？　すみれ台だいさんと……媛ひめ？」

「そういう名前らしいな」

　学生食堂を背はい景けいに、微笑ほほえんでポーズを決める眼鏡めがねメイドと、ぶっきらぼうな顔つきでテーブルに脚あしを投げ出している金きん髪ぱつサイドテールが写真の中にいた。藤崎が次々と出してくるフォトのうち、すみれ台のものは被ひ写しや体たいが協きよう力りよく的てきであることを示しめすようなアングルだが、媛はどうやら気に入らないようで、最後のものは木ぼく刀とうを振りかざしてカメラマンに襲おそいかかろうとしている静せい止し映えい像ぞうで終わっていた。

「で？」

　と、[image: たつみ]。

「これがどうしたの？」

「どうしたもこうしたもないよな」

　藤崎は食堂に居い着ついた二人組の生なま写真を大切そうに懐ふところにしまい込むと、

「ブロマイド写真というやつさ。教えておくと、デジカメじゃない。まともなカメラで撮とって現げん像ぞうしたものなんだぜ。しかも割わりと高たか値ねだな」

　[image: たつみ]が何と言っていいのか戸と惑まどっていると、藤崎は健けん康こう的てきな笑みを見せ、

「ああ、解りやすく言うとだ、出回っているんだよ、この手の写真。美人さんたちだからな。水面下で取引がなされているんだ。デジタルデータだと流出しやすいからな、すべて有ゆう志しが暗あん室しつ使って焼き増まししてる」

「その写真のでどころはどこなの？」

「それは言えない。鉄の掟おきてに守られているからな。俺も掟をやぶれない」

　[image: たつみ]にはまだ解らない。

「でさあ、それをどうして僕ぼくに？」

「決まってるだろ」

　ここで藤ふじ崎さきは机つくえに伏ふせる綾あや羽はへと目を送った。

「あの娘この写しや真しんも欲ほしいのさ。高く売れそう……いや、じゃない、俺おれも欲しいし、みんな欲しい。だけどさ、モデルになってくれと頼たのんで快こころよく引き受けてくれる娘じゃないってのも解わかってるんだ」

「うん、僕ぼくもそう思うよ」

　綾羽が笑えみを浮かべて写真撮さつ影えいのモデルになることを受じゆ容ようするとは思いがたい。何の謀ぼう略りやくかと不ふ審しんの塊かたまりになることは目に見えている。

「なあ、朝あさ凪なぎ、お前から言ってくれないか。需じゆ要ようには供きよう給きゆうして答えなければならないと思うのだがな」

　藤崎はしつこく、

「だいたいだな、お前はほら、あの娘と一いつ緒しよに暮くらしてるんだろう？　この幸しあわせ者め。その幸せをだな、ちいとばかし第三者に分け与あたえてもいいと思わないか？　思うだろ？」

「いやぁ……そんなに幸せかなぁ」

「俺には幸せに見える。それで充じゆう分ぶんだ。なんたって、あの綾羽紬つむぎ、この学校に来てからもう大だい評ひよう判ばんだ。あんな美人はちょっと他にいない。大人気といってもいいだろうな。まあ、食堂にいるあのお二人さんもいい線いってるんだが、神しん秘ぴ性せいという意味では綾羽紬が一番人気だ」

「どこで人気なのさ。知らなかったよ」

「ああ、コンピュータルームがあるだろ？　放ほう課か後ごに自由に使える。そこに学内ネットワークがあるのはお前を知ってるよな。もっとも学内だけでインターネット接せつ続ぞくは不ふ許きよ可かになってるが。そこのアンダーグラウンド系けい掲けい示じ板ばんで話わ題だい騒そう然ぜんなんだよ。けっこう前からだな」

「……そうなの。知らなかった……というか知りたくもなかったような……」

「もちろん、教きよう師しや女連中に知られたら速そつ攻こう消されそうなアングラなやつだからな、科学部でマメなやつがこっそり作り上げたパスワード制の掲示板だ。そこでどれがいい、これがいい、とかって語り合うのが流りゆう行こうしてんだよ」

「うーん」

　[image: たつみ]は困こん惑わくするような、呆あきれるような気分。

　なおも藤崎は得とく意いそうに説せつ明めいするのだった。

「ま、人気で言えばダントツで綾羽紬だな。どうもあの神秘なところとヘタに笑わないところがいいらしい。なんかの拍ひよう子しにさ、照てれた感じで笑った瞬しゆん間かんを想そう像ぞうするとニヤニヤしてくるだろ？」

　そこは[image: たつみ]も同どう感かんだ。何しろ普ふ段だん見せない表情を垣かい間ま見ると、意い表ひようをつかれると同時にそのギャップで評ひよう価かも上がろうというものである。

「次じ点てんが媛ひめさんとやらだな。こっちも全然笑わないが、どっちかというと粗そ暴ぼうなイメージが先行している。それがいいというヤツもいるから二番手なんだが。そのちょっと下が、あのメイドのねーちゃんだ。美び人じんな上に愛あい想そはいいんだが、どうも愛想がよすぎるのがちょっとな」

　藤ふじ崎さきの写しや真しん集しゆうの中には、前回、ラウンドガールをやっていたすみれ台だいの姿すがたもあった。[image: たつみ]たつみはゆっくりと首を振りつつ、

「何というか……ヒマなことしてるんだなあ」

「ヒマとか言うな。限かぎられた時間で熱情を大回転させていると言ってくれ。あー、それからな」

　と、藤崎は親指を教室の真後ろ、猫ねこ子こに向けた。猫子は黒光りする狙そ撃げき銃じゆうを抱だきしめてペタンと座すわり、笑え顔がおのような表情で眠ねむっていた。

「あのちっこいのはちっこいので需じゆ要ようがあるのさ。そっち系けいのスジに。ただな」

　不ふ穏おん当とうな顔つきを作り、

「カメラを向けた瞬しゆん間かんにだな、あれの──」と長ちよう身しんのライフルを指差し、「銃じゆう口こうと目が合う──んだそうだ。どんな隙すきを狙ねらおうともだ。恐おそろしくてやってられない」

　まるで藤崎がやっているような口く調ちようだったが、[image: たつみ]は聞き逃していた。完かん全ぜんに小学生みたいな猫子にいったいどんな需要があるのか考えてしまっていたからだ。

「そういうわけでだ」と藤崎。「お前に頼たのんでんだよ、朝あさ凪なぎ。何とか二人を言いくるめてさ、スナップ写真を撮とらせてもらえるように言ってくれないか？」

「うーん、どうして藤崎がそんなことを頼みにくるんだい？」

「それは」

　藤崎はふっと息いきを吐はき出し、

「言えないな。なにしろ鉄の掟おきてがある」

「そう。えーとね、無理だと思うよ。猫子はともかく、綾羽はね」

　[image: たつみ]にしてはそっけない返へん答とうだが、彼は彼で思おも惑わくがある。綾羽や猫子の写真が校内ブラックマーケットで取引されている様さまなど想そう像ぞうしたいことではなかった。

「他の人を撮とってなよ。なんなら津つ波なみ姉ねえさんに頼んであげようか」

「おいおい、せっかく生徒だけで盛もり上がってんのに、教きよう師しを巻まき込んでどうするっての。ま、お前の姉ちゃんも化け粧しようっ気けがないわりにはイイ面つらしてるが、人気の面で言うと、ちいとな。あの性せい格かくなんとかなんないのか？」

「そのなんとかしかたを僕が教えて欲しいよ」溜ため息いきの[image: たつみ]。「もう諦あきらめたさ」

「ま、そう言うことなんだよ。機き会かいを見つけてモデルになるようにそれとなーく伝つたえてくれるだけだったらバチは当たらんだろ。もちろん、売り上げのキックバックはいくらか弾はずむ……いや、そのように言っておくからさ」

「うーん」

　ちょっと心引かれる申もうし出だった。朝凪家の金きん銭せん的てき事じ情じようは、急を要ようするほどではないにしろ、積せつ極きよく的てきに芳かんばしいとは言えない。アパートの家や賃ちんが一千五百という価か格かく破は壊かいの極きよく地ちでなければ、そのうち立ちゆかなくなるのは目に見えていた。とにかく現げん在ざい、朝凪家に住まう四人の中で、まともな金きん銭せん感かん覚かくを持っているのは[image: たつみ]たつみただ一人なのである。

「考えとくよ」

　その[image: たつみ]の応こたえは、要ようするに考えるだけで実行しないというのと同どう義ぎなのだが、藤ふじ崎さきはそれなりの手応えをつかんだように唇くちびるを笑いの形にして、

「ああ、頼たのんどくぞ」

　と言ってささっと教室を出て行った。
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　さて、[image: たつみ]が学内ネットのアングラ掲けい示じ板ばんについて考え、綾あや羽はが眠ねむり続けているうちに、二限げんが終しゆう了りようした。

　いよいよ、お待またせした体たい育いくの授じゆ業ぎようが開始される。今日の三限から水すい泳えいである。さあ泳およごう。

　だがその前に──。

「あのさあ、綾羽。更こう衣い室しつは男女別なんだ。当たり前なんだけど、ここではそういうことになっているんだよ。頼むからさ」

　水みず着ぎと水泳帽ぼう、バスタオルの入った袋ふくろを持って[image: たつみ]が立っているのはプールに隣りん接せつしている屋おく外がいの更衣室前である。

　ここでも綾羽は男子更衣室に入ると言いはり、[image: たつみ]を困こまらせていた。

「わたしはお前から目を離はなすべきではないと考えているのであるから」

　と、綾羽はキツい目で言うのだ。

「薄うすい壁かべ一枚とは言え、むやみに視し界かいから消さえ去ることは許きよ容ようしがたい。特に有う象ぞう無む象ぞうの人間が大たい量りようにいる場所にだ。わたしがそちらで着替えればいいことではないか。今が時と場所を選えらぶべき場合だ」

　それはちっともいいことではないのである。[image: たつみ]は思わざるを得えない。たとえば自分一人の前で綾羽が素す肌はだをさらすのだとしたらまだいい。いいのかな？　まあいいということにしておくが、他の男子生徒たちの目に彼女の裸ら体たいを触ふれさせようとは思わない。そんなもったいないことができるわけないじゃないか。おまけにさっき聞いたところ、綾羽の隠かくれファンはけっこうな数に上るらしいし、藤崎が妙みような期き待たいを持った眼まな差ざしで数歩離はなれた位置にいるのも気に入らないし。

「ほんのちょっとだからさ。何かあったら大声で叫さけぶから、壁を破やぶって来てくれていいよ。ここはさあ、一生のお願いだと思って、僕ぼくの頼みを聞いてくれないかな？」

　綾羽は腕うで組ぐみをして、じっと考える風情だった。更衣室に入っていく男女生徒に容よう疑ぎ者しやを見る目を向け、顔を落として猫ねこ子こを視し線せんの先に捉とらえた。

「ならば、猫子をそちらに連れて行け。少しは防ぼう御ぎよの役に立とう」

「いやいや」と[image: たつみ]たつみ。

　それはそれで問もん題だいだった。男子生せい徒との中に幼よう女じよみたいな猫ねこ子こがいて、また無む邪じや気きに水みず着ぎに着き替がえ？

「そっちのほうも問題だなぁ。こう、道どう徳とく的てきな意味でね、この世せ界かいでは色々あって、絵え的てきにマズいことはなんないほうがいいんだよ」

「あたしならぁー」

　猫子は水着入り子こ供ども袋ぶくろを振り回しながら、

「どっちでもかまいませーん。でもぉー、自分では着れないのでぇ、着替えさせてくださぁい」

　[image: たつみ]が一人でそれをやってやるのであれば問題は霧む消しようするが、他者の目が光るところではダメダメだ。条じよう例れい的てきな意味合いで。

「綾羽。君きみが教室で寝ねてても僕ぼくは平和にここまで生きてきたんだし、更こう衣い室しつにいるのは君もよく知るクラスメイトなんだし、やっぱり心しん配ぱいはないよ。もっと心配しないといけないところで気を配くばってくれたらいいんだ。それにさ、君の世界でもどうしても譲ゆずれない決まりとかってあるだろう？　ここではこれがそうなんだ。だから更衣室も男女別になっているんだよ」

「猫子は人間ではない。兵へい器きだ」

　綾羽は口を尖とがらせるが、[image: たつみ]は辛しん抱ぼう強く説せつ得とくした。

「兵器でも性せい別べつがあるんだから、やっぱり別の場所が必ひつ要ようなのさ。少なくともここではね」

「むう」

　恐こわい顔で見つめてくる綾羽から目を逸そらし、[image: たつみ]は面おも白しろそうな顔で話を聞いていた信しん頼らいのおける女子生徒に言った。

「森もり村むらさん、猫子をお願ねがいできる？」

　ついでに綾羽も、と言いかけた続くセリフはどうにか吞のみ込み、

「水着に着替えるくらい、そんなに手間をかけることもないと思うんだ」

「いいわよ」

　千夏は即そく答とうした。

「まったく朝あさ凪なぎ君くんも苦く労ろう性しようね。猫子ちゃんのことは任まかせてちょうだい。綾羽さんは……」

　にっこりと微笑ほほえんで、

「自分で着るくらい、できるわよね？」

「無む論ろんだ」

　どこか機き嫌げんを損そこねたように、綾羽はふんと横を向いた。

「わたしは誰だれの手も借かりぬ。だが[image: たつみ]、内部に留とどまる時間は最さい小しよう限げんにしておけ。五分……いや、三分以内に出てこい。でなければ、わたしは壁かべを打ち破やぶって押し入るからな」

　威い勢せいよく言い、言こと葉ばよりも威勢よい歩ほ調ちようで女子更衣室に入っていった。

「ふう」

　[image: たつみ]たつみは息いきをつく。これでも綾あや羽ははずいぶん柔じゆう軟なんに常じよう識しきを身みにつけてきたほうなのだ。来た当時の綾羽なら、[image: たつみ]の言こと葉ばなどに耳をかさずに男子更こう衣い室しつに踏ふみ入っていたことだろう。

「三分か……」

　すべての男子生せい徒とのためにも、大急ぎでやらねばなるまい。
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　視し点てんは変わって、森もり村むら千ち夏なつである。

　[image: たつみ]から猫ねこ子こを託たくされたものの、彼女の興きよう味みはもっぱら綾羽に向けられていた。

「はー」

　綾羽の身体からだを見ながら、千夏はそんな吐と息いきを漏もらす。

　更衣室内は群むれた女子生徒たちが詰つまっているせいと、プール用ということもあってムワッとした湿しつ気けに包つつまれていた。ほとんどの女子たちは、はばかるようにバスタオルを身体に巻まき付けつつ水みず着ぎに着替えていたが、その中で、何一つはばからずにさっさと衣い服ふくを脱ぬぎ捨すてていく唯ゆい一いつの人間が綾羽だった。

　制服の上下を脱ぎ捨て、下着を剝はぎ取り、木もく製せい棚だなに放り込んでいく仕し草ぐさの一つ一つには一いち縷るの停てい滞たいもなく、まるで全ぜん裸らをさらすことに生まれてこの方何一つ疑ぎ問もんを持っていないかのようである。

[image: ]

「開けっぴろげすぎるわよねえ」

　しかも、と千ち夏なつは綾あや羽はの身体からだをしげしげと注ちゆう視しする。

　──うーん、見れば見るほど、すっごいキレーな肌はだだわね。こんなのを朝あさ凪なぎ君くんは毎まい晩ばんのように……。

　やや妄もう想そうの入る千夏だった。

　それが妄想でしかないという自じ覚かくがちゃんとあるのは、どう控ひかえめに見ても千夏の目からは[image: たつみ]たつみと綾羽の間に何らかの甘あま酸ずっぱい感情がほぼゼロとしか思えないことに由ゆ来らいする。まだ猫ねこ子このほうが[image: たつみ]への好こう意いを前面に押し出しているぶん、可か能のう性せいがなくもないが、身しん体たい成長レベル的に、猫子は千夏の妄想から排はい除じよされた。やってたら犯はん罪ざいだ。

　しかし綾羽も素す直なおにツンデレやってればいいものを、どうも変な方向性に向かっているので今ひとつ共きよう感かんを得えにくい。むしろ共感なんぞされたくないと思っているのだろうか。それは割わりと致ち命めい的てきなことなのだが。

　千夏が考え深げな顔をしていると、下の方から、

「千夏お姉ねえちゃーん、前が見えませぇーん」

　服ふくを脱ぬごうとして頭に衣い類るいを引っかけている猫子がよたよたしていた。

「はいはい」

　千夏は姉あねになった気分で猫子のもとに屈しやがみ込み、自分より先にこの小さな少女の着き替がえを先に済すませてやることにした。
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　綾羽の指し示じ通り、[image: たつみ]はなんとか三分以内に海パンへと衣ころも替がえを果はたし、陽ひに焼けて熱くなったプールサイドに出た。

　そこで目を剝むかねばならなかった。

「あら、[image: たつみ]さん」

　ビーチパラソルの影の中で、すみれ台だいが微笑ほほえんで立っていたから。

「え、すみれ台さん？　なんでここに」

　用意されているのはパラソルだけではない。白い丸テーブルにビーチチェア、当とう然ぜんのようにトロピカルドリンクがテーブルの上に用意され、そこだけまるでリゾート地であるかのような空気を生み出している。

　そしてもちろん、そこにいるのはすみれ台一人ではなく、

「ふんっ」

　媛ひめがチェアに寝ねそべって、嫌いやそうな顔を[image: たつみ]に向けていた。

「日につ光こう浴よくよっ！　いつもあんな食しよく堂どうばっかりいたら行き詰つまるしねっ。なに、その顔。文もん句くがあるわけっ？　いったい何に文句があるのよ。あたしはそれが聞きたいわねっ」

　これまたもちろんのことを言わねばならない。ここは高校のプール、そしてそのプールサイドである。

　言うまでもなく、二人とも水みず着ぎであった。何かのサービスなんだろうか。

　媛ひめはマイクロビキニにロングパレオというスタイルにサングラスをかけ、グラス越ごしに挑ちよう発はつ的てきな目を見せている。

　どことなく「どうだっ」と言いたげでもあったが、[image: たつみ]たつみには彼女が無む言ごんで何を言わんとしているのか理り解かいの範はん疇ちゆうになかった。

　ぞろぞろと更こう衣い室しつから出てきた生せい徒とたちも、ギョッとしたように一いつ瞬しゆんは立ちつくすものの、すでに校内でもその正しよう体たい不ふ明めいさが有ゆう名めいとなっている二人である、ここにいても不ふ思し議ぎではないと言わんばかりに素すに戻る。どうやらこの学校の生徒たちは順じゆん応のう力りよくだけはやたら高こう度どなレベルにあるようだった。

「二人も泳およぐんですか？」

　[image: たつみ]の質しつ問もんは相そう当とうに脳のう天てん気きだ。目の前に超ちよう絶ぜつグラマー眼鏡めがね美び人じんが露ろ出しゆつもここに極きわめているような格かつ好こうで立っているのに、もう少し違ちがう目の付け所があるだろうに。

「いえいえ」

　すみれ台だいはにっこり、

「わたしたちは気分転てん換かんを兼かねまして、こうしているだけなのですわ。いつも同じ衣い装しようでは、ねえ？　あまり面おも白しろくありませんでしょう？」

「そういうものですか」

　と、[image: たつみ]。そんなに簡かん単たんに納なつ得とくしてどうするんだ。

　すみれ台は背はい後ごの冷れい蔵ぞう庫こ（なぜそんなものがここにあるのかは理り解かい不ふ能のうだが）から、冷えたグラスとアイスボックスを取り出して、

「どうでしょう、[image: たつみ]さんも、フルーツドリンクをお一ついかが？」

　あまりに自然に言われたことと、いつも食堂で昼食の世せ話わになっているものだから、[image: たつみ]はうっかりうなずきかけた。

　そこに、

「戯たわむれはそこまでにしてもらおう」

　ザッ、という擬ぎ音おんとともに綾羽が横から入ってきた。

「すみれ台、このような場所で何をしている。気でも触ふれたか。お前の居い場ば所しよはここにはないはずだろう」

「そう言われましても」

　すみれ台は従じゆう者しやらしく、媛へとたおやかな視し線せんを向け、

「媛ひめがぜひとおっしゃるものですから。いちおう日につ光こう浴よくということになっておりますけれども」

「そうよっ！」

　媛はサングラスをちょいとずらし、今度は挑ちよう戦せん的てきな目を綾あや羽はに据すえて、じろりと均きん整せいの取れた肢し体たいを眺ながめ回した。

「はんっ、ダサ。あたしの勝ちねっ！」

　水みず着ぎのセンスではそうなるだろう。なんせ綾羽のは学校指し定ていのそっけないスクール仕し様ようであるから。

　しかし綾羽は表情を変えず、

「くだらん。そのような低てい俗ぞくな虚きよ栄えい心しんを満みたすために、お前はここで待まっていたのか。ならば言っておこう。衣い類るいによって勝しよう敗はいを決することなど下げ劣れつの極きわみだ。人間の本ほん質しつは外部的なところにはないだ。どうであろう。ここですべての衣類を脱ぬぎ捨すて、何一つ飾かざるところのない資し質しつで勝しよう負ぶしてもかまわないぞ。わたしはいっこうにな」

　綾羽の視し線せんが自分の胸むな元もとに固こ定ていされているのに気づいたのだろう、媛は頭に血ちが上ったようにデッキチェアから立ち上がった。

「言ったわねえ！　じゃあそうしてやるわよっ」

　背はい後ごに手を回して水着の結むすび目に指をかけたところで、

「媛、御ご自じ重ちようを」

[image: ]

　あくまでにこやかにすみれ台だいが制せい止しした。

「よいではないですか。何も綾あや羽はさんを目の敵かたきにしなくとも、媛ひめには媛でいい部分が数多く存そん在ざいするのですわ。綾羽さんにあって媛にないもの、まさしくその『なさ』がいいという殿との方がたもきっといることでしょう」

　[image: たつみ]たつみが藤ふじ崎さきとの一いつ件けんを思い出していると、

「どもっ！」

　その藤崎が横合いからやってきて、

「いやぁ、いっすねえ。すみれ台さん、それからそっちの木ぼく刀とうさんも、いやいやいや、実にいいっすよー」

　無む性しように軽けい薄はくな笑えみを浮かべ、揉もみ手すらしながら、

「で、どうっすかね、そのお姿すがたでモデルになってくれやしませんかねぇ。本当にっすね、ないのがいいという野や郎ろうどもにはことかかなく──」

「うっさい！」

　媛は木刀を振る代わりに、問もん答どう無む用ようで藤崎を蹴け飛とばした。

　どぼん。

　プールに頭から落っこちる藤崎を見つつ、[image: たつみ]はやれやれと首を振る。

　深く考えることはやめておこう。すみれ台と媛がここにいる理り由ゆうもだ。とにかく、いたいからいる、としか思いようもなかった。あるいは媛には綾羽と何らかの身しん体たい的てき勝しよう負ぶをつけたかったのかもしれない。これは[image: たつみ]の私し見けんに過すぎないのでセリフにはしないのだが、彼の趣しゆ味みでは圧あつ倒とう的てきに綾羽の優ゆう勢せい勝ちだった。

「お兄にいちゃーんっ！」

　そのキーの高い声に振り返ると、千ち夏なつに手を引かれた猫ねこ子こが顔の半分を笑い口にしてトテトテとやって来るところだった。

　味あじも何もない幼よう年ねん用ようスクール水着の胸むな元もとには「ねここ」とマジックで書かれたゼッケンが張ってある。まな板いたでももう少し凹おう凸とつがあるだろう。媛とはそもそも比ひ較かく対たい照しようにならないくらいの真まっ平らぶりだ。

　大きな巨きよ大だい浮き輪を腰こしに抱だき、猫子はニパパパとした笑顔で、

「ふろーとでぇす。ちゃんと浮きますよー。防ぼう水すい対たい策さくもばっちりでぇす」

　初めて海かい水すい浴よくに連れて行ってもらった幼よう稚ち園えん児じさながらの喜き々きとした顔だった。

「ええと、水すい泳えいの授じゆ業ぎようなんだよね、これ……」

　プールサイドの一いつ角かくに縮しゆく小しよう版ばんリゾート地が作られ、どう見ても部ぶ外がい者しやなすみれ台と媛、強いていうなら猫子もか──がいる風ふう景けいはまるで授業とは思えない。

　一番思えていないのは体たい育いくの教きよう師しかもしれなかったが、[image: たつみ]は同どう情じようすることをあきらめた。

　──一日目の水泳だし、今日くらいは、ま、いいよね……？

　誰だれに言うともなく、[image: たつみ]たつみはひっそりと目を彷徨さまよわせる。

　と、そこに男女二人の体たい育いく教きよう師しがやって来て、事じ務む的てきに授じゆ業ぎようの始まりを告つげた。
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　[image: たつみ]の予よ想そう通り、本日の水すい泳えいは無ぶ礼れい講こうとなった。というよりは自由時間か。

　まともに教師が指し導どうしたのは準じゆん備び体たい操そう程てい度どで、後は自由にプールを使用して可か。

　あまり泳およぎの得とく意いではない[image: たつみ]にとっては有あり難がたいことだったが、綾あや羽はは単たんに眉まゆをひそめただけで、

「こんな水の中を泳げと言うのか」

　プールサイドに立つ[image: たつみ]の横で腕うで組ぐみし、すでに生せい徒とたちがわいのわいの水しぶきを上げている水面を睨にらんでいる。

「薬やく品ひんの匂においがきつすぎる。いったい何を混こん入にゆうしているのだ。どうして海水を取り寄よせん」

「この辺の海水だったら、そっちのほうがよほど不ふ衛えい生せいだと思うよ」

　[image: たつみ]は解かい説せつしつつ、浮き輪をぶらぶらさせて水に入りたそうにうずうずしている猫ねこ子この頭に手を乗せる。

「衛生的にこのほうがいいんだよ。それにさ、綾羽は別に無む理りして泳がなくていいと思うよ。ここで見ててくれても……」

「そうはいかん」

　決けつ然ぜんと綾羽は足を踏ふみ出し、

「この水中に《邪神ズー＝ル》の徒とが喚かん起きした海かい獣じゆうがいないかどうか調ちよう査させねばならん。待まっておれ、[image: たつみ]。わたしがいいと言うまで指先ひとつ水につけてはならんぞ」

　そして綾羽は、優ゆう雅がな曲きよく線せんを描えがいてプールに頭から飛び込んだ。腕を伸のばすことなく、まさに頭とう頂ちよう部ぶからつっこむと表現するのが正しい姿し勢せいで。

　そのまま綾羽は、まるで回かい遊ゆう魚ぎよのように潜せん水すいしたままプールを泳ぎ回った。外から眺ながめる[image: たつみ]には解わかりにくかったが、手の一かき、バタ足一つ使わない。魚でももう少し身体からだをくねらせるだろうに、しかし綾羽の泳ぎはほとんど魚ぎよ雷らいに近かった。どこから推すい進しん力を得えているのか疑ぎ問もんだが、それまたエルフストリークとかいう綾羽がたびたび口にする例の不ふ可か思し議ぎな能力が発はつ揮きされているのだと思う[image: たつみ]だった。

　かなりの速そく度どで泳いでいるにもかかわらず、綾羽はそこらにいる生徒たちにまったく接せつ触しよくすることなく、プールの隅すみ々ずみまで回り終えると、[image: たつみ]の待つプールサイドまで戻ってきて、初めて水面に顔を出して息いき継つぎをした。

「よかろう」

　特に大きく息をすることもなく、

「見たところ、何も潜ひそんではいないようだ。[image: たつみ]たつみ、入るがいいだろう」

　平へい然ぜんと言うが、[image: たつみ]は長い髪かみを濡ぬらして毅き然ぜんと見上げてくる綾あや羽はの神こう々ごうしさにしばらく見とれ、

「いきましょー、お兄にいちゃーんっ」

　猫ねこ子こに手を引かれて我われに返った。

「ん……そうだね」

　ちゃぷんとプールに飛び込んだ猫子に続いて水の中に降りる。綾羽がすぐそばにいて、存ぞん分ぶんなスタイルのよさを見せつけているものだから視し線せんのやり場に少々困こまった。

　なので、猫子が楽しげにぷかぷかしているのを眺ながめていると、綾羽は何だかんだと言いつつ泳ぐこと自じ体たいはまんざらではないらしく、

「もう一周しゆうしてくる」

　と、言い残して再ふたたび魚ぎよ雷らいとなった。

「ふー」

　どことなくそうしていてくれたほうが安心できる。まばゆく明るい夏の日差しの中、生徒たちでごった返すプールに脅きよう威いなどまるで感じないし、園えん児じのように水に浮かんでいる猫子の仕し草ぐさにも鎮ちん静せい効こう果かがあるようで、[image: たつみ]はすっかり安心しきっていた。

「猫子ちゃん、今度オモチャを持ってきて上げようか。紐ひもを引っ張るとパチャパチャ泳およぎ出すアヒルとか。いる？」

[image: ]

「わぁい、欲ほしいですーよー」

　千ち夏なつと猫ねこ子こが微笑ほほえましく遊んでいる風ふう景けいを眺ながめていると、なおさらこんな気分になる。

　かつて[image: たつみ]たつみを標ひよう的てきとし、襲おそってきた連中にも空気を読む性しよう分ぶんくらいはあるだろう──と。

　[image: たつみ]にしては正しい考えと言えた。実じつ際さい、そうだったから。
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　その同どう時じ刻こくである。

　高校から離はなれた場所に、新しん築ちくして間もない高こう層そうマンションがあった。

　屋おく上じよう。

　たとえ住じゆう人にんであろうとおいそれと上がれないであろうそこに、一つの不ふ審しんな人ひと影かげが蠢しゆん動どうしていた。

　人影は[image: たつみ]たちの高校の方ほう角がく、そしてまさにプールを視し認もくしようとするかのように身みを乗のり出し、何やら手て元もとをまさぐっている。手に握にぎられているのは双そう眼がん鏡きようか。

　やや固かたい動どう作さでその人物は双眼鏡を顔に当て、その先をプールへと向けた……。
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　どうやら綾あや羽ははプールが気に入ったようだった。何の変へん哲てつもない二十五メートルプールだが、塩えん素そまみれとはいえ新しん鮮せんな水の中を泳ぐのが心ここ地ちよいらしい。たまに顔を上げるぐらいで、いつまでも水中を人にん魚ぎよのようにぐるぐる回っていた。

　そして[image: たつみ]は、いいわけのように一度水に潜もぐったきり、すぐにプールサイドに出て、すみれ台だいに乞こわれるまま、テーブル脇わきの椅い子すについてトロピカルドリンクを振る舞まわれていた。

　授じゆ業ぎよう中ちゆうにバカンス気分を満まん喫きつしていいものかと、小しよう心しん者ものの[image: たつみ]は思うのだが、体たい育いく教きよう師しはあきらめているのか媛ひめとすみれ台の存そん在ざいをあえて徹てつ底てい無む視しする方ほう針しんなのか、何も言わない。あるいは津つ波なみがあらかじめ何か言っていたからかもしれない。[image: たつみ]には知りようのないことだが。

「あはー、あはははぁ」

　ビーチパラソルが作り出す影かげの中、猫子が波なみ打うち際ぎわで戯たわむれる姿すがたをのんびり観かん賞しようしつつ、カラフルなジュースを飲のんでいると、ここがどこだか不ふ意いに解わからなくなりそうでもあった。

　傍かたわらには不ふ機き嫌げんそうにむっつり黙だまって寝ねそべる媛もいるし。

　[image: たつみ]は空を見上げる。

　じっとりとした湿しつ気けよりも、強きよう烈れつな熱量を放ほう射しやしている太陽が頼たのもしかった。

　──夏が始まってるんだな。

　そう思うと少しは心が豊ゆたかになってくる。[image: たつみ]たつみの好すきな季き節せつだ。いや、女子の水みず着ぎとかは抜ぬきにして。

　何より夏休みが待まち遠どおしい。ほんの少しだけこの世せ界かいの社会性を持ちつつあるとは言え、やはり綾あや羽はは常じよう識しき人じんとは確かく信しんをもって断だん言げんできる位い置ちにおらず、教室内でも未いまだ異い物ぶつであることを自じ他たともに認みとめる人じん材ざいだ。休みに入れば登とう校こうする機き会かいも減へるので、[image: たつみ]の心しん労ろうも多た少しようは緩かん和わされるだろう。

　今でも大たい抵ていずっと一いつ緒しよにいる綾羽だったが、長ちよう期き休みになるとなおさらだろうが、別に[image: たつみ]は困こまらない。嬉うれしいことかもしれない。

　──でもなぁ、きっと津つ波なみ姉ねえさんがバイトしろとか言うんだろうなぁ。それもいいか。そうしてれば綾羽も一いつ般ぱん社会に慣なれ親しんでくれるかもしれないし……。

　とか思う[image: たつみ]。

　しかしながら夏休みにはまだ一ヶ月以上あり、まだまだ彼の学がく園えん生活は波は乱らんに富とんだものになりそうだし、そういえば石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうのこともある。あの自じ称しよう[image: たつみ]の親友がこのまま旅たびから戻らず、そのまま姿すがたを現あらわさないことは考えにくい。三度、いや四度か。また綾羽の前に立って、挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけることになる可か能のう性せいは高かった。なんとなれば、石丸はそのための武む者しや修しゆ行ぎように出ているのだから。

　とまあ、このように[image: たつみ]がやくたいもない時間をひたすらのどかに過すごしていると、

「[image: たつみ]」

　綾羽がプールの手すりに手を滑すべらせながら、水から上がってきた。身体からだに張り付いた水着と長い髪かみがやたらに艶いろっぽい。

　だが目め元もとは普ふ段だんより険けわしさを微び量りように増ぞう加かさせていた。

　開かい口こう一番、

「得え体たいの知れぬ気け配はいを感じる」

「え？」と[image: たつみ]。

「何者かに遠えん方ぽうより観かん察さつされているような感かん覚かくを覚おぼえるのだ。わたしの肌はだがそう伝つたえている」

　水すい滴てきをぽたぽた落としながら言う綾羽の口ぶりは、いつものように真しん剣けんそのものだった。

　[image: たつみ]は綾羽のセリフをしばらく吟ぎん味みしていたが、一つの結けつ論ろんに辿たどり着いた。

「ええと、つまり誰だれかにこの場を見られているってこと？」

「そうだ」

「それって覗のぞき……？」

　[image: たつみ]の意い識しきは常じよう識しき的てきなので、導みちびき出される回かい答とうも常識に準じゆんずるものである。

「お前を狙ねらう敵てきが何かを企くわだてているのかもしれん。狙そ撃げきの可能性が無む視しできない」

　狙撃と言われたら[image: たつみ]には大だい理り石せき製せいの矢やくらいしか思いつかないが、そんなものが飛んでくるのならとっくのことだったろうし、すみれ台だいや媛ひめが平和な格かつ好こうでひなたぼっこをしていることもないだろう。

「それ、僕ぼくが目もく的てきじゃないんじゃないかなあ。高校のプールを遠くから観かん察さつするなんて、女子の水みず着ぎ姿すがたが目的としか思えないよ。今も誰だれかに見られてる感じがするの？」

「いや、今はしない」

　綾あや羽はは慎しん重ちように周しゆう囲いに目を配くばる。

「水中にいたときに不ふ意いに気づいた。その感かん覚かくはすぐに消えたが、決けつして錯さつ覚かくではない」

「別に見られてもいいわっ！」

　勇いさましく言ったのは媛だった。

　心持ち胸むねをそらしながら、

「このあたしのバランスのいい身体からだを見たいんならいくらでも見ればいいのよっ！　ねえ、すみれ台だいっ」

「ですわねえ」

　すみれ台は微笑ほほえみ続け、

「媛や猫ねこ子こさんのようなお身体にもニーズというものが発はつ生せいすることでしょうから」

「どういう意味よっ!?」

　媛はオカンムリのようだ。

[image: ]

「あたしをあんな幼よう児じ体たい型けいと一いつ緒しよにしないでちょうだいっ！」

　しかし先せんだっての藤ふじ崎さきの言こと葉ばからすると、すみれ台だいの指し摘てきは当とうを得えたものなのである。地下で出回っているという写しや真しんについては口を濁にごしておいたほうがいいな、と[image: たつみ]たつみは思い、なので何も言わなかった。得えてしてコメントというものは控ひかえておいたほうがいい場合が多いのである。自分の思し考こうをそのまま言葉にしなければならない時は特に。

「ふむ」

　綾あや羽はは得とく心しんいかない様よう子すできょろりとプール周しゆう辺へんを見回している。校こう舎しやの上、近くの茂しげみ、更こう衣い室しつの陰かげ、などに目め線せんを送っているが、そんなところに不ふ審しん人物がいたら綾羽が目もく視しする前に誰だれかに見つかっている。ましてや盗とう撮さつしようとする者がそんな解わかりやすい場所でカメラを構かまえるわけもない。

　[image: たつみ]は藤崎の姿すがたを探さがしてみた。その他た大おお勢ぜいに交まじって普ふ通つうにプールで泳およいでいる。まるで普通……なのだが、[image: たつみ]にはその姿や挙きよ動どう、表情にどこかそわそわしている雰ふん囲い気きや、誰かに向かって合あい図ずを送っているような気がしてならない。

　しかし、まあ。

　いくらなんでも現げん行こう犯はん逮たい捕ほの危き険けんを冒おかしてまでプールの盗撮に踏ふみ切る生徒もいないだろうと判はん断だんし、綾羽の感じた気け配はいは生活習しゆう慣かん病びようのような心しん配ぱい性しようから出たものだと思いこむことにした。いわゆる現げん実じつ逃とう避ひというやつだが、この場での[image: たつみ]の解かい釈しやくは正しかったと言えよう。

　のちに[image: たつみ]は知ることになる。
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　希き釈しやくされた塩えん素その水すい溶よう液えきと戯たわむれていただけという水すい泳えいの授じゆ業ぎようは終しゆう了りようし、[image: たつみ]はまた猫ねこ子こを千ち夏なつに任まかせると、大急ぎで制せい服ふくに着き替がえ、更こう衣い室しつの出口でしばし待まつ。

　濡ぬれ髪がみをぼさぼさにさせた猫子と、こちらもストレートの長ちよう髪はつに湿しめり気けを帯おびさせたまま、特に髪型に気を遣つかっていない感じの綾羽が揃そろって出てきた。ただし頭にいつもハチマキのように結むすんでいるロングリボンはない。

　プール上がりの水っぽい香かおりが何ともかぐわしく、綾羽がすぐ横に並ならんだとき、[image: たつみ]は少しばかりの色いろ気けを感じる。

　家に帰れば毎まい晩ばんのように風ふ呂ろ上がり芳ほう香こうをかぐことになっている日々だったが、これはこれでいいものだった。解わかりやすいヤツだ。

「何をマヌケな顔をしている」

　綾羽にも[image: たつみ]の心中が解ったのか、ツリ気味の目で[image: たつみ]に一いち瞥べつをくれ、

「さっさと教室に行くのだ。外は危き険けんでいっぱいである」

　がっつりと[image: たつみ]の腕うでをつかみ、引きずるように校舎に向かうのであった。ちょこちょこと後をついてくる猫ねこ子こ。

　他の生せい徒とたちがダラダラと階かい段だんを上っている最さい中ちゆうに、[image: たつみ]たつみは千ち夏なつの背せ中なかを見つけて、

「森もり村むらさん、ありがとう。いや、猫子のことでさ」

「うん、いいわよ」

　振り返った千夏は、綾あや羽はにつかまれている[image: たつみ]を見てニマリとした笑えみを浮かべ、

「いしま……いえ、なんでもないわ」

　何か言いかけて口をつぐんだ。笑みがそのままなのでちょっと不ぶ気き味みだが、千夏はさっさと教室へと歩いていく。[image: たつみ]も詮せん索さくせず、綾羽・猫子といつもの団だん子ご状じよう態たいとなって己おのれの教室に戻った。

　席せきについて、やっと人ひと心ごこ地ち着く。結けつ局きよく、ろくに泳およぎもしなかったので大たいして疲つかれもしていないが、教室外に綾羽といると精せい神しん疲ひ労ろうを免まぬがれない。なんせ綾羽は、この教室内ではようやく大人しくすることを覚おぼえていたし、たいがい眠ねむっていてくれるからだ。

　案あんの定じよう、四限げんが始まるや否いなや、綾羽は机つくえにデコをくっつけるようにスリープモードに入った。その四限目、古こ文ぶんの授じゆ業ぎようを担たん当とうしているのは新しん任にんの女性教きよう師しである。津つ波なみとほとんど歳としも変わらないであろうに、彼女はどこかおどおどと授業したり自じ信しんなさそうに板ばん書しよしたりする様さまが初うい々ういしく、津波とは比ひ較かくにならないくらい男子生徒の人気を集める、まるでいまだに女子大生の雰ふん囲い気きを引きずっているようなお方だった。[image: たつみ]は一度、この女性教師が職しよく員いん室しつで津波のパシリのようなことをさせられていた現げん場ばを見たことがある。

　彼女もまた、すでに綾羽と猫子が無意味に教室にいることに特別な注ちゆう意いを払はらっていない。そんな時じ期きはとっくに通り過すぎていた。

　開け放された窓まどから爽そう快かいな微び風ふうが入り込む中、綾羽はすやすやと眠り続け、[image: たつみ]も眠ねむ気けを感じつつも何とか古文に集中して、実じつに平和な時間の後に終しゆう了りようのチャイムが鳴なった。
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　でもって、昼休み。

　綾羽を起こす、あるいは綾羽が目を覚さます前に、[image: たつみ]はちょっと気になっていたことを告つげるべく、クラスメイトの席にそっと移い動どうした。

「森村さん」

「うん？　なに？」

　弁べん当とう箱ばこのナプキンを解とこうとしていたクラス委い員いんは、珍めずらしげに[image: たつみ]を見上げ、

「綾羽さんのことでまた何か？」

「今度は別のことで……いやぁちょっとは関かん係けいあるかなぁ」

「どっちなのよ」

　面おも白しろそうに言う千ち夏なつに、[image: たつみ]たつみは声をひそめ、

「実じつはさ、さっきのプールの時間に綾あや羽はが誰だれかの視し線せんを感じたみたいなんだ。それに……この学校のどこかに女の子を隠かくし撮どりする組そ織しきがあるようなないような……」

「へえ？」

　千夏はクスリと、

「わざわざ教えに来てくれたの？　朝あさ凪なぎ君くん、あなたって本当に面おも白しろみのな……いえ、生き真ま面じ目めな人ねえ。ふうん、隠し撮りね。なるほどねぇ」

　笑えみを浮かべる千夏。

「男子の気持ちも解わからないではないわね。あたしが隠し撮りの対たい象しようになるようなことはないでしょうけど、撮られて気持ち悪いって女子もいるでしょうね。水みず着ぎ姿すがたなんて特に」

　千夏はウフフと、

「解ったわ。気をつけるようにしておく。更こう衣い室しつに隠しカメラがないかとか、用心にこしたことはないものね。御ご注ちゆう進しん、ありがとう、朝凪君」

　ひょっとしたら僕ぼくのしていることは余よ計けいなことなんだろうか、と考えつつ、[image: たつみ]は自分の席せきに戻り、日につ課かを再さい開かいした。

「綾羽、昼だよ」

「あ……うむ」

　居い眠ねむりしていることにすっかり罪ざい悪あく感かんのなくなっている綾羽だった。

　その綾羽と猫ねこ子こを伴ともなって[image: たつみ]が行く先は学生食しよく堂どうである。この時間、三人が行く場所はそこにしかないと言ってもよい。

　なぜなら、頼たのみもしないのにめったやたらと豪ごう華かな昼食を作って待っていてくれる便べん利りな人がおわすからである。

「どうぞ」

　一時間前まで水着姿でプールサイドにいたとは思えないメイドなすみれ台だいが、今日も大テーブルの端はしで一いち礼れいする。そのまま招まねきに応おうじて[image: たつみ]以下三名はいつのまにか定てい席せきになっている椅い子すに腰こしを落ち着けた。

　こちらも制せい服ふくに着き替がえ終えた媛ひめの不ふ機き嫌げん顔もいつものことで、いつかそのうちこの娘むすめと打ち解とけることがあるのか、綾羽ほどではないが[image: たつみ]にも気がかりだ。媛とすみれ台は、昼食の進しん呈てい以外にも色々と自分たちを助たすけてくれたことがあるからだ。

　しかし、媛は常じよう時じといってもいいくらい綾羽に突つっかかるし、綾羽はむっつりと突き放すやりとりが日にち常じようの一部を構こう成せいしているので、融ゆう和わの道はまだ長く続きそうな気け配はいでもあった。

「さあ、召めし上がって」

　すみれ台がじゃかすか運はこんでくる料りよう理りをかしこまっていただく[image: たつみ]と対たい照しよう的てきに、猫子と綾羽は遠えん慮りよも何もなく口に運はこび続ける。すみれ台も遠慮などして欲ほしくはないようで、ほら食えやれ食えと膨ぼう大だいな食料を[image: たつみ]たつみたちの前に並ならべるのだった。自分の作った料りよう理りをうまそうに食べてくれるところを見るのは楽しいものなので、[image: たつみ]にもすみれ台だいの気分が解わかる。おまけに彼女は[image: たつみ]と違ちがって食しよく費ひを気にせずともいい身み分ぶんであるようだし、ああ、なんかうらやましいなあと思っていると、

「朝あさ凪なぎぃ～」

　背はい後ごからひょっこり現あらわれたのは、藤ふじ崎さきだった。物もの欲ほしげな表情を隠かくそうともせずに、

「やっぱ、いいよなぁ。お前はなあ」

　テーブルクロスの上の料理皿ざらの数々を見み渡わたしつつ、

「うまそうだなぁ。俺おれにも食わせて欲ほしいよ」

「あら」

　すみれ台だいが微笑ほほえんだ。

「いいですよ。どうせ余あまってしまうものですから。よろしければ、取り皿をどうぞ。媛ひめがあまり召めし上がらないものですから。まったく、わたしはきちんと成長していただきたくてお作り申もうし上げているというのに」

「ほんとっすか！」

　藤崎が身みを乗のり出す。それを綾あや羽はが邪じや魔まそうに睨にらんだが、

「ええ、どうぞどうぞ」

　すみれ台は構かまわず笑みを広げ、しかも周しゆう囲いでおのおの食事を取っている学生たちにまで、

「皆みなさんも、お腹なかがお空すきでしたらこちらに参さん加かしていただいてけっこうですわよ」

　その途と端たん、周まわりで聞き耳を立てていたその他た大おお勢ぜいの男子生徒たちが「おおう」とか言いながら殺さつ到とうしてきた。

　喜よろこび勇いさんで、とか、我われも我も、とかいう表現がぴったりの押し寄せぶりに、学食は一いち時じ的てき大だい混こん乱らんに見み舞まわれる。

「ちょっと！」

　媛が人ひと波なみに押されて叫さけぶ。

「少しは遠えん慮りよしなさいよっ！　こらぁっ、皿ひっくり返すなぁ！」

　群むれ集つどう男子生徒たちを追い払はらうつもりか、媛は木ぼく刀とうを振りかざして大声を出すが、効こう果かナシ。恐おそるべし群ぐん集しゆう心しん理り。中には媛の木刀で叩たたかれて恍こう惚こつの表情を浮かべる者までいる有あり様さまである。

　綾羽も険けんのある目で周りを見ていたが、今は食べるのが先だという風ふうに無む言ごんで、ただし咀そ嚼しやくスピードを上げている。この食堂内に敵てきじみたものがいないと、ようやく学習した結けつ果かだろう。以前なら全員を殴なぐり飛ばしているところだ。

　[image: たつみ]も混乱に巻まき込まれて目を白しろ黒くろさせていたが、ふと思い出したことがあった。すみれ台製せい作さくによる回鍋肉ホイコーロー風ふう肉にく野や菜さい炒いためをがっついている藤崎に顔を寄せ、

「なあ、藤ふじ崎さき君くん」

「何だ」

「休み時間に見せてくれた写しや真しんだけど、ひょっとしてさ、あれ、プールを盗とう撮さつしたものもあるのかな？」

「ない」

　食う手を休めず、藤崎は器き用ように答えた。

「そんな覗のぞきスポットがあったら、もう写しや真しんが出回ってても不ふ思し議ぎじゃないな。そうだな、一時間もあれば充じゆう分ぶんだ。女子の水みず着ぎ姿すがたは俺おれたちが目指すべき永えい遠えんの被ひ写しや体たいだからな」

　周しゆう囲いの騒そう音おんのせいで二人の会話は綾あや羽はにも届とどいていない。

「プール周しゆう辺へんはガードが厳きびしいんだ。ほら、上の教室からも見えないように柵さくがあるだろ。逆ぎやくっ側がわは雑ぞう木き林ばやしだ。おかげでどっかに死し角かくがないもんかと日にち夜や研けん鑽さんに励はげんでいるほどだ」

　何人がどうやって研鑽しているのか、という問といに、藤崎は、

「それは言えない。鉄の掟おきてだ」

　藤崎のガツガツとした食い方を眺ながめつつ、[image: たつみ]たつみは思し考こうを展てん開かいさせる。

　──やっぱり取り越こし苦く労ろうなのかな。

　[image: たつみ]は首を傾かしげて手て元もとに目を落とした。プールの時間、綾羽の感じたものは気のせいでよさそうだ。盗撮犯はんはプールを覗けないようだし、異い界かいの住人もそう矢や継つぎ早ばやに出ては来ないだろう。わざわざプール時間を狙ねらう理由も思いつかない。

　[image: たつみ]は安心して食事の再さい開かいにとりかかり、食べ終えた綾羽に引っ張っていかれるまで、黙もく々もくとそうしていた。

「ええいっ散ちれっ！　散れっ！」

　媛ひめはまだ木ぼく刀とう振り回していたが、見て見ぬ振り。




　　　　＊＊＊




　一方その頃ころ、校こう舎しや屋おく上じようでは。

「……いい天気だね……香こう炉ろ……絶ぜつ好こうの自じ殺さつ日和びよりだよ……入にゆう水すいに最さい適てきだ……」

「ええ、まったく」

　もう夏なつだってのに暑あつ苦くるしい重ね着をした鍔つば広ひろ帽ぼう子しの青年と、巻まき毛げの美び童どうという師し弟ていコンビがどうでもよさそうに会話をしている。

　子供用ビニールプールが展てん開かいされ、その中で正せい座ざをしている美び貌ぼうの幼よう女じよは、オポッサムのヌイグルミを無む造ぞう作さに抱かかえて、

「先生、水が足たりません」

「……ああ……そうだね……この深しん度どでは溺でき死しは無理だ……どうやら僕ぼくにはオツムも足りていないようだ……」

　青年は無む気き力りよくそうにかざした腕うでを傾かたむける。その細い指がつかんでいるのは、そこらに転ころがっていそうなホースである。先せん端たんにシャワーの付ついたホースから、ちょろちょろと水が流れ出して、子供用スイムウェアを着込んだ香こう炉ろの頭に降ふり注そそぐ。

　凹おう凸とつのなさでは猫ねこ子ことどっこいだが、どこか気け高だかいものがあるのは、やはり香炉の超ちよう然ぜんとした居い住ずまいのたまものだろう。

「……香炉……僕ぼくたちもあの大きなプールに入れてもらうかい……？　《剣メ精イ》や《妖精アプリリス》と水中戦せん闘とうをするのも……オツかもしれないよ……」

「先生、わたしは自分の自由時間を他た者しやとの無む駄だな関わり合いによって消しよう費ひするなど、考えたこともありません」

　香炉はうっとりと水を浴あびながら、

「それはとても下げ劣れつな行こう為いなのです。陽ひの光を浴び、水を得えて思し索さくに励はげむ。わたしたち《魔術師フアルムテイ》のあるべき姿すがたと言えましょう。時間外のお仕し事ごとをするのは余よ裕ゆうのない印しるしです」

「……そうだね……香炉……君きみはいつも正しい……おかげで助かるよ……」

　青年は生せい命めい力りよくに乏とぼしい顔を弟で子しに向け、

「……僕ぼくを正しい道に導みちびいておくれ……いずれ君は僕の後を継ついでくれるのだろう……何だったら今すぐ衣い鉢はつを渡わたしてもいいんだけどね……」

[image: ]

「お戯たわむれを、先生」

　香こう炉ろはコロリと笑い、

「時とき来たりなば、そうすることもあるでしょう。しかしわたしにその意いはありません。先生は先生、わたしは弟で子しです。わたしが先生の寝ね首くびをかく気になるまで、どうか辛しん抱ぼう強くお待まちください」

「……そうするよ……香炉……時とは放っておいてもやってくるやっかいなシロモノだからね……」

　互たがいのことをまったく思いやっていないような口く調ちようでの会話が終わり、師し弟ていの間に沈ちん黙もくがわだかまったが、二人は何やらその居い心ごこ地ちの悪さを楽しむように、ずっと黙だまってそのまま固かたまっていた。

　意味があるのかないのか解わからない会話内容はともかくとして、とりあえず、彼かれ等らの出で番ばんはこれだけである。
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　そうこうしている間に数日が経けい過かして、再ふたたび体たい育いくの授じゆ業ぎようが巡めぐってきた。

　この頃ころになると使用するほうは別として、プール自じ体たいは各学年の各クラスによって使用され、また水すい泳えい部ぶの活動も本ほん格かく化かしていたので、あっというまに新しん鮮せん味みを失うしなっていた。

　とは言え、[image: たつみ]たつみのクラスの番の時に限かぎって、金きん髪ぱつサイドテールの粗そ暴ぼう少女とグラマー眼鏡めがね美女がカラフルな水みず着ぎ姿すがたでプールサイドの一いつ角かくを勝かつ手てにバカンス地ち帯たいにしているのが非ひ日にち常じようといえば非日常だし、いや、あるいは非ひ現げん実じつ的てきというべきか。

　しかし、[image: たつみ]のクラスメイトたちはもっぱら綾あや羽はのおかげで異い常じよう事じ態たいには慣なれていたため、今さら文もん句くや否ひ定てい的てきなセリフを発はつするものはいなかった。森もり村むら千ち夏なつを筆ひつ頭とうとする数人は、どこから来たのか知れない彼女たちよりも、津つ波なみの自じ己こ本ほん位い的てき世せ界かい史し授業にクレームがあるくらいだ。ようは人間、自分の日常を混こん乱らんさせない限かぎりでは、たとえ異い物ぶつであっても受け入れやすいという柔じゆう軟なんな思し想そうを元もと々もと持っているのである。その柔軟さを失わせるものとは、それは成長過か程ていにおいて摂せつ取しゆした、もしくはさせられた環かん境きよう情じよう報ほうに他ならない。

　[image: たつみ]の級きゆう友ゆうたちは、比ひ較かく的てきプラス方向に傾かたむく考え方の持ち主ぬしばかりのようだった。

　今日もまた、水泳の授業でこうしてプール際ぎわに並ならんでいても、媛ひめとすみれ台だいのことを珍めずらしそうに眺ながめたりもしない。あるものはあるのだとしてそのまま受じゆ容ようしてしまうのが吉きちである。とりわけ無む害がいなものに対しては。

「ふむ？」

　しかし綾羽は未いまだに眉まゆの間を曇くもらせていた。

　水泳の授業も二回目となれば生徒を遊あそばせておくわけにもいかず、本日から真ま面じ目めな内容になっている。

　男女別に整せい列れつし、体たい育いく教きよう師しがこれからすべきことを何やら説せつ明めいしているわけだが、綾あや羽はと猫ねこ子こだけは女子のグループに参さん加かせず、[image: たつみ]たつみとともに男子生せい徒と側がわに入っていた。

「どうしたの？」

　[image: たつみ]は難むずかしい顔の綾羽に訊きく。

「まだ何か気になる？」

「ああ」

　綾羽は生き真ま面じ目めな目つきでうなずき、

「やはり奇き妙みようだ。この肌はだ触ざわり……誰だれかに見られている。近くではないが……わたしの感かん覚かくに間ま違ちがいはない」

　どこか不満そうに、

「だが殺さつ気きは感じない……。なんなのであろう、これは。どういうことだ」

　そんなもの、[image: たつみ]にも解わからない。そっと横を窺うかがうと、猫子は浮うき輪わを抱だいてニコニコ顔をしているのみ、ついでに覗のぞき疑ぎ惑わくを抱いだいて藤ふじ崎さきのほうも見てみたが、彼は横目で女子グールプを盗ぬすみ見するのにいそがしいようだった。

　プールサイドの隅すみで日につ光こう浴よく兼けんリゾート気分に浸ひたっている媛とすみれ台だいが眺ながめる中、まともな水すい泳えいタイムが始まる。

　と言っても飛び込みはなし、順番にプールに入って向こう岸きしまで平ひら泳ぎせよ、という教師の指し示じに淡たん々たんと生徒たちは応おうじていく。

　ほどなく[image: たつみ]の番も来て、否いや応おうもなく[image: たつみ]は猫子と一いつ緒しよに水に入った。今日はやや冷たい。

　普ふ通つうに泳およぐ。その後ろを猫子が浮き輪で浮かんだまま水みず鳥どりのようについてくる。その後に綾羽が続いた。

　例によって綾羽の泳ぎは手足をまったく使わない方式で、頭だけを水面に出した人間型がた潜せん水すい艦かんのごとき泳えい法ほうだ。体力も全ぜん然ぜん使っていないようで、呼こ吸きゆうに乱みだれもない。

「ぷふー」

　二十五メートルを泳ぎ切った[image: たつみ]は縁ふちに手をかけてコンクリートの床ゆかに上がり、継ついで猫子の手を引いて上げてやろうとしたが、これに手間取り、代かわりに綾羽が猫子の首くび根ねっこをつかんでプールサイドに放り投げた。

「わひゃ」

　猫子は喜き色しよくに彩いろどられた声を出してストンと脚あしから着ちやく地ちする。名は体たいを表あらわすというか、ますます猫じみてきた。

　綾羽も水から出ようと手を伸ばし、飛び込み台に手をかけた──。

　その時であった。

「うぬう？」

　妙みような声を出すとともに、綾あや羽はが斜ななめ後ろへ首を向ける。

　そして、

「あそこかっ！」

　鋭するどく声を発するや、水面を蹴けるように、いや実じつ際さいに蹴ってプールサイドに躍おどり出た。一いつ心しん不ふ乱らんに睨にらみつけている先を、[image: たつみ]たつみも見てみた。

　プール横の雑ぞう木き林ばやし、その鬱うつ蒼そうたる緑と茶色の風ふう景けい上じよう、ギリギリ見えるくらいに建たて物ものの上部が見え隠かくれしている。

「綾羽、どうしたの？」

　[image: たつみ]の目には、それは高こう層そうマンションの最さい上じよう部ぶしか映うつらない。

　──えーと、前はなかったなぁ。そういや、最近工事してたのはあれか。いつの間にか完かん成せいしてたんだな。

　と、[image: たつみ]が心中で感かん想そうを述のべていると、綾羽が勢いきおい込んで言った。

「あの建物だ！　あそこの屋おく上じように何者かがいた。反はん射しや光こうを見たのだ。きっとお前に標ひよう的てきを合わせているに違ちがいない！」

「へ？」

「行くぞ、[image: たつみ]！　本来なら敵てきの眼がん前ぜんにお前を連れて行くことは躊躇ためらうべきだが、ここに放置してもおけん！」

　言うなり、綾羽はしなやかな腕うでを伸のばして[image: たつみ]の腰こしに手を回した。

「わっ、綾羽……何？」

　なにしろ[image: たつみ]は上じよう半はん身しん裸はだかだし、綾羽は水みず着ぎ一枚なのだ。こうもう密みつ着ちやくしては、そのー。

　しかし綾羽は聞く耳を持たない。強ごう引いんに[image: たつみ]の腰を片かた手てで抱だくと、

「猫ねこ子こ！」

「はぁい」

　もう片方の腕で猫子をつかみ、素す晴ばらしい跳ちよう躍やく力りよくで、飛んだ。

「うわっ!?」

　[image: たつみ]は心しん底そこから驚きよう愕がくの声を出した。

　そう、ジャンプとか跳はねるとかのレベルではなかった。ほとんど綾羽は飛ぶに等ひとしい行こう為いをなしたのである。

　ほんの一ひと蹴けりで十メートル近く上空まで到とう達たつし、重力に引かれて落らつ下かする途と中ちゆうで、さらに空中を蹴る。そこには何もないはずなのに、淡あわく青白い燐りん光こうをまとった綾羽の裸足はだしは、宙ちゆうに見えざる足場があるようにしっかりとそこを踏ふみしめ、再さい度どの跳躍を敢かん行こうする。

「わわわ」と[image: たつみ]。

「わぁい」と猫子。

　二人を両りよう脇わきに抱え、綾羽は空中を跳ねて飛んでいた。尋じん常じようならざるジャンプ力以上に、大気を文字通り蹴けるという超ちよう常じよう現げん象しように[image: たつみ]たつみは理り解かい力りよくが追いつかない。ただ綾あや羽はの持ち物となって運はこばれるだけの物体となりながら、[image: たつみ]はあらためて綾羽の不ふ可か思し議ぎな能のう力りよくをまざまざと見せつけられる思いだった。まさか空まで飛べるとは。

[image: ]

　いきなり叫さけんで空へと消えた綾羽及および二名を、あんぐりと眺ながめているプール際ぎわのクラスメイト達の姿すがたは遙はるか遠くになり、空中跳ちよう躍やくを続ける水着姿の綾羽並ならびに手て荷に物もつ二名は、たちまちのうちに綾羽が目をつけた高こう層そうマンションの屋おく上じようへと到とう達ちやくした。

　綾羽は目を回している[image: たつみ]とケラリとした笑え顔がおの猫ねこ子こを降ろすと、ダッと走って巨きよ大だいな空くう調ちよう機きの影かげへと一瞬で移い動どうした。

「!!!!??？」

　言こと葉ばになっていないような悲ひ鳴めいじみた声が聞こえて、[image: たつみ]はぐらぐらしていた頭をそちらへ向ける。どこか聞き覚おぼえのあるような……この声、誰だれだっけ？

「何なに者ものだ、貴き様さま！」

　綾羽が問といつめている。

「答えろ。ここで何をしている。見たところ《無属ニヴオーズ》のようだが。我われ々われを監かん視ししてどうしようと言うのか。うむ？　それは何だ。見せろ。む、光こう学がく兵へい器きか？」

「あ、あの、その、な、あ……」

　切れ切れに聞こえるそっちの声は若わかい女性のもので、しかも[image: たつみ]もごく最近、いや週に何度も聞いているものだ。

　やっと思い当たった。

「綾あや羽は！」

　慌あわてて[image: たつみ]たつみも走り出し、すぐに目的地に達たつした。

　綾羽が尻しり餅もちをついた女性の前に立ちはだかり、自分の手て元もとを覗のぞき込んでいる。

　その女性の驚おどろき怯おびえた顔を見て、[image: たつみ]は言った。

「先生」

「あ、朝あさ凪なぎ君くん」

　それは古こ文ぶんの新しん米まい女性教きよう師しだった。突とつ然じよ登とう場じようした水みず着ぎ三人組に相そう当とう恐きよう懼くしているようだったが、[image: たつみ]の顔を見て幾いく分ぶんホッとしたようだ。

「何をしているんですか？」

　[image: たつみ]は自分のことを棚たな上あげにして、新米教師に尋たずねる。が、彼女が答える前に、

「この者は、これでわたしたちに狙ねらいをつけていたのだ」

　綾羽が持っていたものを[image: たつみ]に突つきつける。

「双そう眼がん鏡きよう？」

　そう言うしかないものだった。[image: たつみ]はハテと頭をひねり、

「先生、まさかこれでプールを覗いてたんですか？」

「え……まあ、そうなのだけど……」

　どこまでも頼たよりなく言う新米古文教師は、ハッとしたように、

「あっ、でもこれにはワケがあるの。だって、朝凪先せん輩ぱいが……」

「まさか、津つ波なみ姉ねえさんの命めい令れいですか？」

「そうなのです」

　なぜか膝ひざを正しながら、女性教師はかしこまり、

「このマンション、ごく最近できたでしょう？　えと、プール！　ここからだったら望ぼう遠えんレンズで覗かれそうだって、絶ぜつ好こうのスポットになるかもねって言われて、そうだったらマズいから確たしかめるようにと……」

「はあ」

「最近、そういうの流は行やってるでしょう？　盗とう撮さつとか。困こまるじゃない。学校としても。だから、ね。もし見えるんだったら対たい策さくを講こうじないとってことで、わたしが。あ、マンションの管かん理り人にんさんには許きよ可かを取ってる。もちろん」

「つまり、確かく認にん役やくを津波姉さんに押しつけられたんですね？　あ、数日前もここに来てました？　ひょっとしたら」

「ええ、そう。何度か日を変えて確かめてみろって言われて。わたしも授じゆ業ぎようがあるし、空あいてる時間に……。今日が二度目なの」

「[image: たつみ]たつみ」

　綾あや羽はが理り解かい不ふ能のうといった顔をして、

「こやつは何を言っているのだ。これは光こう学がく兵へい器きの一いつ種しゆではないのか」

「ただの双そう眼がん鏡きようだよ、それ。遠くの物を見るだけの道どう具ぐ」

「殺さつ傷しよう兵器ではないのか」

「ぜんぜん。ついでに教えておくと、この人は僕ぼくたちの学校の先生だよ。津つ波なみ姉ねえさんと同じ」

　授じゆ業ぎよう中ちゆうに寝ねていなければ顔を見ているはずだったのだが。

「ふむ？」

　綾羽は全ぜん身しんから放ほう射しやしていた攻こう撃げきオーラを解ときながら、

「では、まるで無む害がいな人間か」

「そうだよ。僕ぼくが保ほ証しようする。先生は僕や綾羽を観かん察さつしてたんじゃなくて、ただここからプールが覗のぞけないか確たしかめてただけなんだってさ」

「覗かれると何か困こまるのか？」

「まあ、色々と」

　[image: たつみ]は藤ふじ崎さきが見せびらかしていた写しや真しんを思い起こしながら、

「この世せ界かいには色々と変な需じゆ要ようがあるからね」

　もう一度、[image: たつみ]は割わりと気の毒どくな女性教きよう師しに、

「それで、ここからプールは見えたんですか？」

「ええ、ギリギリだけど。プール横よこの雑ぞう木き林ばやしがもう少し高くなったり、葉はっぱが多く茂しげるようになると見えなくなるかもだけど、覗こうと思えば見えるかな。その双眼鏡より、もっと倍ばい率りつの高いものが要いるでしょうけれど」

　そんな手て間まをかける人がいるかなぁ、と思う[image: たつみ]は比ひ較かく的てき普ふ通つうの趣しゆ味みをしているからである。この世には何でそんなことするんだか疑ぎ問もんに思う人々で溢あふれている。

「手を打たないといけないかも」

　綾羽が突とつ如じよ降ふってきた衝しよう撃げきから立ち直ったか、それとも[image: たつみ]の顔をみて安心したか、彼女は平へい静せいを取り戻したようだった。

　[image: たつみ]は双眼鏡を綾羽から受け取り、教師に差し出しながら、

「綾羽、心しん配ぱいすることはなかったよ。先生でよかった……って言うべきかな」

「そうか」

　綾羽は表情を改あらためることなくうなずき、

「杞き憂ゆうに終わってよしとすべきだろう。どうやらその者にお前を害がいする意い志しは皆かい無むのようであるからな。しかしだ、今回はまあいいが、だからといって気は抜けないぞ。我われ々われの敵てきはいつどこから何をもって攻こう撃げきするか知れたことではないのだ。心に刻きざみつけておけ。解わかったな？　では、戻るとしよう」

　そうしてまた腕うでを伸のばしてくる。また往おう路ろと同じ空中散さん歩ぽをしようとしているのだろうが、[image: たつみ]たつみはぶんぶんと首を振った。

「綾あや羽は、空飛ぶ以外の戻り方をしようよ。目立ってしかたがないよ」

　それ以前にちょっと恐こわかった。実じつは[image: たつみ]には高こう所しよ恐きよ怖ふ症しようの気けがあるのだ。

　綾羽はどこまでもシリアスな瞳ひとみで[image: たつみ]を見ていたが、

「よかろう。急いで帰る益えきを感じないからな。徒と歩ほでもかまわん」

　水みず着ぎの胸むねをすっと反そらしたところに、猫ねこ子こが押っ取り刀がたなで寄よってきた。よく見たら浮うき輪わを持ったままだ。

「帰りましょーお」

「そうだね」

　答えつつ、[image: たつみ]は屋おく上じようから学校の方へと視し線せんを滑すべらせた。

　──歩いてじゃあ、ちょっと……時間がかかるかなあ。
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　水着姿すがた、しかも裸足はだし。

　そんな格かつ好こうで道を歩く三人を目もく撃げきした通りすがりの人々が、例れい外がいなく好こう奇き心しんの塊かたまりとなってぶつけてくる視し線せんに小さくなるのは[image: たつみ]たつみのみで、綾あや羽はと猫ねこ子こは堂どう々どうたるものだった。

[image: ]

　数メートル離はなれて津つ波なみの後こう輩はい、新しん米まい女性教きよう師しが歩いているが、この距きよ離り感かんが関かん係けい性せいをあまり持ちたくないという心の距離でもあるだろう。

　[image: たつみ]は嫌いやな汗あせをかきながらひたすら学校を目指して歩き、このような姿すがたでいるところを近所の知り合いと出くわさないように祈いのり続けた。

　そのかいがあったか、誰だれかに名前を呼よばれることはなく、[image: たつみ]達たちは校こう門もんをくぐって一直線にプールに向かい、すでに水すい泳えいの授じゆ業ぎようが終しゆう了りようしたちょうどその時に到とう着ちやくした。

「どこ行ってたの？　急に空飛んじゃったりして」

　尋たずねてくる千ち夏なつに、

「いや、ちょっと」

　答えにならない回かい答とうをしておいて、[image: たつみ]はまた猫子の面めん倒どうを見てくれるように依い頼らいした。

「いいけど。綾羽さんとどこ行って何をしてきたのか、あたしはとっても気がかりなんだけど」

「実はね……」

　何となくアホらしい事じ件けんだったので気は進まなかったが、[image: たつみ]は語り始めた。よく考えたら千夏には盗とう撮さつがどうのこうのという話をすでにしており、ならば顚てん末まつを報ほう告こくする相あい手てとしてはふさわしい以上に義ぎ務むとすべき人間である。

　[image: たつみ]の話を興きよう味み深そうに聞いていた千夏は、聞き終えると同時にうなずき、

「そうだったの。ふうん。じゃあ、盗撮うんぬんっていうのは、プールに関しては安心してもよさそうね。ありがと、参さん考こうになったわ」

　そう返へん答とうすると千夏は猫子の手を引いて女子更こう衣い室しつに引っ込み、綾羽もすたすたと入っていった。そして[image: たつみ]も男子更衣室に行く。

　例のごとく急いで着き替がえていると、

「おいおい朝あさ凪なぎ。いったい何をやってたんだ？」

　たまたま横にいた藤ふじ崎さきが訊きいてきた。

「いや、実じつは……」

　千夏に言ったことをそのまま繰くり返すのも二度手で間まだったが、若じやつ干かん疲ひ労ろう気ぎ味みだったせいか、[image: たつみ]は短い時間に発はつ生せいした一部始し終じゆうを話していた。端たん的てきに言うと、プールを覗のぞけるスポットがあったということに尽つきるのだが。

「なーるほーどな」

　半はん袖そでシャツに腕うでを通しながら、藤崎は感かん慨がい深ぶかそうに、

「新しん築ちくのマンションか。それは盲もう点てんだったな。望ぼう遠えん……そうか、望遠か。ふむふむ」

　何か呟つぶやいているが、[image: たつみ]は着替えに没ぼつ頭とうして半分聞いていなかった。聞いていたとしても別べつ段だん何も思わなかっただろう。先さき程ほどの新米古こ文ぶん教師の口ぶりでは、早々に何らかの対たい策さくが打たれることになると知っていたので。

　なおもブツブツ言う藤ふじ崎さきを眼がん中ちゆうから外はずし、着き替がえを終えた[image: たつみ]たつみは安あん堵どの息いきをついて更こう衣い室しつを後にした。

　外ではすでに綾あや羽はと猫ねこ子こが並ならんで待まっていた。
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　その週明けのことだ。

　わずか数日ですっかり夏なつらしさを加か速そくさせた天てん候こうの下、今日も[image: たつみ]とその守しゆ護ご者しや役やくを自じ任にんする二人は教室にいる。

　この時にはすでにプール盗とう撮さつに関かんしての問もん題だいは終しゆう了りようしていた。あの新しん米まい教きよう師しの報ほう告こくを受けた学校側がわは迅じん速そくに手を回してプール横、あのマンション屋おく上じようから覗のぞける範はん囲いに高い防ぼう護ご柵さくを立ててしまった。どうやら津つ波なみが音おん頭どを取ったらしく、迅じん速そくな処しよ置ちだ。

　しかし──。

「朝あさ凪なぎ、ちょっといいか？」

　午前中の休み時間、綾羽の就しゆう寝しんタイム中に、[image: たつみ]に声をかけてきたのは藤崎だった。

　ニヤリとした笑みによろしくない予よ感かんを感じつつ、

「なんだい？」

　手て招まねきに応おうじて教室の隅すみへ行く。いつかと同じ感かん覚かくと予感を覚おぼえていると、はたして藤崎は、

「お前に礼れいを言っておかんとな」

　言いつつ、懐ふところから宝たから物ものを出すように写しや真しんを取りだした。既き視し感かんありありだったが、写うつっているものが違ちがった。

　プールサイドに立ち、カメラ目め線せんでにっこり微笑ほほえみ、サービス精せい神しん旺おう盛せいなポーズを取っているのは──。

「すみれ台だいさん？」

　何やってんの、この人という感じである。

「あと、これ」

　そっちはビーチチェアに寝ねそべる媛ひめが、素そ知しらぬ顔をして、ただし中指を突つき立てて腕うでを伸のばしている写真。

「タッチの差だった」

　と、藤崎。

「何とか柵が立つ前に間に合った。超ちよう望ぼう遠えんレンズの手て配はいに手て間ま取ってさ、ギリだったさ」

　学校サイドの配はい慮りよを上回る用よう意い周しゆう到とうな人物がどこかにいたらしい。どこに？　[image: たつみ]がうっかり口を滑すべらせたのは藤崎である。ということは……。

「藤崎君くん」

[image: ]

　[image: たつみ]たつみは疑ぎ念ねんの目つきを作り、

「君きみさ、何部だっけ？　これに写しや真しん部ぶが関かかわっているのは間ま違ちがいないよね。でないと現げん像ぞうできないし。デジタル印いん刷さつじゃなくて、昔むかしながらの生なま写真なんだろう？」

　気づいていなかったのは[image: たつみ]だけだったろう。この写真の件けんに関かんしては藤ふじ崎さきが黒くろ幕まくないし、それに限かぎりなく近いところにいたなんてことは、誰だれの目にも明らかだ。なにしろ他に該がい当とう者しやが登とう場じようしていなかったのだから。

　藤崎はニマニマとしたまま、わざとらしく目を逸そらして、

「まあいいじゃないか。俺おれが何部でも。どうせ詳しよう細さいなことは言えないんだからな。なんせ──」

　下へ手たなウインクだと[image: たつみ]は思うのだった。

「鉄の掟おきてが俺を縛しばっている。言えないものは言えない。じゃ、まあそういうことで朝あさ凪なぎ。お前なら焼き増ましを格かく安やすで譲ゆずってやる。ついでに相そう談だんだが」

　顔を寄せてくる藤崎に、[image: たつみ]は背はい筋きんを反そらした。

「お前も俺たち鉄の掟連れん盟めいに参さん加かしないか？　難むずかしいことじゃない。カメラを貸かすから、あの綾あや羽は紬つむぎとかちっこい猫ねこ娘むすめのベストショットをパチリと撮とってくれるだけでいいんだ。なんなら学内ひみつネットのパスワードも教える。どうだ？」

　さて、何と言って断ことわろう。

　[image: たつみ]は熱心にそればかりを考える。

　律りち儀ぎに考えることもないのに。

　ただ、綾あや羽はの風ふ呂ろ上がり寝ね間ま着き姿すがたや、時とき折おり見せるきわどい格かつ好こうを自分以外の男どもに見せたくはない──。

　そう言えばいいところを、何な故ぜか言こと葉ばが思いつかないのは、[image: たつみ]たつみもまだ自分の感情に気づいていないからなのである。

　何を今さら、という感じでもあるのだが。

「うーん……」

　こうして[image: たつみ]は考え続け、綾羽は眠ねむり続ける。猫ねこ子こもうたた寝ねをしている。平へい和わな空間での平和な時間。

　それは次の波は乱らんまでのインターバルとして、天が配はい剤ざいしたもうたものかもしれない。

　この学校に入り込んでいる異い物ぶつは、何も綾羽と猫子に限げん定ていされたことではないのだから。

　今この時も、《魔術師フアルムテイ》たちは空くう虚きよな会話を繰くり広げ、《天使テイシユリー》が美び術じゆつ室しつで微笑ほほえんでいる。

[image: ]
















　夏なつなのかどうなのか微び妙みような季き節せつというものだというのが六月下げ旬じゆん。

　とりあえず[image: たつみ]たつみ達たちの住む地ち域いきでは、まだセミが地中から這はいだして騒そう々ぞうしく演えん奏そうし始めてはおらず、しかし時じ代だいを先取りした蚊かなどの羽は虫むしがところどころに飛んでいるシーンを一日一回ほど見たり見なかったりどっちなんだという、まあそんな感じの頃ころのことだ。

　今日もまた滞とどこおることなく学校は開いていて、生せい徒と達たちの新しん鮮せんな頭ず脳のうに数すう列れつだの化か学がく記き号ごうだの昔むかしの人が暇ひまつぶしに書いた文章だの愚おろかしき人じん類るいのまったく学まなばない歴れき史しなどを教え込もうと、手ぐすねを引いて待まち受けていた。

　その高校という名のある意味妖よう怪かい的てきな組そ織しきの腹はらの中に、当とう然ぜんのことながら高校生である朝あさ凪なぎ[image: たつみ]とその一いつ行こうはシロナガスクジラに吸すい込まれたオキアミのように吞のみ込まれており、ここから脱だつ出しゆつするには校門が口を開く夕方になるまで待たねばならない。

　とは言え、[image: たつみ]という少年はこれでけっこう高校生活を気に入っていて、別に嫌いや々いやのように教室に存そん在ざいしているわけではなかった。

　それは[image: たつみ]に常つねに付つき従したがっている綾あや羽はと猫ねこ子こにも共きよう通つうする心こころ意い気きらしいのだが、その二人（正確には一人と一体）は高校だろうがバイト先だろうがデパートビルの屋おく上じようだろうが、[image: たつみ]がそこにいさえすればまったく他のことを問もん題だい視しすることがなかったので、この高校にどれほどの愛あい着ちやくを持っているのかは定さだかではない。

　多た分ぶん、まったく持っていない。

　それはそうだろう。彼女たちがやってきて約二ヶ月になるが、綾羽も猫子も[image: たつみ]以外のクラスメイトと仲なか睦むつまじげにしようという意い識しきはほぼゼロであり、綾羽に至いたっては当とう初しよ[image: たつみ]の半はん径けい二メートル以内に接せつ近きんする誰だれ彼かれ構かまわず攻こう撃げきの対たい象しようにしようとしていたほどだった。

　[image: たつみ]の絶たえざる飽あくなき説せつ得とくによって、このところでは随ずい分ぶんとマシになってはいたが、事じ情じようを知らない学内の生徒達にとってはいまだ危き険けんの対たい象しよう物ぶつとして恐おそれられている。ちなみにその事情はほとんどの人間にとって意味不明のものであり、実じつ際さい的てきに問題の中心に位置していると目もくされる[image: たつみ]にとってもいささか不明であったが、何だかよくわからないがそういうことらしいという、これまた[image: たつみ]は[image: たつみ]的な思し考こう方法によって自みずからをムリヤリ納なつ得とくさせることにしていた。

　もっとも、彼は自分のことなど割わりとどうでもよいと考える人間で、それよりも自分の周しゆう囲いにいる人々に対し、いかに迷めい惑わくをかけずに生きていけるかと腐ふ心しんするような性せい格かくだったから、綾羽や猫子達が登とう場じようする以前よりは何事かを考えて人生を過すごすようになっている。

　それにしては、まだまだ脳のう天てん気きである感じは否いなめないが。
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　その[image: たつみ]の脳天気ぶりはこのところ、綾羽にも伝でん染せんしているようだ。

　今もすっかりと身体からだを弛し緩かんさせ、机つくえに突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てている。目を緩ゆるく閉じたその横顔にはどんな攻こう撃げき性せいも存そん在ざいせず、ただしかし少し寝ね苦ぐるしそうにしているのは、教室内が多た少しよう蒸むし暑あついせいであろう。

　言っておくが今は授じゆ業ぎよう中ちゆうであり、本ほん来らいならばそんなに堂どう々どうと眠ねむっていては教きよう師しにしても立場がないが、一いち応おう制せい服ふくをまとっている綾あや羽はは、その一応という言こと葉ばにふさわしく、特に意味もなくこの高校の生せい徒とに擬ぎしているだけなのでとやかく言うこともないのかもしれない。少なくとも授業を担たん当とうする女性教師にはないようで、まるで綾羽を無む機き質しつな石せき像ぞうと見なして無む視しすることを決意しているようだった。もう一つ、無視すべきものもあって、それは何な故ぜかロングバレルのハンドガンを抱だきしめて教室の後ろに座すわり込む幼よう女じよの姿すがたである。謎なぞと言えば綾羽より謎のようなこの小さな少女は、風ふう貌ぼうから何からどう考えても高校にいていい人物ではないが、この時じ期きにはもうまったく誰だれも気にしなくなっていた。

　ま、いいか。

　そう思うことは人生の端はし々ばしに数多くあるわけで、そうやって流してしまうことが精せい神しんの安あん寧ねいにとって重じゆう要ようであることも多い。いちいち引っかかっていると、そのうち心しん身しんともに害がいになりかねないのであるから、よく解わからないことはよく解らないままに放置することも選せん択たく肢しの一つである。だいたいにおいて、そのうち解るようになるものだし、また解らなかったとしても人生における重大な障しよう害がいになる可か能のう性せいは低い。

　なぜなら、世せ界かいはよく解らない事物に満みちあふれているからである。理り解かいを放ほう棄きするほうがよほど幸こう福ふくな時間を楽しむことができるだろう。そうすることのできない人は本ほん質しつ的てきに不ふ幸こうの要よう因いんを内ない在ざいさせているのである。当とう然ぜん、自分が不幸であることに気づきさえしなければ問もん題だいない。幸こう不幸の基き準じゆんは自分自じ身しんで選せん定ていすべき事こと柄がらだ。他人に迷めい惑わくをかけない限かぎりで。

[image: ]

　その基準で言えば、[image: たつみ]たつみは今の段だん階かいでは幸福とは言えない。

　と言うのも、そろそろ七月に入ろうとしているこの六月下げ旬じゆん、期き末まつ試し験けんへのカウントダウンも始まろうとしていたからだ。些さ末まつな問題と言ってかたづけることはできない。世せ界かいの命めい運うんより遙はるかに重大だ。

　[image: たつみ]は決して怠たい惰だではないが、いったん学校を離はなれると勉強以外にすべきことがそれなりにあって、ライバルたる級きゆう友ゆう達たちよりは家庭でする作さ業ぎように追われることが多いのである。

　それはたとえば、姉あねの世せ話わであったり、綾あや羽はの世話であったり、猫ねこ子この世話であったりする。とにかく朝あさ凪なぎ家けとともに住まう住人たちにまともな食生活を送らせるのは[image: たつみ]の仕し事ごとだった。他の誰だれもできないのだから自分がするしかなく、おのずと自分のために何かする時間は狭せばまることになるわけだ。

　だからと言って自分の不幸を嘆なげいたりはせず、そんなことを思いもせず、

　──ま、いっか。

　の一ひと言ことで現げん状じようを受け入れてしまうのが、この[image: たつみ]という少年のインナースペースの有あり様さまでもあった。

　ふと、[image: たつみ]は横を見た。

　熱ねつ心しんに板ばん書しよを取る[image: たつみ]のすぐ真ま隣となりで、綾羽は机つくえに突つっ伏ぷしている。

「……う……う～む……」

　時とき折おり寝ね顔がおの中で眉まゆを寄よせたり、無む意い識しきのうちに頰ほおに張り付いたほつれ毛けを指ですくったりする以外の動きをせず、綾羽は淡たん々たんと眠ねむり続けていた。

　[image: たつみ]は微笑ほほえみ、心から思った。

　──平和だ。

　開け放たれた教室の窓まどから緩ゆるやかな風が入り込み、日焼けしたカーテンをそよそよと揺ゆらしている。授じゆ業ぎようなど早く終わって欲ほしいと願ねがう生徒ばかりの中、[image: たつみ]はこの時がもっと続けばよいと考えていた。

　彼の心持ちを詩し的てきに表現したわけではなく、もっと現げん実じつ的で率そつ直ちよくな考えである。

　この教室で、そして授業中である限り、綾羽は寝ていてくれるからであり、そうしている限り、綾羽は一人の綺き麗れいな少女としか思えずにすむからだ。

　八つの世界がどうだとか、世界の危き機きが迫せまっているとか、おまけに事じ件けんの中心人物として[image: たつみ]が槍やり玉だまに上がっていたりとか、ついでに不ふ可か解かいな異い能のう力りよくを行こう使しする娘むすめ達たちが五月雨さみだれ式しきに降って現れたりとか、そんなことに心を裂さくよりもっと重じゆう要ようなことがあるのではないだろうか。それは何だと聞かれても、いや、解わからないけれども。

　平和な初しよ夏かの日で、綾あや羽はは静しずかに眠ねむり、猫ねこ子こも大人しく、期き末まつテストは近く、[image: たつみ]たつみの心も安らぎに包つつまれる、これ以上に平へい凡ぼんな日も珍めずらしい。

　他に何を望のぞむ？
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　森もり村むら千ち夏なつは少々退たい屈くつしていた。

　[image: たつみ]と同じクラスにいて、今も同じ時ときを過すごしつつ授じゆ業ぎようを受けている彼女にとって、[image: たつみ]と綾羽は滅めつ多たにないオモシロ人物だった。[image: たつみ]とは旧きゆう知ちで、それまで千夏は彼に何らかの興きよう味みを抱いだいたことはなかったのだが、高校でクラスを同じくし、突とつ然ぜんのように出しゆつ現げんした綾羽という異い物ぶつがやって来た辺あたりで好こう奇き心しんを抱いだくに相応ふさわしいクラスメイトに昇しよう格かくした。しかもツーランクほど。

　その昔むかし、平へい々へい凡ぼん々ぼんたる少年でしかなかった朝あさ凪なぎ[image: たつみ]という名の少年の価か値ちが、千夏の内部でワンランクアップしたのは高校入学時だった。

　そうさせたのは、これまたクラスメイトである石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうの名前が欠かかせない。確たしかに石みたいなこの男子生せい徒とは、どういうわけか[image: たつみ]を親しん友ゆう視しして、いやひょっとしたら友情以上のものを[image: たつみ]に持っているのではないかと妄もう想そうさせるに充じゆう分ぶんな行動を取っていた。もっとも、この意見に賛さん同どうしてくれる人間はあまりいないかもしれない。

　森村千夏、生き真ま面じ目めなクラス委い員いんに見えて、その実じつ、やや妄想癖へきのある少女だった。

　彼女の退たい屈くつの原げん因いんは、まさにその石丸にある。あるいは『ない』と言うべきか。石丸はもうずっと学校に来ていない。綾羽との一対一の戦たたかいに敗やぶれ、そのまま修しゆ行ぎようの旅に出たのだと思われているが、誰だれもが思っているその予よ想そうはほぼ真しん実じつである。いったい今いま頃ごろどこを放ほう浪ろうしているのか、それは知らない。誰も知らないであろう。定てい期き試し験けんまでに戻ってくるつもりがあるのだろうか。そもそも進しん級きゆうする気があるのかどうかも怪あやしいが、[image: たつみ]と学年がずれることは石丸も望まないだろうからそのうちひょっこり顔を見せるようにも思われつつ、このまま出てこないかもしれないし、出てきても活かつ躍やくの場はすでにないかもしれない。

　千夏は嘆たん息そくし、残念な思いをひそかに息いきに込めて吐はき出した。

　──石丸君くんがいないと、朝凪君とのアレコレも想そう像ぞうしにくいのよねえ。綾羽さんとのナニかとか、もう飽あきちゃったし。

　他人のことだと思って、好すきなように空くう想そうする千夏であった。友人とは言え男子生徒の懊おう悩のうやら三角関係を妄想して楽しむより、少しは自分の恋こい路じのことでも考えればいいのに、そんなものにまったく興きよう味みがないのもどうだろうか。まあ、千夏の相あい手てになる人物が未いまだ出てきていないことにその一いち因いんがあるかもしれないが。

　──平和ねえ。

　千夏もそう思い、ぼんやりとした顔を黒こく板ばんに向けた。

　彼女の考える平和と[image: たつみ]たつみのものには大きな隔へだたりがあるのは言うまでもない。千ち夏なつにしてみれば、[image: たつみ]を巻まき込んだ綾あや羽はと誰だれかのバタバタしたコメディ系けい騒そう動どうの一つでも起こってくれないかという期き待たいをしているのだが、[image: たつみ]はすでに命いのちにも関かかわりそうなシリアスな事じ件けんに幾いく度どか遭そう遇ぐうしている。そんなものが何度も起こって欲ほしくないというのは人として当とう然ぜんのことであり、これも[image: たつみ]の心しん情じように限かぎって言えば、千夏的想そう像ぞうの産さん物ぶつたる出で来き事ごとにもあまり出くわしたくはなかった。

　平和で何が悪いのか。

　悪くはない。ただ普ふ通つうなだけである。
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　さて、そのような普通で平凡な時間がしばらく続き、終しゆう焉えんを告つげたのは授じゆ業ぎよう終しゆう了りようの合あい図ずとして鳴なり響ひびいたチャイムの音だった。

「……すう」

　綾羽はどうやら眠ねむりの深いタチらしく、その程てい度どの音おん響きようでは目め覚ざましの代わりにならないようでまだ起きない。だが、[image: たつみ]には彼女を覚かく醒せいに導みちびかねばならない使し命めいがあった。出で来きれば放置しておきたかったのだが、致いたし方ない。

「綾羽。……綾羽」

　肩かたに触ふれ、軽く揺ゆすると、髪かみの長い少女はうっすらと目ま蓋ぶたを開き、[image: たつみ]を認みとめると同時に頭を跳はね上げた。

「む」

　綾羽はさっと周しゆう囲いに目を配くばり、何の変へん哲てつもない休み時間であることを確かく認にんすると、

「何だ、何か異い常じようなことでもあったのか。もしや不ふ審しん人物がどこかに──」

「違ちがうよ」

　と、[image: たつみ]は答え、

「次の三さん限げん目めは情じよう報ほうの授業でさ。教室を移い動どうしないといけないんだ。ほら、もう何度も行ったけど、コンピュータ室」

「ああ、そうか」

　綾羽は髪をかき上げながら椅い子すから立ち上がった。

　特別教室に行く機き会かいは多い。生物教室や化学教室、音楽教室など、そのあたりはさすがの綾羽も学習していた。文もん句くも言わずについてくる。

　ついてくるのは勿もち論ろん、綾羽だけではなく、

「はぁーい」

　猫ねこ子こもちょこちょこと寄よってきて、朗ほがらかな笑え顔がおで[image: たつみ]の腕うでに絡からみついたりするのだった。物ぶつ騒そうな火か器き類るいはどこかに仕し舞まっている。どこにだろう。

　綾あや羽ははチラ、と猫ねこ子この仕し草ぐさを眺ながめて鼻はなを鳴ならし、

「行くぞ」

　短く言って歩き出した。

　綾羽と猫子が手ぶらなのは当たり前のようなものだが、[image: たつみ]たつみはそうはいかない。ノートと教きよう材ざいを机つくえの中から引っ張り出し、平和な教室から廊ろう下かに出た。

　休み時間につき、学校の通路は生せい徒と達たちで雑ざつ多たな具ぐ合あいに混こみ合っていたが、これも学習の成せい果かか、その一人一人にガンを飛ばすことは綾羽も控ひかえていた。そうそう暗あん殺さつ者しやが混まざり込んでいないことを学まなんだのか、または日中の学内では『敵てき』とやらも手て控びかえしているらしいとあたりをつけることにしたのか。

　ここはそういうお約やく束そくになっているから、と言っておくべきかもしれない。

　ともあれ、[image: たつみ]は颯さつ爽そうと歩く綾羽に伴ともなってコンピュータ室へ向かい、その後を猫子が追ってくる。同じ教室の他のクラスメイトと交まじりながら、三人は校こう舎しやの隅すみにある特別教室に到とう着ちやくした。
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　コンピュータ室はその名の通り、パソコンがずらりと並ならんでいる教室である。実じつは情じよう報ほうと言えば聞こえはいいが、特に特別な講こう義ぎ内容ではない。せいぜい表ひよう計けい算さんソフトやワープロの使い方を習う程てい度どである。

　おまけにここにあるコンピュータは外部に接せつ続ぞくされていない。つまりインターネットに繫つなげることは不ふ可か能のうだった。二年ほど前、致ち命めい的てきな情報流りゆう出しゆつを起こしてしまって以来の措そ置ちであるのだが、それが誰だれのしでかしたどんな事じ件けんなのかは[image: たつみ]は知らず、また特別残ざん念ねんに感じることでもなかった。

　コンピュータ室にあるパソコン同どう士しは一いち応おうの面めん目ぼくのように繫がっているので、ごく小しよう規き模ぼなイントラネットと言えなくもないが、今時ネット接続できないとは時じ代だい錯さく誤ごにもほどがあるという声もあるとかないとか。校内ネットだけではつまらないのは当とう然ぜんで、しかし怪あやしげなウイルスの混こん入にゆうを遮しや断だんするにはこれ以上の対たい抗こう策さくもない。どこの世よにも不ふ届とどき者はいる。

　[image: たつみ]が割わり当てられた自分の席せきに着き、パソコンを立ち上げている間に、綾羽は悠ゆう然ぜんと隣となりに座すわってすぐに顔を伏ふせた。居い眠ねむりの続きである。

　いかなる授じゆ業ぎようも彼女の興きよう味みを引くことは不ふ可か能のうのようで、いかにも綾羽が全力を傾けい注ちゆうする任にん務むはただ一つ、[image: たつみ]の身みを守まもることのみだった。そのためには寝ねずの番をもし、その代わりに昼に眠るのである。吸きゆう血けつ鬼きでも最近はもうちょっと融ゆう通ずうが利きくと思うが。

　そして日中、[image: たつみ]の護ご衛えいをメインに務つとめるのは猫子の役やく割わりだった。

「うふーふ、ふふーん♪」

　いつもそうなのだが、この時間の猫子は比ひ較かく的てきご機き嫌げんな笑え顔がおを浮かべていた。注意深く観かん察さつしていないと解わからないレベルだが、情じよう報ほうの授じゆ業ぎよう、コンピュータ室にいる時の彼女はどこかいつもより楽しげなのである。

[image: ]

　ここで基き本ほん設せつ定ていを思い出しておこう。《科マ学ー者ガ》とかいう世せ界かいから派は遣けんされた猫ねこ子こは、正せい式しき名めい称しようＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００５という人ひと型がた兵へい器きなのだった。時々忘れそうになるが、そういうことになっていて、つまりはロボットとかアンドロイドに近い。というよりそのものだ。

　当とう然ぜん、その小こ振ぶりな頭ず蓋がいの中にあるのも電でん子し頭ず脳のうとか何とかチップなのだろう、と[image: たつみ]たつみは適てき当とうに感じている。

　きっと、猫子にしてみれば、この世界のコンピュータなどソロバンに近いものだと思うのだが、それでもどこか仲なか間ま意い識しきを感じているのではないだろうか。

　そんなわけで、[image: たつみ]は訊きいてみた。

「ねえ、猫子」

「はぁい。なんでしょーかぁ、お兄にいちゃーん」

「猫子は、コンピュータを使えるのかい？」

「ふぅーん、にゅうー？」

　猫子は大いに首を傾かしげ、ただし笑え顔がおと大おお口ぐちを開いて、

「ここのこのヒトたちとはぁ」

　と、並ならんでいるパソコンを指差し、

「まったくお話できませぇん。だって口をきいてくれませんからぁ。石ころみたいなものでぇすー。でもーぉ、電気がいっぱいパチパチしてるのでぇー、ここにいると安心しまぁす。あたしの生まれた工場とちょっと似にてますからーっ」

　そういうものなのか、と思う[image: たつみ]たつみだった。

「パソコンをヒトって言うの、猫ねこ子こらしくていいね」

　そう感かん想そうを述のべると、猫子は本当に嬉うれしそうにうなずいた。

「はぁい。とっても原げん始し的てきなヒトたちですけどーっ。まるでご先せん祖ぞ様さまみたいでーすっ」

　いつかこの世せ界かいのパソコンも猫子みたいになるのかぁ、そうなったら楽しくなるか、ややこしくなるのかのどっちかだなぁと、[image: たつみ]が悠ゆう長ちように考えているうちに、授じゆ業ぎよう開かい始しのチャイムが鳴なった。
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　期き末まつ試し験けんの科か目もくには情じよう報ほうの授業も含ふくまれる。よって生せい徒と達たちはいつもより比ひ較かく的てき熱心に学業を演えんじていた。[image: たつみ]もその一人で、現げん在ざいコンピュータ室で目と耳を完かん全ぜんに閉ざしているのは綾あや羽はくらいのものだった。

　そして猫子は──。

　綾羽の言いつけ通り、教室の後ろに陣じん取どって受じゆ動どう的てき戦せん闘とう態たい勢せいに入っている。軽けい機き関かん銃じゆうの銃口を天てん井じように向けるように抱だきつつ、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに対たい応おうすべく待たい機きモード。

　そしてこれまた、猫子にとってもいささか退たい屈くつな時間だった。

　猫子はアンテナ頭を振って、パソコンに向かって操そう作さする[image: たつみ]達を眺ながめ渡わたし、何ら異い常じようのないことを確かく認にんすると目を閉じた。猫子は視し覚かくに頼たよらなくとも周しゆう囲いの状じよう況きようを的てき確かくに認にん識しきするだけのセンサーを持ち合わせている。光こう学がく情報は補ほ佐さと言ってもよかった。




〈空くう間かん受じゆ動どう探たん知ちレーダ作動中……異常なし〉

〈熱ねつ源げん探知センサー作動中……異常なし〉

〈result……半はん径けい三キロ以内に物理的脅きよう威いは感知されず〉




　猫子が持つ情報は、綾羽とそう違ちがわない。《科マ学ー者ガ》の世界から派は遣けんされるときに、各世界に関するデータをインプットされており、毎日のようにアップデートを繰くり返していたが、本国から送そう信しんされる情報は奇き妙みように断だん片ぺん的てきですらあった。以前、《不死人アーザール》による攻こう撃げきがあった時、《科学者》ならば事前にそれを予よ測そくしていてもよかったものだが、なぜか猫子には伝つたえられていなかった。猫子の電でん子し精せい神しんを構こう成せいする中ちゆう枢すう意い識しき体たいは、それを不ふ可か解かいと捉とらえていたが、トラキライザモジュールがその疑ぎ惑わくにストッパーをかけ、結けつ果か的てきに猫子の総そう体たい意識は創そう造ぞう主しゆである《科マ学ー者ガ》に対して疑うたがいを得えるまでには発はつ展てんしていない。

　さらにエモーションドライブが強力な第だい一いち次じコマンド、「[image: たつみ]たつみを守まもれ」という命めい令れいを発し続けたため、早い話、猫ねこ子こは「不ふ可か解かいだと思った」というその記き憶おくを封ふう鎖さした。自分の自じ律りつ機き動どうを阻そ害がいする要よう素そとなりかねなかったためである。

　猫子はそれなりに学がく習しゆう機き構こうを持っていたが、任にん務むに役立たないと判はん断だんされたデータは蓄ちく積せきされない。これはもともとそのように作られたからでもあった。彼女の見かけは十歳さい以下で、精せい神しん構こう造ぞうも外がい見けんに合うようにセッティングされていた。

　猫子は待たい機きモードからスリープモードへ移い行こうする。

　彼女が綾羽の言いなりとなって銃じゆうを持ち、教室に控ひかえているのはポーズである部分が大きかった。猫子がこうしているゆえに、綾羽は少しは安心して眠ねむりにつけるのだ。そして、綾羽、《妖精アプリリス》に適てき度どの休きゆう息そくを与えるのは猫子に課かせられた秘ひめたる任務の一つだった。これは[image: たつみ]にも明かしていない。

　猫子のデータベースには《剣メ精イ》と《魔術師フアルムテイ》、それから《天使テイシユリー》が比ひ較かく的てき至し近きんにいるという知ち識しきが格かく納のうされていた。うち、《剣精》は今のところ味み方かたでよく、《魔術師》と《天使》がこの時間帯に手出ししてくることはないはずだ。後者二つが独どく自じ行動を今ここで取るようなことがあれば、それこそ《剣精》が防ぼう御ぎよ行動に走るだろう。

　彼女等はそのためにここにいる。

　猫子の中ちゆう枢すう意い識しきは安心の信号を伝つたえてきた。スリープモードが続行される。

　その時──。

　猫子はどこかで小さな声を聞いたように感じ、頭を上げた。スリープを解かい除じよ。

「んーっん？」

　猫子はアンテナを揺ゆらす。

　声──すぐに否ひ定ていされる。音。それも可か聴ちよう音おん域いきにあるものではない。いや、音でもない。

　やはり声──。

　声じゃない？　違ちがう？　複ふく数すうのランダム信号。シグナル。コーデッドメッセージ？

　該がい当とうなし。《科学者》の人ひと型がた兵へい器き間で使われる電でん磁じ通つう信しん波はのようにも感じたが、あまりにも微び弱じやくだった。ただしランダムな中にも恣し意い的てきな作動をサーチできたように思う。

　猫子は目を開き、コンピュータ室を見回した。

　リンクされた電子計算機の群むれ。そのあまりにも粗そ末まつなネットワークの中を電気が行き交かっている。猫子からしたら単たんなる電流と電でん圧あつでしかない数すう値ちのみの電子の交こう錯さくだ。

　ノイズだろうか。

　猫子は探たん査さ深しん度どを一段下げてみた。

　やはり有ゆう意いの信号を認にん識しきすることはできなかった。雷かみなりのような自し然ぜん現げん象しように近かった、と猫子の検けん索さくモジュールがデータベースから浚さらい上げてくる。

　[image: たつみ]たつみや千ち夏なつが教きよう師しの講こう義ぎに従したがってパソコンを操そう作さし、綾あや羽はが眠ねむり続ける中、猫ねこ子こはじっと首を傾かたむけて再ふたたび声がしないか探たん査さ範はん囲いを広げてみる。

　さらさらとした電でん子しの流れる音だけが聞こえる。

「ふぇ？」

　自じ己こ診しん断だんデバイスが瞬しゆん時じに作動、その結けつ果かがチェッカーを通つう過かして届とどけられ、受け取った中ちゆう枢すう意い識しき体たいはコーションオールグリーンと判はん定ていしたが、念ねんのためアナライザを起き動どうした。その間、猫子は再さい度ど、スリープに入った。

　そしてそのまま何も起こらず、やがて授じゆ業ぎようは終わった。

　その時は、何も。
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「ふーっ、と」

　[image: たつみ]にしては珍めずらしく、比ひ較かく的てき明るい大きな息いきをついた。

　凝こりをほぐすように頭を回していると、

「よほど安あん堵どすることでもあったのか」

　綾羽が疑うたがわしそうな声で尋たずねてくる。

「いやぁ、次の授業は家か庭てい科かだろう？　今回のは調ちよう理り実じつ習しゆうだから、試し験けんとは関かん係けいないんだよ。出しゆつ題だい範はん囲いとか、気にする必ひつ要ようもないし」

「ふむ？」

　コンピュータ室からクラスに戻る道すがらである。猫子も普ふ段だん通りの顔で[image: たつみ]のそばにいた。ぴっこり伸のびたアンテナ髪がみをゆらゆらさせつつ、余よ計けいなことは何一つ言わず。

　綾羽が腕組みをして、ことさら難むずかしい顔で、

「調理実習とは初めて聞いたぞ。それは何だ」

「あれ、綾羽は初めてだっけ？」

　[image: たつみ]は思い出す顔をつくり、

「つまりさ、料理の授業だよ。僕にとっては得とく意い科か目もくだね」

　やや得意そう言った[image: たつみ]のセリフは、綾羽には逆ぎやく効こう果かだったようだ。

「[image: たつみ]、それは遠回しにわたしが不得意だと宣せん言げんしているように思えるぞ」

　歩きながら綾羽は[image: たつみ]を睨にらみつけ、

「わたしとてこの世せ界かいの調ちよう理り器き具ぐや原材料に慣なれ親しめば、すぐにでもだな──」

「わ、解わかってるよ。そう恐い目をしないでよ、綾羽」

「ふん」

　綾羽は顔を逸そらし、黙だまるかと思ったら言い足たらなかったようで、

「そうか、調ちよう理りの授じゆ業ぎようか。ならば、わたしも休きゆう息そくを取らず、参さん加かすることにする」

「いやぁ、それはその、ちょっと……」

　言いよどむ[image: たつみ]たつみに、

「何が、そのちょっと、だ。いいか、これはよき機き会かいだ。お前にわたしの料りよう理りを味あじ合わせてやる。心しん配ぱいするな、わたしには秘ひ策さくがあるのだ」

　どこか自じ信しん気げな綾あや羽はだったが、[image: たつみ]の不安は募つのるばかりである。

「あのさ、せめて包ほう丁ちようは僕ぼくに握にぎらせてよね。あと、鍋なべとか、えーとフライパンとか、計けい量りようカップとか」

「お前はわたしに何もするなと言っておるのか」

　てっきり怒おこり出すかと危き惧ぐしたのだが、綾羽は意外にも不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。

「まあ、よいであろう。それでいい。わたしがしたいのは、最後の仕し上あげだからな」

　その仕上げとやらが心配なのですが……。

　と、当とう然ぜんの危惧の念ねんを抱いだきつつ、[image: たつみ]は口を閉とざして曖あい昧まいにうなずいた。

　希き望ぼう的てき観かん測そくその一。

　綾羽が何をするつもりなのかは知らないが、家か事じ手て伝つだいのスキルが上じよう昇しようしてくれたら[image: たつみ]の日にち常じよう生せい活かつは少しは楽らくになり、またハリがでるに違ちがいない。

　うん、きっとそうだ。

[image: ]

　[image: たつみ]たつみは必ひつ死しで現げん実じつの好こう転てんを前向きに検けん討とうしてみた。

　だが、そう考えてはみたものの決して良よくない現げん況じように置かれているとき、人はたびたび儚はかない希き望ぼうを夢む想そうし、結けつ果かとしてまさしく儚さのなんたるかを知る……のではないか──という本心を隠かくしきれない[image: たつみ]だった。

　確たしかに、結果的に、綾あや羽はの自じ信しんから来る行動は、まあまあ妙みような事じ態たいを引き起こしたのだが。
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　たびたび繰くり返しているようで気が引けるのだが、猫ねこ子こには[image: たつみ]の半はん径けい五メートル内から外はずれると自じ爆ばくのスイッチが入ってしまうという設せつ定ていになっていて、誰だれだこんなキャラ的に面めん倒どうで動かしにくい設定をしたのは、と言いたいところでもあるのだが、ともかく、特に描びよう写しやすることがなくても猫子の姿すがたは常つねに[image: たつみ]の半径五メートル以内限定で存そん在ざいしていることを、覚おぼえておかなくてもいいが記き憶おくのどこかにとどめておいていただければ幸さいわいである。

　というわけで、家庭科教室でも猫子は[image: たつみ]とともにあり、班はん分けによって数チームにばらけられた[image: たつみ]の班の一いち員いんとして混まざり込んでいた。

　もちろん綾羽も自動的に[image: たつみ]班で、運うん悪く同じ班になってしまったクラスメイトたちの顔に不安の要よう素そを着ちやく色しよくさせていた。

　そうでないのはただ一人、

「なんだかね、思うんだけど、朝あさ凪なぎ君くん一人に任まかせておいたほうが美お味いしく食べられるものができるんじゃないかな」

　森もり村むら千ち夏なつがもっともな正せい論ろんを口にして微笑ほほえんだ。

　学校指定の白いエプロンと頭には三さん角かく巾きん、派は手でさはないが実用的で、実はこういうところが本当は重じゆう要ようなのである。見かけに騙だまされてはいけない。

　いつわりなき高校生が制せい服ふくの上にまとっている、この粗そ末まつなエプロンに装そう飾しよく性せいはないが、問もん題だいなのは中なか身みであり、また意い義ぎなのだ。要よう素そとはすなわち、シチュエーションである。

　千夏と同じ班組になって、[image: たつみ]の安あん堵どゲージがちょっぴり上じよう昇しようした。

　彼女なら綾羽の過か度どの危き機き意い識しきも相そう当とう薄うすれているはずだし、千夏は石いし丸まるに次いで気き心ごころの知れているクラスメイトだ。

　だが、しかし家庭科教室に足を踏ふみ入れた綾羽はいきなりご機き嫌げんナナメであった。

「なぜ、あやつらがここにいるのだ」

　綾羽もエプロン姿すがたなのは言うまでもなかろう。

「目め障ざわりきわまりないぞ」

　不ふ機き嫌げんな声が向いているのは、教室の隅すみ。

　そこにお馴な染じみの二人組がいた。といっても[image: たつみ]にとって『お馴染みの』という枕まくら詞ことばがつくコンビには二種しゆ類るいが該がい当とうするが、いたのは善よし悪わるしで言えば圧あつ倒とう的てきに善いほうの二人だった。

「さあ？」

　[image: たつみ]たつみはのんびりと答える。

「きっと調ちよう理り実じつ習しゆうに参さん加かしたかったんじゃないかなぁ。いつも食しよく堂どうだと飽あきるだろうし」

「やっていることは同じであろうに」

「せめて場所だけでも変えてみようと思ったんじゃないかな」

「しかも、どうしてああもこれ見よがしなのだ。何だ、あの大たい量りようの食しよく材ざいは」

「うーん、実じつに高こう級きゆうそうなのがそろってるね。うらやましいよ」

　家か計けいと食しよく卓たくの味あじを任まかされている[image: たつみ]にしてみると垂すい涎ぜんの的まととなるような、それはそれは高そうでかつ新しん鮮せん、その上山盛もりの材ざい料りようがテーブルにうずたかく積つまれていている。

　[image: たつみ]と綾あや羽はがこそこそ話し合っていると、当とうの話題の主ぬし二人が、一人はつかつか、一人はしずしずと近づいてきた。

「あらあら[image: たつみ]様さま。奇き遇ぐうですわねえ」

　丸まる眼鏡めがねのメイド、すみれ台だいがにこにこと話しかけてくる。

「たまには食堂から離はなれてみようかと思いまして、こちらの教室をお借かりすることにしたのですわ。他に調理場はないそうですし」

「何が奇遇なものか」

　綾羽がそっけなく返した。

「どうせ我われ々われがここに来ると知って、先回りしていたのであろう。だが、まあよい。すみれ台、お前ならまだ許きよ容よう範はん囲いだ。この部へ屋やは料りよう理りを学ぶための場所らしいからな」

　綾羽の鋭するどい目はすみれ台の傍かたわらへ向いた。

　そこにいるのは小こ柄がらな金きん髪ぱつサイドテール、エプロンの代わりに装そう備びしているのは肩かたに担かついでいる木ぼく刀とうのみである。

「して、媛ひめ。お前はここで何をするつもりなのか。その粗そ末まつな棒ぼうきれの素す振ぶりか」

「うっさいバカ」

　綾羽より頭一つ小さい媛だったが、眼がん光こうだけは負けていない。

「あたしは生まれついての貴き族ぞくなのっ。料理なんか、ほっといても誰だれかがやってくれるものに決まってるじゃないの！　自分でするなんて堕だ落らくもいいところだわっ」

「言っているがいい」

　綾羽はどことなく見下ろすように、そして実じつ際さいに見下ろしながら、

「できぬもののイイワケとして認みとめてやろう。お前は指をくわえ、わたしの調理を眺ながめていろ。伏ふして乞こうならば、一さじほど分けてやってもよいぞ」

「だーれが、あんたなんかの施ほどこしをっ！」

　激げつ高こうする媛の横で、すみれ台はあくまで笑えみを崩くずさない。この程てい度どの諍いさかいなどほんの軽いお遊あそび、子こ猫ねこ二匹ひきがおもちゃの取り合いをしているようなものだと知っているからである。

[image: ]

　[image: たつみ]たつみも知っていた。そして驚おどろいてもいた。

　それは媛ひめとすみれ台だいがここにいるよりも巨きよ大だいな驚きであった。

「え？　綾あや羽は」

「何だ」

　なおも喚わめき立てる媛から目を逸そらさず、綾羽が言った。その綾羽に、

「えっと、綾羽も調ちよう理りするつもりなの？」

「そうだと言ったらなんとする」

「いや、なんともしないんだけど……。というか、僕ぼくがやって欲ほしいのは出で来きるだけ何もせずというか……」

　ここでやっと綾羽は[image: たつみ]の顔を見た。

　ちょっと怖こわい。

「気が変わった」

　綾羽はあっさりと、

「見よ、[image: たつみ]。奴やつらが用意した材ざい料りようの数々を」

「さっきから見てるよ」

「よく見るのだ。中にはこの世せ界かいにない動どう植しよく物ぶつが混まざっている」

「はー……」

　そう言われても、[image: たつみ]たつみにはどれがなにやら判はん別べつがつかない。解わかるのは高こう級きゆう食しよく材ざいっぽい、ということくらいだ。

「すみれ台だいめ、《剣メ精イ》の世せ界かいからわざわざ取り寄よせたものと見える。自じ国こくの料りよう理りを振る舞まおうというのだ。[image: たつみ]、これはわたしへの挑ちよう戦せんだ」

　何をどう解かい釈しやくしたらそういう結けつ論ろんに達たつするのだろうか。

「ならばわたしも受けて立たねばならない。案あんずるな、わたしにも郷きよう土ど料理を一つや二つ、軽々作り上げるだけの技ぎ量りようはあるぞ。いや、待まて」

　言こと葉ばを挟はさもうとした[image: たつみ]を手で制せいし、

「お前の言いたきことも解らんではない。確たしかに、わたしはこの世よの調ちよう理り器き具ぐには不ふ慣なれだ。それは自分でも解っている。しかし、だ」

　ずい、と顔を寄よせてきた綾あや羽はの目の鋭するどきこと、草そう原げんを走る野のネズミを発見した鷹たかのごとしであった。

「それでもわたしはやらねばならない。不ふ利りには違ちがいない。わたしには母ぼ国こくの原げん材ざい料りようの手持ちがないのだからな。この世界の食材で戦たたかわねばならない。なぜなら」

　威い勢せい良く、綾羽は言い切った。

「料理の問題とはいえ、これはれっきとした世界と世界の戦いだからだ！」

「そうなの」

「何だ、その反はん応のうは。もっと神しん妙みようにするがよい。判はん定てい役やくは[image: たつみ]、お前にやってもらうのだからな」

　[image: たつみ]はおそるおそる、綾羽から視し線せんを外はずし、家庭科教室の黒こく板ばんを見やった。

　クリームシチューとサンドイッチ。

　この時間に作ればいいのはそれだけのはずだった。[image: たつみ]の腕うでならどちらも楽らく勝しようのはずでもあった。なのにどうしてこういうことになってしまったのか。

　あまりの不ふ思し議ぎさに[image: たつみ]が頭をねじっているうちに、調理実じつ習しゆうと称しようした料理勝しよう負ぶが始まった。
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　当とう初しよ、森もり村むら千ち夏なつは[image: たつみ]と同じ班はんになったことを喜よろこんでいた。別に料理は得え手てでも不ふ得とく意いでもないが、面めん倒どうなことはすべて[image: たつみ]が率そつ先せんしてやってくれるだろうと考えていたからである。

　そこに媛ひめとすみれ台が闖ちん入にゆうしてきて、なにやら綾羽は一人でやる気になっている様よう子す。千夏の目にはどうしても痴ち話わ喧げん嘩かっぽく見えてしまう。

　[image: たつみ]と綾羽と猫ねこ子こが昼休みのたびに食しよく堂どうですみれ台に昼食を振る舞われているのは、千夏でなくとも今や全校生せい徒とが知っている。なんとなく料理ベタらしい印いん象しようのある綾羽のことだ、それは相そう当とうな恥ち辱じよくであったに違いない。美人でグラマーメイドなすみれ台に対たい抗こうし、もしや自じ宅たくでも自みずから料りよう理りをかって出ていた可か能のう性せいもある。

　もちろんエプロン着ちやく用ようで。

　──いえ、むしろ……。

　と、千ち夏なつは妄もう想そうする。

　──エプロンのみだったりして。素す肌はだに布ぬの一枚の格かつ好こうで、こう、朝あさ凪なぎ君くんを挑ちよう発はつするように……。

　どこまでいっても妄想である。そんなバカな。

　千夏はニンジンの皮かわを剝むきつつ、せっせと妄想に励はげんでいた。

　──石いし丸まる君くんがいなくなっちゃって三角形の一いつ角かくが崩くずれたけど、ここにすみれ台だいさんと媛ひめさんを入れるのもいいわね。いえ、ちょっと待まって。それより石丸君の線せんは維い持じしつつ、この二人をはめ込めば……五角形……そうね、五ご芒ぼう星せいみたいな形になるじゃない。これは恋こいのさや当てペンタグラムね。ああでも、朝凪君を中ちゆう心しんにしようとしたら形が……。あ、猫ねこ子こちゃんも加くわえたらいいのか。でもねえ、あの子はちょっと小さすぎるし。

　よくまあ、そんなことを考えながら包ほう丁ちようを使えるものだと感かん心しんするが、機き械かい的てきな作さ業ぎようはかえって頭の回転をよくする効こう果かもあるのである。

　──問題は朝凪君がそこまで女の子に好すかれるタイプにはどうしても見えないってことね。全ぜん然ぜん、受け手に回ってばかりだし。石丸君相あい手てだったらそれでもいいんだけどねえ。

[image: ]

　千ち夏なつが一いつ見けん、黙もく々もくと実じつ習しゆうに参さん加かしている一いち女じよ生せい徒とを演えんじている脇わきで、綾あや羽ははなぜか喜き々きとして寸ずん胴どう鍋なべに水を張り、コンロにかけて千夏が皮かわむきを終えたニンジンを切り分けもせずに投入していくのだった。

　妄もう想そうに没ぼつ頭とうする千夏は気づかず、すみれ台だいと媛ひめは自分たちのテーブルに戻っている。調ちよう理りに取りかかっているのはすみれ台のみで、媛は退たい屈くつそうに窓まどの外を眺ながめているだけだ。

　ただ一人、それを不安そうに見ている[image: たつみ]たつみである。
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　猫ねこ子こも退たい屈くつだった。

　退屈を感じる機き能のうが付ふ随ずいしているほど、この少女型人ひと型がた兵へい器きは高こう性せい能のうなのである。そこまで人間に似にせなくてもいいだろうに。

　彼女にとって、綾羽がちゃんと目を覚さまし、また《剣メ精イ》の二人が同どう室しつしているという事じ態たいは望のぞましいものだった。

　これでは敵てき側がわに回った勢せい力りよくもおいそれとは手を出してこれない。

　いや、くるかもしれない。特に《魔術師フアルムテイ》は何を考えているのか分ぶん析せき不ふ能のうな行動を取るから。

　しかし、今この場で仕し掛かけてくる確かく率りつは著いちじるしく低いと算さん出しゆつされる。

　[image: たつみ]の傍かたわらで、思い切り笑え顔がおでいるだけの猫子だが、一いち応おうこれでも考えることは考えているのだ。そうでもなければ本当に存そん在ざい意い義ぎが単たんなる妹いもうとモドキになってしまうし、これはそんな妹モドキと友ゆう愛あいをはぐくむことにカタルシスを見いだす物語ではないのでなおさらである。ま、それはいいのだが。

「ん？」

　猫子のアンテナ髪がみがぴくりと揺ゆれた。

　きょろりと教室内を見回す。猫子のつぶらな瞳ひとみがおのおの料りよう理りの準じゆん備び段だん階かいにある生徒たちを走そう査さして、もとの位置にもどった。

　首をかしげる。

　この一いち連れんの動どう作さに[image: たつみ]も綾羽も気づいていない。綾羽は謎なぞの料理に熱中しているし、[image: たつみ]はそんな綾羽を不安そうに見み守まもりながら、自分担たん当とうのホワイトシチュー作さく成せいに余よ念ねんがない。

　何だろう。

　猫子の記き憶おくデバイスの浅い部分が、同じ現げん象しようを浮上させた。

　声。

　さっきの授じゆ業ぎよう中ちゆう、コンピュータ室で知ち覚かくしたものと同じ波は長ちようだ。それがまた聞こえた。

　猫子は走査レンジを広げてみる。即そく座ざに該がい当とう、場所も同じ、コンピュータ室だ。そこに微び弱じやくだが不ふ規き則そくな動きをするデータがある。

　探たん査さモード。現げん在ざい、コンピュータ室は別のクラスが使用している。つまり、コンピュータネットワークが作さ動どうしている。

　猫ねこ子この中ちゆう枢すうにある意い識しき体たいは瑣さ事じだと判はん断だんを下してきた。しかしエモーションドライブが否いなを唱となえ、好こう奇き心しんを訴うつたえている。不ふ可か解かいなことを放置するのはいかがなものか。

　危き険けん性せい・重じゆう要よう性せいともに低い、と中枢意識体から瞬しゆん時じに返答があった。猫子の総そう体たいとしても同意見だったが、エモーションドライブは調ちよう査さすべきという意見を覆かくさない。トラキライザモジュールは作動するまでもないと判断し、現げん状じようを静せい観かんする構かまえだ。

　この学校内で作動するすべてのコンピュータを総そう合ごうしても猫子単たん体たいの演えん算ざん処しよ理り速そく度どに遠く及およばない。ましてやスタンドアロン型ネットである。《科マ学ー者ガ》の世せ界かいから来た猫子にとって、彼女が接せつしたどの携けい帯たい端たん末まつより何もかもが劣おとっていた。オモチャとして見てもレベルが低すぎる。積つみ木レベルだ。

　結けつ果かとして、猫子は判断を保ほ留りゆうし、ただし知ち覚かくの指し向こうをコンピュータ室に据すえ置くことにした。

　この間、ゼロコンマセカンド秒びよう。

　見かけ上の猫子は、ひたすらニコニコとして[image: たつみ]たつみのそばにある。
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　調ちよう理り実じつ習しゆうは滞とどこおりなく進められていた。

　綾あや羽はが自じ発はつ的てきにシェフを務つとめているおかげであるのは皮ひ肉にくなことだった。これがパートナー的な手て伝つだい係がかりであったとしたら、また小さくも一ひと騒そう動どうとなっていただろうから、と[image: たつみ]は思う。

　綾羽を気にしつつも、[image: たつみ]は着ちやく々ちやくとクリームシチュー作りにいそしんでいた。特に難むずかしいことはない。具ぐ材ざいを切り分け、肉にくを炒いため、ジャガイモその他の野や菜さい類るいとキノコ類を鍋なべに投入して煮に込こみ、市し販はんのシチューの素もとを入れるだけだ。

　[image: たつみ]的にはそのシチュー素から作りたかったのだが、そう凝こったことをさせて食料を無む駄だにさせてしまう可か能のう性せいを家庭科の教きよう師しが感じたのだろう。用意されたレシピはしごく簡かん単たんなものだった。

　サンドイッチ担たん当とう組ぐみはもっと簡単である。薄うす切ぎりパンにバターとマスタードを混まぜて塗ぬり、ハムやら野菜やらを挟はさむだけでいい。もともとサンドイッチというのは簡単に作れて簡単に食べられるように開発された歴れき史しがあるので、どうやったってヘタなものはできにくい。

　できたら綾羽もそっちに回って欲ほしかったのだが。

「うむ。む」

　なにやら難むずかしい顔で鍋なべをかき混まぜている綾あや羽はが目にとまった。オタマをすくい上げ、ちょいと味あじ見みをした。と思ったら、食しよく卓たく塩えんの瓶びんを取り上げて適てき当とうとしか思えない量りようを振りかける。そうしておいて綾羽は瓶をしげしげと見つめ、

「[image: たつみ]たつみ、これは塩えん分ぶんでよかったのか？」

　などと訊きいてくる始し末まつである。もしそれが砂さ糖とうだったらどうするつもりだったんだろう、と思いながら[image: たつみ]はうなずいた。

　綾羽の鍋の内ない容ようがどうなっているのか覗のぞき込むのも恐おそろしい。なにしろ綾羽は、目についたものをすべて投入したあげく、当てずっぽうとしか見えない手て際ぎわでテーブルに置いてあったすべての調ちよう味み料りようを放り込んで、ただひたすらにかき混ぜる一方なのである。ソースと醬しよう油ゆを間ま違ちがえるくらいならまだかわいげがあるが、その両方を入れるとなるとこれは正しよう気きを疑うたがってしかるべきだ。

「あのさ、綾羽」

　[image: たつみ]は控ひかえめに、

「いったいどういう味を目指しているのかな？　気が向いたらでいいから教えてくれないかなあ……？（不安）　その、言ってくれたら僕ぼくにもアドバイスくらいはできると思うんだけど」

「いらん」

　睨にらまれた。

「いや、でもさ……」

「お前は時々、しつこいな」

　綾羽は呆あきれたように言って、鍋に目を戻した。

「わたしはわたしが生まれ育った土地の味を再さい現げんしようと試こころみているのだ。お前は喰くったことがないであろうが。故ゆえに忠ちゆう告こくは無む駄だなのだ。この世せ界かいの材ざい料りようでの再現は困こん難なんかもしれぬ。だが、近づけることはできるはずだ」

　自じ信しん満まん々まんに言われては引き下がるしかない。

　綾羽のこの突とつ然ぜんと言ってもいい張り切りようは、やはりすみれ台だいのせいだろう。あちらはあちらで、[image: たつみ]が見たことのない材料で食べたことのない料理を作ろうとしているようだ。すみれ台のことだ、本当に究きゆう極きよく的てきないし至し高こう的てき美お味いしいものができあがって来るに違ちがいない。ちなみに本当の究極のメニューとは食を愛あいする人々の心であるという話を聞いたことがあるが、今はその話をするときではない。

　とにかく一家の台所を預あずかる身みとして[image: たつみ]はすみれ台が何を出してくるか、それはそれで楽しみなのだが、綾羽の対たい抗こう心しんをあおるようなことは控ひかえて欲ほしかった。普ふ段だん朝あさ凪なぎ家けで厨ちゆう房ぼうから阻そ害がいされている分、ここに来て綾羽の克こつ己き心しんに火がついたように見える。

　──これが自じ宅たくのアパートに帰っても続いたりしたら……。

　寒さむ気けすら感じる[image: たつみ]であった。

　いっそ最初から最後まで料りよう理りベタというスキルで通しておいて欲ほしいものだが、これは最低一回は作ってみないと解わからないものだ。とかくヒロイン的立場のポジションにいるキャラクターはどこか欠けつ損そんしている部分があり、もっとも顕けん著ちよなのは料理というところである。これはただ単たんに解りやすいという意味以外に何もない。何なに事ごとも完かん璧ぺきにこなす者より、あまり重大すぎない欠けつ点てんがあったほうが感情移い入にゆうがスムーズにおこなえるというという寸すん法ぽうである。何となくバカげた話だが、もっとも完璧である人間などほぼ存そん在ざいしないため、リアリティを重じゆう視しするならそのほうがいいのだろうか。世せ界かいには色々な人間がいて、さらに色々なことを考え出すものなのであるから、一いち概がいには何とも言えないが。

　[image: たつみ]たつみは祈いのった。シチューを作りながら。

　こうなったら綾あや羽はの料理が超ちよう絶ぜつ的てき壊は滅かい的てきに不ま味ずいことを願ねがうしかない。幸さいわいにして今は調理実習、授じゆ業ぎようの一いつ環かんだ。試し食しよく役やくが[image: たつみ]一人に着せられることはない。同じ班はんになったが不幸と思ってもらって、森もり村むら千ち夏なつ以下数人の犠ぎ牲せいと末まつ路ろを共ともにしよう。

「[image: たつみ]、砂さ糖とうはどれだ」

「ああ……これだよ、うん」

　手を伸のばす綾羽にプラスチック容よう器きを手て渡わたしながら、[image: たつみ]は精せい神しん的てきゾンビとなりつつあった。
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　そうやって時は過すぎ、調理実習はクライマックスへと突とつ入にゆうする。

　それぞれのテーブルの上には、完かん成せいした生せい徒と作さくによる料理の数々があった。といってもシチューとサンドイッチだが。

　[image: たつみ]と猫ねこ子こ、そして千夏は並ならんで椅い子すに座すわり、目の前の卓たく上じようをじっと見つめている。

　[image: たつみ]がメインを努つとめて調理したクリームシチューには何ら問もん題だいはない。おなじく、サンドイッチにも不ふ審しんな点はなかった。

「どうした、何を固かたまっておる」

　問題であり不審の元もとは、綾羽が珍めずらしく上じよう機き嫌げんで器うつわに盛もりつけている得え体たいの知れないスープともシチューとも言えないモノにあった。

　きっちり人数分の皿さらを用意しているところから、この班の全員に振る舞まおうとしているらしい。綾羽と猫子はともかく、その他数名はまさしくとばっちりだ。

　脂あぶら汗あせを垂たらす[image: たつみ]を尻しり目めに、猫子はさっそくサンドイッチをぱくついている。

「いただきまぁすー」

　無む邪じや気きに食べながら言った猫子は、歯は形がたのついたサンドイッチを片かた手てに持ったまま、すぐさま[image: たつみ]たつみの作ったシチューにスプーンを突つっ込み、これもガツガツと口に入れていく。

[image: ]

　[image: たつみ]もそうしたかったが、

「待まつのだ。まずわたしの料りよう理りを味あじわってからにしてもらおう」

　と、綾あや羽はによって事じ前ぜんに止められていたのである。

　そして今──。

　傍はた目めからは甲か斐い甲が斐いしく見えるだろう、綾羽は全員分の深ふか皿ざらに特とく性せいのスープらしきものを注そそぎ終えると、一人一人の前に置いていった。

　じっと[image: たつみ]はそれを注ちゆう視しする。千ち夏なつも同じようにしていたが、こちらは幾いく分ぶんおもしろがっているようでもある。だが[image: たつみ]には死し活かつ問もん題だいだ。

　香かおりはほとんどしない。見かけは……そう、ドロドロに煮に込こんだ野や菜さいスープといった趣おもむきだろうか。すべての材ざい料りようが原げん形けいをとどめていない。見ようによっては中ちゆう華か風ふうともとれなくもないが、独どく特とくのとろみが食しよく欲よくの減げん退たいに一ひと役やく買っていた。

「う……」

　しかしこのまま、黙だまって見ているわけにはいくまい。[image: たつみ]は勇ゆう気きをふるってスプーンを手にした。

　だが、意い外がいにも綾羽が、

「待て、[image: たつみ]。まだ喰くうな」

　どこか誇ほこらしげに止めて、すっと制せい服ふくの胸むな元もとに手を入れた。何をするのかと目を見開く[image: たつみ]たつみ及および千ち夏なつたち。

　綾あや羽ははすぐに手を引き抜いて、手のひらに載のっているものを殊こと更さらに見せつけるように、

「これで最後の仕し上あげが完かん了りようするのだ」

　それは革かわ製せいの小さな袋ふくろだった。サイズ的にお守まもりのようである。細い紐ひもに繫つながれていて、その先には綾羽の首があった。綾羽はそいつを後ご生しよう大だい事じに首にぶら下げていたらしい。

「え？　いつから？」

　[image: たつみ]の疑ぎ問もんに、

「この世せ界かいに来たときからだ」

　形良い胸むねを反そらす綾羽である。

「どこに行こうとわたしはこれだけは持っていく。子供の時から、外国に行くときは必かならず携けい帯たいしていたものだ。なぜだか解わかるか？」

　ひたすら首を振る[image: たつみ]及び千夏たち。

　猫ねこ子こは夢む中ちゆうで食事中。

「おいしいですよーぉ」

　綾羽は猫子を無む視しして、

「この中に入っているのは、」

　と、小こ袋ぶくろの口を解ときながら、

「我わが故郷ふるさとで生産されている家庭的な独どく自じの……うむ、この世界では何というのであろうな……そう、スパイスのようなものだ。どこの家にもあった。これさえかければ大たい抵てい、どんなものでも間ま違ちがった味あじにはならない」

　どうやら日に本ほん人じんが外国に行く際さいに醬しよう油ゆを持っていくような感かん覚かくらしい。

　綾羽は一つ一つの皿さらに、彼女の母ぼ国こく製せいスパイスとやらを次々と振りかけていった。一つまみずつ投とうじられるそれは、粗あら挽びきされた黒くろ胡こ椒しようのような見た目だ。

「よくかき混まぜて喰くえ」

　との綾羽のお達たつしである。

「さすれば味がなじむ」

「そ、そう……なの」

　とりあえず言われたとおりにしてみる。[image: たつみ]の手て元もとを、横の千夏が興きよう味み半分、不安半分の表情で覗のぞき込んでいた。

　[image: たつみ]はぐるぐるとスプーンで内容物を混ぜていった。確たしか油あぶらは使っていなかったはずだが、妙みように表面がギトギトしている。粘ねばり気けも相そう当とうのモノだ。粉ふん砕さいされた野や菜さい類るいの欠片かけらの中に、最後に振りかけられた謎なぞの粉末がちらほらと見え隠かくれする。

「ええい」

　と、綾あや羽は。

「いつまで混まぜておるか。いい加か減げんにせよ。もうよいから、喰くうがよかろう」

　腹はらを決めるしかなかった。

　[image: たつみ]たつみはかろうじて合がつ掌しようし、

「……いただきます」

　細い声でそう言ってから、スプーンですくった一口目を口に運はこんだ。

　綾羽の強きよう烈れつにして自じ信しんありげな目が、[image: たつみ]の行動の逐ちく一いちを追っている。それは千ち夏なつも同どう様ようだった。

　猫ねこ子こを除のぞく同どう級きゆう生せいたちの視し線せんを浴あびつつ、[image: たつみ]は綾羽特とく製せいシチューもどきを飲のみ下した。

　千夏が真まっ先に尋たずねる。

「どう？　それ」

「うん……」

　[image: たつみ]は複ふく雑ざつな顔つきをする。せざるを得えなかった。色々な意味で意い外がいなことに、味あじはそれほど酷ひどくなかったからである。

　かといって、積せつ極きよく的てきに高こう評ひよう価かできるくらいの味でもなく、まさに風ふう変わりというのがふさわしい。

　未いまだかつて[image: たつみ]の舌したに載のったことのない風ふう味みが広がっていた。

「美う味まかろう。皆みなの者もどんどんと食しよくするがいいぞ。まだたんまり残っておるからな」

　綾羽が鍋なべの縁ふちを叩たたきながらそう言った。

　[image: たつみ]は二口目をほおばった。

　簡かん潔けつな感かん想そうとしては、素そ材ざいの味は何一つしない。塩しお気けどころか甘あまみもせず、ただ口こう腔くうを満みたすのは強きよう烈れつなスパイスの香かおりと味だ。香こう辛しん料りようの一いつ種しゆなのだとは思うが、それがすべての味み覚かくを支し配はいし、まさにその味しかしないのだ。きっと水に例れいのスパイスを溶とかして飲んでも同じ感想を持つだろう。

　それくらい、綾羽の言う最後の仕し上あげが料りよう理りを決定づけていた。

　──ちょっと面おも白しろいかも。

　[image: たつみ]の脳のう内ないでは、さっそく綾羽の郷きよう土どスパイスを使った料理の数々が展てん開かいしていた。

　──これ、うまく使えばもっと美お味いしくなるんじゃないかな。一つまみでも多いくらいなんだから、ほんの少し、隠かくし味あじ程てい度どに入れたら、そうだなぁ、カレーなんかに最さい適てきかも。

　無む言ごんとなって食べ続ける[image: たつみ]の様よう子すを見み計はからって、千夏たちもスプーンをつけた。そして[image: たつみ]と同じように、一口目で複ふく雑ざつな表情となる。

　酷こく評ひようできるような味ならまだよかったのに、と言いたげな顔が複ふく数すう並ならんでいた。ああ、他の班はんは楽しそうだなぁ。

　料理を得とく意いとし、味付けに興きよう味みを抱いだいている[image: たつみ]と違ちがい、千夏たちには「口に合わない」の短い文ぶん章しようですむ問もん題だいだった。どこか見知らぬ外国の土ど着ちやく料りよう理りを食べているような気分だ。

　まさにその通りなのだが。

　一方、小こ柄がらでかつ人ひと型がた兵へい器きにも関かかわらず旺おう盛せいに食しよく欲よくを堅けん持じしていた猫ねこ子こは、ホワイトシチューをさっさと平たいらげると、次に綾あや羽はスープに食欲の先を向けた。

「これ、お姉ねえちゃんが作ったんですかぁー。わぁい、食べちゃいますよー」

　この時ばかりは綾羽も猫子に機き嫌げんのいい顔を見せた。

　猫子はさっそくスプーンを握にぎり直し、ばくばくと擬ぎ音おんを立てながら食べ始めた。

　事じ件けん──。

　そう、事件らしきこと、あるいは事件とも言えない事じ態たいが発はつ生せいしたのは、その直後のことであった。
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　綾羽の手て料りよう理りに関かんして、猫子に格かく別べつの意見はない。

　この妹いもうと型がた人ひと型がた兵へい器きには味み覚かくまでもが備そなわっていたが、美う味まい不ま味ずいの判はん断だんをするのは機き能のう的てきではないとして中ちゆう央おう意い識しき体たいが自じ発はつ的てきに識しき別べつ機能をカットしていた。

　有ゆう機き物ぶつによるデバイスも組み込まれているため、若じやつ干かんの栄えい養よう素そを必ひつ要ようとしていたものの、補ほ給きゆう路ろは異い相そう空くう間かん回かい路ろを通じて本国からのものが伸のびており、実じつ際さいには何も口にしなくても構かまわない。こうして食事にありついているのは、あくまでポーズに過すぎないのだが、猫子のエモーションドライブはこの行こう為いを「楽しい」と認にん識しきしており、その巨きよ大だいな要よう求きゆうは中央意識体の制せい御ぎよをしばしマスクするほどであった。万まんが一のことがあれば中央意識体はドライブをハード的に切せつ断だんすることも出で来きたものの、今のところ必要に駆かられたことはなく、総そう合ごう的てきに見て猫子は正せい常じように作動していた。

　順じゆん調ちように綾羽シチューをかき込む行こう為いに没ぼつ頭とうしている。その食べっぷりは、猫子の創そう造ぞう主しゆたちに対し、ある種しゆ思うところのある綾羽をも満まん足ぞくさせるものだった。

　と、その時。

　猫子のアンテナ髪がみが不ふ随ずい意い的てきに揺ゆれた。

　まただ。また声がする。

　発はつ生せい源げんはすでに突つき止めている。コンピュータ室。狭きよう隘あいなネットワーク内部。

　ぴたり、と猫子はスプーンを握にぎる手を止めた。

　どうしても気になるという欲よつ求きゆうを抑おさえることが出で来きない。

　猫子は家庭科教室内をざっと見み渡わたした。

　[image: たつみ]たつみ、綾羽は食事中。すみれ台だいはよほど手の込んだものを作っているのか、まだ料理の最さい中ちゆうだ。

　猫子は現げん時じ点てんの現在空間が完かん全ぜんにセイフティであることを確かく認にんした。[image: たつみ]に危き機きの迫せまる可か能のう性せいは一％に満みたない。

　逡しゆん巡じゆんはわずかだった。

　猫ねこ子こは自じ身しんの身しん体たいモジュールのほとんどをスリープモードに移い行こう、ただし絶ぜつ対たい警けい戒かいレベルを下回らないようにして、総そう合ごう意い識しきを本体から切り離はなした。

　具ぐ体たい的てきには、目を開けたまま動どう作さを止めた。

　視し覚かく、及および聴ちよう覚かくはそのままにして、意識をコンピュータ室へ瞬しゆん時じに飛ばす。作動中のコンピュータらネットワークに侵入するのは歩くように簡かん単たんなことだった。

　こうして猫子はネットにダイブした。

　不ふ可か解かいな声の元もとを目指して。
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　[image: たつみ]たつみと千ち夏なつと他数名のクラスメイトたち、つまり綾あや羽はの手て料りよう理りを口にすることになった者たちが残らず何とも言い難がたい顔つきを作っている中、料理人一人が気分も上々のようで、

「うむ、この味あじだとも。いや、完かん全ぜんに再さい現げんとはいかんな。やはり素そ材ざいからして揃そろえぬと無理か……。だが、まずまずだ」

　綾羽は珍めずらしく嬉うれしそうに結けつ局きよくそれはスープなのかシチューなのかどっちなんだーっ的料理をほおばっていた。

「本ほん来らいならば、[image: たつみ]。お前が自じ宅たくで作るものにもいちいち振りかけたいところだったのだが、わたしはわたしで出された料理にケチをつけるのもどうかと思い、自じ重ちようしておったのだぞ。この配はい慮りよをしかと受け止めるがいい」

　これまた珍めずらしく饒じよう舌ぜつである。

「そうだったの？」

　[image: たつみ]はやや上うわの空だった。何だかんだと言いながら、綾羽は[image: たつみ]の作る料理を分け隔へだてなく食べていたから、口に合っていたかどうかはともかくとして、少なくとも不ま味ずくは感じていなかったのだろう。今綾羽が言っているセリフは単たんなるへそ曲まがりな口が言わせているに違ちがいない。

　いい雰ふん囲い気きだった。たかが料理で綾羽の表情が和やわらぐならそれはそれでいっこうに構かまわない。千ち夏なつたちには少し気の毒どくではあったが、後のちほど[image: たつみ]のクリームシチューで口直しすることで報むくいとなってくれたらいい。

　しかし、そこに、綾羽の機き嫌げんを損そこねるような人物が登とう場じようした。

「あらあら皆みなさん。ずいぶんと微び妙みような食しよくの進み具ぐ合あいですわねえ」

　すみれ台だいであった。

　ガラゴロとワゴンを押しているのは、

「なんであたしがっ！」

　とキレ気ぎ味みの媛ひめだった。

「ここで皆みなさん、盛もり上がっているようですので」

　と、すみれ台だい。

「わたしたちもお仲なか間まに入れていただきましょう。媛、一人で窓まど際ぎわにおられましては寂さびしいことでありましょう？」

「ふんっ」

　すみれ台はオタマを振りつつ、ワゴンに載のった鍋なべと積つみ重なった白はく磁じの皿さらを示し、

「腕うでによりをかけまして、わたしも本国の料りよう理りを作らせていただきましたのです。どうか皆さんにご賞しよう味みいただきたいと、こうして振る舞まいに参まいったのですが、いかがです？　[image: たつみ]たつみさん、よろしければ綾あや羽はさんも」

「イヤミなやつめ」

　あっさり機き嫌げんを損そこねた綾羽の前に、すみれ台は鍋の中なか身みをすくって入れた小振りの深ふか皿ざらを差し出した。そしてこれまたあっさり、綾羽は受け取る。

「ふむ。久ひさしぶりにお前たちの国のものを喰くいたくなった。お前のその自じ信しんたらたらな笑えみは気に喰わんが、食い物に罪つみはないゆえな」

「あら、まあ。どうも」

　明るく穏おだやかな笑顔のすみれ台は、当とう然ぜんのように[image: たつみ]の前にも皿を置いてくれた。

「これは……？」

　[image: たつみ]はしげしげと見つめる。

　どこかコンソメスープっぽい。具ぐも何もなく、澄すんだ液えき体たいが湯ゆ気げを立てていた。食しよく欲よくをそそり立てる芳ほう香こうがたゆたい、その臭しゆう気きだけで五ご感かんの一つは確たしかに満みたされた。

「どうぞ、召めし上がれ」

　千ち夏なつたちの分も用意しながら、すみれ台が勧すすめてくる。

　[image: たつみ]は一さじ、スープを口に注そそぎ込んだ。

「……!?」

　あやうく昇しよう天てんしかけた。

　人生において感じたことのない味あじ、という点では綾羽スパイスと同どう義ぎだが、共きよう通つう点てんはそのただ一点であり、その他は何もかもが違ちがいすぎた。

　美お味いしい。とにかく美味しい。

　なんだこれは。口中に広がる控ひかえめな旨うま味みと絶ぜつ妙みようの舌した触ざわり、喉のどごしから香かおりに至いたるまですべてが完かん璧ぺきだった。

　気がつけば、あっという間に皿が空からになっている。

「まだまだありますわ。どんどん食べてください。これはほんの食前スープですし」

　すみれ台がすかさずお代かわりを入れてくれる。ありがたい。

[image: ]

　綾あや羽はは不ふ機き嫌げんそうに、たが黙もく々もくとスープを飲のんでいる。さすがの彼女もこれに文もん句くをつけるところは見つからないようだった。

　ふと見回せば、物もの欲ほしそうな顔となった生せい徒とたち（主おもに男子）が、それぞれ器うつわを持ってワゴンの後ろに並ならんでいる。

「なによう、あんたたち。邪じや魔まよ、邪魔っ」

　媛ひめがイヤそうに言っているのも耳を素す通どおりしているのか、最さい前ぜん列れつにいた男子、よく見ると藤ふじ崎さきだ──が、

「すみれ台だいさん、ぜひ俺おれにも一口！　いや一すすりで構かまいませんのでッ！」

「いいですわよ。たっーぷりとありますからねー」

　歓かん声せいが沸わき上がり、家か庭てい科か教室は一いつ種しゆの配はい給きゆう所じよと化かした。

　その時、猫ねこ子こがまるで無む反はん応のうであるのに気づいているものはいなかった。
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　ぱちぱち。

　猫子は火花が散ちっているような視し覚かくイメージを周しゆう囲いにとらえていた。

　彼女の意い識しきは、今、ローカルネットの内部にある。パソコンからパソコンへ、さらにサーバへ、電でん子し情じよう報ほうが飛び交かっている。質しつ、量りようともに貧ひん弱じやくな流れにすぎない。猫ねこ子この世せ界かいのものに比くらべると、銀ぎん河が系けいと一円玉ほどに差さがあった。

[image: ]

　声の在処ありかを探さがすため、猫子は走そう査さのシグナルを放った。

　その瞬しゆん間かん、コンピュータ室のパソコンが一いつ斉せいにフリーズした。

　シグナルの規き模ぼが大きすぎたらしい。猫子の総そう合ごう意い識しきはこの世界の電子機き器きの脆ぜい弱じやく製せいを瞬しゆん時じに見み極きわめ、システムを回かい復ふくさせてやると、自分自じ身しんの機き能のうを作さく為い的てきに低下させた。

　この校内ネットで作さ業ぎようをするには自分の持つデータをデチューンするしかない、と判はん断だんした中ちゆう枢すう意識体は、猫子という人じん格かくを構こう成せいするデータから必ひつ要よう最さい小しよう限げんの数すう値ちを割わり出し、情報的クローンを暫ざん定てい的てきに生み出して構成した。総合意識から切り離はなされたドローンは、注ちゆう意い深くネットワークの電子海を泳およぎだしていく。

　とても狭せまい海だ。

　声のようなものの発はつ生せい源げんはすぐに特とく定ていできた。

　電子より小さい。粒りゆう子し規き模ぼの複ふく数すう個体がネット内を右う往おう左さ往おうしている。静せい止しする機能がないのか、知らないのか、その粒子群ぐんはネットの中を無む秩ちつ序じよに飛び回り、ハード的な壁かべにぶち当たって、また別方向に高こう速そく移い動どうしていた。それをずっと反はん復ぷくしている。

　どうやら声のようなものは、壁に激げき突とつしたときに発生しているらしい。

　猫子のドローンは彼らを追いながら、問といかけのシグナルを発した。微び弱じやくな電でん波ぱで。

　その途と端たん、粒りゆう子し群ぐんの動きがさらに慌あわただしくなった。

　盛さかんに奇き妙みようなシグナルをまき散ちらしながら、運うん動どうを止めない。その行動とシグナルなら、猫ねこ子こは彼らが恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいっていると判はん断だんした。

　観かん察さつから判はん定ていへ。

　猫子はやすやすと粒子群の正しよう体たいを見抜いた。

　電でん子し機き器きをネットワーク接せつ続ぞくしたときに生まれる、電子生せい命めいの原げん種しゆだ。

　猫子を人間とすると、彼らはミドリムシも同どう然ぜんの存そん在ざいだ。

　この粒子群のコミュニケーションレンジは極きよく小しようで狭せまい。

　猫子は自じ身しんの論ろん理りレベルをさらに下げる決けつ断だんに迫せまられた。中ちゆう枢すう意い識しき体たいは放ほう置ちを提てい言げんしていたが、エモーションドライブの発する欲よつ求きゆう、好こう奇き心しんはあまりに巨きよ大だいだった。

　いささかの停てい滞たいもなく、猫子は実行した。
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　猫子の様よう子すがおかしいことに気づいたのは、やはり[image: たつみ]たつみだった。

「あれ、猫子……？」

　発見が遅おくれたのは、綾あや羽はとすみれ台だい、異い世せ界かいの料りよう理りに意識のほとんどを持って行かれていたせいだ。

　おかげで、猫子がシチュー皿ざらにスプーンを突つっ込み、目を開いたままの状じよう態たいで身体からだの動きを停てい止しさせていることに、そしてその状態がいつからだったのか解わからなかった。

「どうしたの？」

　返へん答とうがない。

　猫子はまばたきもせず、凍こおり付いたように固かたまっていた。笑え顔がおのママで。

　揺ゆすってみた。これも反はん応のうがない。

　[image: たつみ]は慌あわてつつ、

「綾羽、猫子の様子が変だ」

　そのセリフに、綾羽のみならず媛ひめとすみれ台も振り返った。

　綾羽は次々とはけていくすみれ台だいのスープと自分の料理を見み比くらべることを中ちゆう止しし、媛は居い並ならぶ男子生せい徒とたちが感かん涙るいさえ浮かべてすみれ台のスープを食べている様さまを眺ながめることを止め、すみれ台はオタマを動かす手を静せい止しさせて、それぞれに、

「む？」

「へえ？」

「あら？」

　と、言った。

「大変だ！」と[image: たつみ]たつみ。「猫ねこ子こが息いきをしていないよ！」

「それはそうであろう」

　綾あや羽はが眉まゆをひそめながら、

「そやつは兵へい器きなのだぞ。もとよりまともな呼こ吸きゆうなどしておらん。吸きゆう気きと排はい気きくらいはするであろうが」

　すみれ台だいがオタマを置いて、猫子の前にかがみ込んだ。

「はあ。どうも身しん体たい機き能のうを静せい止し状じよう態たいに置いているようですわね。故こ障しようでしょうか？」

　[image: たつみ]は不安になってきた。

「故障って、……そんなそぶりなんか全ぜん然ぜんなかったよ。さっきまで美お味いしそうに綾羽の作ったやつを食べて──」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくがあって──。

　全員の目が、綾羽の首にぶら下がっている小こ袋ぶくろに向いた。

「なな、何を見ているのだっ」

　綾羽は慌あわててスパイス袋を制せい服ふくの中に隠かくしながら、

「わたしのせいだと言うのかっ」

「きっとそうよっ！」

　媛ひめが邪じや悪あくな感じに唇くちびるを笑えみにして、

「あんたのクソ不ま味ずい料りよう理りでショートしちゃったんだわ！　よかったじゃん！　母ぼ国こくに教えてやったら？　《科マ学ー者ガ》が攻せめてきたら、料理を振る舞まってやれってさっ！」

「そんなはずは……ない」

　綾羽は首を振り続ける。

「わたしの国の料理が《科学者》の人ひと型がた兵へい器きを不ふ調ちようにするなど、あり得えるはずがないであろうが」

　そう抗こう弁べんするが、皆みなの……というより[image: たつみ]の疑ぎ念ねんは晴はれやかとなるとはいえなかった。何しろ、綾羽シチューは本当にそうなってもおかしくなさそうな味あじを誇ほこっていたのである。

　すみれ台が顎あごに指をかけながら首をかしげた。

「これはおかしいですわねえ。本当に綾羽さんの手料理が猫子さんの機き能のうを限げん界かいに追いやったのでしょうか。あら」

　ぱっと微笑ほほえんだすみれ台は、

「それなら、ほら。美味しいものを食べさせたら元もとに戻るかもしれません」

　すみれ台は猫子のくわえていたスプーンを取り上げ、自分の作った絶ぜつ妙みようスープをすくい上げると、それを猫子の半開きの口に突つっ込んだ。

　目を見開いたまま、猫子は機き械かい的てきな動どう作さでこくりと飲のみ干ほした。

「…………」

　しばらく全ぜん員いんで観かん察さつしていたが、何も起こらない。

「ますますおかしいですわねえ」

　頰ほおに手を添そえながらすみれ台だい。

「そんなに綾あや羽はさんの料りよう理りが──」

「わたしのせいじゃないぞっ」

　綾羽は大慌あわてで、むしろおろおろとしつつ、

「そんなバカなっ！」

　その表情を見る限かぎり、もしや自分の料理のせいなのか？　と、ちょっと思いかけているらしい。[image: たつみ]たつみにも他ほかに思い当たらないし。

「とにかくさぁ」

　媛ひめは愉ゆ快かいげに、黒っぽく笑いながら、

「綾羽のそれのせいなんだったら、別のもの食べさせてやったら直るかもしんないじゃん。薬くすりでも作って飲のませてみたらどうよ？」

「そうですわね。試ためしにお作りしてみましょう」

　すみれ台もうなずき、とりあえず方ほう向こう性せいが決定された。

　森もり村むら千ち夏なつを含ふくめ、他の生せい徒とたちは何を騒さわいでんだ？　という具ぐ合あいの表情を浮かべていたが。

[image: ]
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　粒りゆう子したちを追いかけるのも一ひと苦く労ろうだった。

　位い置ちと運うん動どう量りようを同時に特定できないパターンだ。猫ねこ子こはネットそのものに影えい響きようを与えないよう、彼らの無む秩ちつ序じよな軌き道どうを算さん出しゆつしつつ、速そく度どを合わせてコンタクトを計はかった。

　まず、わたしを知ち覚かくできるか、という意味のシグナルを与えてみる。

　粒子群ぐんは爆ばく発はつしたように四し散さんした。

　しばらくの推すい論ろんの後、猫子はそれを肯こう定ていのシグナルだと結けつ論ろんした。

　次に、あなたたちは自分が何か知っているのか、という意味のシグナルを放つ。

　粒子群は一定の軌道で回転運動を始めた。

　理り解かいしていないのか、否ひ定ていの行動なのかはまだ決定できない。

　猫子はロジックレベルをもう一いち段だん階かい引き下げなければならないことを知った。

　意い思しの疎そ通つうにはもうしばらくかかりそうだ。
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「これを飲のませてみましょう」

　すみれ台だいが差し出したのは、スリコギですった青あお菜なの汁しるのようなものだった。

「それは何ですか？」

　[image: たつみ]たつみは鼻を押さえながら問といかけた。

「わたしの国に伝つたわる薬やく草そうです。古こ来らいより万まん病びようの薬と呼よばれ、特に体たい調ちよう不ふ全ぜんには抜ばつ群ぐんな効こう果かを発はつ揮きするものですわ。幼よう少しようの頃ころはわたしも、媛ひめもお世せ話わになったでしょう？」

「あまり近づけないでくんない？」

　媛はあからさまにイヤそうに、しかも後ずさりしている。

「それにはいい思い出がないからっ」

　大だい丈じよう夫ぶかな、と思いつつ、[image: たつみ]はすみれ台が猫ねこ子こに薬草汁を飲ませるところを見み守まもった。猫子はまるでその手の人形のように素す直なおに飲み干ほし──。

「あら？」と、すみれ台。

　効こう果かがあったと言えなくもないだろう。

　猫子は──。

　ぷつっと目を閉じていた。

　──悪あつ化かしているような気がするのは僕ぼくだけだろうか……。

　汗あせを垂たらす[image: たつみ]の横で、綾あや羽はもまた似にたような汗を垂らしていた。
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　猫ねこ子この総そう合ごう意い識しきは、家か庭てい科か教室での出で来き事ごとを正せい確かくに把は握あくしていた。

　しかし今はわずらわしいものでしかない。猫子はこの世せ界かいで初めて接せつ触しよくした粒りゆう子し生せい命めいに夢む中ちゆうになっていたからである。彼女の感かん覚かくでは、道ばたで捨すてられていた子こ猫ねこたちに遭そう遇ぐうしたようなものに近い。

　猫子本体の視し覚かく情じよう報ほうから、[image: たつみ]たつみや綾あや羽は、すみれ台だいたちの様よう子すがリアルタイムで伝つたえられていたが、エモーションドライブはその情報を重じゆう要よう度ど下か位いに置いた。その意見を中ちゆう枢すう意識体に強いシグナルを付ふ帯たいして送る。中枢意識体はあきらめたようだった。本体の危き険けん性せいが非ひ常じように低いのは明らかだった。視覚情報は今はそう必ひつ要ようでもない。カットすべきである。

　猫子の本体が目を閉じたのは、その結けつ果かであった。
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　そうとは知らない[image: たつみ]たちは、次々と猫子にすみれ台による生しよう薬やくを飲のませていった。

　このあたりになると、原げん因いんが綾羽にあるということはほとんど確かく定ていのものとして全員が認にん識しきしており、当とうの綾羽もさすがに色を失うしなっていた。

　それはそうだろう。手て料りよう理りを振る舞まって、その相あい手てが気き絶ぜつしてしまえば、さしもの綾羽でもショックである。たとえ相手が機き械かいなのだとしてもだ。

「どうにもダメですわねえ」

　ついにすみれ台までため息いきをついた。

　これまで彼女が作り調ちよう合ごうした薬やく品ひんの数々がテーブルに所ところ狭せましと並ならび、異い様ような香かおりを存ぞん分ぶんに振りまいている。もはや[image: たつみ]の班はんに近ちか寄よる生せい徒とは千ち夏なつを含ふくめ皆かい無むになっていた。

「製せい造ぞう元もとに引き取ってもらって、修しゆう理りに出すしかないのかもしれません。綾羽さん、《科マ学ー者ガ》の連れん絡らく先さきをご存ぞんじ？」

「知るものか」

　そっぽを向きながら、視し線せんだけ猫子に向けながら、

「猫子の足の裏うらにでも書いてはないのか？」

　[image: たつみ]が調べてみた。なかった。

「どうしよう？」

　[image: たつみ]は狼ろう狽ばいを隠かくせない。自じ爆ばくならともかく、猫子が故こ障しようするなど考えもしなかった。

「ふんっ」

　媛ひめが木ぼく刀とうを担かついで足を踏ふみ出してくる。

「これさ、人ひと型がた兵へい器きっても、まあ機き械かいなんでしょ？　精せい密みつ機械のことはよく知んないけどさっ、大たい抵ていのものがこうすれば直るって手しゆ段だんがあるじゃないの」

　[image: たつみ]たつみは媛ひめを見つめ、媛はニヤリと笑う。

「こうしてやったら、」

　[image: たつみ]が止める間もなく、媛は木ぼく刀とうをかざした。

「いいのよっ！」

　木刀の柄えが猫ねこ子この頭に落とされる。
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　猫子はようやく粒りゆう子し群ぐんとの情じよう報ほう伝でん達たつを確かく立りつした。

　彼らは「ここがどこか」「我われ々われは何か」という意味のシグナルを繰くり返し送ってきた。

　それに対し、猫子は「ここは閉とじた狭せまい世せ界かいである」「あなたたちは生せい命めいの一いち形けい態たいである」という意味のシグナルを返へん送そうした。

　粒子群は相そう談だんするような軌き跡どうで運うん動どうし、電でん子し空くう間かんとしてはかなり長い時間をかけた後、

「ここから出ることができない」「我々のような存そん在ざいは他にもいるのか」という意味のシグナルを送出した。猫子との対たい話わによって彼らのロジックレベルがアップしている。だいぶイメージがつかめてきた。

　彼らが感じている壁かべがローカルネットワーク特とく有ゆうのものであることを教えてやり、仲なか間まならグローバルネット内の至いたる所に存在すると教えてやると、彼らは瞬またたきのイメージを返してきた。

　そこに行けないか──。

　この世界は限げん定てい的てき、間かん欠けつ的てきだから──。

　猫子の総そう合ごう意い識しきは検けん討とうの余よ地ちはない、と判はん断だんした。なぜなら、そうすることに何ら躊躇ためらいはなかったからである。この世界の人間はまだ知らないようだが、すでにネットワークの様さま々ざまな場所に彼らのような存在は発はつ生せいしていた。

　猫子は最もつとも至し近きんにある端たん末まつを探さがした。電でん源げんの入っている携けい帯たい電話。職しよく員いん室しつに置いてある、それは津つ波なみのものだ。拝はい借しやくする。猫子の総合意識は携帯電話内に侵しん入にゆうすると、機能を掌しよう握あく、数秒後にインターネットに接せつ続ぞくしていた。

　宛あて先さきはどこでもいい。どのサーバでもかまわなかった。外に出さえすれば、彼らは自由にどこにでも行ける。

　猫子は津波の携帯に登とう録ろくされているメールアドレスからランダムに送そう信しん先さきを選せん択たくすると、粒子群のデータを添てん付ぷファイルにして送信した。若じやつ干かんの細さい工く。このメールは相あい手てに届とどくことはない。ただどこかのサーバに送られるだけ。

　それで充じゆう分ぶんだった。

　最後の瞬しゆん間かん、転てん送そうの間ま際ぎわに、粒りゆう子し群ぐんははっきりとした意い思し表ひよう示じのシグナルを猫ねこ子こに伝つたえた。

　感かん謝しやを──。

　あなたを我われ々われの神かみとしよう──。

　彼らがサーバにたどり着くまで、猫子は追つい跡せきし、ネットの海へと散ちっていく姿すがたを見み届とどけた上で、猫子のエモーションドライブは満まん足ぞくだと主しゆ張ちようした。中ちゆう枢すう意い識しき体たいもそれに同どう意いし、猫子の総そう合ごう意識は本体に帰き還かんを果はたす。
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「あう……？　わあ、なんですかーっ」

　目を開けた瞬しゆん間かん、猫子が見たものは、もみ合う媛ひめと[image: たつみ]たつみ、そして綾あや羽はの姿だった。

「なにやってるのですかぁー」

　突とつ然ぜん目を開けてしゃべり出した猫子に、三人がぴたりと止まった。

「ほらぁーっ」

　媛が得とく意いげに叫さけんだ。

「あたしの言ったとおりでしょ。こういうのはね、叩たたいてみたら直るのよっ。直ったじゃない？　でしょっ！　何か悪いことあんのっ」

　[image: たつみ]がいち早く猫子の頭に触ふれながら、

「よかった。元もとに戻ったんだね……」

　安あん堵どの表情が顔中に広がっていた。

「へ？」と猫子。

「猫子、わたしのせいではなかろうな」

　ホッとしたような、不ふ機き嫌げんそうな綾羽。

「へへ？」

　猫子は首をかしげ、すぐに笑え顔がおとなって腹はらを押さえた。

「わあ、いつのまにかお腹なかがいっぱいでぇす」

　その底そこ抜ぬけの笑みに、[image: たつみ]も綾羽も脱だつ力りよくする。

「猫子……」

　へなへなとしながら、[image: たつみ]は、

「さっきまで動かなかったけど、何でだったの？」

　猫子はちょっと考えるそぶりをした。

　だが、結けつ局きよく、

「えへへ、内ない緒しよでぇす」

　そう言って、再ふたたび綾羽シチューを食べようとした。

　もちろん、全ぜん員いんで止めた。綾あや羽はも。
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　その数日後のことである。

　職しよく員いん室しつにいた朝あさ凪なぎ津つ波なみは、自分の携けい帯たいがメール着ちやく信しんしたことを知らせる振しん動どう音おんを立てたことに気づき、めんどくさそうに取り上げた。

　見み覚おぼえのないアドレス。

　文も字じ化ばけした件けん名めい欄らん。

　本ほん文もんも意味をなさない記き号ごうが並ならんでいた。

　津波は反はん射しや的てきに削さく除じよしようとして、ふと指を止めた。

　もう一度、画が面めんを確かく認にんしてみる。

　十秒びようほどそうしていただろうか。

「ふーん」

　なぜか納なつ得とくしたように鼻はなを鳴ならし、津波はそのまま携帯を閉じた。

「あたし宛あてじゃないってことね」

　そして、何なに事ごともなかったかのように書しよ類るいの整せい理りに戻るのだった。




　　　　＊＊＊




　猫ねこ子こが見れば理り解かいしただろう。

　それは、電でん子しの大たい海かいの遙はるか彼方かなたにいる、粒りゆう子し群ぐんからの感かん謝しやの言こと葉ばだと。








あとがき






　ノスタルジーについて。

　目を閉じて過か去この記き憶おくをまさぐっていると、何とも言えぬ郷きよう愁しゆうにかられることがあります。それはだいたい、幼おさなき子供だった時じ代だいの記憶であり、僕の場合で言えば広こう大だいな野の原はらを虫取り網あみ片かた手てに駆かけずり回っている時の情じよう景けいです。今思えばそれほど広大でもなかったのですが、そんなわけで過去の記憶となると圧あつ倒とう的てきに夏と虫のイメージになりますね。

　セミやらキリギリスの鳴なき声で騒さわがしかったその野原は、実はかなり早い段だん階かいで消え失うせて巨きよ大だいなマンションに姿すがたを変えてしまい、子供ながらにしてすでに郷愁を感じていたわけですが、おそらくそのせいでしょう、今でも緑の草くさ木きが青々とした空あき地ちを通りがかると表ひよう現げんしがたいノスタルジーを覚えます。これはその風ふう景けいが過去の記憶を喚かん起きして感情を刺し激げきするためで、いわば現げん在ざい進しん行こう形けいのノスタルジーと言えます。失うしなわれた過去を、現げん存ぞんする光こう景けいに見ているわけですので。

　過去記憶の中にしかない映えい像ぞうが寂せき寥りよう感かん満まん載さいなのに対し、そちらの光景のほうは今も確かつ固ことして存そん在ざいし、まだしばらくは存在するでしょうから、どちらかと言えば未み来らい方向へベクトルが向いて、前向きな感覚を覚えます。そしてやはり、何事にも前向きであるほうが心豊ゆたかになるものです。

　これからも、そのような前向き型がた現在進行形ノスタルジーを感じる映像や物語に数多く接せつすることができるように願ねがいつつ、お礼れいの言こと葉ばを。担たん当とう編へん集しゆう峯みね健けん司じ様さまならびに三み木き一かず馬ま様、イラスト織お澤ざわあきふみ様には現在進行形でお世せ話わになっております。ありがとうございます。いつもご迷めい惑わくをおかけしております。

　そしてもちろん、読んでいただいている読者の方々には格かく別べつにして深しん遠えんなる感謝の意いを表ひよう明めいしつつ、それではまたっ。
















谷たに川がわ 流ながる

１９７０年生まれ。兵庫県在住。『涼宮ハルヒの憂鬱』で第８回角川スニーカー大賞＜大賞＞を受賞。２００３年６月10日、同受賞作と電撃文庫『学校を出よう！』シリーズ第一作との二冊同時刊行デビューを飾る。風呂上がりのビールを購入していた近所のコンビニが潰れ、ビールを手に入れる為に30分の夜中の散歩を敢行中。
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イラスト／織お澤ざわあきふみ

編集者の熱意にうたれて（？）、今作のビジュアルを担当する、某ＰＣゲーム会社に所属する関西在住の若手イラストレーター。一部では「親父好き」という寸評あり。
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